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本報告書は平成 8年度と 9年度に実施した旧天界寺跡西区緊急発掘調査の成果をまとめたもので

あります。発掘調在は首里城公園管理棟建設に伴うもので、沖縄県土木建築部都市計画課からの依

頼を受け、沖縄県教育庁文化課が分任事業として実施したものです。出土品の整理及び報告書の刊

行は、平成12年度に開所しました沖縄県立埋蔵文化財センターが行いました。

首里城復元整備事業の進行に伴い、かつて威容を誇っていた琉球国の王城がその全容を蘇らせつ

つあります。城郭内の整備に並行して、城周辺の公園整備も進められており、毎年多くの観光客が

訪れる観光名所となっております。

天界寺跡の発掘調査も首里城周辺の公園整備に伴うもので、玉陵に隣接する首里城公園管理セン

ターが新設されることに伴うものです。平成 7年度には那覇市教育委員会による発掘調査が実施さ

れ、その成果である報告書も刊行されております。

今回の発掘調査は天界寺跡の西側部分について実施しました。発掘調査の結果、赤土造成の下層

からは古い時期の円形の溝状掘り込み遺構や柱穴群、石垣や石列のほか瓦だまりなどが検出され、

創建当時の様子を窺い知る貴重な遺構が発見されました。また、赤土造成層の上面からは首里古地

図に描かれている本殿から延びるコーラル敷きの参道が検出されるなど、記録の少ない天界寺の歴

史の一端を窺い知る貰重な発見がありました。

出土品としては、中国やタイなど多くの貿易陶磁器とともに石像が発見され注目されます。石像

は県下では初めての出土であり、文献資料とも符合することがわかりました。このような調脊成果

をまとめた本報告書が沖縄の歴史や首里城などの研究資料として活用されれば幸いです。

末尾になりましたが、本発掘調査事業の実施に際しご協力を賜りました関係各位に、発掘調査及

び資料整理の際にご指導・ご助言いただきました諸先生方に厚く御礼申し上げます。

平成14年 3月

沖縄県立埋蔵文化財センター

所 長 知 念 勇



例 言

l、本書は平成 8年度から 9年度にかけて実施した、首里城公園管理棟建設工事に係る緊急発掘調査の成果をま

とめたものである。

2、調査は、沖縄県士木建築部都市計画課からの分任事業として沖縄県教育庁文化課が実施した。

3、資料整理作業は、平成11年度までは県文化課が行い、平成12年度からは沖縄県立埋蔵文化財センターが引き

続き実施した。

4、本書に使用した 1/25000地形図は国土地理院発行の資料によった。

5、本書に表した高度値は海抜高である。

6、資料整理にあたり、下記の方々に各遺物の鑑定、または同定をお願いした。記して謝意を表したい。

陶磁器（五十音順）

池畑 耕一氏（鹿児島県教育庁文化課）

大橋 康二氏（佐賀県立九州陶磁文化館）

鈴田由紀夫氏（佐賀県立九州陶磁文化館）

手塚直樹氏（青山学院大学）

橋本 久和氏（大阪府高槻市教育委員会）

石 器…神谷 厚昭氏（沖縄県立真和志高等学校）

貝 類…名和 純氏（潟の生態史研究会会員）

魚骨・獣骨…金子 浩昌氏（東京国立博物館）

人 骨…譜久嶺忠彦氏（琉球大学医学部）

本書の編梨は島袋春美 ・新城ゆかりの協力を得て島袋洋が行った。

各章の執筆分担は次の通りである。

島袋 洋••第 I-第W章、第 V章第1節、第M章

西銘 章••第V章第2節、第7節、第13節、第23·24節、第36節

知念隆博…第V章第3節

山本正昭…第V章第4-6、第9-12節

喜多亮韓•第V章第8節

新城ゆかり…第V章第14・15節、第17・18節、第25-27節、第31-33節、第39節

田里 一寿…第V章第16節、 第21・22節

新垣 力…第V章第19・20節

玉城照美••第V章第28 · 29節、第40節1

岸本竹美…第V章第30節、第34節

伊集ゆきの…第V章第35節

仲座 久宜…第V章第37節

上原 静•第V章第38節

金子 浩昌•第V章第40節2

譜久嶺忠彦…第V章第41節

9、遺物の写真撮影は宮崎典子、光嶋香による。

10、発掘調査で出土した遺物及び、 実測図・写真等の記録は全て、沖縄県立埋蔵文化財センターにて保管してい

る。
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第 1章調査に至る経緯

第 1節調査に至る経緯
首里城復元整備事業の進行とともに、琉球王国の王城が在りし日の姿を今に蘇らせつつある。呼応するように

訪れる観光客の数も増え、観光バスやタクシーの往来も激しくなってきている。観光メッカのひとつとして賑わ

いをみせる首里城周辺の整備も急ピッチになり、観光バスなどの駐車スペースの確保、渋滞を引き起こさないよ

うな進入路の整備、公園全体の管理センターの充実などが図られ、周辺の様相も一変してきている。

今回の調査の契機もそのような公園整備に係るものである。首里古地図などの古文献にみえる天界寺の寺域に

も道路の整備や公園管理センターの新設などの事業が計画された。天界寺の中央部を走る道路、その道路から首

里杜館の地下駐車場への進入路整備に伴う緊急発掘調査が終了している,u。今回は天界寺の 3回目の調査という

ことになり、天界寺境内の西側一帯（玉陵に東接する地域）が調査対象となった。

当初、平成 8年度に県都市計画課からの調整（玉陵の東側に公園管理センター棟を新設する計画）により、緊

急発掘調査に着手した。しかし、調査に着手して間もなく、先に首里杜館地下駐車場への進入路の範囲を発掘調

査してほしいとの申し出がなされたため、その地域の発掘調査を優先して行うことになった。その調査の終了後

に管理センター棟新設地域の発掘調査を行うことで県都市計画課との調整がなされた。つまり、天界寺東地区

（地下駐車場への進入路地区）の調査終了後如に天界寺西地区（玉陵東接地区）の本格的な発掘調査を実施する

ことになった。

天界寺西地区（玉陵東接地区）の調査費用は改めて県都市計画課が負担し、発掘調査は引き続き県文化課が行

うことでまとまり、本格的な発掘調査は平成 9年 2月中旬からの開始となった。

＜註＞
註1「天界寺跡一首里城公園整備事業に伴う緊急発掘調査報告」「那覇市文化財調査報告書J第43集 那覇市教育委員会 2000年3月

註2「天界寺跡 (I)一首里杜館地下駐車場入り口新設工事に伴う緊急発掘調査ー」「沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書」第 2集

沖縄県立埋蔵文化財センター 2001年3月

第 2節調査体制
発掘調査から資料整理および報告書の刊行まで以下の体制で行った。

事業主体・・・・・・・・・沖縄県教育委員会

教育長・・・・・・・・・・仲里 長和（平成8年度）

// . . . . . . . . . 安室 肇（平成9年度-10年度）

” ・・・・・・・・・翁長 良盛（平成11年度-12年度）

// ・・・・・・・・・津嘉山朝祥（平成13年度）

文化課課長・・・・・・・・大城 将保（平成8年度-10年度）

,, . . ・・・・・・営渓 嗣ー （平成11年度-13年度）

文化課課長補佐・・・・・・日越 国昭（平成8年度-9年度）

文化課副参事兼課長補佐・・稲嶺 靖子（平成10年度）

” ・・・・・・嘗慎 嗣ー（平成10年度）

// ・・・・・・千木良芳範（平成11年度-12年度）

・・・・・・大城 慧（平成13年度）

調査事務

文化課管理係主幹・・・・・比屋根正治（平成8年度）

// ・・・・・大浜 節（平成9年度-11年度）

// 主査・・・・・村山 佐代（平成8年度-10年度）

// . . . . . 砂川邦子（平成9年度-11年度）
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文化課管理係主査・・・・・嘗間 清美（平成11年度）

// 副主在．．．．•新垣敏子（平成8年度）

// ・・・・・嘗間 清美（平成10年度）

／／ 主任・・・・・営間 保智（平成8年度）

// ・・・..島袋正都（平成9-10年度）

// . . . . . 横山さゆり（平成11年度）

,, 主事・・・・・上原 直樹（平成8年度-9年度）

調査主体・・・・・・・・沖縄県立埋蔵文化財センター（平成12年度-13年度）

調査統括所長・・・・・・知念 勇（平成12年度-13年度）

調査事務副所長・・・・・知念廣義（平成12年度-13年度）

//'庶務課主事・・・・上原 浩（平成12年度-13年度）

// • ・・・城間 千賀（平成12年度-13年度）

調査課課長・・・・・..島袋 洋（平成12年度-13年度）

調査総括

埋蔵文化財係係長・・・・大城 慧（平成8年度-9年度）

// . . . . 島袋 洋（平成10年度-11年度）

発掘調査専門員・・・・..島袋 洋（平成8年度-9年度）

,, • . . . . . 金城亀侶（平成8年度-11年度）

// ・・・・・・仲座 久宜（平成8年度-11年度）

／／ ・・・・・・比嘉 聡（平成8年度現：沖縄県立那覇国際高等学校）

発掘調査補助員・・・・・・嘗銘由嗣、常銘清乃（旧姓：上原）、新城ゆかり（旧姓：仲典根）、比嘉優子、

又吉純子、島袋春美、赤嶺雅子、玉寄智恵子

発掘調査作業員

新垣直美、金城さとみ、津波古美津江、大宜見より子、新垣キク、翁長スミ子、太田吉光、名嘉真朝紀、

島袋智之、宮城利香、桃原佐恵美、与那嶺勢津子、真栄城千枝子、呉我フジ子、中塚末子、宮国恵子、島袋文子、

古屋聡洋、真志喜千代子、上間チエ、桃原隆信、照屋栄子、柚木崎末子、森山弘恵、嘗真みよ子、常真フミ、

裳真喜美江、営真すみ子、営真ヨシ子、新垣裕子、城間光子

資料整理作業員

比嘉登美子、長田剛、仲宗根三枝子、城間千鶴子、玉城恵美利、大城美和子、照屋利子、大城直美、池原直美、

瑞慶覧尚美、源河秀子、折田衣代、高良三千代、玉榮さとみ、金城京子、天願睦美、吉田昌子、比嘉孝子、

新垣利津代、外間瞳、真榮田聡子、伊集ゆきの、平良貴子、岸本竹美、玉城照美、宮崎典子、譜久村泰子、

光嶋香、金城克子、比嘉洋子、神元逸子、石嶺敏子
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第II章位置と環境

天界寺跡は那覇市首里にある。復元整備事業の進む首里城の西側に位懺しており、首里古地図 (i773年）をみ
ると、守礼門の南側一帯に位置し、西側を玉陵に接している。

琉球王国の王都として栄えた首里の町は、略三角形状を呈す那覇市の東南側に位置し、周辺を丘陵や川に囲ま
れた琉球石灰岩の台地（標高70-130m)上に展開している。碁盤の青灰色粘土（クチャ）層と上部を構成する
琉球石灰岩の間から流れる湧き水が豊富で、首里城の内外に樋川や井戸などが見受けられる。
首里城を中心に形成された城下町も、沖縄戦の際に集中砲火を受け、壊滅的な打撃を被った。営々と営まれて

きた生活の中に育まれてきた文化、当時の粋を集めた建造物など、多くの文化財が灰煽に帰した。しかし、復帰
後の首里城復元を望む声の高まりにより進められている首里城復元整備事業、それに伴い固辺の公園整備事業も
活発化し、首里城内はもとよりその周辺でも往時の雰囲気を醸し出しつつある。近年は、道路や駐車場などの整
備も図られ、観光名所のひとつとなり、多くの観光客で賑わいをみせている。

天界寺は首里城の西側に位置し、守礼門から那覇市街に延びる綾門大道に沿うように寺城が展開する。境内の
東側が高く、西側が低い地形である。南側は琉球石灰岩の岩盤が東西に走り、寺域の南縁をつくっている。第一
尚氏の菩提寺として、景泰年間 (1450-56) に創建されたことが『球陽』にみえ、「琉球国由来記」には火災に
あった天界寺が順治年間 (1644-61)にはすべて復旧したことが記されている。

円覚寺・天王寺とともに琉球三大寺と呼ばれ、明治末頃に廃寺となるようである。400年近い歴史を有した天
界寺の境内も、尚家の果樹園となり、戦前までは首里城内の三御嶽を統合した三殿内が建てられ、ノロの居室も
兼ねて使用された。戦後の宅地化、現在の公園整備事業の進行により、往時の面影はほとんど消え、守礼門から
延びる道（綾門大道）沿いに部分的に残る石垣や天界寺の井戸などが古の様子を偲ばせているだけである。

第 1図 古地図に見る天界寺
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第 2図 沖縄本島及び那覇市の位置
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第m章調査経過

平成 8年 6月から調査を開始した。まず、調査対象範囲のほぼ中央、玉陵（西側）寄りの場所から、璽機を使

用して民家の立ち退きの際の残骸や表士剥ぎを行った。すぐに、拳大～人頭大の琉球石灰岩礫が集中する場所が

広がり、そこから特徴的な石質の大きな礫が出土した。細かく見ると丁寧に彫刻されており、文献にみられる石

像かと考えられた（巻首図版 3) が、近代の遺物に混じって出土しており、確定するまでには至らなかった。

引き続き重機による表土剥ぎを南側の方から北側の方へ進めた。所々には戦後掘った穴が地山まで掘り込まれ、

いろんな塵が埋められている場所がみられ、そういう撹乱部については先に全部掘り起こすことにした。そのよ

うな場所では、地山面にピットが確認される場合もみられた（巻首図版 1)。重機による表土剥ぎが調査区の中

央付近まで終了した時点で、グリット設定を行った。

調査対象区のほぼ中央付近に打ち込まれている杭とアスファルト敷きの道路の反対側にある杭を結ぶ直線を基

準ラインとした。この東西ラインに直交するように南北のラインを設定し、那覇市教育委員会が実施した調査の

際の東西3.5mX南北 4mというグリットの大きさに合わせて、調査区全体に方眼を組んだ（第 4図）。東から西

ヘアルファベット、北から南へ算用数字を付し、グリットの呼称はG-19、N-20、L-21・・と呼んだ。基準

のラインを Gライン、 20ラインとした。

調査は南西側（天界寺の井戸と玉陵の間）から開始した。全体的に黒褐色の小礫混入層を約20cm掘り下げると

小礫混入が少なくなり、黒味の強い土層になる。その黒色土層を約10cm掘り下げると南側や西側では琉球石灰岩

岩盤が露出し、中央部から北側、東側にかけては赤土の地山面が露出する。赤士の上面に黒色の石灰岩礫の槃中

部や溝状の遺構、ピット様のものが検出されるが、赤土を大きく掘り込んだ撹乱部（底面にユンボの爪跡が残る

場合もみられる）も西側、東側で見受けられた。

遺物は瓦類を中心に沖縄産陶器や青磁などがみられた。ほぼ全面が赤土上面になり、遺構の状況もある程度把

握できたので、この地区の発掘を一時中断し、中央部の21-24ラインを中心とした発掘に移る。那覇市教委の調

査により確認された基壇遺構から真っ直ぐに西側へ延びる小礫を敷いた道が造成層（赤土）上面に検出された

（第 5図）。 Jラインにみられる排水管を埋設した溝の東西で状況が異なり、東側は造成層が厚く堆積し西側はか

なり撹乱をうけ、造成層はほとんど残っていなかった。

中央部の発掘は基壇中央部の石畳追及びその周辺から開始し、その直下にほぼ同じ幅で、やや大きめの礫敷き

道が検出された。南側の石列固辺を掘り下げると、その下部に溝状の黒色土が50cm程の厚みで確認され、遺物は

やや古手のものが主体であった。赤士を主体とした造成層をさらに掘り下げていくと、基壇の西側に長方形状の

落ち込みがあり、下部には礫や瓦の集中部などがあり、青磁、白磁、染付、褐釉陶器、瓦類など造成暦よりは古

手の遺物が目立つ。

南側の溝状遺構やピット群、石敷き遺構など掘り下げ、写真撮影、実測作業など繰り返し進め、発掘を完了。

中央部の発掘調査も南側の石列、石敷き道、長方形状落ち込み、井戸北側から延びる石垣、造成層下の黒色土、

地山面に検出された円弧状遺構、ピット群など掘り下げ、その都度写真撮影、実測作業など繰り返し行い完掘し

た。西側では地山直上の瓦槃中部を覆ってコーラル敷きの道が検出され、関連するとみられる石列（第13図）と

もども調査区外の西側（玉陵側）へ延びる。天界寺の古い時期の参道とみられ、直交するような石垣（第 6図）

なども検出されている。時期が下っても参道のラインは変わらなかったものと推察される。

北側部分は中央部で確認できた造成層下の黒色土の掘り下げに主目的をおき、撹乱部や造成層は一気に掘り下

げた。調杏区の北西側では黒色土上面の一面に砂利が敷かれて露出し、その面から立ち上がる石垣（第 6図）や

溝状石列（第12図）など、天界寺の古い時期のものと考えられる遺構が確認され、調査区外に延びていることも

確認された。管理棟建設工事のスケジュールとの兼ね合いから、北側部分の調査中に現場引き渡しが済んでいた

南側部分の建設工事も並行して行われた。管理棟の駐車場部分は黒色土検出面で発掘調査を終了した。

黒色土を完全に掘り下げた結果、調脊区のほぼ全面に、地山面上にピットが検出され、プランも幾つか確認で

きた（第14図）。中央部で検出された 6基の円弧状遺構（第15図）は注意されよう。造成層や包含層の発掘は、

その都度実施した個々の状況写真、スカイマスターからの全体写真、平面・断面実測などを繰り返し行い、途中、

2度の台風接近などによる影響もあったが、平成10年 1月31日に発掘を終了し、その後 2週間ほど完掘したピッ

ト群等の実測等を行い、発掘調査の現場業務を総て終了した。
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第 4図 発掘調査の範囲及びグリット設定
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第W章屑序と遺構

第 1節層序
今回の調査対象地域は東西をアスファルト舗装が済んだ首里城線と玉陵の石垣に挟まれ、南北は守礼門から西

側に延びる道路から玉陵の石垣までの場所である。調査の直前まで個人住宅があり、ちょうど調査範囲の中央付

近を南北方向に下水道管が埋設され、調査区を東西に 2分する惑じになっている。この下水追管は赤土の地山ま

で掘り込んで埋設されており、その部分で堆積層が切られている。しかし、東西の基本的な堆積土の層相に変化

は見受けられなかった。

確認された士層の状況をみると、調査範囲の南側（天界寺の井戸の西側地域）と調査区中央から北側地域では

異なる様相を呈している。前者は後者の範囲に見られる赤土を主とした造成層 (17世紀の中頃の復旧の際の造成）

がみられず、全体的な状況からすると天界寺の新しい時期に形成された区域かと想定される。

以下、確認された層序（第 5図）について、南側地域 (24ライン以南）と中央から北側地域 (24ライン以北）

に分けて略述する。

・南側地域 (24ライン以南）

先述したように南北方向に下水道管埋設の際の掘り込みがみられるほか、地山の赤士まで掘り込んでゴミを埋

めた場所などが散在し、現代の撹乱を受けた部分も多い。南西側に琉球石灰岩の岩盤が露出するものの、ほとん

どは赤土面が広がる。赤土面はほぼ平坦をなし、堆積層もほとんど水平方向の堆積を示す。層序は赤土の地山を

含めて 3枚確認できた。以下に略述する。

第 1層 ー 暗褐色混礫士層。本地域の全体を覆う表土層で、ジャリを多く含む。瓦類を主体に青磁・染付

褐釉陶器などの中国産陶磁器や本土産陶磁器、沖縄産施釉・無釉陶器などが出土。厚さ約50

cmで、ほぼ水平方向に堆積。

第2層 ー 黒褐色士層。第 3層上面に薄くみられる近世の遺物包含暦。 5cm前後の原みで、部分的に途切

れる箇所も見受けられるほか、現代の撹乱を受けている部分もある。遺物の量は少なく、青磁

褐釉陶器などが目立つ。本層の上面には小礫が築中して広がる部分もあり、何らかの建物遺構

の可能性も考えられる。

第 3層 一 本地区の基盤をなす、琉球石灰岩風化土（赤土）の地山。無遺物層。南西側では琉球石灰岩岩

盤が露出。本層の上面には黒褐色の落ち込み部のほか、溝状の遺構なども検出されている。

・中央部から北側地域 (24ライン以北）

ほぼ中央付近を南北方向に下水道管の埋設工事に伴う溝が走り、調査区を東西に分断する感じになっている。

しかしながら、東西の堆積層に変化はみられず、同じような層相である。現代の宅地造成等の際に大きく撹乱を

受けている場所が多いものの、下層においては古の天界寺の様子を窺わせるような堆積層や遺構等が確認された。

今回確認された層序は甚盤をなす赤土の地山を含めて 5枚で、いずれの層も基本的には水平方向の堆積を示す。

以下、確認された層序について概要を記す。

第 1層 一 茶褐色混礫土層（表士）。戦後の住宅建築の際の造成層。本地域のほぼ全面を覆っており、 70

cm前後の厚さの所が多い。しかしながら、大きく地山の赤土面まで掘り込まれている場所も見

受けられ、そのような場所では 2mを越す厚味を有す。現代の陶磁器やガラス片、鉄くずなど

に混じって青磁や白磁、褐釉陶器などのグスク時代～近世の遺物も得られている。

第 2層 ー 黒褐色混礫土層。本層も後世の撹乱層かとみられる。本地域の北西側でみられたが、本来的に

は全面に広がっていたものと考えられる。大部分が第 1層の造成の際に削りとられたものとみ

られる。遺物の量は少なく、近代遺物に混じって青磁、褐釉陶器なども得られている。

第3層 ー 赤土を主体とした造成層。天界寺が火災を受けた後の復興の際に行われた造成とみられる。上

面の20ラインには東西に延びるジャリ敷き道が検出されている。北西側に厚く見られ、 1mを

越すほどである。細かくみると上部には炭やジャリが比較的混じり、中央付近は粘士質で、下

部は礫が混じるという状況がみられるものの、一時期のものとみられ一括した。遺物は近代の

時期のものが少なく、グスク～近世のものが主体をなす。

第4層 ー 黒褐色士層（包含層）。天界寺の古い頃の遺物包含層で、オリジナルな未撹乱層である。 20cm
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前後の厚みで、上面はジャリが薄く敷かれた感じである。この面から立ち上がる石垣（第 6図）

なども検出されており、ある時期の地表面の可能性が考えられる。 M-21では造成層上面で検

出されたジャリ敷き道とほぼ同じライン上にコーラル敷きの道が調査区外の西側（玉陵側）へ

延びるように検出されている。 L-18・19には若干北側にカーブしながら西側（玉陵側）へ延

びる溝状石列（第12図）なども検出されている。遺物は青磁、白磁、染付、褐釉陶器、古銭、

青銅製品など15-16世紀頃のものが主体をなしている。

第5層 一 本地区の基盤をなす、琉球石灰岩風化土（赤土）の地山。無遺物層。若干、北西側へ傾斜して

いる。本層の上面には柱穴様のピットがほぼ全面に検出され、平面プランの想定されるものも

見受けられた（第14図）。また、 6基検出された円弧状遺構（第15図）は特異なもので注意さ

れる。天界寺の創建時の頃の遺構かと考えられる。

第 2節遺構
今回の調査で多種多様の遺構が確認できた（第14図）。南側地域 (24ライン以南）では赤土の地山面にピット、

土堀、溝状遺構、石列などが検出されている。中央から北側地域 (24ライン以北）では赤土主体の造成層の上面

及び下方から、甚壇、参道、石列、石垣、溝状石列、円弧状遺構、ピット群などが確認され、天界寺の時期的な

様子の一端を窺わせている。しかしながら、個々の詳細や境内での全体的な状況など不明な点も多く残った。

今回検出された遺構は、すでに那覇市教育委員会が報告iいしているように、造成層の上下の 2時期のものに大き

く分けることができる。以下、今回検出された遺構について、造成層上面で検出された遺構と造成層下で検出さ

れた遺構に分けて概略を述べる。なお、 M・N-21グリットで検出された地山直上の瓦集中部を覆うように検出

されたコーラル敷きの参道とみられるものは注意しておく必要があろう。

a. 造成層上面で検出された遺構

造成層上面のもの及びそれ以降に造られたとみられるものも含めた。ほとんどの遺構が調査区の中央部で検出

されており、基壇、参道、石列A-C、石垣A、ピット群がある。以下、それぞれについて概述する。

・基壇

那覇市教育委員会の調査で検出されたもので、本堂跡と報告されている。今回の調査では市道の区域からはず

れた西側部分を再確認した（第 7図）。全体の大きさは約13mX13mの方形状に検出されている註l。西側面、南

側面の西側部分の約 2mは琉球石灰岩礫の野面積みであるが、南側面の西側から約 5m東側に設けられている溝

は、切石により造られている。北側面のほぼ同じ位置にも、同様な溝が設けられている。溝の長さは 2m余で、

切石の大きさは約30X50cmのものが主体のようである。溝以外は野面積みの基壇のようであり、溝の部分には翼

廊の配償が想定されている。

西側面に用いられている石灰岩礫の大きさをみると、ほぼ中央にみられる積み石の途切れる箇所を境に、北側

はやや大きめの礫が主体で、南側は小さめの礫が中心である。また、北側は若干東側に下がるラインで石積みが

なされている。遺物は沖縄産施釉・無釉陶器、陶質土器、瓦類が主体をなし、褐釉陶器、青磁、白磁、染付等が

得られている。

・参道

本堂跡の基壇の石積みが途切れる部分、基壇西側面のほぼ中央から西側へ延びるように検出された（第 6図）。

基壇との接点は判然としなかったが、基壇とほぼ直交する。コーラル状になった小礫を敷き詰めており、幅は約

2mで、直線的に西側へ延びる。 Jラインを南北に走る排水管を埋めた溝まではコーラル状を呈すが、溝の西側

ではやや大きめの礫が幅を若干広げるように、ほぼ同じライン上の縁に並んで検出された。その縁石状のものま

で含めると、約16mの長さである。

この参道が首里古地図に描かれているように、北側へ折れ曲がるものかどうかは確認できなかった。また、発

掘の結果、このコーラル状の礫敷きのすぐ下から、若干大きめの礫を敷いた道が検出された。若干幅広くなり、

溝の西側で検出された縁石状のものは下部の礫敷き道かもしれない。それほどの時期差は惑じられないが、時期

が新しくなっても、参道のラインは変動しなかったものと考えられる。

• 石列A

本堂の基壇跡とみられるものの南側、天界寺の井戸との間に位置し、東西方向に延びる（第 9図）。本石列の

東端部は基壇の西端部から約 3m東側にみられる南北方向に並ぶ石垣（西側に面を有す）で、そこから約31mの
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長さで検出されている。途中、撹乱等により途切れる箇所も見受けられるが、下段の 1段が確認されている。

石列東端部の西側に面を有す石垣の状況をみると、赤土の地山面を削り、整えてから50cmX30cmほどの長方形

状の石を設置している。その石垣の北面に合わせて北側（甚壇側）に面を持つように本石列は配置されている。

検出された石列の南側は 1段高くなり、小礫が帯状に約50cm幅でみられた。石垣の中込石とも考えられる。

石列の中間付近（東側から約14mの箇所）にほぼ 1m幅で石列の途切れる場所があり、通用口のような部分の

可能性が想定された。本石列は基壇や基壇の西側に延びる小礫敷きの道にほぼ平行に走ることから、当該時期に

機能していたものかとみられる。

遺物の出土量はそれほど多くなく、青磁、褐釉陶器（中国産・タイ産）、沖縄産施釉・ 無釉陶器、瓦、貝殻等

が得られている。

• 石列 B

調査区の南西側、 M・N-24グリットで検出されている（第10図）。最下段の石列かとみられるものが、若干

西側へ傾斜しながら東西方向に約 6m確認でき、さらに西側へ延びるようである。約40cm幅で相対するように検

出され、溝状遺構かと想定される。東側延長部にジャリの広がりが若干みられることから、もう少し東側へ延び

ていたかと推察される。底面に残るジャリの状況からすると、底面にも礫が敷かれていたかと想定される。石列

の裔さは不明。使用されている礫の大きさは30-50cm大のものから拳大程のものが用いられている。石列の下部

に暗褐色土層がみられることからすると、比較的新しい時期のものかとみられる。

・石列c
調査区の南西側、石列Bの約 2m南側で検出されている（第10図）。 N-25グリットで検出され、調査区外の

西側へ延びる。本石列も石列Cと同じようにジャリ様の小礫の上に大きめの礫を配置している。全体的な状況か

ら幅約 1mの屋敷囲いの石垣が想定される。本石列の東側は礫はみられず、約 2m離れた箇所に礫の広がりが見

られることからすると、礫のみられない部分は通用門の可能性も想定できる。本石列の下部には礫混褐色土がみ

られ、時期的には石列Bと同じ頃の遺構かと考えられる。

・石垣A

調査区の中央部と南側部分を分けるように東西に走る石垣である（第 8図）。東側は井戸に行くように、上部

をコンクリートで覆っている。 24ラインにみられ、 20m余り検出されている。戦後の撹乱により壊れている箇所

も見受けられる。コンクリートで覆われている東側は石積みが 4段みられるが、それ以東は 2・3段の検出であ

る。石垣の輻をみると、東側は約 2m幅みられるものの、西側は約1.4m幅である。石垣の面を有す両側は大きめ

の礫を積み、小さめの礫で内部を充填している。褐色混礫土層から立ち上がる。天界寺の新しい時期のものかと

推察される。

・ピット群

調査区南側、天界寺の井戸の西側で検出されたピット群である（第14図）。地山上面で検出されたものである

が、この地域の全体的な状況から造成層以降に属するものと解した。比較的まばらな感じで検柑され、東側に多

くみられ、調査区外の南側への展開も想定される。ほとんどが円～楕円形状のもので、径が約20cm前後、深さが

約30cm前後である。南東側の長方形状のものはピット内に灰が堆積し、魚骨が梨中的に出土しており注意される。

この地域を細かく区画するように、約10mの間隔で東西方向に走る溝状のものが検出され、南側の溝は西側で北

に折れ曲がる。

b. 造成層の下部で検出された遺構

造成層を除去した段階で確認できた遺構で、黒褐色土面に形成されたものや地山上面で確認できたものがある。

主に調脊区の中央付近から北側で検出されている。掘込遺構、石列D、溝状石列、ピット群、円弧状遺構などが

検出されている。以下、それぞれについて簡記する。

・掘込遺構

本堂の碁壇跡とみられるものの西側 (H・I-22グリット）で検出された（第11図）。約3.5mX2 mの大きさ

で、東西方向に長軸を有す。中央部の深さが約50cm。掘り下げた結果、約 2m Xl.5mの楕円形状の掘り込みを切

るように、長方形状（約2.4mXl.8m)の掘り込みが東側に重複している。

楕円形状のものは掘り込みの立ち上がり部はやや斜めであるが、長方形状のものはほぼ垂直になっている。第

11図上段に示すように楕円形状のものは 9層以下が埋土で、長方形状のものは第 1-8層までが埋士として認め

られる。また、楕円形状のものは円弧状遺構の一部を壊してつくられている。
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つまり、基壇が機能する以前～円弧状遺構の後の間につくられたものといえる 。いずれの掘り込みの場合も底

面はほぼ平坦にしている。長方形状のものは下層に15cm-20cm大の礫が中心に見られ、その上部に一回り小さな

礫が集中してみられた。上部にはセンなどもみられ、本遺構の上面からはタイ産半練の土器の身が出土している。

本遺構の性格等は判然としなかった。遺物は割と出土しており、瓦類を主体に青磁、白磁、染付、褐釉陶器、タ

イ産陶器、貝殻等が目立つ。

・石列D

調査区中央付近の西側、 L・M-19・20グリットで東西方向に約 5mの長さで 3列検出されている（第13図） 。

3列の石列は、ほぼ等間隔である。最も南側の石列は北に面を持ち、中央と北側の石列は南に面を有す。いずれ

の石列も石垣Bの面から始まっており、石垣Bがつくられた後に積み上げられたことが判る 。使用されている礫

の大きさは北側の石列が大きめ (20-30cm大）のものが主体で、南側石列、中央石列の順に主体の礫の大きさが

小さくなる 。南側・中央石列はほぼ直線的であるが、北側の石列は西へ行くにつれ北側にカーブしている 。いず

れも調査区外の西側（玉陵側）の方へ延びる。南側石列と中央石列の間には地山直上面で瓦の集中部（灰色瓦が

主体）が広がり、中央石列は瓦集中上面から立ち上がっている。礫の大きさからすると、北側石列と南側石列が

対応するものかとみられ、中央石列は別の意味合いのものかと考えられるが、詳細は判然としない。

・溝状石列

調査区の北西側、 L-17・18グリットで検出されている（第12図） 。地山の上層の黒褐色土層面に造られてい

る遺構であり、天界寺の古い時期に属すものとみられる。底石として50cm大のニービ（細粒砂岩）を敷き、その

底石の両側の端から立ち上がる石列で縁部をつくる 。使用されている石灰岩はそれほど大きくなく、野面である。

西壁から6.5mの長さで東側に延びる。東端部は底石だけがみられ、さらに東側に延びていたのか詳細は不明。両

石積みは約30cm幅である。

ゆるやかに北側の方ヘカーブしながら、西壁にぶつかり、さらに西側へ延びる。底石は西側へ傾斜するように

敷かれている 。石積みの高さは約60cmである 。褐釉陶器（中国産・タイ産）を主体に白磁、染付、瓦類が得られ

ている。

・ピット群

今回の調査範囲の中央付近から北側の地山上面で検出（第14図）されたピット群である。平面が円～楕円形状

を呈し、径が約50-60cm前後、深さが約60-70cm前後のものが主流である。蜂の巣状に検出されたピット群の中

から平面プランの想定できたものが 2基みられる 。調査区中央の西側と北側の中央付近で確認でき、いずれも長

軸を東西方向に持つ、長方形状のプランである。前者は 6つのピットで構成され、 全体の大きさは約2.SmX5 m 

で、各ピットの間隔は約2.Smである。後者は北東側は未確認だが、 18のピットで構成されるものとみられ、全体

の大きさは約 6mX10m で、東• 西のピ ットの間隔は約1.5m、南・北のピットの間隔は約 2mである 。

・円弧状遺構

地山上面で 6基確認されている（第15図）。検出された場所をみると、調査区の中央付近に集中じており、南

西側に 2基、中央部に 1基、東側に 2基、北西側に 1基である（第14図）。いずれも外周に幅約30-40cmの溝を

配し、その内側はほぼ平坦面をなし、ピットが検出される部分とそうでない部分を有すという似たような特徴が

みられる。大きさをみると直径が約 4mのもの (4・5)、4.6mを測るもの (1・2)、3.6mのもの (3) が見

受けられる。また、 1は溝が 2重にみられ、 2・3は溝が部分的に 2重になる 。溝の幅はほとんどが約30-40cm

であるが、 1の内側の溝と 3の溝は幅が約20cmである。

〈註〉

註 1. 島 弘編 「天界寺跡」 那覇市教育委員会 2000年 3月
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第 1表 ピッ ト計測一覧（第14図に対応）

巴グリット
長短 深

EL. 出土遺物（その他）
弓 径径 さ 番

グリット
長 短 '、木"' 

EL. 出土遺物（その他）
号 径 径 さ

Jjl_位： EL.~m、その他はcm

---2... F-20 
44 44 64 101.200 (※1-3) 

2 64 60 76 101.200 (※1-10) 

し G-18 
30 26 60 101.080 

4 38 36 64 101.000 

u.... 40 40 65 100.360 

I 6 
G-19 

40 34 66 100.320 

Iユ 50 38 78 100.280 

8 36 34 60 100.400 

67 ]-13 44 29 62 99.490 

68 110 78 68 100.460 青磁3、臼磁1、貝1
69 56 40 86 100.300 

'To 
J-15 

95 70 108 100.120 青銅製晶1
I 

71 36 28 60 100.600 
． 72 

58 56 94 100.300 

rn 40 40 120 100.000 

• 9 54 34 74 101.060 (※1-16) 

＇ 10 44 32 86 101.000 銭貨1 (※1-26) 

ビ G-20 44 42 76 101.020 (※1-41) 

l旦 50 46 82 100.980 い磁2、上器1、獣骨1(※1-44) 
13 46 36 77 100.980 白磁1、獣骨1 (※1-29) ,~ 

G-21 
61 45 84 100.980 (※1-11) 

15 60 37 104 100.780 

＇ 16 H-14 
56 56 90 100.260 獣骨1

17 40 32 75 100.420 

, 18 72 70 90 100.700 （プラン1)

|」 50 45 84 100.760 （プラン1)

|旦 H-18 50 45 70 100.900 

ユ上 70 65 86 100.900 

22 70 60 76 100.800 （プラン1)

, 23 60 43 58 100.720 

し 24 40 32 80 100.100 

74 50 30 60 100.640 艮3、獣骨1
75 

J-16 
43 38 55 100.680 

76 80 55 54 100.860 （プラン1)
＇ 77 54 46 80 100.520 魚骨1 （プラン1)

78 36 34 56 100.980 艮1
言

}-17 
46 32 58 100.920 

1-80 54 44 50 101.000 中国産褐釉陶器1
IT, 42 30 60 100.820 

82 80 50 56 100.000 （プラン1)
83 56 48 72 100.820 

84 
J-18 

54 50 64 100.860 （プラン1)
＇ 85 56 52 72 101.000 

86 44 38 60 100.920 中国産褐釉陶器1、獣骨1
I百 60 42 62 100.880 黒釉陶器1

88 84 52 96 100.560 
肯磁1、染付1、沖縄産施釉陶器

J-19 l、貝1
89 55 50 90 100.640 

＇ 25 H-19 40 36 70 100.200 

26 84 46 64 100.260 
タイ産褐釉陶器1、円盤状製品1、
獣骨2

27 40 40 68 100.160 

90 J-20 50 48 64 100.960 

91 62 50 64 100.340 l育脳3、ー獣中骨国1産5.褐魚釉骨陶1器1、貝
13、 3

1-92 K-15 
44 38 64 100.460 染付1.貝2

|旦 40 38 74 101.060 (※1-39) 93 68 56 80 100.140 （プラン1)

巨 96 90 74 101.000 肖磁3、白磁1、貝1 (※1-33) 

区 46 40 86 100.800 青磁3、獣骨2、魚骨2
94 

K-16 
52 42 65 100.640 

95 54 52 72 100.640 沖縄産無釉陶器1、貝1

31 72 60 62 101.180 
青磁3、銭貨2、中国産褐釉陶器

＇ H-20 1、貝1

＇ 32 54 42 52 101.240 

33 72 50 70 101.000 
青磁7、銭貨1、中国産褐釉陶器

1、獣骨1

＇ 34 40 30 88 100.840 

35 38 20 88 100.900 

＇ 36 42 301 90 100.820 

＇ 37 64 46 100 100.820 石製品1、貝1

旦主 86 54 60 101.160 青磁2、魚骨1
39 H-21 50 44 74 101.060 

40 38 36 80 101.140 

41 100 50 94 100.860 

42 50 36 82 101.120 

43 H-22 60 50 60 101.160 貝4
44 1-12 100 80 70 99.300 黒釉陶器］、貝3、獣骨1

＇ 45 [-14 
50 36 76 100.300 

46 66 50 80 100.300 

1...£. 52 50 94 100.280 

48 l-15 46 31 60 100.620 中国産褐釉陶器1、タイ産褐釉陶
1器l

49 72 54 106 100.140 

96 44 36 60 100.780 黒釉陶器1
I 

97 50 36 60 100.800 （プラン1)
， 98 K-17 78 50 66 100.740 青磁1、中国産褐釉陶器1(プラン1)

99 50 42 60 100.800 
|詞 56 4,6 74 100.660 （プランll

101 K-18 60 60 80 100 660 
青磁3、瓦質土器2、貝1、獣骨2
（プラン1)

102 48 38 67 100.810 青磁2.銭貨 l (※3-25) 
103 K-19 58 45 62 100.900 (※3-28) 

104 33 26 55 100.970 (※3-30) 
105 62 60 76 100.640 

106 46 30 74 100.800 

107 K-20 70 52 66 100.940 
言 88 54 76 100.800 
I声 82 50 69 100.980 

110 46 42 64 100.980 

111 K-21 70 56 68 101.040 
1百 50 50 68 100.940 （プラン2)

113 K-22 54 52 78 100.920 貝3
114 

K-24 
64 46 74 100.980 

115 68 60 78 101.120 貝1

50 l-16 62 50 70 100.700 青磁3、魚骨1 （プラン1)

51 56 36 60 100.980 青磁7、品中1.国鉄産製褐品釉l陶、器1、銭獣貨骨13、
青銅製 艮2、， [-17 
I青磁1、銭貨2、[>1,J質土器1、獣骨5.52 58 50 68 100.640 
魚骨3

国 I-18 
75 55 62 100.980 

54 64 62 68 100.920 

116 
L-16 

44 36 72 100.600 

117 52 40 68 100.660 

118 58 36 58 100.780 
＇ 119 

L-17 
50 40 56 100.800 青磁1、銭貨1、貝3

声 44 40 60 100.720 備前焼1、貝2、獣骨1
121 34 30 60 100.800 

I~ I-19 
76 50 92 100.740 

56 40 35 60 101.000 

122 44 34 68 100.720 中国産褐釉陶器1、貝7
L-18 

123 36 32 60 100.860 

57 120 98 76 100.860 中固産褐釉陶器1、貝1、獣骨1
I 

巳 68 56 86 100.780 

l旦 1-20 52 50 62 100.980 獣骨1

.-2.!. 70 56 68 101.000 

60 66 28 68 100.940 貝1

62 82 68 82 101.080 1鉄中製国産品伺1釉陶器1、土器1、玉1、

124 L-19 54 48 82 100.640 

125 L-20 44 42 62 100.900 

126 90 54 78 101.220 

127 L-21 70 45 72 99.800 
＇ 128 50 42 50 101.020 肯磁1、黒釉陶器 1 (プラン2)
129 

L-22 
60 50 72 100.920 プラン2)

＇ 130 52 45 40 101.320 ICプラン2)
63 I-21 40 40 72 101.040 131 M-17 40 26 76 100.960 
64 86 45 76 101.060 青磁1、白磁1 132 M-21 50 40 42 100.920 I(プラン2)
65 48 40 70 101.100 133 M-22 55 50 60 100.780 ICプラン2)
66 J-22 38 38 63 101.110 (※2-1) ※＝「第 2表円弧状遺構周辺ピット」中の遺構番巧
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第 2表 円弧状遺構周辺ピット計測一覧 単位： EL=m、その他はcm

遺番 長 短 深
EL. 出土追物 （その他）

構 号径 径 さ
追 番長 短 = 、木

EL. 出土遺物（その他）
構 号径 径 さ

1 44 43 54 101.270 19 22 16 18 101.130 
2 46 22 28 101.510 20 26 24 16 101.310 
3 4 4 4 4- 64 101.200 (※ I) 21 21 18 15 101.330 
4 48 44 5 2 101.320 22 66 57 8 101.320 円盤状製品1
5 50 45 5 6 101.320 23 22 20 15 101.330 
6 22 22 22 101.670 24 21 19 9 101.370 
7 20 18 12 101.720 
8 27 22 12 101.860 

3 25 48 38 67 100.810 青磁1、銭貨1l※102) 
26 30 25 40 101.080 

9 34 30 58 101.220 27 22 21 22 101.260 
10 64 60 76 101.200 (※2) 28 58 45 62 100.900 (※103) 
11 61 45 84 100.980 (※14) 29 28 25 8 101.400 
12 92 74 52 101.380 30 33 26 55 100.970 (※104) 
13 48 22 42 101.420 31 38 34 16 101.320 
14 22 22 16 101.560 32 26 24 21 101.270 
15 26 24 14 101.660 1 31 29 8 101.720 
16 54 34 7,1. 101.060 (※9) 2 26 21 17 101.600 
17 22 16 10 101.690 3 31 16 10 101.690 
18 26 25 12 101.710 4 20 14 14 101.540 
19 30 30 22 101.570 5 20 18 15 101.650 
20 27 23 2/J 101.560 6 38 17 5 101.820 
21 40 24 17 LOl.630 7 30 28 13 101.780 
22 20 20 41 101.380 8 32 31 11 101.680 

l 23 25 23 15 101.630 9 18 16 15 101.410 
24 23 20 17 101.530 10 49 38 10 101.700 
25 38 30 23 101.530 11 26 21 10 101.680 
26 40 32 86 101.000 銭貨1(※10) 1; 18 16 7 101.510 
27 34 34 82 100.960 
28 35 26 68 101.020 

4 1
3 26 21 10 101.480 
14 18 17 11 101.470 

29 46 36 77 100.980 旧磁1、獣骨1{※13) 15 19 16 14- 101.640 
30 34- 30 28 101.360 16 22 16 11 101.660 
31 35 28 16 101.580 17 29 23 13 101.700 
32 26 26 25 101.420 18 31 28 25 101.560 
33 96 90 74 101.000 胄磁3、白磁1、貝1(※29) 19 22 20 7 101.500 
34 26 24 7 101.720 20 20 17 8 101.710 
35 25 20 17 101.600 21 26 21 11 101.690 
36 23 21 18 101.640 22 45 25 22 101.520 
37 74 61 54 101.640 23 45 40 16 101.560 
38 28 28 44 101.340 1白磁1 24 21 20 15 101.590 
39 40 38 74 101.060 (※29) 25 21 19 10 101.640 
40 28 28 16 101.680 26 42 40 18 101.630 
41 44 42 76 101.020 (※11) 1 36 23 22 101.420 
42 45 45 15 101.630 2 17 15 17 101.500 土器1
43 28 27 18 101.660 3 22 20 32 101.320 
44 50 46 82 100.980 白磁2、土器1、獣骨1(※12) 4 18 15 11 101.620 
45 42 32 118 101.360 5 37 30 13 101.640 
1 38 38 63 101.110 6 23 22 18 101.580 
2 29 23 11 101.630 7 34 33 28 101.440 
3 19 18 16 101.580 8 21 21 9 101.600 
4 24 18 8 101.650 9 25 22 13 101.570 

2 5 41 39 15 101.580 10 61 59 30 101.410 
6 52 40 12 101.580 11 30 21 28 101.380 
7 21 19 21 101.590 12 21 18 12 101.520 
8 50 40 12 101.690 13 25 19 14 101.480 
9 32 29 28 101.520 14 18 16 5 101.550 
1 42 28 26 101.160 5 15 19 19 8 101.520 
2 2,J 22 43 101.130 16 30 27 23 101.380 
3 26 22 14 101.460 17 37 20 14 101.480 
4 20 16 14 101.480 18 30 18 11 101.510 
5 25 25 11 101.480 19 34 26 3 101.530 
6 27 23 28 101.280 中国産褐釉陶器1 20 46 28 24 101.400 
7 28 24 17 101.290 21 38 29 21 101.400 
8 24 23 16 101.320 22 31 27 27 10L310 

3 
， 35 24 14 101.320 
10 30 24 16 101.270 

23 23 19 15 101.460 
24 23 18 12 101.500 

11 30 27 11 101.310 25 33 28 20 101.400 
12 21 19 12 101.280 26 30 28 16 101.470 
13 20 20 24-101.200 27 26 23 11 101.670 
14 32 28 41 101.0,10 28 24 23 7 101.670 
15 26 14 8 101.400 29 36 30 21 101.530 
16 22 14 4 101.400 1 22 20 15 102.000 
17 18 14 10 101.380 6 2 38 37 18 101.950 
18 24 14 6 101.140 3 32 24 41 101.490 

※＝第 1表ヒ゜ット計測一覧での番号
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第V章出士遺物

今回の調査により、青磁・白磁・染付．褐釉陶器・三彩・色絵・瑠璃釉．翡翠釉・黒釉陶器（天目）などの中

国産陶磁器、粉青沙器（韓国産）、タイ産の褐釉陶器・半練土器、本土産陶磁器、沖縄産施釉・無釉陶器、陶質

土器、瓦質士器、士器のほか、類須恵器、銭貨、玉類、滑石製品、瓦類など多種多様な人工品、骨類、貝類など

の食糧残滓が得られている（第 3表）。

人工品の中の陶磁器類をみると、圧倒的に中国産の陶磁器類が多く、次いで沖縄産陶器、タイ産陶器、本土産

陶磁器の順である。それ以外のものでは、銭貨、玉類、石器・石製品、青銅製品などの出土量が注目されよう。

時期的な面からすると創建 (15世紀中）～廃寺（明治末頃）という天界寺の歴史の中で把握できるものがほとん

どのようである。以下、今回得られた資料について、種別に概要を述べる。

第 1節青 磁
総数で5900点余得られており、中国産の陶磁器では褐釉陶器に次いで多く得られている。器種的には碗、皿、

盤、揺鉢、壺、瓶、杯、香炉、小碗、酒会壺、蓋、大瓶、鉢、花盆台などバラエティーに富んでいる。量的には

碗が圧倒的で、皿、盤と続く。酒会壺や大瓶など大型のものも H立ち、また、あまり例をみないもの（第20図

9・14)や花盆台（第19図12) など注意される資料も見受けられる。時期的には14世紀後半-16世紀頃までの幅

広いものが得られている。

これらのほとんどが破片の資料であるが、碗、皿、盤、杯、揺鉢の中には全形の窺える資料も若干含まれる。

特徴的なもの100点を第16図～第20図に示した。以下、図示したものを中心にそれぞれの器種ごとの器形、文様

について概述する。図示したものの個々の詳細については観察表に示した。

．碗

最も多く得られており、特徴的なものを第16図及び第17図に示した。全形の窺える資料も14点ある。文様から

みると、蓮弁文、雷文帯、その他、無文に大きく分けられる。また、今回得られたものは腰部のあまり膨らまな

いタイプのものが主流をなすようである。口縁部の資料でいえば、無文のものが多く、蓮弁文、その他、雷文帯

の順である。施文されている資料の口縁部形状をみると、圧倒的に直口口縁のものが多い。

蓮弁文の資料を第16図 1-5・7 -12・18に示した。蓮弁の幅が広く、 1枚 l枚描くもの (1-5)、ラフな

タッチの線描きのもの (7-11)、ラマ式連弁を描くもの (12・18) がみられる。量的には線描き蓮弁文の資料

が多いものの、ラマ式連弁の資料は注意されよう。また、内底面を有すもの 6点をみると、 4点が施文されてお

り、内底面への施文も普通だったかと推察される。

雷文帯の資料は同図12-17に示すもので、ヘラ描きのもの (12-14)、スタンプによるもの (15-17) が見受

けられる。前者は外体面に別の文様を配し、内底面も施文の対象にしている。後者には内面に雷文帯を配すもの

が目立つ。その他の文様を施すものは沈線文（第17図 1-3) を主体に施すもので、無文のものは文様を施すも

のよりやや大振りのものが目立つようである。図示した底部資料（第17図13-20)のほとんどが内底面に文様を

配している。

．皿

総数460点と碗に次いで多く得られており、特徴的なものを第18図に示した。全形の窺える資料も 14点ある。

器形的な面からみると、口折れ皿、直D口縁1II1、外反皿、稜花皿、菊皿などが確認できる。全体的に外反口縁の

ものが主体である。直口口縁のものには小さめのもの (2・3)、大きめのもの (4・17)があり、外反口縁も

11・12がやや大きめのもので、他は同じような口径のようである。

外反口縁にはD縁部上端を水平方向に折り曲げるもの (1)、僅かに外反させるもの (9・11・12)、胴部中央

から緩やかに外反するもの (8・10)、腰部からラッパ状に外反するもの (5・6・13-16) などが見受けられ

る。 13-16は稜花を呈す。また、 8のように口唇部が尖るものも見受けられる。

文様の面からは無文のものが圧倒的である。口縁の形状と文様についてみると、 2-4の直口口縁のものには

文様はみられず、外反口縁のものに文様を施すものが多くみられる。有文資料の施文部位は、外面と内底面に施

文するもの (1・20)、内面と内底面に施文するもの (5・14)、内面にだけ文様がみられるもの (7・13)、内

底面にだけみられるもの (8-10)、内外両面に文様がみられるもの (6) などが見受けられる。
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．盤

360点余得られており、特徴的なものを第20図 1-4に示した。器形的にみれば、鍔縁口縁 (1. 2)の形状

を示すものが圧側的で、他に直口口縁、外反口縁があり、外反口縁のものには稜花形の形状を呈すものも含まれ

る。 1・2は鍔縁盤の資料で、 2は口縁部の上方への摘み上げがより明瞭になっている。 1は無文、 2は内面に

幅の広いヘラ状工具により 1本 1本、蓮弁文を配す。 3は口縁部を水平方向に折り曲げるように外反させるもの

で、内外面に数本 1組の蓮弁文を施し、外反部分にも文様を配している。 4は口縁部上端を僅かに外反させるも

ので、底部は高台を有す。文様は内面にだけみられ、口縁部に 1本の圏線、その下方に数本 1組の蓮弁文を配す。

・擢鉢

数的には少なく、 3点確認できた。特徴的な 2点を第20図 6・7に示した。 6は全形の窺える資料で、高台際

から丸みを持って口縁部に向かい、上端部で僅かに外反するものである。那覇市教育委員会註 lや県立埋蔵文化財

センター註2の報告に本器種がみられるが、器形的には若干異なるようである。しかし、推算口径は那覇市教育委

員会の報告例とほぼ同じであり、県立埋蔵文化財センターの報告例のものは小さめである。若干大きさの異なる

ものがもたらされていたかと考えられる。また、 7は碁笥底の資料であり、今回確認できた。底部の形状にも数

種あったかとみられる。

今回得られた資料は無文である。県立埋蔵文化財センターの報告例は外面に沈線を配すが、那覇市教育委員会

報告例は無文のようであることから、どちらかといえば文様を施さないものの方が多かったかと推察される。

．壺

ここでいう壺は小型の部類に人るもので、 10点余の出士をみた。特徴的なものを第20図 8に示した。若干内傾

気味の頸部が立ち上がり、口唇部は平坦。胴部は球状に膨らむようであり、本器種に酋通にみられる形状を示す。

現資料に文様は見受けられない。推算口径は約 9cmを測る。

．瓶

120点と比較的多く出土している。特徴的な 3点を第20図11-13に示した。形状の判明する12・13はそれぞれ、

双耳環瓶、玉壺春瓶と呼ばれるものである。首里城京の内跡の報告いなどにも見受けられる。 13は無文のようで

あるが、 11・12は頸部に文様がみられる。今回得られたものからすると、若干有文のものが多いようである。

．杯

量的には少ない。 10点余り確認でき、特徴的なものを第20図15・16・19に示した。前二者は馬上杯と呼称され

る脚を有すものであるが、著しく破損しており、全形の様子はつかめない。 16は脚部の下端を方形状に整形し、

接地面を平坦にしている。また、内側は大きく扶りを入れている。 15は身の外面に文様の一部がみられることか

ら、何らかの文様を施していたものとみられる。脚部にも凸帯様のものを 1本遍らしている。後者は全形の窺え

るもので、腰折れの外反気味の資料である。高台を有す。外面の胴部中央付近に凸帯様のものを 1本廻らしてい

るだけで、他の文様は見受けられない。

・香炉

本器種に属すとみられる資料が50点余得られている。特徴的な 2点を第20図18・20に示した。 18は寄口口縁の、

20は口縁部が内湾気味の資料である。前者は筒状を星す器形が想定でき、後者は丸みのある形状を呈し、底面部

の縁に足を付している。 18は外面の口縁部に 2本の圏線を廻らすが、 20は文様が見受けられない。

以上のほかに、小碗（第20図10・21-24) も得られている。 22は全形の窺えるもので、腰部の張らない直口[]

縁の資料である。外面に線描き蓮弁文を配す。他の資料からすると若干異なる器形のものが含まれるようである。

また、第20図9に示すものは全形が窺えないものの注意される。六角形の各面に露胎の窓を有し、そこに人物や

花文を貼り付けている。ほとんど報告例のない資料である。 14も全体の形状は不明だが、注意される。似たよう

な資料が、那覇市教育委員会報告に記されている。

また、洒会壺、蓋、大瓶、鉢、花盆台などの大型の資料も比較的みられ、天界寺の特徴的なことのひとつかと

考えられる。特に、第19図 2に示した内面に花文を配す蓋の資料は、首里城京の内に類例が報告されているもの

の、あまり例をみないものである。

〈註〉
註 l 「天界寺跡」 「那覇市文化財調査報告書」第43集 那覇市教育委員会 2000年 3月

註 2 「天界寺跡 (I)」「沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書j第 2集 沖縄県立埋蔵文化財センター 2001年 3月

註 3 「首里城跡」「沖縄県文化財調査報告書」第132集 沖縄県教育委員会 1998年3月
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第 5表青磁観察一覧
単位： cm 

図番号 器種 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

腰部はほ面。目とり胴立ん1.ごT祁つたど字か膨。II1らこみらll施まらlil釉ずれ母さ、、やや外側へ開きながら口禄部1ー全る直11＿賠11う恥縁で灰mの白のあ器色箇る形所。の粕やをには呈若や淡細す干百。かの緑口な凹色唇部も部でのを比はで設舌較、It状的小る透1さこ。
1 口縁部 14.4 各な仕月オ度上気慕げる の幅方へ次広第。い貰蓮に入弁厚はをく見な1受枚るけ。l外ら枚面れ描のなく口いも。唇素の下地の約はよ2 不明

がは外あ 弁れてのいる

I 
泡が

底部臼料。底径からすると大型のものになるかとみられる。局台際からゆるやかな弧状を呈して口縁部
へ向かうもののようである。高台は方柱状につくり畳付けは平坦。外側を若干斜位に面取りしている。

2 7.0 
外面には無鏑蓮弁文の弁尻がしっかりと施されている。内底面には花文と圏線を配すが、圏線は途切れ [-18 
ている 。釉は深緑色のやや透明度のあるもので、厚く施釉されている 。高台内側まで施釉し、外底中央部 地山直上
にも施釉する。蛇の目状の釉剥ぎをイメージさせる 。外底面の中央部付近に熔着痕が認められる 。素地

底部 は淡灰白色の細かなものである。

幅広のヘ ラ状工具による蓮弁文の弁尻が高台際まで配されている。高台際からほぼ直線的に外側へ開
きながら口縁部の方へ立ち上がるようである。高台は方柱状にやや低くつくり、若干「ハ」の字状に外

3 5.8 側へ開く 。畳付けは平坦で、外側を斜位に面取りするが、丁寧ではない。内底面に印花文と圏線を施すが、 不明
圏線は囲繰しない。釉は暗緑色の失透性のもので、高台内側の下半部から外底面を除き全釉のようであ
る。高台内側に熔着痕がみられる。素地は暗灰白色のやや粗目のもので、気泡が散見される 。

I 

無縞蓮弁文碗の資料で、全形の薙えるものである。他の資料に比べるとやや小型である 。器形は高台際
から腰部が膨らまずに直線的に口縁部へ向かい、上端部を丸く肥厚させる。口唇部は丸味を帯びる。高
台は方柱状につくり、畳付けは平坦。位付け外面を斜位に面取りしている。外面の無鏑蓮弁文は、幅が

4 口～底 10.8 6.0 4.8 狭く、先端部は鋭角的である。弁尻は高台際まで施され、弁の縁部はスム ーズな直線にな っていない。内 不明
面は無文のようである。釉は淡緑色のやや失透気味のもので現資料では全釉のようである。比較的厚
く施釉されるが、内面の口縁部付近には薄い所もみられ、かならずしも一定していない。縦方向の粗い
只入が数本みられる。索地は淡青白色のやや細かなもので、気泡が目立つ。

~ 

腰部から外側へ開きながら口縁部に向かい、口縁部上端を外反させる。口唇部は平坦面をつくる部分と

5 12.4 
丸味を帯びる部分が見受けられる 。外面にだけ文様がみられる。口唇下約2cm下方に2本の圏線を廻ら M・L-19 
し、その下方に2頂の達弁文を描く 。釉は淡緑色のやや失透気昧のもので比較的T寧に施釉している。内 北側 4層
外面に粗い貰入がみられる。素地は淡灰白色のやや細かなものである。

口縁部
腰部から外側へ開きながら口縁部へ向かい上端部を折り曲げるように外反させる 。口唇部は丸昧を

6 17.0 
もって仕上げる。推算の口径からすると、大型のもののようである。内外面に文様が施されるが、全体の

不明
様子はつかめない。釉は淡緑色のやや透明度があるもので、丁寧に施釉されている 。内外面に粗い貫入
が走る。素地は淡灰白色のやや粗いもので、小さな気泡が認められる。

高台際から弧状を呈して口緑部に至る直口口縁。口唇部は平坦であるが、両側のカドは丸味をもつ。高
台際に約5mm幅の平坦な削りを施している。高台は方柱状につくるが、内側を斜めに削っており、外側に

7 口～底 13.1 7.15 4.4 
開く惑じになっている。畳付けは斜位につくり、内側の接着部だけが僅かに平坦面をつくる。文様は外 M•L-18 
面にだけみられる。口縁部にゆるやかな弧状文を連続に配し、ラフなタッチの縦位沈線を施して蓮弁文 遺構
を描く。釉は淡灰緑色のやや失透気味のものであるが、ほとんどは白く濁っている 。基本的に畳付けか
ら外底面は無釉のようであるが、釉垂れの部分も見受けられる。素地は灰褐色のやや粗いものである。

第 I 

16 口縁から腰部下半の資料で、腰部の膨らまない直口口縁である。口緑部が若干の凹面をなす所もみら i'l-22・23方形掘

図 8 口縁部 14.4 
れ、外反のような部分もつくる。口唇部は舌状に｛士上げている。文様は外面の口縁部に割とラフなタッ 込み遺構+J-25

碗 チで鋸歯文を連紐的に囲繰させ雑な縦位沈線を配し、蓮弁文を描出している。内面に文様は認められな 酎側 2暦＋北側

図 い。釉は淡青緑色で比較的透明度があり、内外面に細かく密な貫入が著しい。索地は暗灰白色で粗い。 2層

版 ラフなタソチの線描き蓮弁文。弁尻が高台際まで配されている。腰部はほとんど膨らまずに口縁部の方
5 へ移行する。裔台はやや細く高くつくり、外側へ開き気味になる。畳付けは平坦で、外側を斜位に面取り， 底部 4.2 

するが、雑である。高台際に約5mm幅の凹部を囲燒させる。内底面に花文を配し、内面にも施文する。
表土・撹乱

釉は淡青緑色の比較的透明度のあるもので、内外面に粗い貰入が見受けられる。全釉のあと外底面を蛇
の目状に釉剥ぎしている。外底面の中央部付近に、熔着痕が認められる。素地は淡者白色のやや細かな
もので、小さな気泡が散見される。

I 

高台際から腰部が丸味を帯びて立ち上がり、胴部がほぼ直線的に口緑部に至る 。直口口縁の碗で、口唇
部は平坦に仕上げている。高台は方柱状につくり、畳付けは平坦。外側を斜位に面取りするが雑であ

10 13.8 8.9 5.2 
が高台は高くつくり、底面部も厚くなっている 。外面には口緑部に連続弧状文を配し、雑な縦位沈線を H-22方形掘込
密に施し、蓮弁文を描いている 。内底面は花文を配す。内面の下部にも施文しているが判然としない。 み遺構
釉は完全に白<;蜀り、状況は不明。全釉のあと外底面を蛇の目状に釉剥ぎしている 。内外面とも小さな
気泡が目立つ。索地はやや粗く、橙褐色を呈す部分と、灰褐色の部分が見受けられる。

高台際から 、ゆるやかな弧を描くように口縁部に至る直口口縁。口唇部は丸味を常びる。高台は方柱状

11 11.6 6.7 4.2 
につくり畳付けは平坦。畳付け外面を斜位に面取りしている。外面に線描き蓮弁文。内底面にも文様を a~21 

口～底 配すが、釉が完全に失透しており、判然としない。釉は淡青緑色を里すが、白<i蜀る。内外面とも細かく密 トレンチ
な貰入が認められる C素地は灰白色のやや粗目のもので、底面部付近は赤灰色を呈す。

高台際から丸味をもって口緑部に至る直口口縁碗。口唇部は丸味をもって仕上げており、厚味のある
貸料である 。高台は方柱状につくり、 僅付けは平坦。畳付けの外側を若干斜位に面取りしている。高
台内側を斜めに削り、外側へ開く惑じにな っている。外底面の削り出しはやや浅く、底面部が厚く M L-19 

12 14.8 7.6 5.8 なっている。文様は、外面の口縁部にヘラ描きの雷文帯を配し、その下方にはラマ式の蓮弁文を片切
北側 3層

り彫りにより施している。内面は草花文を施し、内底面には1本の圏線と印花文を配す。釉は暗緑色
の失透気味のもので、外底面を除き全釉である 。外底面は中央部に施釉されており、蛇の目状の釉最u
ぎをイメ ージさせる。素地は淡灰白色の細かなものである。

＇ 

13 口縁部 腰下部不目立方明が直に釉線もは的施深文に緑外す色側るのがへやI全ll!や体く透直の明様口腹子口の緑はあ。つる口かも昏めの部なではい．丸丁。味寧内をに面帯施もびす施る。文素。文の地様対はは外と面の口縁部るにの雷、どで文の・．JI!小よをさう配ななし気文．泡様その 象灰 なっていが
か 白色の細かなも
がつ．

不明

姦台際から丸味をもって口縁部に至る直口口縁碗。口縁部は丸味をもって仕上げる。晶台は方柱状に
つくるが、若干外側へ弧状を呈す。畳付けは平坦で斜位に整形し、高台外面の仕付けに近い部分を斜 K-19表土・悦
めに削っているため、高台の中央付近で稜が週る。文様は外面の口緑部にヘラ描きの雷文帯、体部に 乱十I-21ピット

14 口～底 14.6 7.0 5.2 ラマ式蓮弁文を配すようである。内体面には文様は見受けられない。内底面には1本の圏線と印花文 106+]-21-23 
が認められる。釉は淡黄緑色の失透気味のもので、外底面を除き全釉である。外底面は中央部も、施 表士・撹乱
釉しており、蛇の目釉剥ぎをイメージさせる 。外底面には砂目の熔着がみられる 。内外面に細かく密
な貫入が著しい。素地は淡灰白色のやや細かなものであるが、暗灰色を呈す部分も見受けられる。

I 

腰部から若干外側へ開きながら口縁部に至 る直口口縁。口唇部は舌状を呈す。文様は外面の口縁部に

15 口縁部 15.0 
だけ認められ、雷文帯を廻らしている 。釉は完全に失透し、口縁部上端から口唇部は白く濁る惑じに K-24 
なっている。そのため、状況が判然としない部分もみられる。内外面に細かく、密な貰入が著しい。索地は 石垣A
やや粗いもので、灰褐色を呈す部分と橙褐色の部分が見受けられる。

注 「一」 ：計測不可、 ［＋」：接合の意
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第 5表 青 磁 観 察一覧 ll位： cm 

図番号 器種 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

直口口縁碗の口緑部資料。口唇部は丸味をもって仕上げている。文様は外面はほぼ全面に施文するよう [-15 
16 だが、全体の様子は不明。内面は口縁部に雷文帯を配すだけのようである。釉は深緑色でやや透明度が

北側 4層
有り、貫入は見られない。素地は灰白色のやや細かなものである。

第-—
外反口縁の資料で、口唇部は丸味をもつ。内外面に文様を施すが、全体的な様子はつかめない。内面はロ

16 17 14.8 縁部上端に雷文帯を配し、その下方にも施文している。釉は淡青色で、やや透明度がある。素地は淡灰白
K~zo 

図 コーラル敷A

＇ 
碗 口縁部 色のやや粗いものである。

図 ラマ式蓮弁の弁先をそのまま口縁部の形状にした資料である。蓮弁はも6文枚。腰部が丸つ味くをもって口縁部

版 に至る直口口縁碗。口唇部は丸味をもって仕上げている。内外面と 様で埋め され、両面とも

5 18 
凪じパターンの施文のようである。口緑部上端とその下方約1.5cmの箇所に口縁部形状に沿うように M-23 

14.6 二本一組弁の沈線によりラマ式蓮弁文を配すc 二重に施された蓮弁の間には花弁様のものが廻り、胴部透 石垣A
では蓮 ごとに異なる文様が配されるようである。外個々については判密然としない。釉は暗緑色の失
気味のもので、現資料の全面に施釉されている。内 面とも細かく な貫入が著しい。素地は淡灰白
色のやや細かなものである。

高台際から腰部がゆるやかなカーブを描き、やや外側へ開きながら口緑部へ至る直口口緑。口唇部は

丸味をもって仕上げる。高台は方柱状につくり、やや外側に開く。畳付けは斜位に整形され内側だけが

1 14.4 7.6 6.0 接着面となっている。内底面に圏線と花文を配す。外面の口縁部にも施文しているが、釉が完全に失透 K-18 

しており、判然としない。釉は淡青緑色の失透釉で比較的厚く施釉されている。外底面を除き全釉。施 北側 4層

釉のあと外底面の縁を削っているが、外底面には釉垂れの部分も残る。熔着痕も認められる。素地は淡

I 口～底
灰臼色の細かなもので、小さな気泡が多くみられる

高台際からゆるやかな弧状を呈して口縁部に至る直口口縁。口唇部はやや尖り気味につくる。高台は方

柱状につくり、畳付けは平坦。畳付けの外面を斜位に面取りしている。外底面の縁部を若十厖台内側へ 1-201:'. り卜HJ-
2 12.4 6.5 5.0 削り込む。文様は外面の口縁部上端に 1本の沈線を廻らし、内底面に圏線とその中に花文を配す。釉は 20コーラル敷A

深緑色のやや失透気味のもので、全釉のあと外底面を蛇の目状に釉剥ぎしている。丁寧に厚く施釉され、 +L-20石列B

貫入はみられない。外底面には胎土目様の熔着が認められる。索地は淡灰白色のやや細かなものである

腰部からやや外側へ開きながら口縁部に至る直口口縁。口唇部は舌状を呈す。文様は外面の口唇ド約 l
3 口縁部 14.2 cmの箇所に 1本の沈線を廻らすつ現資料に他の文様は見受けられない。釉は淡緑色のやや透明度のある L-25溝状遺構

もので、現資料の全面に施釉している。貰入はみられない。索地は淡灰白色のやや細かなものである。

高台際からスムーズな弧を描いて口縁部に至る直口口縁。口縁部で一旦厚みを滅じ、D唇部の方へ若干 M-24南側 2層

厚くなる。口唇部は丸く仕上げている。高台は逆台形状に畳付けの方へ細くなり、畳付けは平坦。畳付け +M-23・24地

4 17.0 8.7 6.2 外面を斜位に面取りしている。文様は内底面に圏線の一部が認められるだけである。釉は淡青緑色のや 山直上+M-22

や透明度のあるもので、厚く丁寧に施釉している。外底面に釉剥ぎの部分がみられるほかは全釉である。 遺構十J-18石

内外面に縦方向の粗い貫入がみられる。索地は淡灰白色のやや細かなものである。 列E
I 

軟祁が大き く枷。密色あらも状んなをっる況呈で．只て"文口す入1士不様殺．上が明"認郡げ。釉釉にめて9向"いぽら暗かれるさ緑い．る高れ色、。上業台ての端地11い失部は/iも透を祖出釉内外状いで駁反にも．而気全のつの釉味でく中にの．り央底つあ、面平''くと"部外•りI付にけ底．約近"は面7平文"m及m坦阻をび"褐潰配内のす色胚"'徴Aを面そけ弱里をれのな釉し以外"、刺碑1外側災ぎ部"を喘し釉か"をてが位ら有い完口にする"全而。． 
口唇部は丸が味雑面でを H-20・21コーラ

5 17.0 7.8 6.4 取りする ル敷A+K-23
に失透しており

石列A内外面に細かく
にかけては灰褐

高台際から腰部が膨らんで口縁部へ向かう。口縁部上端を外反気味につくり、外面をハブラシ状に肥厚
させる。口唇部は平坦にしているが、外側のカドを丸味を持って仕上げている。高台は方柱状につくり

6 口～底 17.0 7.4 5.8 
やや外側へ開く。畳付けは平坦にし、その外面を斜位に面取りする。面取りは雑で畳付けの平坦面は一 G-18 
様ではない。文様はみられない。釉は灰緑色の失透釉で、高台内側から外底面および内底面を露胎とし 北側 4層

第 ている。外底面には釉垂れの部分がみられ、熔着痕も見受けられる。内外面とも細かく密な貫入が著し

17 い。素地は暗灰白色の粗目のもので、白色・黒色の細かな鉱物が散見される。

図 ＇ 
碗 腰部が膨らんで口縁部に向かい、D縁部上端を若干外反させる。口唇部はやや平坦面をつくり、斜位に

図
なる。高台は方柱状につくるが、畳付け側を削り、段状にしている。そのため、平坦面をなす。畳付けの幅

版 7 12.2 5.6 5.0 
は狭くなっている。外底部の削りは浅く、底面部が厚くなっている。文様は見受けられない。外面に整形 K-23 

6 時の削り痕が若干残る。釉は暗黄緑色の失透釉で、高台畳付けから外底面と内底面の中央部は無釉であ 南側 3層

る。外底面には釉垂れの部分が認められる。内外面とも細かく密な貫人が著しい。素地は粗く、白色鉱
物が多く含まれている。明灰色を呈すが、底面部は灰褐色を呈す。

高台際から腰部が丸味をもって口縁部へ向かい、上端部を若干外反させる。口唇部は舌状につくる。裔

台は方柱状につくり、畳付けは乎坦。畳付けの外面を斜位に面取りするが雑である。外面には整形時の G-18 
8 14.4 6.0 6.3 削り痕を明瞭に残す。内面の腰部下方に圏線を施すほかに文様は見受けられない。圏線は部分的に 2本 北側 4層

になる。釉は淡灰緑色てやや透明度があり、薄く施釉される。高台畳付けから外底面にかけて露胎3外面

I 
の腰部に熔着物がみられる。素地は暗灰色の粗いものである。

腰部の方から若干外側へ開きながら口縁部に向かい、上端部を外反させる。口唇部は丸味を持って仕上 L-18 ， 20.6 げている。現資料に文様はみられない。釉は淡青緑色の失透釉で厚く、丁寧に施されている。表裏面とも 表土・撹乱
細かく密な貫入が著しい。索地は淡灰白色のやや粗いものである。

I 

腰部が丸昧を帯び、若干外側へ開きながら口縁部に向かい、口縁部上端を外反させる。口唇部は丸味を K-14コーラル

10 20 もつ。現資料に文様はみられない。暗青緑色の失透気味の釉で、割と丁寧に施釉されている。貫人はみら 敷B+J-17北

れない。素地は淡灰白色のやや粗いもので、大きな気泡がみられる。 側 l層
口縁部

腰部の方からやや外側へ開きながら口縁部に向かい、上端部をゆるやかに外反させる。口唇部は丸味を M-23 
11 12.8 持って整形している。文様は見受けられない。釉は暗緑色の失透釉で、厚<T寧に施釉されている。貫入 南側 2層

はみられない。素地は淡灰色のやや細かなものである。

腰部から略s字状に外側へ開き口縁部に至るもので、口縁部はゆるやかな外反を呈す。口唇部は平坦に

12 12.8 整形している。薄手の資料で、外面には整形時の削り痕が明瞭に残る。無文。灰緑色の失透釉を薄く施す。 H-22 

内外面とも口縁部上端に釉溜まりがみられ、内面は直線的な均ーした幅であるが、外面は不規則な波状 北側 3層

＇ 
を星す。内外面とも細かく密な貫入が著しい。素地は淡灰白色のやや粗いものである。

腰部が膨らまずに立ち上がっていく底部資料。高台は方柱状にしっかりつくる。畳付けは平坦で、その外

13 5.2 
面を斜位に面取りする。内底面の縁に 1本の圏線、中央部に梵字を配している。釉は深緑色で割と透明度 K-15 
がある。基本的に外底面だけが露胎。畳付け部には釉が剥がれた部分が目立つ。外面の面取りされた部分 北側 3層

底部
に砂目の熔着痕が認められる。内外面に細かな貫入が著しい。素地は淡灰白色のやや粗いものである。

高台際から腰部の方へ張り出すように向かう底部資料。高台部は貼り付けてつくり出している。逆台形状

を呈し、畳付けは平坦。外面部を斜めに面取りしている。高台内面を斜めに削り、外側へ開く惑じになって K-19 
14 5.6 いる。内底面に花文を配している c釉は淡黄緑色の失透気味のもので、高台及び外底面は無釉。高台外面に 表土・撹乱

は釉垂れの部分が認められる。素地は淡灰白色のやや粗いもので、露胎の部分はやや赤味を帯びる。

注 「一」：計測不可、「＋」：接合の意
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第 5表青磁観察一覧
単位： cm 

図番号 器種 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

腰部が丸味を持って立ち上がっていく 底部資料。高台は方柱状につくり、畳付けは平坦。高台外面を斜
位に面取りし、内側も若干斜めに削る。外底面の中央部は尖る。内底面には、渦巻き状の削り痕が認めら

15 6.0 れる。文様はみられない。釉は淡灰緑色でやや透明度がある。高台畳付けと外底面は無釉であるが、高台 不明
外面も 1/3ほどは釉がかかっていない。内外面に細かく密な貫入が目立つ。素地は黄白色のやや粗いも
ので、黒色鉱物が散見される。

高台脇で破損している底部資料。高台は逆台形状につくり、畳付けは平坦。畳付け外面を斜位に面取り
L-21 16 6.2 する。釉は青緑色を呈し、完全に失透している。畳付け外面から外底部は露胎。畳付け部に釉の熔着痕が
ピット9みられる。素地は灰白色の粗いものである。

高台際からやや開きながら腰部の方へ向かう底部資料。高台は方柱状につくり、畳付けは平坦。外面を斜
位に面取りする。高台際の外面に約 4mm幅の浅い凹線を廻らす。内底面には約 4mm幅と幅広の圏線を

第 17 4.2 1本遍らし、その中に花文と文字を配している。圏線の上方にも文様の一部が認められる。釉は淡緑色の 不明
失透気味のもので、外底面を除き全釉のようである。外底面の中央部にも施釉する請届台内側を釉剥ぎす

17 るが、外底面の縁部には釉が残る。蛇のH釉剥ぎをイメ ージ させる。索地は淡灰白色の細かなものである．
図――

碗 底部 高台際で破損している底部資料。高台は方柱状につくり畳付けは平坦。外面を斜位に面取りしている。
図 高台際から外底面と同じ部分まではすぽまるように削り出し、そこから直方向の削りを行っている。そ

版 18 5.2 
のため底面部は厘くなっている。釉は淡青緑色のやや失透気味のもので、外底面を除き全釉のようであ H-26 

6 る。外底面の中央部にも丸く施釉し、蛇の目釉剥ぎのイメージを出している。内外面に細かく密な貫入 溝状迫構c
が著しい。索地は淡灰白色のやや粗いもので、外底面の施釉されていない部分は赤味を帯びる。内底面
に花弁の弁尻とその中央部に文字を配している。

腰部が丸く膨らんで立ち上がっていく底部資料。高台は方柱状につくり、畳付けは乎坦。昼付けの外面

19 5.4 
を若干斜めに面取りしている。外底面の中央部を謡くしている。内底面には、渦巻き状の削り痕が残り、 L-18 
そこに花文を配している。釉は青緑色で、比較的透明度があり、高台および外底面は無釉である。高台外 ピット 20
面には釉垂れが目立つ。素地は灰白色のやや粗いものである。

腰部が丸味をもって立ち上がっていく底部資料。西台は逆台形状につくり、畳付けは平坦。厚く、低くつ
くられた高台は安定惑がある。畳付け部は削りが雑で、若干丸味を帯びる。釉は灰緑色で、やや透明度 G-17 20 7.2 があり、薄く施釉する。高台外面から外底面は館胎。内底面は蛇の目状に釉剥ぎしている。釉剥ぎした部

北側 4湿分に胎土目？の痕跡が見受けられる。内外面とも細かく密な貰入が著しい。素地は淡黄白色の細かなも
のであるが、部分的に淡灰白色や橙褐色を星す。

口折Jlil。高台際から緩やかなカ ープを描いて口縁部に至り、口縁部上端を逆L字状に外側へ折り曲げる
ように外反させる。口唇部は幅広く、平坦。内側の稜は割と明瞭である。外端部は丸味をもつ。高台は低く

1 !Ill 13.0 3.2 6.5 
シャープなつくりである。逆台形状に削り出し、畳付けは斜位に仕上げている。外面には蓮弁文を囲線 M-23 
させる。蓮弁は幅広の沈線でややラフなタッチで描かれている。一段削り込むようにつくられている内 石垣A
底面には双魚文を配しているようてある。釉は深緑色のやや失透気味のもので、高台畳付けから外底面
を除き、全釉である。索地は淡灰白色の細かなものである。

直口口縁の小JIIl。紬台際から緩やかなカープを描きながら口縁部に至る。口唇部は丸く仕上げる。品台
は逆台形状に低くつくる。高台内側を斜めに削っており、外側へ開く惑じになっている。畳付けは平坦。

I-27 2 8.4 2.75 4.4 内高底面の中央部に陽圏線を姻らすほかは、文様は認められない。釉は者緑色の失透釉で、全釉。外面や 表土・悦乱台内側に釉がはじける部分が兄受けられる。内外面に貫入がみられるほか、外底面には胎土目などの
熔着痕が認められる。素地は灰白色のやや粗目のものてある。

I 

小皿 直口口縁の小皿。晶台際で一段低くなり、その部分に稜が廻る。そこから胴部中央へほぼ直線的に開き、
そこから若干角度が直方向になり、口縁部に至る。口唇部は舌状を呈すC高台は方柱状につくり、畳付

3 8.8 2.6 4.6 
けは平坦。位付けの内外を斜位に面取りするが、外側の場合大きく削って、昼付けが斜位になる部分も I-28 
見受けられる。外底面の中央部が盛り上がる。文様はみられない。釉は暗緑色の失透釉。内底面の中央部 南側 3層

口～底 と外底面を釉剥ぎしているほかは全釉。内外面とも細かく密な貫入が著しい。内底面の中央部及び外底
面には釉垂れがみられる。素地は橙褐色のやや粗目のものである。

外反口縁皿。高台際から腰部が丸く膨らみ、口緑部に向かい、上端部で僅かに外反する。口唇部は丸く仕
上げる。高台は逆台形状につくり、饉付けは平坦。昼付け外側を斜位に面取りしている。内底面の縁に陽

4 12.6 3.2 7.4 
圏線を廻らしているほかは、文様は見受けられない。釉は淡青緑色の失透釉て、内底面の中央部及び高

不明台内側から外底面を露胎としている。内底面は中央部を一段低くなるように削り込んでいる。内外面に

第
細かく密な貫入が著しい。素地は淡灰白色の粗いものであるが、底面部は黄味を帯び、その周囲に赤味
を帯びる部分もみられる。

18 ＇ 

外高の反台、縁lIIlでは部方。、外高に柱底台凹状面脇部にでををつ除稜廻くをきらり全有す畳釉ぶし付で、仕そ様けあこははるか内平。ら内面坦大外に。き畳面草く付に文緩細け、内やのか底か外く面に密側外になを印反貫斜花位し入文ながにがを認面配ら取め口しりら縁部に至る"°唇部は削舌り状はにつく る。
図

している。外底面の やや浅め L・M-19北側 3

図
5 11.0 2.9 5.7 で ている。素。釉地はは淡淡青灰緑白色色のの失透気も味の 層十J-19北側

も れる 粗いので 1層
版 ある。
7 外反1IIl。腰部に稜を有し、そこから大きく外反して口縁部に至る。口唇部は丸<j士上げている。内外面に

6 13.0 草文を配す。釉は青緑色で、やや透明度があり資料の全面に施されている。口唇部及び腰部の稜の周辺
1-20 

には細かな気泡が認められるc内外面とも細かな貫入が著しい。素地は淡灰白色のやや粗いものである。
北側 3層

口緑部
外反皿。腰部がやや丸味を帯び、口縁部を折り曲げるように外反させる。口唇部は舌状に仕上げる。内面 I-26 7 12.0 にだけ草文が認められる。暗緑色のやや透明度のある釉が、資料の全面に厚く施される。索地は淡灰白

溝状遺構c皿 色のやや細かなものである。

外雷直や協受渥巖町けら部就れ'fがのなt丸あ.い昧度る。翡を外も荼底のび腐血で盈の』そ望蛇仄この靡か誕目ら釉釉ゆ早さ●るれJぎやてのかい・部炉に.分大阻.主にき"ル翌く音""着翌'反痕"溢こしが外て円底口形面こ榊し状部に屈にみの至媒ら8るれ蹂状．る口に抒↑，釉索部剥地詞はぎは尖し淡る．て灰＆。い底謳白る面色。部の貫悶がや入8 12.2 4.3 6.4 L-23 
のや ピット 5

噂や かなものである。
I 

外で反稜fillを，，，ぶつがのらし外あな叩でく台邸いるるあ暉際而．が遭るか内のp．に不條らけ縁胎駅明面け部土賦のはKま目"躍で平でのあをま坦誕熔限でるで釉舒ほ．圏、が口しiば．認唇外直圃が部め底鎗を別"面ら若的る舌れの干．に訳稀る中斜至-1は9こ位~,憚,派r士に外.上冑そに月面げこも『にかて色施数りのい釉ら本し失ゆるしてのぶ透るてい只気や語いる入昧かる．はがのに文．遂み蛇外様も台のら反のは影れ目内をし状釉る阻て厖9剥．こ口却面<厚ぎ唇Tに'をく寧繹"だ低イ淡ににけめメ亜施灰艇にー白るしさつジ。•，色れ胴くさいのるせ上らるやが繹れる．や、， ． ， 口～底
12.2 4.1 7.0 

渭外粗内翌面底いか而も

不明

外反唇1II1胎。はり高丸すと台味るし脇。てを文に帯い様不びる明は。る瞭内内。底外高な稜を もう形が、け印状、目花そ立に文こ細ちかを外く配ら底、高ほし面ぼてめに直にい熔線つる着。的く痕釉にりはも立畳淡見ち受緑付上色けけがではらり平失れ、口縁。。。畳素基部地本付を的けは大暗のにき外灰内く底側白外面色を反若及のさ干びやせ斜外やる位底細。n 部 台は逆台 坦 J~ 19 10 11.4 3.2 6.0 に面取 面にだけ 透
北側 3層面を露 面に貫入 る

かなものである。
往 「一」：計測不可、「+J:接合の意
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第 5表青磁観察一覧
Iii位： cm 

図番号 器種 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

外反un.腹部が丸昧を帯t,~.胴部から直線的にIJIIきながら口緑部に至り 、口緑部上端を含月やかに外反させ
る．は口会営1位部には1士舌上状げをて呈しすが．部分,,りに平坦面も見受けられる.(."/i台は逆台形状に細く韮｛めにつくり.1'tf寸

11 口～底 14.6 3.7 7.1 
け るヽ。内面は内底面の椋部が凸帯様に盛り上がり、阻圏線をつくる．内麻面には文様 L・M-18 
が施されているが、判然としない。他に文様は見られない．釉はllr'/禄色の失透気味のもので、比較的瞑＜ 北側 3府
施釉している．現毀料では外底而を除さ全釉のようであるが、外底而は蛇の目釉itりぎの可能性も残る。
索地は灰白色のやや細かなものである．

I 

外反lIIl。胴部からほぼ直線的に外側へ開いて口縁部に至り、上端部を折り曲げるように外反させる。外

12 口縁部 l4.2 
反部の内面は不明瞭な稜をつくり 、口唇部は舌状を呈す。比較的薄手のものである。現資料に文様はみ 1~25 
られない。釉は青緑色の失透気味のもので、薄く施釉される。内外面とも胴上部付近に釉溜まり様のも 南側 2層
のが帯状にみられる。内外面とも細かく密な貫人が著しい。素地は淡灰白色のやや粗いものである。

稜花皿。高台脇の稜は不明瞭で、そこから緩やかに外反して口縁部に至る.Cl悟部は丸味を帯びる。高台
は方柱状につくり、畳付けは平坦。姪付けの外 11\11 を$~位に面取りするが、t目である．外底而は巾央部が盛

13 口～底 12.0 3.2 5.6 
り上がるように削っている。文様は外経涌にはみられず．内底面に沈線を 2-3*1紺とした文様を配

表土・撹乱
しているが哨` 全緑体色のを1付呈図しは．つかめない．内底而の文様は判然としない。釉は内外面とも口緑部は灰緑色、
胴部下半は 失透気味のものである．碁本的に裔台畳付け及ほ褐び外色底而は無釉である。内外
面とも細かく密な虹人が著しい。素地は口殺部が暗灰色、胴～底面部は を呈し、111いものである。

稜lt:nn.高台脇で不明瞭ではあるが、稜をもうけ、そこから絨やかに外反して口緑部に至る．口唇部は丸
昧を術びる．砒台は方柱状につくり 、性付けは平1且．袋付けの外側を斜位に而収りしている．文様はf:/,lfiii

14 12.0 3.0 62 
及ぴ内底而にみられる。内而は口紺部に沿うように 3本の沈線を配し，その下方にも施文する．内底而 K-26 
には 1本の圏線とその中に花文を配している．固船は途切れるようである．釉は暗緑色でやや透明腹が 畦
ある．全釉のあと 外底＜密面なをJ'.t蛇入のが日笞状しにい釉．剥紫ぎしている．外底面の中央付近に胎土目の烙廿が認められ
る．内外而とも細か 地はll(j灰色のやや柑いものである。

I 

稜花皿．茄台際から約 1cmはほぼ水平方向に1句かい、そこから緩やかに外反して口稽部に至る．外反部皿
の下端では比較的明瞭な枝が認められる.,ユ唇部は丸味を術びる．甜台は方柱状に低くつくり、外底而

15 ロ～底 ll.2 3.0 4.7 
の削りは浅い.fi付けは平坦．内庇而の様部に凹線様のものを過らす．文様は、,~胎となっている内庭 J-25南側 2層
面にl=ll花文を配している．釉は淡灰総色の透明度があるものでiそ付けから外底而と灰内底而を除き全釉 +J-25南側 3
である。内外面とも細かく密なJ:t人が竹しい。内底面に熔行痕がみられる索地は暗 白色の'f1Jいもの 層

I 
である．底而部に大きな気泡がみられる．

稜花皿。器形的な特徴は前述のものとほとんと似通っている。高台のつくりが、前述のものより細か

第 16 11.4 2.7 5.2 
く、畳付けは斜位に整形している。文様は内底面に1本の圏線を廻らしているだけで、他に文様はみら L~24 
られない。釉色、釉の状態、施釉範囲なども前述のものと同様である。登付け部、及び内底面には熔 南側 2層

18 着痕が認められる。素地は底而部が黄白色、 1本部から口緑部は暗灰色を呈し、粗いものである。
I 

図 菊花皿。型成形。口縁部と端が内湾気味になり、口唇部は平坦に仕上げる。高台は逆二角形状につくり、

17 11.8 2.7 6.0 
畳付けは狭く平坦である。内底面は中央部へ凹む。薄手の資料。釉は淡吉緑色の失透釉で、高台内側及 M~ 20 

図 び、外底面は白色を帯びる。高台周辺部は釉剥ぎしている。高台外面の釉剥ぎ部には気泡が目立つ。索地 瓦溜まり C版 は淡灰白色のやや細かなものである。7-
腰部まで残る薄手の資料。高台際から約 1cm幅で外側へ開き、そこから緩やかに外反して立ち上がる。
そのためその部分に稜が廻る。高台は逆三角状に細目につくり畳付けは斜位になり、内側だけが接着 M~20 18 7.8 する。内底面は中央部の方へ若干凹む。外底面には、とびガンナの手法がみられる。文様はみられない。

瓦溜まり C釉は淡青緑色の失透釉であるが、外底面の釉は白っぽく薄く施釉している。全釉で儀付け部だけ釉剥ぎ

底部
している。内外面は約 2cmの白溌色を呈す部分が直線的に残る。素地は淡灰白色の細かなものである。

高台脇で破損している。高台は逆台形状に低くつくる。昼付けは平坦で外側を大きく斜位に面取りして
いる。内底面の縁を陽圏線が 1本廻るだけで、他の文様は見受けられない。釉は淡青緑色で失透気味。内 K-27 19 4.8 底面の中央部付近と高台畳付けから外底面は露胎。内底面の中央部に径約 1mm、深さ 2mm程の小孔が

南側 4陪認められる。内外而には貫入が認められる。姦台畳付け部や外底面には釉垂れもみられる。素地は暗灰
白色のやや細かなものである。

蓮弁文の弁尻が高台際まで配されている。高台は細くやや高めにつくる。畳付けは平坦で、外側を若干
面取りしている。外底面は高台内側から中央部の方へ高くなるように斜めに削り、中央部を平坦にして

20 碗 底部 6.6 いる。内底面に花文を配す。釉は青緑色で、比較的透明度があり割と厚めに施されている。全釉のあと外 不明
底面を蛇の目状に釉剥ぎしている。釉剥ぎした場所に熔着痕や剥がれの部分が見受けられる。素地は灰
白色のやや細かなもので、小さな気泡が目立つ。

高台脇まで残る貨料。高台は方柱状に低くつくる。畳付けは平坦。外面の高台際を約 5mm幅で削り、平
坦面をつくる。その部分で稜をなすが雑である。文様は内底面にみられ、縁部に陽圏線、中央部に印花文

1-28 21 7.4 を配している。釉は暗緑色の失透気味のもので、外底面だけを釉剥ぎしている。外底面はさらにヘラ状の
南側 3層工具で横方向に削っている。内外面に細かく密な貫人が著しい。素地は暗灰色の粗めのもので黒色鉱物

が散見される。外底部は橙褐色を呈す。

高台脇まにのでい中け削可残央るら部能がられるれ性、賢とるIIて外。料もで素底おあ．"高あ面りるは台る．． を全．陪9よ文霞体灰方胎様の柱臼"と様状色内し子のに底てはばや面いつやくのるかID低。"め内いめ'なこ外にも1い面，，つ本．にで釉くの績_1り同よ,.か安沿線色な定守をだ只緑感,.1!!入が色ら,,がのあし混認失る-入め~透和が央ら気目のれ味ti立露．tの潟つは胎も台．平部の全内,に.. で体鱒花、的外1一こ文な凩胎段9を状を上低配祝斜目くすか位のな．花熔にらっ大函文着た
取りして

22 JIIl 底部 6.5 は部分的
不明内底面の

振部がり見の碗受

高台際で破損している。推算底径からすると盤の可能性も考えられる。裔台は逆台形状につくり、僅付
けは平坦。外側を大きく斜位に面取りする。内底面の縁に 1本の圏線を礁らし、中央部に花弁をスタン

23 8.8 プしている。釉は淡青緑色の失透気味のもので、高台内側の中央付近から外底面を露胎としている。施 不明
釉の部分には薄く白化粧を施している。畳付け部の釉は白く濁るとこ ろがみられる。内外面とも細かな
貰入が認められる。素地は灰褐色の粗いもので白色鉱物が散見される。

下周部の資料である。鍔部の縁が若干上部へ突出し、外端部は平面をつくる。鍔部の外端はやや上方
へ反る。身受け部は内側へすぼまるようにつくり、先端部は丸昧を帯びる。甲部には文様が施されて K-26 1 酒 口～底 27.2 18.8 いる。下周と鍔部の境目に2本の圏線を廻らし、それぞれの部位に異なる文様を配している。全体的

第 ＾ 云

な図柄は判然としない。釉は淡青緑色の失透気味のもので、甲部から外端部までを施釉し、内面は露
地山直上

19 壺 胎としている。内面には成形時の濶整痕が明瞭に残る。 索地は淡灰白色のやや細かなものである。
図 の 酒会壺の蓋の項周付近の資料とみられ、項部には撮みの痕跡が認められる。外面のラフなタッチの短沈線

図 2
蓋

口縁部
を網目状に施した文様を主とした文様帯をつくる。甲内面の中央に印花文を配し、その外側に2本の雑な

F-20ピッ ト15囮線を廻らす。釉は深緑色の失透気味のもので、外面に厚く、内面に薄く施釉している。内外面に細かく密版
な貫入が認められる。項周部が厚く、下方へ厚味を滅じる。索地は淡灰白色のやや細かなものである。8 
大型の資料の胴部片。内外面に文様がみられることから大鉢の可能性が強い。両面とも文様は陽刻に I-27 3 大鉢？ 胴部 よるが、全体的な構図は判然としない。釉は暗緑色の失透気味で、割と丁寧に施釉されている。内外

溝状遠構D面に細かく密な頁入が著しい。素地は淡灰白色のやや粗いものである。

注 「一」：計測不可、「＋」：接合の意
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第 5表青磁観察一覧 単位： cm 

図番号 器種 部位 1口径 益""-e-回 底径 観察事項 出土地

大瓶の胴部下端の資料とみられる。外面に弁先が尖り気味の蓮弁を1枚1枚描いている。その直上には

4 大瓶 胴部
数本1組みの圏線を配しているようだが、本数は不明。内面には成形時の調整痕が認められる。釉は M-18 

淡行緑色の失透気味のもので、外面に厚く施釉している。外面には粗い貰入が、内面には細かな貫入 ピット 14
が見受けられる。素地は淡灰白色の細かなものである。

酒会壺に特徴的なは「く直」角の(字の底部をつくり、下端部の外面を斜位に面取りし、底面部は平坦に仕上げ
酒 る。内面の屈曲部 こ近く、明瞭な稜をなす。外面には蓮弁文の弁先がほぼ等間隔に認められる L-24 

5 会 底部 19.0 また、内面には屈曲部から約3.5cm上方に落とし底の接着の痕跡がみられる。釉は暗緑色の失透釉で、
表土・撹乱

宰- 外面は厚目に内面は薄く施釉される。底面部近くの外側と内側、および底面部は露胎である。素地は

灰白色のやや粗いものである．

外面に約3mm幅の凸帯様のものが廻る胴部臼料。その直下で継目を有す。外面は凸帯様のものの上下 L-18 
6 大瓶 胴部 に施文するが、図柄などは不明。暗緑色のやや透明度のある釉が両面に施釉されている。内面にだけ 表土 ・撹乱

細かい貫入が著しい。素地は淡灰白色のやや細かなもので黒色鉱物が散見される。

外面に算木文のような文様を配する胴部貨料。暗緑色の失透釉が両面に施釉される。内面にも沈線様 I-25 
7 袋物 胴部 のものがみられるが、判然としない。釉は両面とも厚く施されている。内外面に粗い貫入が見受けら

南側 2層
れる。素地は灰白色のやや粗いものである。

頸部と胴部の継ぎ目を有する資料で、釉によって接合されている。胴部の先端を方形状につくり、頸部の

第 下端をそれに合わせるように袂りを入れて、合わせるようにしている。頸部下端から約1.5cm上方に2
19 8 大瓶 胴部 本の凹線様の圏線を廻らしている。現汽料にそれ以外の文様は見受けられない。釉は淡百緑色の失透 北側 3層

図 釉で、内外面に施釉されている。胴部は内外面とも同じ原味で施釉されているが、頸部の方は外側を

図
厚く施釉している Q 内外面に細かく密な貫入が著しい。素地は乳白色のやや細かなものである。

腰部の賓料。高台際からそれほど膨らまずに立ち上がっていく。内外面に草花文を施している。釉は
版 ， 鉢 胴部 深緑色の失透気昧のもので、両面とも厘く、丁宗に施釉されている。内外面に細かな貫入が目立つ。 不明
8 索地は淡灰白色のやや細かなものである，

高台際で若干の段を設け、腰部との境目を明瞭にしている。そこから丸味をもって胴部へ移行する。高台
は底面部へすぼまるように削り、底面はベタ底である。削り出しは丁寧である。現資料に文様はみられな

10 大瓶 底部 8.0 い。釉は淡青緑色の失透釉で、外面の裔台際までの施釉である。高台外面、底面部および内面は露体であ 不明

る。施釉されている部分は、細かく密な貰入が著しい。高台外面や底面の縁に釉垂れがみられる。底面部
には砂粒の熔着も見受けられる。内面は非常に滑らかである。素地は淡灰白色のやや粗いものである。

口縁部資料。胴部から若干丸味を帯びながら口縁部に向かい、上端部を折り曲げるように外反させる。口
縁部の方へ若干厚くなる。外端部は平坦に1士上げ、やや内傾する。折り曲げ部も平坦面が意識されている

11 鉢 口縁部 が、両側のカドは丸味を帯びる。内外面に施文しており、外面は唐草文、内面は口縁部に1本の圏線、その 不明

下方に沈線文と櫛描き文を組み合わせた文様が施されている。釉は淡黄緑色のやや透明度のあるもので、
汽料の全面に施釉されている。貫入はみられない。素地は淡灰白色のやや細かなものである。

花盆台の底部資料とみられる。碁笥底様の底部で、接地面は平坦である。接地面から約1.5cmの品さまでは直

線的に外側へ傾き、そこから約5mmを内側へ斜めに削る。そのため、その部分に比較的明瞭な稜を有する。

12 花盆台 底部 16.2 
内側への削りの上端部に1本の圏線を施す。そこから若干外側へ開きながら立ち上がっていく 。胴部には大 M-21 
きく開いた窓を有していたかと推察され、底面部も抜けているものと考えられる。外而には文様の一部が 瓦溜まり C

認められる。釉は暗黄緑色の失透気味のもので、外底部を釉剥ぎする以外は全面に施釉がみられる。外面に
粗い貰入が見受けられる。骨付け部に砂粒の熔着が認められる。索地は灰白色のやや細かなものである。

鍔縁盤の資料。内体面と鍔縁部の境目の稜は比較的明瞭だが、釉が白く濁り、判然としなくなっている。 H-21 
I 24.2 口縁部には気泡もみられるなど風化が著しく、状況はつかめない。素地は淡灰白色の粗いもので、部分 ピット 20-b

的に橙褐色で黒味を帯びる。

いな稜わゆ、をるに胴有蓮施る部弁鍔釉しの縁文，さ方そllがれこは縁て1橙かの本い褐ら盤るj"色で本。縁内を問あ部外呈隔るすは面。を外若。に空端干細け面のかてに凹く配面は密さ凹がなれ線斜頁て様位入いの方がる向も著。の釉にしつが1い迎陪く。j索緑... ら地遁れ色はの和もやや内文やや体様粗透面は目明内との度鍔体もの縁面のあ部にでる幅と、も口広のの縁現ので部へ目』の現に9方状資はは叩料I灰瞭具の2 口縁部 21.6 によ 不明

鰭
I 

外反口縁盤。口縁部をほぼ水平方向に折り曲げるように外反させる。外端部は丸味を帯びる。約 2cm幅の外
M-21 

3 26 反部には 4本の沈線文を主にした文様を配し、内外面に蓮弁文を施している。釉は淡青緑色でやや透明度

盤 があり、厚目に施釉されている。内外面に細かく密な貰入が著しい。索地は乳白色のやや細かなものである．
北側 4暦

I 

外反口縁盤。尚台際から腰部が膨らまずに口縁部に向かい、上端部を僅かに外反させる。口唇部は斜位
につくり、両側のカドが丸味を帯びる，高台は方柱状に低くつくり、畳付けは内側部に若干の平坦面がみ

4 口～底 25.7 3.8 15.2 
られ、そこから大きく斜位に面取りされている。文様は内面にだけみられ、口縁部に 1本の圏線を廻 L-27 

らし、その下方に約 3mm幅のエ具による蓮弁文を等問隔に比較的密に施す。内底面は、 1段低くつくられ 溝状遺構D

るが、文様の状況は不明。釉は淡青緑色のやや透明度のあるもので、屏目に施釉している。現資料の全面

第
に施釉されている。外面に粗い貫入が認められる。素地は淡灰白色のやや細かなものである。

20 
底部汽料．高台際に凹線様のものを廻らし、外体部との境目としている。品台はその部分から底面部の方

I-27 
図 5 底部 9.0 

ヘすぼまるように斜位に削り、底面部はベタ底をなすC内底面は若干の凹部をなす。内底面には花文が陽
表上・撹乱

刻されている。釉は暗灰緑色の失透釉で、内外面とも資料の縁部にみられる。内底面及び外面の高台際か
（爆弾穴）

図 ら外底面にかけては露胎。素地は淡橙褐色のやや粗いものであるが、灰白色を呈す部分も見受けられる。

版

同一個・・・の体しロ内外なやと昏面底みやい"の而細．ら'櫛心釉及れか目叩び叫なるは内9口も内を緑面緑の底'色の"部で面びの口あとかる失緑底る．ら透部芯。部口気以台かI昧ゑ下部ら"のはは批'のも露約定方の胎復Iへで．=元内施、内滋氏のし面高面て台のはさい際口でISもが紺つ形ら多部状く丸方かりに味向洒ら赤をへ底昧朔も施而1をっりし部帯てがてのび口非お外る縁常り面部部に、ま憫分液にで目が向くがのみか、縁施1らい釉部紐れ、上をののる斜対端条．索部位象数地にをなと外反

， させる 面取

6 口～底 16.2 7.15 5.4 判りす然る どは 1~17 
と なっ ピット 23

ている は淡

揺鉢
灰白色

碁笥底の資料。底面部からほぽ直線的に外側へ開きながら立ち上がる。接地面は平坦で、沈線様のものが3条廻

7 底 6.8 
る。内面の櫛目は内底面から上方へ描き上げている。櫛目は 5条］組で5mm幅の部分が認められる。部分的に J-16 
櫛目をナデ消している所がみられ、その部分は滑らかな器面となっている。釉は暗黄緑色の失透気味のもので、 表土 ．撹乱

外面にだけ施釉されている。外底面及び内面は露胎である c施釉部分は細かく密な貫入が著しい。

口～頸部の資料。推算口径からすると、それほど大きくない。口唇部の方へすぼまるように頸部が立ち

8 -且 口縁部 9.4 
上がり、上端部で若干外反する。口唇部は平坦。頚部の内側で若干の段を有す。現資料に文様はみられな F-18 
い。釉は淡緑色で比較的透明度がある。外面の方に厚く施釉している。口唇部は釉剥ぎしているが、釉垂 表土・ 撹乱

れもみられる。索地は灰白色のやや細かな索地である。

上面観が六角形を呈すもので器種不明の汽料である。器形的には腰折れの外反口縁が想定される。胴部 M-25南側3層

器種 の資料のようで、六角形の一つ一つの面に花弁をイメージしたような窓を設けている。窓の部分には外 +L-23石垣A， 
不明

胴部 面に人物と草花、内面には鳥と草花を施しているのが認められる。両面の文様とも陽刻による。釉は淡 +J-27南側 2
緑色のやや透明度のあるもので、内面は全面に施釉され、外面は窓の部分を露胎としている。割と薄手 層
の資料である。素地は淡灰白色のやや細かなものである。

注 「一」：計測不可｀「＋」：接合の意
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第 5表青磁観察一覧
単位： cm 

図番号 器種 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

底部から胴部中央付近までの資料。腰部が膨らまずに、直線的に立ち上がる。高台は低く、逆台形状につ

10 小碗 底部 3.6 
くる。畳付けは平坦で、内側を斜位に而取りする。文様は見受けられない。釉は深緑色の失透気味のもの

不明で比較的厚目に施釉される。基本的には外底面が霰胎のようであるが、高台内側も無釉の部分がみられ
る。高台内側に熔着痕が認められる。索地は灰白色のやや細かなものである。

大型の瓶の頸部資料とみられる。内面の下端部に継ぎ目とみられる段を有し、そこから上方は厚く、下

11 胴部
方は薄くなっている。文様は外面に施され、縦位沈線で区画された中に草文を配している。比較的ラフ L-17 
なタッチである。釉は淡青緑色の失透気味のものである。貫入はみられない。索地は灰白色のやや細か 北側 4層
なもので、黒色の鉱物が散見される。

双耳環瓶の口綬部～頸部の資料。楕円状につくり、口縁部はゆるやかに外反し 4枚の花弁を示すような
稜花の形状をつくる。外端部は丸味をもって仕上げる。頸部下端に若干の段を有し、その部分の長軸側 1~22方形掘込み

12 
瓶

口縁部 7.5 に一対のブリッジ状の杷手を設けている。外面に文様を配すようだが、釉が完全に失透しており判然と 遺構十K-19表
しない。釉は暗緑色の失透釉で内外面に施釉されている 。内面の下端部に霰胎の部分がみられ、全面施 士・撹乱
釉だったかどうかは不明。素地は淡灰白色のやや粗いものである。

＇ 
玉壺春瓶の資料である。腰部に最大径を有し、口縁部の方へすぼまる。頸部で破損しており、口縁部の状
況は不明。高台は方柱状につくり、やや外側へ開く。昼付けは平坦で外側を斜位に面取りする。文様は見 H-22 

13 底部 8.0 受けられない。釉は暗緑色の比較的透明度があるもので、外面に原く施釉される。現資料で高台畳付け 方形掘込み逍
及びその外面と高台内側を釉剥ぎしており、他は全釉である。内外面に細かく密な貫入が著しい。内面 構
には成形時の閲整痕を明瞭に残す。索地は暗灰白色のやや粗いものである。

口縁部、底部を欠失している。胴部が球状を呈すもので、それほど大きくないもののようである。胴部の
上、下端部に多角形容の若干の段を設けており、その間に蓮弁文を配す。頸部中央付近で継ぎ目がみら

J-20・21 14 水注 胴部 れ、上端部は外反気味になっている。胴部中央付近の外面には、縦方向に管状の耳を付している。釉は淡
青緑色の失透気味のもので、厚く丁寧に施釉されている。内面には施釉の薄い部分が見受けられる。素

コーラル敷A

地は淡灰白色のやや細かなものである。

馬上杯の底面部から脚部の資料かとみられる。外体面に片切り彫りによる蓮弁文の弁尻が認められる。

15 脚部
脚部のやや上方側に隔圏線を 1本廻らし、竹節状にしている。内底面にも施文しているようだが、釉が F-21 
失透しており判然としない。釉は淡青緑色の失透気味のもので、現資料の全面にみられる，貫入はみら 基壇

馬 れない。素地は淡灰白色のやや細かなものである。
I 上

骨面淡雌か緑もら謬色約の5のでm窃火あm冶るの釉智c箇が所芯内で外外掌面開にに施張紺さりれ"醤．し底．而な底部？面霜及部びへ’そ紅守の線両的荏側にを整翌釉形剥し臨ぎてしい認てるい殷溢る部．ぶ開は地平式は坦決9ご翌灰It白上霜色げのて荒やいやるkIll ． 

杯

16 底部 4.0 J-18 
北側 3層

か喜

稜花碗。高台脇で稜を有し、そこから直線的に外側へ開きながら胴上部に向かい、ゆるやかに外反して
K-27溝状遠構

17 碗 口縁部 10.4 に縁部に至る。口唇部は舌状につくる。文様は外面に蓮弁文、内面に唐草様の文様を配す。釉は灰緑色の
D+J-26南側失透気味のもので、資料の全面にみられる。内外面に貫入が著しい。素地は暗灰色のやや粗いもので、白

色鉱物が散見される。 2層

第
口縁部上端を内側ヘカギ状に折り曲げ、上面部を若千の凹面で仕上げる cいわゆる「寄口口縁」の臼料で20 
ある。筒状を呈していたかと推察される，文様は口縁部上端に 2本の圏線を廻らしている。釉は暗緑色

H-22・23 
図 18 香炉 口縁部 7.0 

でやや透明度があり、内面よりも外面の方が厚く施釉されている。現資料の全面に施釉されている。内
方形掘込み遺

外面とも細かく密な貫人が著しい。索地は灰白色のやや粗いものである。
梢

図
版 腰折れの小杯。高台際からほぼ水平方向に約 1cm張り出し、そこから直方向へ立ち上がり、やや外側へ， 開きながら口縁部へ向かう。口縁部は若干肥厚し、口唇部は乎坦につくる。胴部中央付近に約 5mm幅の

H-23・24 19 小杯 口～底 7.6 4.3 3.6 凸帯を 1条廻らす。高台は方柱状につくり、畳付けは斜位に整形している。そのため、内IJI.IJだけが接地す
溝状遺構Aる。凸帯以外に文様はみられない。釉は深緑色でやや透明度があり、全釉のあと覺付け部を釉剥ぎして

いる。畳付けの内側の接地面に熔着痕が認められる 。素地は淡灰白色の細かなものである。

直口口縁の資料で、筒形を呈す。口唇部は丸味をもって仕上げる。底面への折れ曲がり部で破損してお
り、高台の有無については不明。折れ曲がり部の緑に 3個の足を付す。足は底面が約1.6cm、高さが約0.7

K-16 20 香炉 口縁部 6.4 cmの逆三角形状のもので、先端部は丸味を帯びる。文様はみられない。釉は暗緑色の失透気味のもので、
ピット28内面の胴下部から内底面にかけて露胎としているほか、足の先端部付近も無釉である。内外面とも細か

な貰人が著しい。素地は灰白色のやや細かなものである。

胴下部で丸味を帯び、ほぽまっすぐに口縁部に至る直口口縁。口唇部は丸く仕上げている。文様はみら H-21ピット9-a21 口縁部 7.0 れない。釉は淡青緑色の失透釉で、現臼料の全面に施釉されている。内外面に貰入がみられる。索地は淡
+H-20ピット24灰白色のやや細かなものである。

高台際から腰部がほとんど膨らまずに、口緑部に至る直口口縁。口唇部はやや弧状を呈し、内外に比較
的明瞭な稜がみられる。高台は方柱状につくり畳付けは斜位にしている。文様は外面にだけみられ、口

22 口～底 7.4 4.9 3.5 縁部に連続弧状文を横に配し、その下方に雑な沈線を縦位に施し、蓮弁文をイメージさせる。釉は暗緑 不明
色で、やや透明度がある。外底面を除き全釉で、内底面及び高台外面付近に細かな貰人が著しい。索地は

小碗
暗灰白色のやや細かなものである。

＇ 
高台から腰部までの資料。腰部はそれほど膨らまない。高台は方柱状にやや外側に開き気味につくる。昼付け

23 2.9 
は平坦で、両側を斜位に面取りしている。外底面は中央部が盛り上がるように削り、内底面は中央部の方へ K-27 
凹面をつくる。現汽料に文様はみられない。釉は深緑色の失透気味のもので、高台際まで施釉している。高台 溝状遺構D

底部 外面から外底面は無釉である。高台外面には釉垂れがみられる。素地は暗灰色のやや粗いものである。
＇ 

高台際で破損。高台は方柱状につくり畳付けは平坦。位（寸けの両側を斜位に面取りしている。外側の方 H-22 
24 2.8 を大きく面取りしており、畳付け部の幅は狭い。釉は暗緑色のやや失透気味のもので、畳付け外側から 方形掘込み遺

外底面にかけて露胎としている。素地は灰白色のやや細かなもので、小さな気泡が目立つ。 構

ベタ底の底部賓料。現資料で内面にだけ施釉されている。釉は暗緑色の失透釉で白く濁る。索地は橙褐
J-28 25 3.6 色のやや細かなもので、内面側は灰褐色を呈す部分も見受けられる。粒の粗い白色鉱物や黒色の鉱物も

散見される。 南側 l層

碁笥底の資料で、胴下半部まで有する。接着面から内側へ若干削り込んで、そこから外側へ開くように l・J-24表土・撹立ち上がる。そのため骨付けは尖る。外底面は中央部が盛り上がるように削っている。内底面の中央部26 
ON 底部

2.6 
にみられる陽圏線以外に文様は認められない。釉は淡緑色でやや透明度を有す。外面の接地面際から外

乱十J-20コー

底面にかけて露胎にしている。素地は淡灰白色のやや細かいものである。
ラル敷A

外碁底笥底而のは倍資＇、あ嬰料びるさ様で部。る外な^、が胴底ど盛面のFり部状に上ま況はがで柚がる有1唾よ燃すれうるともに,みし・：1なら坦りいれに込．る整む外。形潅面索さの地はれ町は淡た淡i\灰ば1•か白1色1ナ色らを部外の呈か底やすら面やが訂粗に，線白かい的くけもに濁ての外り露で側、胎、完低へ全と'面"すに部き失るな及が透がび、し他らそて向はのいか全周る釉辺う。． 27 3.6 そのため 不明
のようで
は赤味を

注 r-J: 計測不可、「+J:接合の意
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第 4表育磁出土状況
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第 2節白磁
白磁は1,049点出土し、第21-23図に示した。器種は皿が全体の半数を占め、その他に碗、壺、杯、盤などがみ

られる。所属年代は13-14世紀前半の玉縁碗から明代にかけての資料が多くみられる 。

第21図 1-9・11は碗である。碗の口縁形態は玉縁が 2点の他、直口、外反、内湾がみられ、外反するタイプ

が約 8割を占めている。同図 3は内面に櫛描で文様を描き、ビロースクタイプIIの範疇に含まれるものと思われ

る。同図 7は内面に龍文を陽刻する。ここでは中国産を扱ったが、同図11はベトナム産の可能性がある。

第21図10・ 第22図1-8・10-17・19-26は皿である。口縁形態は直口するタイプがほとんどである。同図 1

-4などは外反するタイプ、同図 8・11などは直口するタイプである。また、サイズは15cm前後のものから、 7

cm前後の小皿がみられる 。同図13は稜花皿、同図15・16は扶人高台をなすタイプである。同図21-25は灯明皿で、

いずれも釉は薄く外面は無釉。

第23図 1-4は壺である 。同図 1・2は安平壺で、 1は全形をうかがうことができ、丸みを帯びた器形をなす。

『天界寺跡 (I)Jにおいて報告した資料に類する。同図 3・4は底部で、厚くつくる。

第23図 5-13は瓶である 。器形をうかがうことのできる資料は少なく、同図 6・8は肩が張る器形、同図10は

ナデ肩の器形をなすものと思われる。同図10は花文を陰刻する。

第23図16・17は盤である。いずれも鍔縁状口縁をなす。

第21図12-16・ 第23図18-23は杯である。第21図12は腰折れ杯の底部、第23図22・23は八角杯である。第21図

13-15はいずれもロクロ痕が明瞭である 。

第22図18は香炉、第23図15は台付きの碗もしくは鉢である。第22図26は焼成後に穿孔を施したもので、何らか

の二次製品であろうか。

附記

「天界寺跡 (I)」第 2節白磁において第27図9・10を16世紀の白磁として報告したが、正しくは瀬戸美濃系の型押端反小皿である 。同様な

資料は東京都所在の菅谷遺跡（都立学校遺跡調査会2000)では近世の一括陶磁器に含まれている。

第 6表 白磁観察一覧
図番号 器種 部位 口径 器高 底径 観 察事項 産地 ・年代 出土地

1 
碗 口縁部

16.0 玉縁碗。釉は濁った白色、素地は白色。 13-14c前 K-20 表土・撹乱

2 15.0 口禿の外反碗。釉は灰白色、索地は白色。 13-14c前 不明

3皿or碗 口縁部 14.6 
ビロースクタイプ 1]に属すると思われる皿も しくは碗。灰白色、素

12-14c 1-22 北側 4層
地は臼色。内面に櫛描の文様。

4 口縁部 16.8 外反碗。腰部以下は無釉。釉は灰白色、素地は白色。 13-14c L-17 北側 3層
， 

5 口縁部 18.0 外反碗。釉は乳白色、索地は乳白色。 14-lSc G-22 畦

6 口縁部 16.0 外反碗。釉は淡暗灰色、索地は淡灰色。外面はロクロ痕が残る。 13-14c 不明

..!_ 碗 口縁部 12.2 外反碗。釉は白色、素地は白色。内面に龍文を陽刻する。 14c後-15c K-18 北側 3層
第

娯徳鎖
21 8 口縁部 13.2 外反碗。釉は白色、素地は白色。 M-21 瓦溜まりC
図

15c後-16c前

， 底部 7.0 釉は目濁釉剥った白色、素地は白色。外面は腰部以下は無釉、内底面を蛇 13-14c K-23 石垣A
図 のぎ。

版 10 1IIl 底部 60 釉は乳白色、索地ば淡灰白色。位付を斜めに削る。 14-lSc 不明

10 
碗 底部 直線的に開く器形。釉は乳白色、索地は淡灰白色。

ベ トナム？ 1-26 南側 3層11 5.8 14c後-15c

12 底部 3.0 腰折の杯。屈曲部は角が付く 。釉は乳白色、索地は白色。 14-15c F-18 北側 4層

13 口～底 9.1 4.0 3.4 
口縁は外反。全体的に二次被熱のためか釉 ・素地は濁った乳白色。

14-15c 不明
外面はロクロ痕が明瞭。

口縁が外反する小杯。釉は白色、索地は淡灰色。胴下半以下は無釉。
14 杯 口～底 7.6 3.0 3.0 14-15c J-18 北側 3層

外面はロクロ痕明瞭。

15 口～底 7.0 2.9 3.0 直口口縁の小杯。釉は白色、索地は淡灰白色。外面はロクロ痕明瞭。 14-lSc 不明
I 

16 口縁部 7.2 13に類する外反口縁の小杯。変色しており、 釉 ・素地は濁った乳白色。14-15c 不明

1 口～底 15.8 3.6 8.9 
外反皿。釉は濁った乳白色、索地は白色。畳付は無釉。高台内に不

16c J-26 土堀
第 明の落款．

22 2 口～底
図

15.4 4.0 8.8 外反皿、 1に準ずる器形。釉、素地は白色。畳付は無釉。 16c 1-28 南側 3層

1IIl 外反皿、 器形は 1に準ずる。口唇部が若干厚い。釉、索地は白色。 H・I-22・23 方形掘込み逍構図 3 口～底 12.0 2.7 6.2 
畳付は無釉。

16c 

版
I 

11 4 口～底 12.2 2.7 3.8 外反ill1、器形は 1に準ずる。釉、索地は白色。畳付は無釉。 16c 
M-24南側 3層+I-22方形掘込み

遺構

注 「＋」：接合の意、 「一J: 不明の意
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第 6表 白磁観察一覧
. -・・ ● 

図番号 器種 部位 口径 器尚 底径 観察 事 項 産地・年代 出土地

5 底部 5.8 
釉は淡暗灰色、索地は濁った白色。外面は腰部以下が無釉、内底面

13-14c ]-16・17 表土・撹乱は蛇の目釉剥ぎ。
＇ 

6 口～底 13.0 3.4 6.0 
外反皿。釉は濁った暗灰色、素地は濁った白色。外面は腰部以下が

13-14c H-21 ピット 11
' 

皿 無釉、内面は蛇の目釉剥ぎ。

7 底部 3.6 釉は乳白色、索地は白色。外面は腰部以下が無釉。ロクロ痕明瞭。 14-15c 不明
＇ 

直口皿。釉は淡暗灰色、素地は淡灰色。外面は胴下半以下が無釉、8 口～底 16.8 4.3 6.8 
内面は蛇の目釉剥ぎ。ロクロ痕明瞭。畳付を斜めに削る。

13-14c 東畦+I-28南側 3吊

， 碗 底部 5.6 
釉は乳白色、索地は白色。内底面に印花文を施す。昼付は斜めに削

14-lSc 不明る。

10 底部 5.7 
釉は音みががった灰白色、索地は白色。外面は腰部？以下が無釉。

13-14c N-19 トレン チ貫人あり 。

11 口縁部 10.4 直口皿。釉、素地とも白色。細かい貰人。 明代？ 不明

12 口縁部 12.4 外反皿。釉、索地とも白色。 16c-17c初 不明
＇ 
13 口縁部 稜花1lll。釉、索地とも白色。 景徳鎮 16c 不明第 I 

皿 中国22 14 口～底 9.5 2.6 3.8 直口1lil。釉、素地とも白色。腰部以下は無釉。細かい貰入。 し15 北側 4層
区l 14-15c 

15 口～底 9.4 2.4 3.8 
扶入高台の皿。釉は淡灰白色、素地は白色。腰部以下は無釉。ロク

中国 K・L-14 北側 4層図 ロ痕が残る。
版

16 口～底 9.2 2.3 4.4 
扶入画台の皿。釉は濁った乳白色。腰部以下は無釉。ロクロ痕が残 中国

K・L-16・17 北側 3屈l1 る。 15c-16c前
17 口～底 7.4 1.9 3.6 直口Jlil。釉は濁った白色、索地は淡灰白色。内底面は無釉。 中国 明代 N-24 南側 3層
18 香炉 底部 3.5 釉は濁った黄白色、素地は白色。外面は無釉。細かい貰入。 中国明代？ 不明

19 口～底 7.5 2.4 4.1 ベタ底。釉は剥蕗、素地は灰色。薄手。 中国明代 M-21 瓦溜まり C
OJI 

20 口～底 7.0 1.7 4.0 ベタ底。釉は白色、素地は白色。底面は無釉、内底面は蛇の目釉剥ぎ。 中国 不明

21 口～底 8.4 2.1 4.2 ベタ底。釉はほとんど剥落、索地は濁った灰白色。 19に比べて厚手． M・L-20 石列D
I 

22 口～底 8.6 2.1 3.6 釉は青みががった灰白色、素地は灰色。外面は一部に釉垂れ。 中国明代 1-26 溝状遺構c
釉は淡黄白色、 素地は白色。外面は無釉。ロ クロ痕が残る。底面は23 灯明皿 口～底 8.8 2.0 4.2 
糸切り 。 中国明代 j.28 地山直上

24 口～底 8.6 2.0 4.4 釉は淡暗灰色、 索地は灰色。外面は無釉。ロ クロ痕明瞭。 中国 明代 H-22・23 方形掘込み遺構

25 口～底 8.6 2.3 4.6 釉は淡暗灰色、素地は淡灰色。外面は無釉。ロクロ痕が残る。 中国 明代 1-27 南側 3層

26 皿 底部 4.0 ベタ底。釉は剥落、素地は白色。 二次穿孔あり 。 中国 明代 j-26 南側 2層

1 口～底 10.0 13.3 6.3 
安平壺、胴が張る丸みを帯びた器形。 口唇部は方形。釉は濶った乳 L・M-18北側 3層+G-17北側 4
白色、索地は白色。細かい貫入がみられる。 高台は斜めに削る。 屈+K-16南側 l層

＇ 

2 壺 口縁部 8.2 
安平壺、 胴が張る器形。 口唇部は薄い。釉は灰白色、 素地は白色。 中国

M・L-20 石列D口唇端部、胴下半以下は無釉、内外ともロクロ痕が明瞭。 14-15c I 

3 底部 7.0 厚手の底部。釉は確認できない、 素地は灰白色。 14-15c M-20 瓦溜まり C

4 底部 6.6 釉は暗灰色、素地は灰色。 14-15c M-21 瓦溜まり C

5 底部 8.0 釉は淡青白色、索地は白色。畳付は無釉。 中国明代？ M-20 瓦溜まり C
肩が張る器形。釉、索地とも変色、濁った乳白色。内外ともロ クロ 中国6 胴部
痕明瞭。細かい貰入。 14-15c 

不明

腰部か らまっすぐ立ち上がる筒形。釉、索地とも変色、乳白色。内 中国7 胴部
外ともロクロ痕。 14-15c 

H-22 方形掘込み遺構
＇ 
8 肩部 肩が張る器形。釉、素地とも白色。内面にロ クロ痕。粗い貫入。 中国 16c頃 M-22・23 表土・撹乱I 瓶， 口縁部 無頸の小瓶？釉、素地とも変色、濁った乳白色。細かい貰人。 不明第

胴部 花文を陰刻。釉は濁った白色、素地は白色。内面に接合帯。 景徳鎖 16c し21 瓦溜まり C23 10 

図 ll 胴部 釉は淡灰色、素地は白色。内面に接合帯。 緊徳鎖 16c K-21 南側 2層I 

図 12 底部 5.7 碁笥底をなす。釉は白色、索地は乳白色。底部は無釉。 中国明代 不明
版 13 底部 7.4 釉は変色、素地は白色。悦付を斜めに削る。 中国 17c L-28 表土 ・撹乱
12 

14 型物 底部 型物の底部、鱗状の沈文。釉は淡暗灰色、 素地は白色。 17c後-18c前 不明

15 碗or針 底部 台付きの碗もし くは鉢の底部。釉、 索地とも白色。粗い貫入。 景徳鎮 16c頃 不明

16 口縁部 鍔縁口縁の稜花盤。釉、 索地とも白色。 16c K-28 表土 ・撹乱盤
口～底 鍔縁口縁の盤。釉は灰色、素地は白色。 中国明代 M-21 瓦溜まり C17 25.3 6.4 11.6 

18 口～底 5.8 3.8 3.2 
渦台からラッパ状に開き 口縁は外反。釉は淡灰白色、 索地は白色。 景徳鎮

表土・撹乱口唇部に錆釉、 高台は無釉。貫人あり 。 16c後-17c初
＇ 

ベタ底。釉は淡灰白色、素地は白色。外底面は無釉、内底面は蛇の19 底部 4.4 
目釉剥ぎ。 景徳鎖 16c M-28 南側 2層

I 

景徳鎖20 杯 口縁部 5.6 口縁部は外反。釉、素地は白色。
16c-17c初

1-28 南側 3層

21 口縁部 5.0 口縁は弱く外反。釉は濡った乳白色、素地は灰白色。粗い貫入。 中国 明代 表土・撹乱

八角杯。釉は青みがかった白色、 素地は白色。腰部以下は無釉。畳22 底部 2.6 
付は斜めに削る。 中国 15c頃 J-21 畦

23 底部 3.4 八角杯。素地、釉とも変色。扶入裔台。 中国 15c K-20 ピット20
注 「＋」：接合の意、 「一」 ：不明の意
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第 7表 白磁出土状況

I こ.,,_. 11 ~ 卜 itllllf 11 1菖i 地 ?li コブj コ u 6 G 
h1 E 石lit 

汎 iM 消切 消瓦 瓦 ピ 遺 滸1; イ：

土 レ l ~ 2 層3 府4 I 2 隅3 癌・I 山濯 1 形 I f,) 列 垣 状 状 状 ll: 状 溢 泊 ツ H 状影 ,,1 

ン 附 廣屈 irt う 枇 ウ D E A B C 違遺 m 遺 石ま ま 卜 辺掘 合
Ill チ J: ル 込 ル Ill Ill 捐情 ~)り り H込
乱 怜み 敷 A C 0£  B C 0み it 

A 還＂ 8 ＇迅
1,11 

王釦外-翌押1反・ ● 

l I 2 

3 2 3 I 2 I 2 I 5 が

11~~ II 2 I 3 I 4 2 6 7 I I I 3 I I 3 10 I 16 75 

碗 1 I 2 

5 I I 3 4 1 l I 0 I I 3 l 2 I I I I II 46 

その他 馴庇邸邸
JO I 3 4 2 s ， I 2 2 I 3 I l I 2 I 5 5 17 76 

5 3 I 2 5 I 1 3 1 

＇ 
I 2 I 5 32 

外反 口ロI-~ " 部
I I 

7 1 2 3 S 3 l I 3 1 1 2 7 37 

小碗
~Iり 胴底邸卸

I I 2 

I 2 I 2 6 

その他 応籾 l I 2 

研碗 胴船 I I 

n-底 2 I 3 

i/i.C:】
「店III祁OO 23 2 3 6 I ， 3 I I. 9 12 3 2 3 4 2 I l I 3 I I 2 8 5 勾 13!1

2 2 

隅u-1.l I 2 I I 5 

外反 j I I 5 I I I. I I I 7 24 

t I 

1l1i~ nl¥¥お I I 

戸U好-部li& 1 1 4 2 2 2 I I 2 I I I I 20 

nn !k人硲白 l I I I I 4 ， 
3 I 2 I 4 I 2 4 1 I I I I I S 29 

ロII底tI1ーJfl郎庇節

z I 1 I 3 8 

咽押
6 2 3 6 10 3 2 I 1 I 2 3 I I 3 2 10 57 

iヽ I 3 3 2 I l 2 17 

20 2 7 4 3 l I I I I l I II I 2 9 的

置I.J~j-紅訳i 

I I 2 

その他
I 1 

2 3 2 I I 2 II 

13 I I I 2 4 3 2 5 6 3 4 2 3 2 l 2 I 3 l 17 11 

公j皿 口'*邸 I I 

口-k'i I I I 2 l 6 12 

小llll
口R畠 2 I 2 2 I 8 

鼻笞 I I 

~~ 郎 6 I • 7 

“口
ロー庇 I I 

口Ii郎 2 I ＼ I l 2 s 
外仄 □ ,~ 部 I I 

灯IYJDU
内情 口·~郎 2 2 

I~ 人応白 口-~ I I 

ロロ庇1ー;節店鉗

S I I I 3 I 1 3 I 6 23 

その他 fi I 2 7 10 t 2 3 I I 4 ll 48 

5 I 2 s 2 1 l l I I Iヽ 2~ 

院oran 庄郎 I I 

閏押 戸庇祁

l l I 1 I I I ？ 

I I I 3 

,~ 人U廿 “紐 I 1 濯1:11酎粕 2 I I l I I I Z IO 

八H I I I 3 

杯
I I I I I l 6 

1＇ ＇ I 17ロ胴峰fill-沿罪4¥¥ 置

1 I I I 4 

その他
I 2 3 

1 I 

I I I I l 5 

,)ヽIf.
口Ill部 I I 

足 I I I 3 

m~ 部 l I I t 4 

賎 胴即 3 I 2 l l l 2 I 2 14 

庇郎 4 I 2 7 

n-al I I 

位 ,—,,~ 部 I 2 3 

胴船 I I 2 

口-Al< L l 

吸
□ ,~, 缶 I I 

胴頷 3 I I I t l l 11 

底闇 I I 3 5 

＂ 
口お部 I l 

胴ほ 2 I L I I I 7 

汁o滋
紺祁 3 l I 4 I I 2 I 4 18 

必部 I I 1 3 

怠須
注口 I l 

JT l I 2 

竹炉 経甚 I I 

ii 
沿ゆ 1 I 

渇み .I I 2 

型物 応船 I I J l I s 
合 ~t 178 18 S 32 57 118 3•1 21 4 SJ 

“ l• 17 ね 31 II 8 4 5 2 3 9 7 10 2 6 I 48 43 ね I 200 1049 

注 「•l: Iii合の意

-43-



（ I 
＼ I 

ヽ I 

｀` I 

7 

' I  . / 
I 

2 8 

口二土Y;I 
3 

--・ —• 一・-・—• 
‘‘ I 

4 ー~✓'
ヽ

ヽ 1
5
 

ーー

＼ 
ミ=——•一•一•一

I 

6 

~ 第21図白磁 (1)

二
ナ —-

- -
13 

~ 16 
三 5cm 

-44-



~&' 
=—· ―. -っ ・ て二 ｀ 

6 

~
 

，，
， 

、~~ 一

7 

10 

r 

ご旦二
17 

6
 

ー

三ノ．

4
 

ー

二―
戸

/

戸
／

口戸一ぞ 三三三~
19 23 

I 

、＼戸土ニジ(,

18 

24 

21 

第22図白磁 (2)

拿込
22 

'~ 上こシ::.
26 

゜
-45-



1
2
 

、二V'
3
 

_
o
 

ー

壼蕊＿一尋＿こ、グ
14 

一門＼

12 

雪'~l乏
16 

ヽ / 

4
 

、ここ?'m
翠．＼

20 

fj) 

、口 こd口／
21 

17 

5
 

18 19 

\~', 疇 i'

22 23 

0 5cm 

第23図白磁 (3)

-46-



第 3節染付
染付は碗、 1IIl、鉢、杯、瓶、火取、蓮華などが出土している。碗では比較的古い15世紀-16世紀代のものが多

く、皿では16世紀以降のものが多い。景徳鎖窯系が多いが、福建・広東系、滝州窯系も検出されている。

碗：碗は景徳鎖窯系のものは15世紀後半-16世紀代のものであるが、福建・広東系、滝州窯系のものは16世紀

-18世紀代と少し時代の下るものである。分類は主に口縁部の形態で行った。

I類ーロ縁部が外反するもの（第24図1・2、6-8)。

II類一腰部から口縁部に向けて直口するもの（第24図3・10・12)。

III類ー内湾する胴部をもち口縁は直口するもの（第24図4・9・11)。

N類ー若干窪んだ底部から口縁部へ若干内湾しながらたち上がるもの（第24図5)。

底部は餞頭心型を呈するものや文様等に特徴があるものを図化した。

小碗：小碗は 4点を図示した。ともに口縁部は直口するものである。そのうち 1点は全体が伺えるものであり

（第26図6)、腰部は折れ、腰部から口縁部へは直線的に立ち上がるものである。

皿：皿は年代的には15世紀代-18世紀代のものと幅があるが、 16世紀代を中心としている。分類は口縁部を主

として行い、外反と直口とに分類し、さらに細分類を行った。

I類ーロ縁部が外反するもの。 I-a:高台をもつ底部のもの（第25図 1-3、14・15)、I-b:底部が碁笥

底のものがある（第25図 6)。

II類一直口口縁であり、 II―a:高台をもつもの（第25図4)、II-b : 碁笥底の底部から口縁部にかけて僅か

に内湾しながら口縁にいたるもの（第25図7-9、16・17)がある。

その他底部で特徴的なものとして、淮州窯系のものがあり、 2点図示した。

鉢：鉢は底部のみで全体が伺えるものはないが、福建・広東系（第26図3、4)及び溝州窯系（第26図 1、2)

のものが検出されている。

杯：胴部中央に稜のある腰折れの杯で、腰から口縁部に向けて直線的に至る。（第26図7)。

高足杯：高足杯の脚台の部分である。畳付から脚へいったん窪んで立ち上がる（第26図12)。

小杯：口縁部が外反するものを 1点図示した。それは底部からほぼ直線的に口縁部へいたるものである。

瓶：瓶は頚部 l点、胴部 4点、底部 1点を図示した。胴部のうちの 1点は把手がつくものである。

蓮華：蓮華は 1点図示した。底部の釉が剥ぎ取られている部分がある（第26図21)。

その他：袋物（第26図17) と水注の把手（同図20) と考えられるものを各 1点図示した。

第 8表染付観察一覧 単位： cm 

図番号
器種・

部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地
分類

1 口縁部 14.8 
外面口縁部に圏線・雷文帯、胴部に唐草文、内面口縁部に四方欅文を施す。素地

1-17コーラル敷B
は白色。呉須の発色は弱い。 15世紀後半-16世紀初期。景徳鎮窯系。

碗/I 畳付外面を面取している。外面胴部に風景？、内面口縁部に四方欅文、見込に圏 H-22方形掘込み
2 底部 6.4 線及び折枝梅を描く。素地は白色。呉須の発色は良い。 15世紀後半-16世紀初 遺構+K-22ピッ

期。景徳鎮窯系。 ト1

外面口縁部に波濤文様、胴部にアラベスク文、高台に 2本の圏線を配する。内面

3 碗/ll 口～底 13.0 6.2 5.6 
は口縁部及び腰部に圏線を巡らし、見込に蓮花文を施す。素地は淡黄色。淡青色 l・J-16北側 4層＋
の釉中に細かい気泡がある。呉須の発色は淡い。 16世紀前半-16世紀中華。景徳 1-28ピット 15
鎮窯系。

第
外面口縁部と高台に圏線、胴部に草花文、内面口縁部に圏線、見込に草文を施す．K-24南側 3層＋

24 4 碗／皿 口～底 14.2 7.3 4.8 
図 素地は白色。呉須の発色は良い。 15世紀後半-16世紀初期。景徳鎮窯系。 H-26南側 2層

図
外面口縁部と高台に圏線、胴部に唐草文、腰部に如意頭繋文を施す。内面は口縁

5 碗/N口～底 14.6 5.5 5.6 部に圏線、見込に圏線、花文を施す。素地は白色。呉須の発色はやや弱い。全体 1-25南側 2層
版 に細かい貫人がある。 15世紀後半-16世紀初期。景徳鎮窯系。
13 

6 口縁部 15.0 
外面口縁部に圏線、胴部に波濤文を、内面口縁部に四方欅文を施す。索地は白色。

J-21コーラル敷A
I 

呉須の発色は弱い。 15世紀後半-16世紀前半。景徳鎮窯系。

7 碗/I 口縁部 13.6 
外面口縁部に圏線、胴部に印花を施す。索地は淡黄色。呉須の発色は弱い。 17世

H-26北側 4層
紀末-18世紀前半。福建・広東系。

内外面の口縁部に圏線、外面胴部に不明な文様、見込に草文を施す。素地は白色。
8 口～底 13.4 6.3 6.0 呉須の発色は良いが、釉の中で滲んでいる。釉中に気泡が確認できる。 15世紀後 H-26 南側 2層

半-16世紀。景徳鎮窯系。

， 碗/ill 口縁部 12.8 
外面口縁部に圏線・雷文帯、胴部に唐草文、内面口縁部に圏線を施す。素地は白 J-19北側 1層＋
色。呉須の発色は良い0 15世紀後半-16世紀初期。景徳鎮窯系。 J-19北側 4層

注 （）：推定、「一」：測定不可、「＋」：接合の意
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第 8表染付観察一覧
-・・・ 

図番号
器種・

部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地
分類

10 碗/II 口縁部 15.2 
外面胴部に花文、内面口縁部に圏線を施す。素地は白色。呉須の発色は弱

M-24南側］陪
い。 17世紀末-18世紀前半。福建・広東系。

11 碗/ID 口縁部 12.8 
外面口縁部に圏線、胴部に折枝梅及び鶯文、内面口縁部に圏線を施す。素地

不明
は白色。呉須の発色は良い。 15世紀-16世紀前半。景徳鎖窯系。

12 碗/II 口縁部 15.2 
内外面口縁部に圏線、外面胴部に草花文？を施す。素地は灰白色。呉須の発

M-20トレンチ②
色は弱い。 16世紀末-17世紀前期。福建系。

高台は内傾するように形成されている。外面胴部に折枝梅文、見込に梅樹文
13 5.4 及び略された月が施されている。索地は白色。呉須の発色は弱い。15世紀後 H-25南側 l屑

半-16世紀前半。景徳鎖窯系。

14 5.2 
外面胴部に草花文、見込に梅樹文を施す。素地は淡黄色。呉須の発色は良

不明
い。 15世紀後半-16世紀初期。掻徳鎮窯系。

底部中央が僅かに盛り上がる。外面胴部に花文、高台に圏線、外底に「大明

第 15 4.4 年造」を施す。見込に圏線及び人物文を施す。索地は白色。呉須の発色は弱 M-20表土・撹乱

24 い。 16世紀後半。景徳鎖窯系。

図
I 

外面胴部に唐草文とラマ式蓮弁文、見込に圏線及び蓮池文を施す。素地は淡
J-17北側 l層16 4.4 

黄色。呉須の発色は弱い。 15世紀後半-16世紀初期。景徳鎮窓系。
図

＇ 
底部

版 底部中央が僅かに窪む蓮子碗。外面胴部に圏線及び不明な文様、見込に回線
13 17 5.0 及び寿字文を施す。素地は白色。呉須の発色は良い。 15世紀末-16世紀前 H-27北側 4層

碗 期。景徳鎮窯系。
~ 

18 5.1 
外面胴部にアラペスク文、内面腰部に圏線、見込に唐草文を施す。釉色は強

I・J-16北側 4層
い肯灰色。索地は淡黄色。 16世紀前半-16世紀中菓。景徳鎮窯系。

外面胴部に宝相華唐草文？及び圏線、見込に圏線及び梅月文を施す。素地は
19 4.0 灰白色。呉須の発色は良い。 全体的に気泡跡がある。 15世紀後半-16世紀前 1-16北側 l層

半。景徳鎖窯系。

蓮子碗。外面胴部に三葉状の文様及び圏線、見込に圏線及び唐草文？を施す。
20 (6.2) 

H-27北側 4層＋
素地は白色。呉須の発色は良い。16世紀前半-16世紀中薬。景徳鎖窯系。 [-28南側 3層

I 

21 
外面胴部に牡丹文を施す。 素地は白色。呉須の発色は良い。 16世紀末-17世

M-21瓦溜まり C
紀前半。景徳鎮窯系。

I 胴部

22 
外面胴部に頑文及び波渚文？ 、内面胴部に花唐草文を施す。素地は白色。呉 北トレンチ撹乱層＋
須の発色は良い。 16世紀。拭徳鎖窯系。 L-20南側畦

外反口縁1IIl。高台は内側に傾斜する。外面口縁部及び高台に圏線、胴部に宝
北側 2層＋1 16.6 3.1 8.4 相華唐草文、内面口縁部に雷文帯、見込に圏線及び唐草文？を施す。素地は
G-22基壇

白色。呉須の発色は良い。15世紀後半-16世紀初期。景徳鎖窯系。
I 

皿／
口～底

外反口縁。外面口縁部と腰部に圏線、胴部に宝相華唐草文を施し、内面はロ

2 I-a 12.0 3.0 6.6 
縁部及び見込際に圏線、見込に玉取獅子文を施す。素地は淡黄色。呉須の発 J-20コーラル敷A
色はやや弱い。底部から胴部にかけて貫入がある。 15世紀後半-16世紀前半。+I-24南側 1層
景徳鎖窯系。

3 14.l 3.8 6.4 
畳付外面を面取している。外底面に圏線、内面口縁部に圏線、胴部から見込

L-23・24石垣A
にかけて草花文を施す。 17世紀末-18世紀前期。景徳鎮窯系。

JIIl/ 
外面口縁部及び高台に圏線、胴部に花井文、内面口縁部に圏線、見込に不明

4 
II-a 

口～底 11.2 2.3 7.2 な文様を施す。畳付に砂が付着している。索地は白色。呉須の発色は良い。 不明
釉中に細かい気泡がみられる。16世紀後半-17世紀初期。景徳鎮窯系。

外面口縁部に 2本圏線、内面口縁部に四方欅文を施す。索地は白色。呉須は
5 fill/ I 口縁部 10.8 少し黒味を帯ぴる。釉中に細かい気泡がある。 16世紀後半-17世紀初期。果 M-21瓦溜まり C

徳鎮窯系。
第

口縁部が外反する碁笥底皿。外面口縁部から胴部にかけて渦巻文、畳付際に25 皿／
図 6 I -b 

口～底 13.2 3.25 5.4 圏線を施す。内面は口縁部に圏線、見込に十字花文、その周りに圏線及び花 H-22方形掘込み遺構
文を施す。素地は白色。 畳付無釉。呉須の発色は良い。景徳鎮窯系。

図 畳付無釉の碁笥底皿。内面口縁部に圏線、見込に草花文。素地は淡黄白色。
J-26南側 2層+K-26畦版 7 12.0 3.2 4.2 

呉須の発色は弱い。 16世紀。娯徳鎖窯系。
14 

口～底 碁笥底ill1。文様は略され｀外面口縁部に波頭文、胴部に芭蕉文を施す。内面
8 

fill/ 
10.2 2.7 3.0 は口縁部及び見込際に薄く圏線、見込に島文、芭蕉文を施す。索地は白色。 K・L-16北側 l層IJ-b 

呉須の発色は弱い。 16世紀前半-16世紀中葉。景徳鎖窯系。

， 底部 3.0 
碁笥底皿。外面胴部及び内面見込に芭蕉文を施す。素地は淡黄色。呉須の発

J-16表土・撹乱
色は弱い。 16世紀前半-16世紀中葉。景徳鎖窯系。

10 5.8 
底部片。外面高台際に圏線、見込に玉取獅子？を施す。全体的に熱を受けて

不明
いる。索地は白色。16世紀後半-17世紀初期。景徳鎖窯系。

I 

底部片。畳付の外側・内側ともに面取されている。文様は見込に獅子文及び
11 8.8 高台外面に圏線が施されている。素地は白色。呉須の発色は良い。 16世紀。 不明

皿 底部
撰徳鎖窯系。

12 7.9 
底部片。高台は面取されている。外面高台際に圏線。見込に「志在杏中」銘。

不明
呉須の発色は弱い。 18世紀。福建系。

底部片。見込に白鷺文を施す。索地は灰白色。外面高台まで施釉し、外底は
13 7.4 無釉。釉は白色。外底にヘラによる切り取り跡がある。また、 畳1寸に砂が付 L-20表土・撹乱

着。 16世紀末-17世紀前半。 泊州窯系c

注 （）：推定、「—」：測定不可、「＋」：接合の意
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第 8表染付観察一覧 単位： cm 

図番号
器種・

部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地
分類

口縁部外面及び腰部に圏線、胴部に草文、内面口縁部に圏線、見込に圏線及
14 

皿／
8.1 2.4 4 び草花文を施す。畳付は内側に傾斜し、内外面ともに面取されている。索地 不明

I -a 
口～底 は白色。呉須の発色は良い。 16世紀。景徳鎖窯系。

第 15 8.5 2.0 6.0 
型押成形である。内外面ともに「仙芝祝寿」文を施す。素地は白色。口唇及

F-21表土・撹乱

25 
び外底は無釉。 18世紀。徳化窯系。

図 16 底部 2.0 
碁笥底ill1。外面胴部に略された蓮弁文、見込に圏線及び霊芝文を施す。外底 H-26南側 2層＋
は無釉。素地は灰白色。呉須は黒ずむ。 16世紀-17世紀？。景徳鎮窯系。 L-27表土・撹乱

図 JI][/ 

版 11-b 口縁部が輪花状を呈し、碁笥底。外面は除刻花文を施し、底部にその施文跡
17 口～底 6.1 1.4 2.8 が釉として残っている。見込は釉を円状に剥ぎ、中心に十字花文を配する。 ]-27南側 3層

14 
素地は白色。呉須の発色は弱い。 16世紀。景徳鎮窯系。

ひねり変形Jill。内外面ともにラマ式蓮弁を施す。外面の蓮弁文内は渦巻で表
18 lIIl 口縁部 現し、内側の蓮弁文内は宝珠文？を施す。素地は白色。呉須の発色は良い。 不明

熱を受けている。 16世紀後半-17世紀初期。景徳鎮窯系。

1 7.6 
内外面ともに文様はあるが圏線以外は不明。素地は白色。呉須の発色はやや

M-21瓦溜まり C
弱い。畳付は無釉。全体的に細かい貫人がある。 17世紀。滝州窯系？。

底部片。外面胴部に圏線、見込に圏線及び渦文？を施す。索地は淡黄色。呉

2 12.8 須の発色は弱いc 晶台脇の釉が剥げている。全体的に細かい貰人がある。 16表土・撹乱

世紀末-17世紀前期。滝州窯系。
I 

鉢 底部 見込は蛇の目に釉を剥いでいる。外面胴部及び底部に印花文を施し、内面は
3 見込に圏線及び陰刻文を施す。素地は淡黄色。呉須の発色は弱い。全体的に J-19ピット 3

細かい貫人がある。 17世紀後半-18世紀。福建系。
＇ 

底部片。高台は外側へ傾斜して形成されている。外面胴部に圏線、蛇の目釉
4 5.4 剥ぎの見込に圏線及び不明な文様を施す。素地は淡黄色。呉須の発色は弱 M-21瓦溜まり C

い。全体的に細かい貰入がある。 17世紀c 福建系。

底部片。外面腰部及び高台に圏線、見込に玉取獅子文が施されている。素地
5 lIIl 底部 15 は白色。呉須の発色は良い。全体に細かい貫入がある。 15世紀中葉-15世紀J-15・16北側 4層

末。景徳鎖窯系。

腰折の小碗。外面口縁部、高台脇及び高台に圏線、胴部に唐草文を施し、内
M-28南側 2層+H-22

6 小碗 口～底 8.2 4.5 3.7 面口縁部及び見込周辺に圏線、見込に蓮文を施す。呉須の発色は良い。 15世
方形掘込み遺構

紀後半-16世紀前半。景徳鎮窯系。

胴部中央に稜のある腰折杯。外面口縁部に圏線、稜より上部に檜扇文？、下
7 杯 8.2 部に如意頭繋文を施す。また｀如意碩繋文の空白を埋めるように赤色に施文 H-23溝状遺構

された跡がある。 15世紀後半-16世紀前半。景徳鎮窯系。

8 口縁部 7.8 
内面口唇から外面口縁部にかけて錆釉、内外面口縁部に圏線を配する。索地

L・M-18表土・撹乱
は白色。呉須の発色は弱い。 16世紀。景徳鎮窯系。

， 小碗 7.3 
外面口縁部に圏線、胴上部にチベット文字、圏線、松竹梅文？を施す。素地 L・K-19石列D+
は淡黄色。呉須はやや黒ずむ。 15世紀後半-16世紀前半。景徳鎮窯系。 1-20ピット 17

第 10 胴部
外面胴部に如意頭繋文及び圏線、内面胴部に圏線を施す。素地は白色。呉須

J-18北側 l層
26 

の発色は良い。 15世紀後半-16世紀前半。景徳鎮窯系。

図 高台は内外面ともに面取されている。見込に不明な文様が施されている。畳
11 小杯 口～底 4.8 3.2 2.2 付外面から外底は無釉。素地は白色。呉須の発色は良い。 15世紀後半-16世 K-27表土・撹乱

図 紀前半。景徳鎮窯系。
版

15 12 高足杯 脚部 3.6 
外面に圏線を配している。外面の底面際まで施釉され、内面は無釉。素地は

L-21表土・撹乱
白色。呉須の発色は弱い。釉中に細かい気泡がある。 16世紀。景徳鎮窯系。

肩の張る瓶の頸部。肩部に草文、把手と頸部の間に圏線、把手の形状に沿うよ

13 頸部 うに呉須により文様が配されている。内面はガラス質が焼成の際に溶け、自 1-25南側 2層
然釉となっている。素地は灰白色。呉須の発色は良い。 16世紀。景徳鎮窯系。

14 
瓶胴部。ラマ式蓮弁文内の葉文が施されている。素地は淡黄色。呉須の発色

K・L-17北側 l層
はやや弱く、少し滲む。ベトナム。

＇ 瓶
瓶胴部。圏線で区画を行い、それぞれ花唐草文を施す。素地は白色。呉須の

15 胴部 発色は良い。内面にも施釉され、内外面ともに細かい貫人が人る。 15世紀。 J-26南側 2層
景徳鎮窯系。

I 

瓶胴部。圏線で区画し、その中に人物文を配す。内面にも施釉され、内外面
16 ともに貫入が入る。素地は白色。呉須はやや滲む。 15世紀-16世紀初期c 景 G-23石列A

徳鎖窯系。

17 袋物 胴部
区画された中に波濤文を描く。呉須の発色は良いが黒味が強い。 16世紀-17

K-26畦
世紀初期。景徳鎮窯系。

外面胴部を圏線で区切り、草花文を施す部分と如意頭繋文に分けている。畳
18 底部 6.8 付は内外面ともに面取されている。内面にも施釉。索地は白色。呉須の発色 J-25南側 3層

瓶
は良い。 16世紀。景徳鎮窯系。

I 

瓶のくびれの部分。＜びれの部分に圏線、その上下に唐草文を施す。素地は
19 胴部 白色。呉須の発色は良い。内面にも施釉される。外面に気泡跡がある。 16世紀 し20瓦溜まり C

-17世紀初期。景徳鎮窯系。

20 水注 把手
把手外面に草花文を施し、上部の輪に呉須を垂らす。素地は白色。呉須の発

H-22トレンチ
色は良い。釉は若干緑味を呈する。 15世紀末-16世紀。景徳鎮窯系。

21 蓮華 底部
内面に唐草文？を配し、外面にも染付する。底面の接する部分の釉を剥いで

F-22碁壇
いる。素地は白色。呉須は滲む。 18世紀末-19世紀中菓。景徳鎮窯系。

注 （）：推定、日：測定不可、「＋」：接合の意
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第 4節鉄釉染付
総計12点得られた。外面に鉄釉、内面に青白色の透明釉を施したものをここにまとめた。小破片の資料が多い

が、残存率の高い資料を優先に図化した。ここでは 2点図化した。何れも小碗で第27図 l、2に示したものであ

る。

1は口縁部から底部まで全形を窺うことができる薄手の外反碗である。釉は畳付を除いて均ーに薄く施され、

内底面に呉須による山水文と思われる文様が見られる。外底面にも文様を窺うことができるが、残存状況が不良

なため全体の構成は不明である。内面口縁下部と内面腰部に二条一組の圏線が見られる。

2は薄手の小碗底部である。 1と比べて轟台が高く、高台径からやや 1より大振りになるものと思われる。釉

は畳付から内面高台下部を除いて均ーに薄く施され、内底面に呉須による山水文が見られる。外底面中央には印

款が見られる。

第 5節瑠璃釉．瑠璃釉染付
瑠璃釉は総計51点、瑠璃釉染付は総計 3点得られた。小破片資料が多いが、残存率の高い資料を優先に図化し

た。ここでは瑠璃釉 8点、瑠璃釉染付 3点図化した。器種は瑠璃釉に関しては壺、瓶、瑠璃釉染付に関しては碗、

瓶が見られた。前回の報告註1と比べて小杯、鉢が見られない点で若干、様相を異にする。

＜註＞
註1. 「天界寺跡(I)一首里杜館地下駐車場入り口新設工事に伴う緊急発掘調査一」I沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書」 第 2集

沖縄県立埋蔵文化財センター 2001.3 

第 6節翡翠釉
総計20点得られた。小破片資料が多いが、残存率の高い資料、並びに特徴的な資料を 3点、図化した。器種は

JIIl、小皿のみで口縁部は「く」の字状に外反し、中には輪花状になるものも見られた。いずれも白化粧を施した

後に外面底部近くはライトブルー、外面胴部から内底面にかけては青緑色の釉を薄く施す。

第10表 鉄釉染付．瑠璃釉・ 瑠璃釉染付．翡翠釉出土状況

~ 稀類器種

表 畦 卜 藉 flll :11・m1 地 方 コ 石 瓦 ゼ 逍 不
土 レ 1 2 3 4 3 4 山 形 l 列 溜 ツ 構 明

ン 層 層 層 陪 暦 層 直 掘 ラ D ま 卜 ムロ
況 チ 上 込 ）レ り
乱 み 敷 C 計

遺 B 
構

口～底 1 l 

碗
口縁部 2 1 1 4 

鉄釉 胴部 2 l 1 I 5 
染付 底部 1 1 2 

小計 6 2 

゜
1 

゜
1 

゜゚ ゜゚ ゜゚
l 

゜゚ ゜
1 12 

碗
口縁部 I I 

瑠璃釉 底部 I I 
染付 瓶 口縁部 I 1 

小計 1 

゜゚゜
I l 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚゜
3 

碗 口縁部 2 1 3 
底部 1 I 
口～底 1 I 

小杯 口縁部 2 1 3 
底部 1 2 3 

瑠璃釉 口縁部 2 2 
瓶 胴部 5 1 4 1 4 1 1 1 1 1 I 3 24 

底部 1 1 1 1 1 1 6 

窃~ 胴部 1 1 2 
底部 1 1 

不明
口縁部 1 1 
胴部 3 2 1 I 7 

小計 15 

゜
I 7 5 7 l 2 I 1 

゜
1 1 1 I I 6 51 

皿
口～底 I 1 
底部 I 1 

翡翠釉
口緑部 1 2 1 3 1 1 4, 13 

小1IIl 胴部 1 1 I I 4 
底部 l 1 

小計 1 

゜゚
3 1 1 3 

゜
1 2 

゜゚゜
1 

゜
1 6 20 
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第11表 鉄釉染付・ 瑠璃釉．瑠璃釉染付．翡翠釉観察一覧 単位： cm 

図番号 種類 器種 部位 口径 器高 底径 観 察 事 項 出土地

外反口縁碗で高台は低く、畳付は面取りされている。内面

口縁部には 2条の圏線、内底面には山水文か。外底面には L-26 
I 口～底 7.4 4.15 3.8 僅かに圏線が見られる。外面は黒褐色、内面は青白色の釉

が畳付を除いて内外面に薄く施釉される。素地は白色微粒
表土 ・撹乱

鉄釉
碗 子。

染付 晶台は内側にすぼみ気味につくり 、畳付は丸味を有する。

外底面には呉須で印款文、内底面は山水文が描かれる。外
表土・撹乱2 底部 4.3 面は茶褐色、内面は青白色の釉が畳付を除いて内外面に薄

く施される。索地は白色で微砂粒で黒色微粒子が僅かに混

人する。

外反口縁碗で口唇部は丸味を有する。外面は瑠璃釉を施
H-26 

3 碗 口縁部 12.4 し、内面は青白色の釉で、内面口縁部に一条の圏線が呉須
南側 2層

によって描かれている。素地は白色微粒子。

瑠璃釉
高台断面は逆三角形状で畳付は平坦に仕上げている。外面

M-22・23 
4 

染付＇
小碗 底部 4.0 は瑠璃釉で内面、外底面は青白色の釉が施される。内底面

表土・撹乱
には呉須で花文を描く。素地は薄い青白色の微粒子。

口縁部はラッパ状に開き、口唇部は平坦に仕上げている。

5 瓶 口縁部 7.6 
外面から内面口縁下部にかけて瑠璃釉、それ以外は青白色 I-26 
の釉が施されている。内面頚部に呉須が見られる。素地は 南側 3層

青白色の微粒子。

ナデ肩を呈する。外面は瑠璃釉で内面は青白色の釉が施さ
M-28 

6 胴部 れている。頚部と胴部の接続痕が明瞭に見られる。素地は
表土・撹乱

灰白色の微粒子、気泡が僅かに見られる。
I 

外面は瑠璃釉で内面は青白色の釉が施されている。頚部と
I-24 

7 胴部 胴部の接続痕が明瞭に見られる。索地は灰白色の微粒子、
南側 1層

黒色砂粒が僅かに混入する。気泡も見られる。

紬台断面は逆二角形状で畳付は丸味を有し、胴部は緩やか
第
27 に立ち上がる。外面は瑠璃釉で内面と外底面は青白色の釉 1-27 

図 8 瓶 5.6 が施されている。高台下部は露胎となる。素地は灰白色の 南側 3層
微粒子、黒色砂粒が僅かに混入する。気泡も僅かに見られ

鳳' 
る。

16 
底部 尚台は低く、畳付は丸味を有する。胴部への立ち上がりは I-25 ， 6.6 やや急である。釉・胎土は第27図 7と同様で、気泡が多く

南側 2層

瑠璃釉
見られる。内面に横位の成形痕が明瞭に見られる。

ベタ底で胴部へは直に立ち上がる。釉厚で外面は瑠璃釉と L-21 
10 13.0 なり、外底面と内面は露胎となる。素地は青白色の微粒子 南側 1層

で黒色細砂粒が混入する。
I 

渦台浙面は逆台形で低い。畳付は平坦に仕上げており、胴

11 亜ギ 底部
部への立ち上がりはやや急である。外面は瑠璃釉が施され J-15・16 

4.0 るが薄く、内面、外底面は露胎となる。素地は灰白色の微 北側 4層

粒子で大きい気泡が見られる。
＇ 器墜が厚いことから大型の製品と考えられる。外面は瑠璃

12 胴部
釉が厚く施され、内面は青白色の釉が施される。素地は青 M-21 

白色の微粒子で黒色粒子が僅かに混入する。内面に横位の トレ ンチ

壷？ 成形痕が明瞭に見られる。

器壁が厚いことから大型の製品と考えられる。外面は瑠璃
K-17・18 

13 胴部 釉が厚く施され、内面は青白色の釉が施される。素地は青
コーラル敷B

白色の微粒子。内面に横位の成形痕が明瞭に見られる。

器壁が薄く、口縁部が「く」の字状に折れる。胴部には剣
14 口縁部 先が尖る鏑蓮弁文が見られる。内外面共にムラのある翡翠 不明

釉が薄く施される。索地は黄白色でやや粒子が粗い。
小1IIl 器壁が薄く、口縁部が「く」の字状に折れる稜花皿。胴部

15 口縁部 には剣先が丸味を帯びた蓮弁文が見られる。内外面共にム L-26 
翡翠釉 ラのある翡翠釉が薄く施される。素地は黄白色でやや粒子 南側 4層

I 
が粗い。

器壁が薄く、口縁部が「く」の字状に折れ、画台はすぼみ

16 皿 口～底 12.9 
気味に低くつくる。内外面共に翡翠釉が薄く施され、高台 L-25 

2.8 7.0 部は露胎となる。素地は灰白色の微粒子で黒色の微粒子が 遺構
僅かに混入する。外面に横位の成形痕が見られる。

注「一」 ：計測不可
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第 7節中国産色絵
中国産色絵は第28図である。確認できた器種は

碗、小皿、合子、香炉などがある。詳細は観察表

に示した。

第28図1-4は碗である。同図 1-3は大きめ

のサイズ、 4は小型のサイズの碗である。 5は小

皿、 6は瓶の口緑部、 8は合子の身、 9は方鼎形

の香炉である。いずれも絵付の残りは悪く剥落し

ている。産地は中国南部が占めており、所属年代

は18世紀前後である。 6、7は景徳鎮窯で16但紀

と古い時期に属する。

第12表 中国産色絵出土状況

~ 種類

I 南 訓 北 llN 畠1: I 朴！
協ま 醤 盃

1 2 3 4 1 3 
合

開 層層層層 層層 2 目t
み A 

口～底 2 2 

碗
口縁部 5 1 1 7 
胴部 4 I 2 t s 
底部 2 1 I. 1 5 

小碗
口～底 G 1 7 
口樟部 2 2 4 

Jill 
口縁部 l l 2 
底部 l L 1 3 

小1Til 口～底 I I 
小杯 底部 1 l 1 3 

口緑部 I J 
瓶 頚flll l l 

胆部 2 1 3 
合子 口緑部 l 1 
香炉 口～底 J 1 

不明
口縁部 1 I 

胴部 I l Iヽ 6 
企 言 十 30 3 2 3 I I 3 I 1 l I 2 7 S6 

第13表 中国産色絵観察一覧
図番号 器種 部位 口径 器高 底径 観 察 事 項 産地・年代 出土地

I 口緑部 17.6 
口唇部が若干外反する。文様は口縁部に固線と波状文、胴部に蝙蝠と寿字 福建 F-21 
文、底部に線刻蓮弁状の文様を描く。 18c後半 表土，撹乱

2 底部 底部資料。］と同じく底部に線刻蓮弁状の文様を描く。
幅建 表土，撹乱
18c後半

I 碗

3 ロー底 16.0 7.0 6.2 ほぽ完形の資料。直口口縁をなす碗で、晶台は高い、外面に草花文、内面 幅建 J表-16士・撹乱
には口縁、見込みに圏線を描く。 18-19c前半

第 I 

28 4 口縁部 8,6 丸みを帯びた器形で、口縁はわずかに外反する。外面に唐草文？を描く ｀
徳化 G-24 

図
18c後半-19c前半 表土，撹乱

5 !Ill 口～底 7,1 1.5 5.3 小JD[。絵付けの剥落が著しく文様の展開は不明。外底面は露胎。
徳化 F-20 

闊 18c 表土・撹乱

17 6 瓶 口縁部 5.0 小型瓶の口縁部、僅かに絵付けが残る。
景徳鎮 H-25 
16c 南側 2層

7 瓶 頚部 小型瓶の頚部。外面に圏線を描く。絵付は剥洛が著しいが、わずかに蔓唐 景徳鎮 M-23 
草文がみえる 16c 表土・撹乱

8 合子 口縁部 11.8 蓋受けの部分は露胎。外面に草花？を描く。
中国？ F-21 
19c? 表土・撹乱

， 香炉 ロー底 5.9 10.3 8.4 
把手のついた方鼎形香炉、四脚をなす。絵付はほとんど剥落するが早花文 中国？

表土・撹乱
と思われる。 18c 

単位： cm 

注「一」：は針測不可

― 
5 

`>/
2
 4

 

/
/
 

~ 

\!?,~, 
6 7 

万／/8
 

，
 

O 5cm 
I I I I I I 

第28図 中国産色絵
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第 8節三彩
総計59点得られた。ほとんどが小破片資料で第29図 1-14に特徴的なものを示した。白化粧の上に緑・黄釉が

施され、 一部を除き内面は露胎である。素地は細かく黒色の微粒子が混入するものも見られる。器種は蓋、把手、

瓶、壺、水滴、水注、盤、陶枕が見られた。

図 8-12、14は水注若しくは水滴の破片で図 8、10は器表面の文様から鳥形水注である可能性があり、図 9は

琴高仙人形若しくは魚形、図14は人形水注である。特に人形水注では腹の部分に動物と液状文と忠われる文様の

ある腹巻様（武具）が見られる。阿波根古島遺跡出土の人形水注もこの様な特徴を持っており、図14と類似する

資料であるといえる。これ以外にも仲間村跡で人形水注の出土が報告されている c 人形水注以外の出土例として

は三彩が首里城跡、南山城跡、天界寺跡、阿波根古島遺跡など緑釉が阿波根古島遺跡、クニンドー遺跡、津嘉山

古島遺跡などで報告され、豊見城村では伝世品として鶴形の水注がほぼ完形品に近い状態で確認されている 。ま

た今帰仁城跡では魚形の水滴も見られる。これらの形態としては鶴形、鴨形といった鳥形のものが多く見られる。

瓶は図 3、4で、図 3には継ぎ合わせのためと思われる段を有する。この事から頸部、胴部上半、下半をそれ

ぞれ別個で造り、完成した部品を継ぎ足して成形するといった技法が使われたと推測される 。出土例として首里

城跡、浦添城跡、今帰仁城跡、天界寺跡、湧田古窯跡、佐慶グスク、クニンドー遺跡が挙げられるが、この内今

帰仁城跡出土の瓶は図3と同様の技法により成形されたと思われる。また緑釉瓶が御細工所跡で出土している。

盤は図 1である c 口縁部を鍔縁状に仕上げており、内面に牡丹文と思われる文様が線刻されている。首里城跡、

喜友名貝塚・喜友名グスク、ヒヤジョー毛遺跡、若松遺跡、慶来慶田城遺跡で出土例が報告されているが、その

内首里城跡では図1に類似した資料が出土している 。

壺は図 2、6、小壺は図 7である。図 6は器表面に雑ではあるが葉文が陽刻されており、器形から長胴丸壷形

と推測される。長胴丸壺形は今帰仁城跡、阿波根古島遺跡、宮平ノロ殿内遺跡、クニンドー遺跡、仲間村跡でも

出土しており、特に今帰仁城跡出土のものは図 6と類似している。

その他の出土例として壺は天界寺跡、喜友名貝塚・喜友名グスク、小壺は平敷屋トウバル遺跡がそれぞれ挙げ

られる。

蓋は図12で、蓋甲のみ施釉され宝珠状の撮みを持つ。ロクロ成形で蓋の下面は箆などで切り離した後、指撫で

で成形しているのが見られる。蓋の出土例は糸数城跡、天界寺跡、クニンドー遺跡、山城古島遺跡で報告されて

いるが、クニンドー遺跡出土の蓋は図12と似たような特徴を持つ。

把手は図11であるが、小破片であるため全体の形を推測するのは困難である。他の出土例として首里城跡、湧

田古窯跡、佐慶グスクが挙げられる。

これらの他に陶枕（図13) が出土しているが、明代の三彩で陶枕の形式は非常に珍しい。
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「南風原町の遺跡」：南風原町文化財調査報告書』第 1隼 南風原町教育委員会 1993 

「陸見城村内確認0)咀代二彩鶴刑水注」『文化課紀要」第 6号 沖縄県教育委員会 1990 

『イントネシア・スラウェシ島に渡った二彩交趾焼展 本多弘氏コレクションによる＝「 福岡市美術館 2001 

第 9節宜興窯系
4点のみ得られた。素地は茶褐色の微粒子で、白色粒子を含むのも見られる 3 器表面には泥釉が施され、器肌

は滑らかである。いずれも小破片資料で口縁部と底部を各 1点得ることができた。第29図15、16に示した。

第10節産地不明陶器
褐釉陶器 4点、泥釉陶器、無釉陶器各 l点を産地不明として第29図17-22に掲げた。何れも小破片資料で薄手

で文様などは見ることができない。蓋の端部 1点、口緑部 l点、胴部 1点、底部 3点を第29図に示した。

第14表 三彩・宜興窯系・産地不明陶器出土状況
＼ 

ヽ 出土地 土表 畔 南側 北側 地 コ 方
右 I行

溝溝 瓦 ＇ ヒ 小
＼ 山 I 形 列坦 状状 湘 '1 明＼ 1 2 3 4 1 3 4 

＼＼、
層 層 層 層 層 層 層 直 ラ 掘 D C 追ヽ" ' わ- ま 卜

合ヽ
＼ 撹 上 ）レ 込 構 列 り

乱 敷 み C C 
rlt 、、 A 逍

｀ 
ヽ 構

挿煩 ・器種

1u緑部 1 1 I 1 I 5 

丹"？" 胴部 1 I 3 5 

底部 1 1 

瓶
胴部 1 2 1 I 4 

底部 2 2 
団ギE 口縁部 I I I 1 1 

小壺 屁部 1 I 

器 □ -I底 I I ! I l ， 
二-杉c'/ 把手 .I 1 

水注

→ 苗,. 
1 1 

胴部 1 1 2 

底部 1 1 

人形水注 胴部 4 4 2 I I 11 
水滴 胴部 I ＇ I I 1 

陶枕 11 
＇ l 

不明 1 胴部 4 1 2 I 1 1 1 I 1 1 5 18 

底部 2 1 3 
I 小計 I 111 11 61 5 17 2 1 1 2 1 

゜゚
01 11 11 

゜
1 1 8 59 

口緑部 I I 1 
罪~' 

1 胴部

I 11 

I 1 1 

宜興窯系 底部 1 2 

、」ヽJI・ I 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚゜
1 

゜゚ ゜゚゜
2 4 

碗 底部 1 I 1 

小鉢 11緑部 I I 2 

小壺 胴部 1 1 

壺or甕
胴部 1 1 

I 
I 3 

産地不明 底部 I 1 
陶協 袋物 底部 1 I I 1 

茶器の蓋 端部 I 1 

不明
口緑部 1 1 

胴部 I 2 4 7 

4ヽJI・ 3 

゜゚
01 01 ol Oj 11 1 I 1 11 2 ol 

゜゚
2 

゜゚
7 18 
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第15表 三彩・宜興窯系・産地不明陶器観察一覧
' . 単位： cm 

図番号 種類 器種 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

素地は肌色、白化粧はなし。内面に牡丹文と思われる文様が線刻

1 盤 口～底 26.0 (6.5) (14.6) 
され、文様部分に黄釉、無文部分に緑釉をそれぞれ施す。外面は K-17・18 
僅かに緑釉が残る。口縁部は口折させた後、鍔縁状に仕上げてい 表土．撹乱

I 
る。

素地は白色、ロクロ成形によって仕上げられ、外面に白化粧を施
L-21 2 壺？ 胴部 す。器表面に牡丹文と思われる文様と蓮弁文が線刻され、黄釉が
表土・撹乱僅かに残る。

＇ 

素地は白色、外面に白化粧を施す。釉は剥落している。継ぎ合わ
N-24 3 瓶 胴部 せの痕跡である段を内面に有する。器表面に唐草文様が線刻され
南側 3層て＼ヽ る。

素地は薄い水色、ロクロ成形によって仕上げられ、外面に白化粧
L-24 4 瓶？ 底部 6.1 を施す。釉は殆どが剥落しているものの、黄釉が僅かに残る。器
南側 3層表面に蓮弁文と忠われる文様が線刻されている c

素地は薄い黄色、白化粧はなし。緑釉、黄釉が僅かに残り、底面
M-28 5 不明 底部 にも僅かに緑釉が付着している。多少の凹凸が見られ、内面は指
南側 2層

で押さえて成形したと思われる。
I 

長胴丸壺形と推測される。素地は肌色、外面は型抜き成形、口縁
6 ,::,: -口縁部 (5.8) 部に雑な業文を有する。白化粧をせずに黄釉、緑釉を施釉したと 不明

思われる。
＇ 

瓜形の小壺と思われ素地は薄い黄色、ナデ成形。底と器壁の接合
1-27 7 ＝ 小壺 底部 3.4 面が確認できる。外面に白化粧を施し、緑釉が施釉されていたと
南側 3層

彩 思われる。器表面に 4条の線が縦に線刻されている。

素地はにぶい赤色、型抜き成形と思われる。外面に白化粧を施
K-28 8 水注 底部 し、その上から緑釉と黄釉を施す。器表面の文様から鳥型水注の
表上・撹乱

可能性もある。
I ， 水滴 胴部

素地は薄い黄色、化粧面はなく、外面のみに緑釉を施す。型抜き
不明成形で琴高仙人形か魚形と思われる。

鳥型水注か。型抜き成形、素地は肌色で、白化粧はなく、外面に
J-25 10 胴部 のみ鉄釉が施釉されている。器表面に鳥の羽根と思われる文様が
南側 2層

施されている。
第

29 11 水注 把手
素地は桃褐色、白化粧はなし。上面は施釉されていた緑釉が脱色 1-20 

図 したものと思われる。 畦南側

素地は薄い黄色、白化粧はなし。ロクロ成形で蓋の下面は箆など
H-28 図 12 藍 2.85 で切り離し、指で雑に成形している。蓋甲にのみ緑釉が施釉され
南側 1層版 ている。 宝珠状の撮みを持つ。

18 
I 

素地は赤褐色、ナデ成形で内面、口唇上面に白化粧を施し、緑
K・L-18トレンチ＋13 陶枕 釉、黄釉を施釉する。牡丹文と思われる文様が線刻されている。
G-20北側 4陪白色の微粒子が混入されている。明代の三彩では陶枕は珍しい。

人形水注。素地は肌色、型抜き成形、白化粧なし。外面のみ施釉
K-26畦＋14 水注 胴部 されている。主に人の腹部から脚の部分で、腹の部分には動物と
I-27南側 3層

波状文と思われる文様のある腹巻様（武具）の帯が確認できる。

宜
茶器にかかる壺。口唇部は平坦につくり、外反する。内外面共に

15 口縁部 6.4 泥釉が薄く施される。素地は橙褐色の微粒子。清代のものと思わ 表土•撹乱
興 'i:]i'. ~ れる。

＇ 
窯

16 系 底部
茶器にかかる壺。高台は低く、胴部は直に立ち上がる。外面のみ

不明泥釉が薄く施され、やや黒ずむ。 素地は橙褐色の微粒子。清代。

茶器の蓋の端部と思われる。懸かり は欠損し、項部へは丸味を有
17 蓋 端部 6.2 しながら移行する。内外面共に泥釉が薄く施される。索地は茶褐 不明

色の微粒子。清代の陶器と考えられる。

壺の胴上部、頚部近くと考えられる。頚部への移行部分が欠損し
]-18 18 小壺 胴部 ている。外面には褐釉が薄く施され、素地は密で黄褐色のやや粗
北側 4層

I 
い粒子が混入する。 13-15c頃か。

産 低い高台が見られる。高台のつくりは粗雑で胴部へは急に立ち上
K・L-17・18 19 地 壺 底部 5.8 がる。内外面は露胎であるが、外面には褐釉の釉垂れが見られ
溝状石列

不 る。素地は茶褐色で微粒子、白色粒子が僅かに混入する。

明 口縁部は注ぎ口が見られ、断面は長方形状を呈す。内外面共に褐
20 陶 小鉢 口縁部 7.0 釉を薄く施す。素地は明茶褐色の微粒子で、赤色のやや粗粒子が 不明

器 混人する。

薄手の碗。高台は低く、底部から胴部にかけては緩やかに立ち上
F-20 21 碗 底部 3.8 がる。茶褐色の釉を内外面共に薄く施すが、剥落が激しく、白色
表土・撹乱

に変色している。畳付のみ霧胎。素地は茶褐色の微粒子。
I 

底部から胴部にかけての立ち上がりは急で、高台は低い。袋物と
22 袋物？ 底部 10.0 考えられる。全面露胎で、素地は茶褐色でやや粗く、白• 黒の粗 表土•撹乱

粒子が多く混入する。明～清代か。

注 「一」：計測不可、（）：推定、 「＋」：接合の意
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第29図 三彩・宜興窯系・ 産地不明陶器
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第11節粉青沙器エ
今回の調査では 7点のみ得られた。器種は碗とilllで、前者は口縁部、後者は胴部が得られている。碗は外反碗

で内外面共に文様が見られる。外面胴部には崩れた雷文帯状の横位文とその卜に斜位のやや反った直線を配する。

内面は外面に見られるような横位文を 2重に配し、その下に唐草に似る曲線を描く 。同様の文様は今帰仁グスク

の高麗青磁において見られるエ。文様部分には白土をはめ込み、素地の上に白化粧してから釉を施している。

皿は器厚から大振りの皿と思われる e 外面胴部は花弁状の曲線を描き、そのドに 2条の圏線を廻らす。内面は

菊花文を横位に連続配置させ、 2条の圏線を配する。

＜註＞
註 1. 粉青沙器とは「粉粧灰青沙器」の略称，鉄分の多し＼鼠色の陶土に白土を化粧掛けし、その卜．から透明釉を施して焼成した朝鮮王朝初

期の代表的な磁器。 14世紀末、釉胎が硬質化しはじめた高鹿肖磁を周胎とし、粉青象嵌へと移行：その後15世紀初頃より粉青印花とし、った

白土装飾が行われるようになる 。日本では一般的に「三島」「刷毛H」と呼称されているー大阪市立東洋陶磁美術館『東洋陶磁の展開J1994 

註 2. 今帰仁グスクの資料においては素地の上には白化粧を施しておらず、且つ象嵌も明瞭であることから高麓肯磁としての範疇におさま

るものと思われる。しかし、文様に関しては当該資料と姐似してしヽることから同系統の文様であることが指摘される：今帰仁村教育委負会

「今帰i―．城跡発掘調在報告 I」芦今 I）僻に村文化財調査報告」第 9集 1983

第12節泉州窯系磁器
7点のみ得られた。器種は何れも外反口縁の深めの皿である 。内外面共にオリーブ灰色の釉が薄く施される 。

釉には細かな貫人が人り、外面胴部からは露胎となる 。素地は粗＜、黒色砂粒が多く混入する。県内ではこれま

で8遺跡において確認されている。

第13節黒釉陶器
黒釉陶器は第30図で、同図 5-9は口縁部、同図13は胴部、同図10-12・14は底部資料である。確認できた器

種は天目茶碗と称するタイプがほとんどで、同図14は壺の可能性がある。ここでは中国産を扱うが一部のものは

本土産（瀬戸・美濃系）に含まれる可能性がある。また、口縁部の形態名称は栗 (1994)などに従った。

全形をうかがうことのできる資料は同図 8のみで、口径に対して器高が低い。今回確認できた碗は口縁形態が

鼈口とも称する束口碗のみである 。同図 5-7は口縁部の折り返しが弱いタイプ、 8・9は折り返しが強いタイ

プである c 底部はいずれも高台内の考ljりは弱く、同図 8以外は高台脇を水平に削る。釉色は黒～暗褐色を呈する

が、同図13は瀬戸・美濃系の可能性があり茶褐色を呈する。素地は灰白～焚白色を呈し、同図 5は暗灰色を呈す

る。所屈年代は13-15世紀のタイプが多い。

く参考文献＞

栗 建安 1994「建窯の研究について」『唐物大目』 茶道資料館

第16表 粉青沙器・泉州窯系磁器・黒釉陶器・青磁染付・タイ陶器出土状況
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第17表 粉青沙器・泉州窯系磁器・黒釉陶器観察一覧 単位： cm 

図番号

1 I 

種類 1器種 1 部位 l口径

I Ii宛 1口縁部 l15.8 

？・皿

器沙青｝
 

9
ソ̀-

＂ 
皿

系窯

器

州

磁
泉

ー
／

l

|□

5」
口
／
〕
ロ
ニ

第

30
図
・
図
版

19

[
 

碗器陶釉黒

8
[10
 

I 

胴部 ， 一

I口楼音IS114.4 -

一高 1 底／斧；；言喜直~土 ：オ明出七址

1器壁の原さからやや大振りの1II1かc 臼土象
嵌された直線と曲線並びに花文で文様は構

一 成される。内外面共に青緑色の釉が薄く施
される，索地は赤灰色の微粒子で気泡が見
られる。

l口縁部は緩やかに外反し、口唇部は舌状と
なる。オリーブ褐色の釉を薄く施すが、内

ー 外面共に剥落が見られる 。素地は灰白色の
粗粒子で、白・黙．灰褐色の砂粒が混入す
1る。気泡も僅かに見られる c

口縁部は緩やかに外反し、王縁状となる C

外面にはロクロ痕が明瞭に認められ、オ
ー リーブ褐色の釉を薄く施す。細かい員人が

内外而共に見られ、索地は灰白色の租粒子
で、白• 黒・灰褐色の砂粒が混入する。

ー

1
9
8

—

□
[
1
2
l

＂ 
点
口縁口

口塚部

口～底 I11.4 I 6.0 

H-20 
ピット24+基壇

H-19 
地山直上

G-20 
北側 3層

口縁の折り返しは菊い。釉は黒褐色、素地
ー は暗灰色を呈する。産地 ・時期：中国13-I不明

15世紀

口縁の折り返しは煽い。釉は茶褐色、素地
ー は灰白色を呈する。産地・時期：中11113-1I-l3 

15世紀？
ピット 5-h

口縁部 J 11.8 l -
I 

口縁の折り返しは的い。釉は茶褐色、素地
ー は灰臼色を呈する。産地・時期．・中国13-

15世紀？

口縁の折り返しは強く、畳付まで施釉す

4.2 I 
る。釉は暗黄褐色、素地は灰色を呈する。
LJ縁部片と1底部片を同上復元した。産地・
時期：中国？咀代？

口縁の折り返し折り返しは強い。釉は変色
ー ／（暗褐色？）、素地は灰白色を呈する。産

地・時期：中国？明代？

高台内のガI]りは浅く、 高台脇を水平に削
4.2 Iる。釉は茶褐色、素地は黄白色を呈する。

産地・時明：中国13-15世紀

G-17 
北側 4層

不明

L-21 
表十ー ・撹乱

L-15 
ピット 1

叶
12T

叶「

I 

底部
高台内の存IJりは浅く高台脇を水平に削る。

4.9 I釉は暗褐色、素地は灰白色（外面は淡暗褐
N-24 

色）を星する。産地・時期：中国明代？
I表土 ・撹乱

I I高台内の例りは浅く高台脇を水平に削る。
3.5 釉は黒色、素地は暗灰色を呈する。産地・

K・L-17 

時期：中国13-15但紀 I :l靡

胴部
釉は淡暗褐色、素地は黄白色を星する。本

ー ，土産（瀬戸・美浪系）の可能性がある。咋
J・K-20・21 

地・時期：中国か瀬戸・美深 明代？
Iコーラル敷A

底部
内面は無釉。底面に糸切痕。器種は不明だ K-16

3.5 Iが、壺と思われふ外面に煤付着c 産地・ ビット 19媒溜ま
時期：中国13-15世紀 1り

注 「一］：計測小可
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第14節褐釉陶器
本地区から出土した中国産を主とする資料を本節にまとめた。器種、器形、サイズとも多様で、出土量も4980

点と多い。器種としては、大型の壺をはじめ、小壺、揺鉢、鉢、瓶、急須、碗、杯などがある。以下に主な器種

について概略を述べ、詳細は観察一覧に記す。

壺：口縁形態により、 I-III類に大別した。いずれも大～小のサイズがある。

I類 浙面形がほぼ四角形を呈すもの。第31図1、2、6

II類 三角形あるいは、かまぼこ状を呈すもの。頸部は若干たちあがるものが多い。第32図5-10

III類丸か、下縁状。頸部は緩やかに胴部へ移行するものと、張るものがある。第32図1、2、11

第33図1-8は小振りの壺、第34図1-8はさらに一回り小さい壺や袋物になるかと考えられる。

播鉢：口縁部が玉縁状のもの、やや肥厚するものなどがある。前者にはサイズが 2種見られた。底部資料には第

33図9、11のようにくびれるもの、同図13の貞っ直ぐに立ち上がるものなどがある。

鉢：第33図14-20の 7点。口縁形態により下記の 3種に分類できる。

I類直□気味のもの。第33図17、18

II類 内湾もしくは口縁部上端を内側へ突出させるもの。第33図15、16

II1類 口唇部を折り曲げ舌状に突出させるもの。第33図14、19

同図20はボール状の丸底をもち、口唇部を平坦に成形する。器種は浅鉢が考えられる。また、第33図15-17は

混入物が多く器表面もザラザラとしていて雑であるが、印象的な資料である。

瓶：第34図9-12が本器種に該当する。いずれも全形は窺えないが、同図9は小振りの瓶の口縁部、同図10-12が

同一個体、もしくはそれに類する器形の一部資料であった可能性が高い。

急須：第34図20-26で、蓋受け部分の資料だけでもいくつかのバリエーションが認められる。その他、同図14は、

筒状の急須が想定されるもので、あまり例を見ない資料である。

その他：第34図13a、13bは直接の接合はできなかったものの、 1個体と考えられる資料で、水注のような形状も

想定できる。同図16、17は口の広い小壺のようなものか。同図19a,19bは小壺で茶道具としての使用が窺える。

同図15は底径2.2cmで杯としたもの。黒色の混入物があり、同図14と胎土が似ている。同図18は碗の胴部資料と

みられるが、 19のような壺の可能性もある。

第 18表褐釉陶器出土状況

~ ＇ "● 
、I,• rJ ' I  .. 

＂ , 旧II ふti'~ コI ,, ti コI•r』t 1,1 ― !, iii r, ~I, I NI・I •’C ’t 凶lill l “l’¥ ぶl¥ .II It JI I', .A lH¥ JII 直l “ヽ'益.IL ピ`Ill＇ 品翌品
, 韮filfil 

,; コ“§ ~i 
し:, !;, I ¥! 1 ¥J i 啜1 ＂I 壻~ 1I 1 咽I 冽＇

↑ ,._ ？ il 阻 ~ A 11 閃C ll ●E I 

＂^ 
辺I~ 込Illl 工 ばl 』 直 ， 

品 品
u ぅ ,., : -f- 具． M 

I0 !)'! " 
伶l り IB )りC 

... 
~· み

fl 

＾ 
II C A DA ＂I,¥ tl^  lJ 

" ;o "' ＂ JI 

.,., 澪 I 1 I I 7 

” 
田届 I 'l  
11/l> I I 

II KCl I I 
,、. ふlrf' I 

＇ I.HI置 ; I 1 1 

＇ ＇ ＇ 
I 1 

＇ 
I 6 ,. 

しIn I I I l 』

.!111 駅正

＇ 
I ,~,. I 

＇ ' ＂＂湛〖m1:1 l I 

"'a 
mm  

＇ 
I 

胴濯 1 I I I I < z I I I 

＇ ·~ 曳Lil、℃ J I 

＇ ＇ 
I ． 

.... ＂高 a I $ 18 ． I 11 l 
" 6'I 

!/!ff; I• I I 
!jJ I U~(s: J '3  I I I l 

＇ 
：！ I 

｀ 
＇ 

I で己

m"' 号 I I I I i'  
II I I 

口:;ビu.; 
J l I 5 10 
I 

＇ 
I I 

＇ ＇ 
I 0 10 

>Ill lllirJ l I I I I I 1 ., 

A ・Iヽ 譴..... t 
I I 

$ I I I ! I I I I I I I 1 l ,i 

tan 

＇ ＇ 
I 

＇ ,' 
"r,; > I I 3 I e I l J I 13 』•
匹 I I I I 1 I I l 

I~ ~ ,111贔i
＇ '. 3 I I I I 

＇ 
I u 

'"后「
，． 1 ',., ' J I 1 0 I I 3 ~I I I I l 2 3 I : J G 

Ui 11゚0 I 

＇ 
] I ';  • s' : I I J I < I o I "~ 

温賢
I I I :) 2 ， I 2 I? ， I I 0 

＇ 
I I g 

I ． ， I I ~ ii 
I I 

＇ 
I ·• I '11 

置品'"ヽ層

7 : I • I i ' I l 1 I l • 3 印

ロ k 
J I 2 I'  J I I I I Z 1, 

q f'  '. • J 9 ti 40" ● I ' 1  • 6 I I I > 3 "' 
; lri 19? 

:4 1•I•ヽ ＇ ＇ ＇ 
3 

』 1 1 I 1 I I l t I 
5 " 

I I J I l I'  

t Ll匹Ullllf 濯
1~ I I 

＇ 
> B 

I I ， 
＇ ＇ ＇ ~ 噌：

J t ． I ’ I • I I 2 I I I I . "" 
: 3 ， • ＇ 

． 
が渇 IOI <J 125 おl幻 I謁 Ill> " 3れ 216 M "l 1試I 61 .,i~ti • I ばお ?.a~ ”叫 7 ll 

..) 
I幻・ I 171) It:! &ヽ

＇ ＇ 
出 I4邸

" I I ~ • 5 I 9 • l l ， I I I 10 5 5 I l3 91 

"" m ·~ '" lliZ 匹 ""' 1~1 M SI況9寧 l IS 2, '"ね ... " l I 限I"' :I.¥ 1 11 33 . ,. 釘'1" I ti ？コ11 112 lll I I l I I I• ツi 4函
., 「 • l でi/tJ)!!

-65-



第19表褐釉陶器観察一覧 単位： cm 

図番号 器種・分類 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

1 34.1 
I類の中でも大型の壺。胴部は7mm前後と薄い。オリープ褐色の釉を内外面に

不明
壺 I類 口緑部

施釉する。桃色がかった灰褐色の器色に極小の黒粒と 1-Zmmの白粒が混入．

2 20 3 
口唇部内側を有段に成型し肩部分にはタタキ調整痕と 2cm大の砂目が残る。

K-16北側 1層内外面とも黄褐色の釉が掛かる c 器色は淡灰色、 2mm前後の白、黒粒が混入。

3 
大型壺の胴部で口緑部へ立ち上がる。両面とも黒味を帯びた茶褐色の釉、肩 H-20北側 3層＋
に2cm大の砂目が等間隔で付着する。胎土には極小の黒粒が混ざる。 1-27北側 4層

胴部

4 壺 最大胴径36.4cmの大型壺。底部にいくにしたがってすぼまる形状。両面とも
H-24溝状遺構A茶褐色の釉で施釉され、 5cm大の白色鉱物を含む。

' 
大型壺の口縁部破片で口唇の幅は3.7cmと大きい。黄色味がかった黒色釉が5 口縁部
全面に施釉される。 5mm大の白色鉱物を含み、器色は灰色を呈する。

N-27表土

6 壺 I類 口縁部 17.5 
I類の小ぶりの壺。第31図2と同様口唇部は有段になる。両面ともオリープ黄 L-18表土+H・G-13北側

第 褐色の釉が掛かる。灰色の素地に2cm前後の白粒を含む。 3層+L-18溝状石列
31 I類のような口縁部を持つ壺の底部でロクロ痕が明瞭。上げ底でその中心部
図 7 底部 17.7 は薄くなる。胴部全体にオリーブ黄褐色の釉が掛かり、 2mm大の白粒と 1mmM-23南側 3層

以下の黒粒を含む。露胎部分は桃色がかった灰色を呈する。
図
版 8 胴部

大型壺の破片。両面ともオリープ緑色の釉が掛かり、黒粒の混人物が目立 K-21コー ラル敷A+

20 つ。内面には円形のタタキ痕が一部に見られる。 L-23ピット 5

若干上げ底になり、立ち上がり部分を約1.5mm幅で削る。淡灰色の器色で内， 13.8 
側には灰色がかった黒褐色の釉がうすく掛かる。

M・N-21・22悦乱

底部

10 壺 12.0 
中型壺の底部と見られる。胴部下まで茶褐色の釉が見られ、白と黒粒の混入

不明
物が比較的多く混ざる。器色は橙褐色。

I 

中型壺。口唇部を折り曲げて頸部をやや開き気味にし、肩は張るようであ G-18北側 環＋11 口縁部 19.6 
る。器色は青みのある灰色で両面とも露胎。 K-15北側3層

I 

第31図11と同一沼料と見られるが復元にはいたらなかった。上部には砂目が
12 胴部 付着、器表面の剥離が目立つ。外面の一部を除いて淡黄色の釉が掛かり、内 不明

面は釉だれがある。索地には1-2rnrnの白粒を含む。

第31図11、12と同一臼料の可能性がある。底部はベタ底状になり厚みがある。13 底部 13.9 白色粒を多く含む。内側は露胎、外面は胴部下まで淡黄色の釉が掛かる。
L-17ピッ ト27

1 12.8 
白釉陶器で立耳が付く。器壁は 4mmと薄い。肩には砂目が付着、内面は茶 M-23南側 3層＋
褐色の釉がまだらに掛かる。白、赤粒を含む、橙褐色の器色。 M-23南側 2層

I 壺皿類 口縁部

2 11.0 
リポン状の耳が付く 。胴部はロクロ痕の起伏が著しい。茶に近い黄褐色の釉

J・K-17・18北側 4層を外面全体に施釉。淡黄色の素地に黒、白粒が少量混ざる。

3 
耳を含む大型壺の胴部片。内外面とも、茶褐色の釉が丁寧に施釉される。

1-28南側 3層
I 壺 胴部

1mm程の黒粒が混入、索地は淡灰色。

大型壺の胴部片。円形の文様を沈線で描き、内面はロクロ痕が明瞭に残る。4 
明茶褐色の釉を外面に施釉。器色は淡黄色。

不明

第 5 16.6 
口縁部下ですぼまり、肩へと移行する。黒に近い茶褐色の粒を口唇内面から K-28南側 4層＋

32 外面にかけて施釉する。灰色の素地に白粒を含む。 M-28表土（撹乱/fi)

図 6 17.4 
口唇部を折り曲げ上端を平坦に仕上げる。耳には3本の沈線が入る。口唇部上

L-25遺構端は釉はぎされ、下部方向ヘオリープ黄褐色の釉が掛かる。器色は淡橙色。

図
I 

平坦に仕上げた口唇から頸部へ開き気味に成型。内側は釉はぎされ、外面は
F-18北側 4層版 7 17.7 

緑がかった黄褐色の釉を施釉。器色は橙褐色で白、赤粒が混ざる。
21 ＇ 壺Il類 口縁部

8 l3.0 
平坦に成型した口昏部はやや傾斜し、緩やかに頸部に至る。内外面とも緑が

K・L-17・18溝状石列
かった黄褐色の釉を施釉。淡灰色の器色に黒粒が混ざる。

＇ ， 13.0 
口唇部を折り曲げて丸く肥厚させる。頸部はやや膨らんで肩部へと移行する。

1-26南側 3層
灰色の素地に白粒が混ざる。

I 

10 10.3 
II類のなかでも一回り サイズが小さい。胎土には黒、 白粒が混ざり、淡灰色

不明を呈する。外面には淡茶褐色の釉が掛かる。

11 壺1II類 口緑部 ll.2 
口唇部を折り曲げ、擬似肥原させる。頸部か ら肩へゆるいカーブを描く。内側

M-21瓦溜まり Cに調整痕。内外面とも薄く黄褐色の釉を掛け、赤灰色の素地に白、赤粒が混ざる。

I 9.2 
すぼまった頸部から口唇部へ開き段を作る。蓋受けを意識したものか。内面

M-21瓦溜まり Cは調整が丁寧でなく、積み痕が残る 。茶褐色の釉が掛かり、白、赤粒が混ざる。
＇ 

2 8.6 
第33図1同様、有段の口縁。両面とも暗茶褐色の釉が掛かるが気泡が生じてい

M-21瓦溜まり Cる。素地は灰色、硬質な印象を受ける。白、黒粒の混入が見られる。
I 口緑部

3 9.1 
長頸壺で口唇部を丸く肥原させる。外面には茶褐色の釉、内側に釉だれがあ

L-19瓦礫溜まり
I 

る。露胎部分は橙褐色、赤と白粒が混ざる。

4 8.3 
口縁から胴部まで図上復元できた資料。小ぶりだが器壁は厚い。ロクロ痕が G-21北側 4層十H-23方

第 壺 内外とも明瞭。黄色味がかった黒色釉が掛かり、素地は灰色を呈する。 形堀込み遺構

33 
I 

小振りの壺の底部。立ち上がりからやや膨らんで成型される。淡灰色の索地
J-16ピッ ト23偲 5 11.4 

に黒、白粒が混ざる。

図 6 10.2 胎土は混人物が多く、粗い印象を受ける。器色は橙褐色、白、赤粒が洸ざる 。M-21瓦溜まり C

版
底部

第33図6と同様に胎土が粗い。底部は10.8mmと特に厚い。茶褐色の釉が内側
22 7 7,2 

内底まで掛かる。白、赤粒が混ざる。
不明

I 

8 10.0 器面はロクロ痕が残る。胴部下まで茶褐色の釉が掛かる。白、赤、黒粒が混入。 北側 3層

口唇部を玉縁状にし、底部はくびれる。櫛目は 8本確認できる。口唇部に茶
g []-底 24.6 12.3 9.6 褐色の釉を一周するように塗り、その両端を釉はぎする。素地は桃色がかっ 不明

＇ 
揺鉢 た茶褐色、白粒が混ざる。

10 口縁部 17.0 第33図9と形状が類似するもので、一回り小さいサイズのようである。櫛目は I・J-13地山直上
8-9本確認できる。素地は明茶褐色、白と黒粒の混入が見られる。

注 「ー」 ：計測不可、「＋」： 接合の意
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第19表褐釉陶器観察一覧 単位： Cll1 

図番号 器種•分類 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

11 底部 10.0 胎土が脆いためか、揺り目が明瞭に見えない。橙褐色の素地に混人物も多い。 G-18北側 4層

12 揺鉢 口縁部 口縁部下に、斜め方向に揺り目が人る。素地は暗茶褐色、白粒の混ざり多い。不明

13 底部 14.0 
前述の4点と質惑が異なる。櫛目が交差し内側に茶褐色の釉が掛かる。素地

J・K-18撹乱
は橙褐色で、 2mmほどの白、赤粒を含む。

14 鉢m類 口縁部 29.6 
口唇部を舌状に厚く成型するが、器壁は5mmと薄手。暗茶褐色の釉を両面1こ

1-28南側 3層
掛ける。口唇部には積み痕か釉が一部はがれている。素地には黒、白粒が混入．

第
15 

口唇が内側へ張り出し、その上端と胴部に突帯で文様を施す。素地は1-3mm
K-23南側 3層33 の臼粒が多い。内側に円を描くような調整痕。オリープ黄褐色の釉が掛かる。

図 鉢11類 口縁部

16 31.6 
内側に粘土を追加して内湾気味に成形。口縁部には波状の文様を貼りつける。

罷

図
1mm以下の白粒が混ざる。

版 17 
文様帯を口縁部に貼りつけ、口唇部も波うつ。内側に意図的なものか沈線が

不明
22 鉢 I類 口縁部

走る。外面に茶褐色の釉が掛かり、内而には釉だれが見られる。

18 31.2 
ほぼ直行ぎみの口縁部で、口唇部は有段になる。胴部はつなぎ目が明瞭。赤

L-21表土・撹乱
味がかった茶褐色の釉が内側ではまだらになっている。白、黒粒が混ざる。

19 鉢m類 口縁部
小ぶりの鉢。口唇部を逆L字に成型し、口唇部には波状文。淡黄色の釉が掛か

I-20表土・撹乱
り、胴部に一部淡緑色の釉が施されており、絵付けかと思われる。

20 浅鉢 口縁部 20.8 
内外面とも露胎。索地は茶褐色で白粒などの混人物が見られる。ボール状の

J-25南側2層
丸底が想定される。

I 10.4 
口唇部を折り曲げて丸く成形、器高より幅広の小壺。内側から胴部中央付近 H-25・26南側 1層＋
まで茶褐色の釉を掛ける。素地は淡茶褐色、 1mmほどの白粒が混ざる。 L-18北側 4層

2 10 
折り曲げた口唇部が舌状に出る。口唇部内側から外面全体に黒みを帯びた釉

不明
を掛ける。内面は剥落が激しい。索地は灰色、 1-2mmの白粒も含む。

3 7.6 
もっとも薄い部分で1.5mmほどの器壁をもつ小壺。口唇部内側を釉はぎし

1-28南側 3層

＇ 口縁部
て、そのほかは茶褐色で総釉される。黒粒の混入が見られる。

4 
小壺

10.6 大きくラッパ状に開く器形のようである。素地は茶褐色、極小の白粒が混ざる。 H-20ピット20
＇ 
5 3.9 口唇部を平坦に成形。灰色の索地で、器面調整は丁寧ではない。 不明

I 

6 5.4 
口唇部は有段を意識したのか、稜が入るものの歪んでいる。索地は茶褐色、

1-26南側 3層
両面は露胎。口唇部上面に自然釉によるものか光沢がある。

7 3.4 
今回得られた資料の中で、より小さい壺。外面に茶褐色の釉が掛かり、白粒

1-27南側 2層
が少し混ざる。器壁は2mmあまりと薄い。

8 胴部
壺の胴部片と見られるが、下部は底部にほど近い。桃色がかった淡灰色に、

G-18北側 4層
黒、白粒が混ざる。素地は第34図16、17と似る。， 口縁部 口唇部をきつく外反させる。茶褐色の釉を両面に施釉。白粒が混ざる。 N-27表土

10 
膨らんだ胴部から口唇部へすぼませるように成形。口縁部はわずかに欠損し

不明

＇ 瓶 胴部
ている。ロクロ痕が明瞭で、索地は淡灰色、黒粒が滉ざる。両面とも露胎。

11 
第34図10と素地が似る。素地は淡灰色。黒粒の混ざりが少量見られる。両面 H-17・19北側 4層＋

とも露胎Q J-19ピット21

12 底部 4.6 第34図10と索地、器面調整が類似する。素地は淡灰色。 K・L-18北側 4層

13a 口縁部 6.2 
小振りの壺か、水注のような器種も想定できる。口唇部を平坦に成形し、茶 K-27地山直上+J-27南

水注？
褐色の釉が掛かる。黒と白粒が混人。 側 2層

第 13b 胴部
第34図13aと同一個体と見られる。ロクロ痕が明瞭。外面は茶褐色の釉、内面 K-27地山直上+J-27南

34 は露胎。索地に黒、白粒が混ざる。 側 2層

図
14 急須 口縁部 7.4 

薔受けを想定させる口縁部であることから、筒状の急須と思われる。ロクロ痕の
不明

残る器壁に、黒粒の混人が目立つ。両面とも露胎のようである。素地は淡黄褐色。

図
杯 底部 第34図14と同様の素地。糸切り底で、内底に釉だれが認められる。内側のロク

J-26南側 2層版 15 2.2 
ロ成形が丁寧に調整されていない点を見ると杯以外の器種も否定できない。

23 
口幅のひろい小壷の可能性がある。口縁部は平坦にし、胴部は薄く成形する。

16a 口縁部
素地は桃色がかった淡灰色、極小の黒粒が混ざる。

H-26溝状遺構c

16b 小壺？ 10.8 第34図16aと同一個体と見られる底部資料。ロクロ痕が前者同様、稜をなす。 H-22北側 3層
底部 比較的小さい壺と考えられる資料。内側は釉剥ぎしたような器面。胎土は精 コーラル敷A+方形堀込

17 7.2 
錬されたような質感で橙褐色を見する。 み遺構＋北側 l層

18 碗？ 胴部
器種としては碗の可能性があるが、第34図19bのような小壺とも考えられる。

N-23南側 3層
内側にはロクロによる稜が残り 、内外面とも荼褐色の釉が掛かる，

19a 口縁部 8.9 
直口気味の口縁部から胴部へ少し張る。口唇部は釉剥ぎ、その他は茶褐色で

K-19北側3層

＇ 小壺
総釉される。

19b 胴部
第34図19aと同一個体と見られる。胴部下には角が成形されている事から涵台

K-19石列D
付きの器形を想定させる。

20 10.8 
口唇部が特徴的な急須。胴部に注口のあった部分がわずかに残る。茶褐色の

不明
口縁部 釉が胴部に掛かる。黒、白粒が素地に見られる。

21 ， 前者より小振り。素地は茶褐色、白粒が少量みられる。 F-18撹乱
I 

22 
胴・注 注口より上部に取っ手の根本が残る。索地は淡茶褐色、オリーブ黄褐色の釉

不明
口 が内部まで掛かる。

＇ 
23 急須 口縁部 7.8 

盃受けを持たない丸みを帯びた口唇部。注口は欠損するがその根本は指によ
N-24撹乱

＇ 
る押痕が見られる。橙褐色の素地に茶褐色の釉が掛かる。

24 注口 露胎の注口。素地は赤みを帯びた灰褐色で白粒が混ざり、質惑は粗い。 J-28南側 3層

25 7.8 
怒り肩の胴部で、取っ手は欠損するがその痕が残る。青みがかった灰色の素

L-21瓦溜まり C

口縁部
地に白粒が目立ち、内側には部分的に暗灰色の釉が掛かる

26 9.6 口唇部の形状から急須として扱った。内部に赤みのある茶褐色の釉を掛ける。
J-25南側 1層

胎土はタイ産半練土器のような質感で橙褐色を呈し、白と透明粒が混ざる。

注 「—」：計測不可、「＋」：接合の意
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第15節 タイ産褐釉陶器
本 地 区 においては、小破片が 多く を 占めるものの総数1170点が得ら れ た。 確 認できた器種は壺 のみで、 そのサ

イズには大 小ある。 口縁形態に よ り 2種 に大別し た。 I類 は玉縁状で、頸部へなだらかに傾斜するもの（第35図

1、2、3、6)。 II類は口縁部がラッパ状に大きく開き、 上端部を三角状につくるも の（第35図4、5、7) とした。

その他 同図11のように27.5cmの底径を もつ大型の資 料 がある 。また同図 12・13は上記の壺類と趣が異なるもので、

12は肩部 に 連続弧状 を呈す文様を廻らし 、その文様を挟んで上下 に 2本の稜線を走らせる。頸部の推定径は

23.6cmである。 13は小さ な横耳を貼付し、 格子状の文様を配する見以下 に各資料について観察事項を記す る。

＜註＞
金沢大学大学院 向井瓦氏より第35図12、13の資料について、タイ ・パンプーン地方を産地とするものではないかとのご助言をいただいた。

記して感謝申し上げます。

第20表 タイ産褐釉陶器出土状況
出土地

全
畦 ト州OIi 北開 地山 屈壇 コl 形Jj ゴ七i石石 石石 垣石 1状再 1j;r, /; l状1'l 1状;'/ 状洞 溝丸 丸 ピ., 遵措 丸溜 北側

亙石 小
レ 1 2 3 4 1 2 3 4 I 列 列列 垣垣 状溜 溜 溜列 明

ン層 層層 層層 層層 屠直 ラ掘 ラ A D E A B c 遺 遺遺 遺遺 石ま ま卜 ま 4 ま D
悦 チ 上 ル込 ）レ 構構 構構 構列 りり り層 り＋

乱 敷み 敷 A B C D E B C C + A 石
4-LI 

A 遺 B ＋南 ＋垣

措 溝阻 瓦 A
31 状 l 溜

遺層 ま
構 り
D C 

分類・器匝

I ＊ nit祁 I 2 I I I 5 II 

r.n 窮部 2 2 

•I• IHI祁 I 2 3 

I-Iii部 10 2 I •I •I 5 2 1 I 2 3 I 4 ~o 
u 火 胴即 7 I ~I I 3 20 1 l l I 5 3 I I 2・1 

＂ 底闇 1 I 2 

壼 訊 •l• 底邸 I I 

小
ntt釦 I I I 2 I I I 2 10 

馴か I 1 I I ↓ 

n t~ 郎 I l 

その他
胴部 130 18 S 32 25 60 16 25 II Ill 38 10 G 26 13 3 6 G 11 I 6 2 I 1 Ii I 15 3 92 31 15 I I 188 919 

底応 S I 8 6 7 3 I 4 6 2 I I I J.I 7 1 15 泌

rr I I I I 2 I :1 7 I? 

合 nt 157 22 9 35 39 72 16 26 12 l28 町 16 10 珀 17 S 7 6 13 l I 6 2 I 2 9 I 17 4 l24 37 25 I I I I 241 1170 

注 「＋」 ：接合の意

第21表 タイ産褐釉陶器観察一覧 祖位： cm 

図番号 分類 部位 口径 益ロロ吉回 底径 観察事項 出土地

1 18.6 
口唇が平坦気味の、玉縁状口縁部。肩から胴部へ黄褐色の釉が掛かる。 1-2mm大の黒、

M-20瓦溜まり C
白色粒を含み、胎土は暗赤褐色。

2 I類 口縁部 19,0 
口唇部をきつく 開き、口縁部の一部と頚部から胴部へ緑がかった黄褐色の釉が掛かる。

1-27溝状遺構D
1mm程度の赤、 黒粒を含み、 露胎部分の器色は暗赤褐色。

3 21.0 
口唇部は粘土を菫ねて厚く作られる。その内側から外面全体に暗茶褐色の釉を掛け、胎

L-21瓦溜まり C
土は灰褐色で混入物は僅かに黒、 白、赤粒が見られる。

ラッパ状に大きく 開き、口唇の上部は角ぱり、下部は丸みをつけて成型する。頸部か

4 18.0 ら下ヘオリープ褐色の釉が掛かる。外面は暗赤褐色、 内面は桃色がかった灰色の器色。 H-22・23方形堀込み遺構

[I類 口緑部 内面はロクロ成型後ナデ消しされる c

5 19.6 
4と同様の口唇部。 1-2mm大の赤色粒と極小の黒色粒が含まれる。露胎部分は暗茶褐

I-20コーラル敷A
色の器面。口唇部に一部オリープ褐色の釉が掛かる。

第
小ぶりの壺で口唇部を厚く作る。内側から外面にかけてオリーブ褐色の釉が掛かる。

35 6 I類 口縁部 12.8 M-20・21瓦溜まり C

図
内側の器面はあばた状。

7 Il類 底部 14 6 
口唇部を欠くがラッパ状に大き く開く 小ぶりの壺。残存する口縁部か ら胴部まで黒色

不明
図 の釉が掛かり、底部は露胎である。露胎部分はにぶい橙褐色。白、黒粒が含まれる。
版 口唇部を丸く成型する、ミャンマー産の壺と見られる。内外面に黒色の釉を掛け、淡
24 8 口縁部 黄褐色の胎土に黒色粒が少星含まれる' (類例 「首里城一下之御庭ほかJ2001年3月発行の第42図12)j-26溝状遺構c

＇ ， 耳
大型壺につくものと見られる。図 2にもその痕が残るがこれよりも一回り大きい。黒色を基調

L-21瓦溜まり C
に一部オリ・ー プ黄褐色を呈する釉が掛かる。黒、赤~粒を少量含み、器色は桃色がかった灰色。

＇ 

10 12.0 
小ぶりの壺の底部。底部近くまで茶褐色の釉が掛かる。 1-2mmの白、黒粒が目立つ。

j-21北側 3層
器色は桃色がかった灰色。内面はロクロ痕が残り雑な印象。

互~ 底部

11 27.5 
大型壺の底部資料。オリーブ黒色の釉が胴部全体に掛かる。白、黒、赤の粒を含む。

不明
口緑部は Iか1I類のような形状になるかと見られる。

12 
頸部で23.6cm、大型の壺である。肩に列点を施文。 1-3mmの白色鉱物を含む。胎土

不明
は粗く、内外面ともあばた状で露胎になる。

胴部

13 
リポン状の小さな耳がつく 。頸部に格子模様を沈線で描き、オリーブ黄褐色の釉が掛 J必27南側 2層
かる。割面にはサンドウィッチ状に層をなすのが見られる。白色鉱物を多く含む。

注 「ー」 ：計測不可
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第16節 タイ産半練土器
今回の調査でタイ産半練土器の蓋と身が確認できた。しかし、身の出土は蓋に比べ僅かであった。半練土器は

胎土が粗く、混人物に石英・白色粒・赤色粒・黒色粒などが見られ、焼成は良好なものである 。また、橙褐色を
基色とした器面に灰• 黒色の素地がサンドウィッチ状になっているものが多いのも特徴である。
半練の蓋は、撮みの形態から「宝珠形」（第36図 1、2) と「餞頭形」（同図 3)の 2種類が確認できた。また、

端部上面に作る突起で特徴的なものを同図 4-6に掲載した。
半練の身は、胴部に叩き目をもつ壺（同図 7-10) と胴部に四条の凹圏線を施す鉢（同図11) が確認できた。

同図12-15は、胎土や混入物などの特徴から移入品と考えられる資料で、今回は半練土器と共に扱った。同図12
は、須恵器に類似する資料だが、胎土にガラス質の混人物がみられる事から、須恵器のように焼成温度の高い窯
で焼かれたものとは考えにくい為、今回は移入系上器として扱った。同図13は胴部が膨らみ、口縁部が内反する
［鉢」と考えられる資料で、口唇部が内側に肥厚しているのが特徴である。同図14は「蓋」もしくは「鉢J、同図
15は「壺」か「鉢」として考えられる資料である。しかし、同図13-15の資料は細片で詳細は不明の為、今回は
器種不明として扱った。以上、これら資料の個々の詳細は、第23表の観察一覧に記した。
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第22表 タイ産半練土器出土状況

＼＼ 山地

表 畦 南側 北側 基 コ 方 コ 石 石 石 溝 溝 溝 瓦 円 ピ 遺 不
土 l 2 3 4 1 2 3 4 壇 I 形 I 列 垣 垣 状 状 状 溜 弧 ツ構 明

層 層 庖 恐 屠 層 層 層 ラ 掘 ラ D A C 遺 遺 石 ま 状 卜
ムに撹 ）レ 込 ）レ 構 構 列 り 遺

乱 敷 み 敷 A C C 構
A 逍 B ③ 計

＼ 構

種類

撮み 2 I 1 1 1 6 

口～底 1 1 1 3 
蓋

口縁部 9 2 1 5 3 1 2 2 6 13 5 3 5 1 2 1 I 6 30 98 

胴部 2 3 1 2 5 6 1 1 1 2 1 1 12 38 

壺
口縁部 3 1 1 1 I 1 1 2 4 15 

胴部 I 2 1 1 1 1 4 3 1 4 I I 2 5 28 

鉢 口縁部 2 1 1 4 

合計 I 1s 4 2 12 7 1 6 2 18 24 1 ， 7 5 I 3 1 1 1 1 3 1 11 4 52 192 

第23表 タイ産半練土器観察一覧 lit位： cm

番 器 部
口径

混入物 出土地図 益ロロ古回 特徴 調整 器色号 種 位
底径

2.4(撮径）
両面：撫で

上面．橙褐色
石英、白色粒 J-21 

l 3.8(高さ） 撮み： 宝珠形（頸部をきつく作る） ．
撮み頸部：削り

下面：灰橙褐色
赤色粒、黒色粒 コーラル敷A

索地 ：黄色

3.4(撮径） 撮み：宝珠形（頸部を緩く作る） ． 上而：橙黄褐色
両而：撫で 石英、白色粒 K-16 

2 撮 4.1(高さ） 端部：丸い。
撮み頸部：削り

下面：暗橙黄褐色
赤色粒、黒色粒 北側 l層

11.9(端径） 突起：断面隅丸―角。 素地：黄色
2.8(撮径） 撮み：底き

撤み ：股頭形． 両面：白黄色 白色粒 H-13・14 
3 3.0(高さ）

その他： I此tみに煤が付'li. 撮み頸部：削り
索地：黒色 赤色粒、黒色粒 北側 4層

胴部：磨き
I 蓋

上面：黄褐色
端部：舌状。 石英、白色粒 K-21 

4 
突起 ：断面隅丸。 両面：憮で 下面 ：暗黄褐色

赤色粒、黒色粒 南側 1層
9.0(端径l 素地：黄褐色

I 

端部：尖る。
両面：黄色 石英、白色粒 G-21 

5 端 突起：端部を折り曲げ摘まみ上げる。 両面：磨き
索地：灰色 赤色粒、黒色粒 北側 4層

12.0(端径） その他：ロクロ目を残す。
I 

瑞部：舌状。
両面：黄褐色 石英、白色粒

6 突起・ 断面隅丸三角。 両面：撫で
素地：白灰色 赤色粒、黒色粒

撹乱

13 2(端径） 底面：端部までのカープが緩い波状になる c

22.1 口唇部：丸い。
外面：撫で、叩き 両面：灰黄色

G-22基壇 I、レン
口縁内：蓋受けの凹みをつくる。 赤色粒、黒色粒 チ十K-23南側 3第 7 口

内面．憮で、指圧 素地：黒色
胴部．叩き目。 層36 

＇ 文様：頸部には一条の圏線。図
外面：撫で、叩き 両面：黄褐色 石英、白色粒 H-22・23 

8 胴 胴部：叩き目。
内面：撫で、指圧 索地：灰色 赤色粒、黒色粒 方形掘込遺構

図
壺

その他：内外に煤が1寸着。
版 I 

外面：灰褐色
底部：叩き目。 外面：叩き 石英 H-20・21 25 ， 
その他：外面に煤が付着。 内面：撫で、指圧

附面：黄褐色
赤色粒、黒色粒 コーラル敷A

素地：灰色
＇ 底

邸部： 1111き日。 外面：叩き 両面；黄褐色 白色粒
G-21ピット 1010 

その他 ：外面に煤がドJ-狩． 内面：撫で 素地：黄褐色 赤色粒、黒色粒

18.0 口唇部：ほぼ平ら。口縁部：外反。 外面：灰黄褐色
貝殻、白色粒 K-23南側 2層＋

11 鉢 口 文様：外面に四条の凹圏線。 両面：撫で、磨き 内面 ：灰褐色 赤色粒、黒色粒 1-28南側 3層
口唇•口縁の内面に凹圏線。 索地：灰褐色

移入
10.9 口唇部：舌状。口縁部：外反する。

両面：灰褐色 石英、白色粒
不明12 

系壺
口 文様：外面に二条、内面に一条の圏線。 両面：撫で

素地：黄灰色 赤色粒、黒色粒
その他：須恵器に類似。

12.4 口唇部：平ら（内側に肥原） 。
外面：箆磨き

外面：黄褐色
石英、白色粒

13 口縁部：内反する。
内面：撫で

内面；暗黄褐色
赤色粒、黒色粒

造成層

その他：鉢の可能性あり。 素地：灰黄褐色
I 

外面：橙黄褐色
口唇部：ほぼ平ら。 外面：撫で 石英 G-17 

14 不明 口
その他：蓋．鉢の可能性あり。 内面：撫で、指圧

内面：淡橙黄褐色 赤色粒、黒色粒 北側 4層
素地：黄色

＇ 口唇部：浅く波状になる。 外面： 黄褐色
外面：磨き 石英、白色粒

15 胴部：凹線を施す。
内面：撫で

内面 ：灰黄褐色
赤色粒、黒色粒

不明

その他：鉢．壺の可能性あり e 素地；暗黄褐色

注 「一」：計測不可、「＋」：接合の意
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第17節本土産磁器
本土産磁器には、肥前系、瀬戸・美濃系、銅板転写、型紙摺り、クロム青磁等が見られた。量的には型紙摺り

や肥前系磁器が多く、年代は17-20世紀代と輻広い。器種は碗、小碗、 1ill、小皿、瓶、蓋物、急須、香炉、杯な

どがあるが、最も多いのは碗、次いで皿となっており、両者で全体の80%を占める。また出土状況としては、表

土・撹乱部分からの262点が最も多く、北側3層や基壇、瓦溜まり C等からも一定量の出土が見られる。特徴的な

13点を図化した。以下に割愛した資料も含めて概略を記述する。なお、図化した資料については観察表に記した。

肥前系（第37図4-8、10、12)

器種ごとに見ると、碗には17世紀後半-19世紀代を範囲とするものが多く、文様は山水文や草花文等があり、

そのほとんどが小振りである。皿では、型成形や糸切成形、外底が蛇ノ目凹形高台の資料も多く見られた。装飾

としては丸文や山水文等の文様の他、口唇部に銹釉を施すものもある。鉢には18世紀前半から19世紀後半にかけ

てのものがある。器形としては蛇ノ目凹形高台のほか、八角鉢がある。その他量的には少ないが、小皿や蓋物、

香炉、瓶、小杯などが得られている。

瀬戸美濃系（第37図2、9、13)

器種はバリエーションに富むが量そのものは少ない。 19世紀～明治代と年代は下る。染付のほか色絵も少量得

られている。

銅板転写

皿と小碗が得られた。合計54点であるが、表土・撹乱からの出土が多い。

型紙摺り

本土産磁器の中では最も多く出土している。各器種とも文様はパターンを繰り返して施文される。碗には直口、

外反口縁があり、 1ill(大：口径15cm前後）には蛇ノ目凹形高台が多い。

クロム青磁

小碗、皿、瓶などの器種がある 。碗には同資料の特徴である、 トビカンナによる文様が施される。 1illは10cm

台と小振りで、内面に草花文をあしらっている。

その他の本土産磁器（第37図1、3、11)

上記以外の資料をこれに含めた。薩摩焼の碗、関西系と見られる土瓶のほか、産地が特定できない資料では碗、

皿、鉢、急須、火人れ等が少量得られた。

第24表本土産磁器観察一覧
• •=- -・ ・1鴎： cm 

図番号 器種 部位 口径 器高 底径 観察事項 産地 ・年代 出土地

1 11.1 6.35 5.3 
広東型と称される碗。直口口縁で全体的に厚手。畳付けは無釉で腰部に圏線を廻

薩摩.19 C 
F-20 

碗 口～底
らし、胴部には雲、山等の文様を描く， 碁壇撹乱

2 10.9 6.25 3.6 
外反口縁。畳付けは無釉。外面に草花文、見込みには圏線と，花文を描く。呉須

瀬戸か・ 20C 
l・]-16 

は洪紺、高台内に銘款。 北側4層

3 小碗 口縁部 8.8 外反口縁。口唇部外面に薄い呉須で圏線を引く。表面いっばいに草花文が描かれる。
薩摩 ・1820-

不明
1860年代

4 小皿 口～底 10.2 22.0 5.5 型成形で厚手。畳付けは無釉。内面に山水文を描く。 肥前 ・19c
F-21 
碁壇撹乱

5 口～底 12.9 6.1 5.6 
八角鉢。蛇の目凹形晶台で、同部分にはハマ痕が残る。外面には木賊、見込みに 肥前・ 19C初 F-20 

鉢
も窓ごとに線種を変えて文様を描く。内底部には扇。 ～幕末 甚壇撹乱

第
6 口縁部 13.6 

蓋付の鉢と見ら れ、内側の口唇部が無釉になる。口縁部と胴部に瑛塔文を互い違 肥前・ 1760-
不明37 いに配する。呉須は暗い発色である。 1790年代

図
鉢？ 胴部

小破片で器種は特定できないが、底部に近い胴部片。内外面とも施文され、 草花 肥前 ·18c~u K-22 7 
をあしらったようである。 ～中 北側 3暦

図
撮みの口唇部は無釉。表面に雷文と唐草、内側に四文禅と圏線を配し、内底には 肥前・ 1760- F-21 版 8 蓋 口～底 4.1 2.8 10.3 

26 
笹等で円文を描く。撮み高台内には「長春冨喜」の款。 1790年代 碁壇撹乱

， 急須 口縁部 6.2 
色絵。蓋受け部分から内部へは無釉。外面には白色の釉を施釉。肩部に黄で装飾 瀬戸、美濃

不明
されるが詳細な模様は不明。 系・明治代

10 瓶 3.8 
小振りの瓶。辰砂で暗赤褐色の施文がある。外面はわずかにロクロ痕が残る。内 肥前・ 1630- L-21 
面は割合丁寧に成形されている。畳付けには砂が付着。 1640年代 瓦溜まり C

11 土瓶 底部 6.8 
胴部下から底部にかけて無釉。胴部に松文、肩とその下部には圏線。内面全体に

明治代
H-26 

は白色釉が掛かる。 南側3層

12 香炉 7.6 
円筒状の香炉で三つ足と見られる。胴径は11.1cmで足は貼り付け。畳付けは無釉、その 肥前・ 17C後 L-25 
他は器内全体にも白色の釉を掛ける。胴部下に圏線を迦らし、足表面にも花文を配す。 半 溝状遺構B

13 水滴 完形 2.8 
型成形、長軸9.0cm、短軸3.8cm。高台は本体の形状に沿って扇形になる。上面の穴はど 瀬戸、美濃・

不明ちらも4mm前後。乳白色の釉が掛かり、底部は無釉。釉下彩により松枝等は描かれる。 明治代

注 「一」：計測不可
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第25表 本土産磁器出土状況
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第18節本土産陶器
本土産陶器には、肥前系、関西系、薩摩焼等の施釉陶器や無釉陶器が得られている。施釉陶器には碗やJIIl、瓶、

鉢、壺などの器種が見られ、無釉陶器としたものには、備前焼の播鉢がある。以下に概要を記し、図化した資料
については、法量等、観察一覧に記す。

施釉陶器

出土は18点と少量で、 全形の窺える資料は少ない。産地等の特定できた施釉陶器以外にも、瓶や鉢などがある
が、いずれも小破片である。

無釉陶器：備前焼播鉢

主に口縁形態により以下のように分類を行った。

I類:口縁部幅が、 3cm前後。同部分はロクロにより若干窪む。
II類：口唇部幅が4cm強。口縁下部に鍔をつくる。

各分類で特徴的な資料を、第38図に示した。

さらに今回得られた同資料には混人物が①ほとんど見られない、②5-lOmm大の粒を多く含むーなどの点や、
胎土の質感は①滑らかで色調は桃色がかった橙褐色、②粗く、赤に近い橙褐色や灰褐色の器色―というようにい
くつかの差異がある。 I・II類どちらにも見受けられるが、その相違点は産地の違いを示しているとも考えられ
る。なお内面の櫛目については交差 させるものはなく、放射状櫛掻きの資料のみであった。年代は16世紀代が中
心となるものと見られる見 また出土傾向について、本地区南側一帯から比較的多く得られていることは遺構等
の関わりが想定される。

＜註＞
註 1 大橋康二氏（佐賀県立九州陶磁文化館）に実見していただいた。また胎土の項ー①に該当する資料については稀少であるとのコメン

トを項いた。

第26表 本土産陶器出土状況

表 畦 南側 北側 地 コ
塁悶溝 溝 溝 溝 溝 瓦 ビ＇

且
不

土 1 2 3 4 1 3 4 山 I 状 状 状 状 状 溜 ツ 明
層層層陪 層層層 直 ラ 掘 遺 遺 遺 遺 遠 石 ま 卜

ムロ撹 上 ル 込 構 構 構 構 構 列 り
乱 敷 み A B C D E C 

計A 遺
構

碗
口～底 l 

1 薩
底部摩 1 1 

空． 底部
1 1 

肥 碗 底部 2 
2 月．1J． 

IIIl 底部 1 
I 

関 口縁部 1 
1 施

西 碗 胴部 3 
3 釉

系
底部

2 2 
碗 底部 1 1 2 そ 瓶 底部 1 1 2 の
鉢他 口縁部 1 1 

不明 口縁部 I 
1 

小 計 10 

゜゚
1 

゜
1 

゜゚゜
1 

゜
1 

゜゚ ゜゚ ゜゚゜
1 

゜
3 18 

I 口～底 1 l 
類 口縁部 I 

1 2 4 
底部 2 2 
口～底 I 1 1 l 1 l 6 

備 描 II 口縁部 5 4 7 11 3 1 1 3 l 1 3 2 1 1 3 2 8 57 無 前 鉢 類 胴部 2 
1 3 釉

底部 1 
1 

口縁部 2 2 2 I I 1 9 不
胴部 8 2 8 4 ， 3 1 8 1 1 2 3 1 1 2 7 61 明
底部 6 5 2 ， 1 1 I 2 1 2 1 3 3 37 

小計 25 2 17 16 31 8 2 ， 6 5 3 3 I 1 I 8 2 1 4 5 9 22 181 
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第27表 本土産陶器観察一覧

図番号 器種 分類 部位 口径 器高 底径 観 察 事項 出土地

1 碗 口～底 10.3 5.3 3.8 悟摩焼、19世紀代。外反口縁で畳9寸け以外は総釉。胎土は乳白色。内外面とも細かい貫入が見られる。表土・撹乱

2 碗 底部 3.9 
関西系、 19世紀代。外面に絵付けがあるが詳細は不明シ胎土は黄褐色。畳付けから高台内は無

不明
釉。高台内に印刻。

3 壺？ 底部
薩摩焼、18世紀頃c 壺もしくは甕と考えられる底部。胎土は鈍い灰褐色。内外面ともオリープ

不明
第 褐色の釉が掛かる。外底部は無釉。

38 
口～底

口唇部は舌状、その表面には自然釉が掛かり、粒状に発色している。5-lOmm大の小礫が混入 L-25 

図 4 30.0 10,4 18.2 
し、胎土は粗い。 6本の櫛目が確認できる。両面とも鈍い黄褐色を呈する。 溝状遺構

図 5 ［類 口～底 26.0 11.2 12.6 
口唇部は内傾する 。混入物も少ない。 7本の櫛目が9組確認できるが、内底部分の目の始点では81-28 

版
本のようである。器色は暗赤褐色。 南側 3層

拙
27 6 鉢 口緑部 29.0 

口唇は平坦に作り、混入物はほとんど見られない。胎土も滑らかで他の 4点と異なる印象を受
石垣A

ける。 6本の櫛目。胎土断面は鈍い橙褐色、表面は灰褐色。

7 口縁部 29.0 8と同様に口唇幅が広い。 5mm大の砂粒が混入し、櫛目は8本確認できる。器面は灰褐色。
M-24 

II類
南側3層

8 口緑部 31.0 
口唇部は平坦に成形される。混入物は比較的少ない。焼成具合によるものか、橙褐色を呈して l・J-27 

おり 一見沖縄産無釉陶器にも似る。 溝状遺構

注 「~J : atillil不可

、 言'
見

O 5cm 
L,  , 1 , 1 2 

( J -3は 1甜lf;ll~ )

口 一塁＿―d'
3
 

6
 

4
 

‘ 

7
 

5
 

。
10cm 

(,1-sは同llof{)

8
 

第38図本土産陶器
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第19節沖縄産施釉陶器
器の表面に釉薬を施釉するもので、方言で「上焼（ジョウヤチ）」とも称される。釉薬の種類は灰釉・鉄釉・

飴釉・黒釉・白釉（白化粧＋透明釉）などがあり、その上に呉須や緑釉などで文様が施される例もある。器種は
碗・小碗・小杯・ 皿・大皿・大鉢・鍋．壺．瓶・小壺・ 急須・酒器・蓋・火炉・香炉・火取・灯明具などが確認
されている。ここでは各器種の分類概念を記し、詳細は第29表に譲る。

碗（第39図）

I類一高台から逆「ハ」の字形に立ち上がる直口口縁でフィガキー。灰釉単掛け (I-a) と鉄釉単掛け
(I -b)に分かれ、 aは無文 (1)でbは内底に白釉で文様を施す (2)。II類一腰部が丸みを持ち口縁部が外
反するもので、高台脇に扶りを入れる。施釉方法はフィガキー (II-a) と内底蛇の目釉剥ぎ (II-b)がある。
aは黒釉単掛けで内面及び内底に黒釉で文様を施す (3、4)。bは鉄釉及び錆釉単掛けで無文のもの (5、6)、
鉄釉と灰釉の掛け分けで内面及び内底に鉄釉で文様を施すもの (7、8) がある。 III類ー IIとほぼ同様の器形だ
が外反口縁がより強調される。高台脇の扶りは不明瞭。白釉単掛けで内底蛇の目釉剥ぎ。無文のもの (9、10)
と呉須や飴釉などで文様を施すもの (11-17) がある。 17は灰釉と鉄釉の掛け分けで外面に呉須で文様を施す。
18は直口口縁だがIII類の範疇に含まれるもので、白釉単掛けで鉄釉で文様を施す。 19は鉄釉と白釉を交互に施す
もので、内底露胎部に白土を塗布する。 1V類一基本的な器形は IIIに似るが、外面に六角形の面取りが施される。
白釉単掛けで内底蛇の目釉剥ぎ。内面に呉須で文様を施す (20)。

小碗（第40図 1-18) 

I類一腰部が丸みを持ち口縁部が外反するもので内底蛇の目釉剥ぎを施す。鉄釉（または錆釉）と灰釉（また
は白釉）の掛け分け (I- a) と白釉単掛け (I-b) がある。 aは 1、2とも無文。 bは無文のもの (3)、
鉄絵や呉須で文様を施すもの (4-7) がある。 II類一基本的な器形は I類に似るが、外面に六角形と1i角形の
面取りを二段で巡らせるもの。白釉単掛けで畳付のみ露胎。無文 (8)。III類一腰部から内湾気味に立ち上がる
器形で、いわゆる丸碗と称されるもの。施釉方法は総釉後内底蛇の目釉剥ぎのもの (III-a) と畳付のみ露胎の
もの (IIl-b) がある。 aは無文のもの (9、10)、呉須や飴釉で文様を施すもの (11、12) があり、いずれも
白釉単掛けである。 bは白釉単掛け (13、14)、透明釉単掛け (15、16)、錆釉と白釉の掛け分け (17) がある。
14は外面に線彫り、 16は外面に白土象嵌でそれぞれ文様を施す。 W類ー全形は不明だが腰部に稜を有するもの。
透明釉単掛けで畳付のみ露胎。無文 (18)。

小杯（第40図19-22)

I類ー外反口縁を呈するもの。鉄釉単掛けのもの (I-a) と透明釉単掛けのもの (I-b) があり、いずれ
も外面腰部以下は露胎。 aは外底に鉄釉で文様を施す (19)。 bは無文 (20)。II類一器形は I類に似るが高台を
削り出さず、底部が碁笥底状を呈するもの。透明釉単掛けで外底面のみ露胎。無文 (21)。m類ーロ縁部が内湾
するもの。鉄釉単掛けで文様の有無は不明 (22)。

皿（第41図 1-9) 

I類一高台から逆「ハ」の字形に立ち上がる直口口緑の皿。灰釉単掛けでフィガキー。内底に灰釉を塗布する
(1、2)。II類ー内湾口縁を呈するもの。口唇部は平坦なもの (II―a) と稜花状のもの (II-b) がある。 a
は灰釉単掛けで畳付のみ露胎の無文のもの (3) と、白釉単掛けで内底蛇の目釉剥ぎ、内面に呉須で文様を施す
もの (4) がある。 bは白釉単掛けで内底蛇の目釉剥ぎ、内面に呉須で文様を施すもの (5、6) と、無文のも
の (7、8) がある。m類一器形は II類に似るが、内面口縁部に段差を設けて蓋受部（？）を持つ小皿である。
灰釉単掛けで内面口縁部から外面まで露胎。無文 (9)。

大皿（第41図11-14)

I類一腰部が丸みを持ち口縁部が内湾するもので内底蛇の目釉剥ぎを施す。白釉単掛けのもの (I-a) と透
明釉単掛けのもの (I-b) がある。 aは内面に呉須で文様を施す (11)。 bは無文 (12)。II類一腰部から逆
「ハ」の字形に立ち上がり、口縁端部を断面三角形に肥厚するもので、施釉方法はいずれもフィガキー。鉄釉単
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第28表 沖縄産施釉陶器出土状況
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第29表 沖縄産施釉陶器観察一覧
単位 ：cm 

図番号 器種 分類 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

1 I-a 口～底 13.3 5.6 6.4 鉦付にアルミナが一部付着。 表土・悦乱
I 

2 I-b 底部 6.4 内底に白土で丸文を施す G 外面に石灰が付着。 表土・撹乱

3 12.4 5.9 6.1 
内底に鉄釉で丸文を施す（蛇の目を意識 ？） 。内底にアル ミナ一部溶

L-21瓦溜りCII-a 口～底 着。 畳付にアルミナ塗布。

4 12.1 6.5 6.0 内底に鉄釉で丸文を施す（蛇の目を意識 ？） 。畳付にアルミナを塗布。 表上 ・悦乱

5 13.4 6.4 6.5 位付にアルミナを塗布。 F-20碁壇撹乱+J-26
溝状遺構cI 

6 II-b 口～底 12.1 6,2 5.9 内底にアルミナ一部溶着。位付にアルミナを塗布。 表土・悦乱
I 

7 13.6 6.8 6.6 内面に鉄釉で圏線、内底に鉄釉で丸文を施す。畳付にアルミナを塗布。 表土・視乱＋碁壇I 

8 13.4 6.8 6.8 内面に鉄釉で圏線、内底に鉄釉で丸文を施す。内底にアルミナ一部溶着。F-20・21基壇撹乱I ， 口～底 12.2 5.4 5.9 昼9寸にアル ミナを塗布。外底面の白土の塗布は不徹底。 表土 ・撹乱

第 10 口縁部 14.6 外面にヘラ状工具による調整跡が残る。 表土・撹乱
39 
図 11 13.9 6.5 6.0 

外面に呉須で菊花文を施す。内底にア）レミナが溶着。昼付にアルミナを
東西基堺トレンチ塗布。碗

図 12 口～底 13.6 6.4 6.1 
両面に呉須で巴文を 3個施す（内面の文様は不明瞭）。登付にアルミナ

表土・拉乱版 を塗布。
I 

28 
13 12.8 6.6 

外面に呉須で菊花唐草文を施す。内面も呉須で文様を施すが不明瞭。畳
表土・撓乱5.8 

付にアルミナ塗布。

14 皿 口縁部 12.8 外面に呉須で区画文、花文、内面に呉須で圏線、二重圏線を施す（清朝
表土・撹乱磁器を意識）。

15 底部 6.4 
外面に呉須で花文、蓮弁文、圏線、内底に呉須で二重圏線を施す（清朝

表土 • 投乱磁器を意識）。

16 口緑部 外面に線彫りと呉須で家紋？を施す。 H-26北側 4層I 

17 底部 6.6 
外面に呉須で巴文を 3個施す。内底にアルミナが溶着。僅付にアルミナ

表土 ・視乱を塗布。
I 

18 口～底 13.1 6.6 5.4 
外面に鉄釉で蓮文と斜格子文を 3個ずつ、内面に鉄釉で圏線を施す。内

不明
I 

底にアル ミナ溶着。

19 底部 5.4 内底露胎部に白土を塗布。蛋付にアルミナを塗布。 不明

20 N 底部 6.8 
外面に呉須で山水文？を施す。内面に呉須で縦位の条線文を施す。畳付

表土 ・扱乱にアルミナを塗布。

1 8.2 4.1 3.8 両面口縁部に釉垂れあり 。畳付にアルミナを塗布。 1-20畦（南側）I -a 口～底
2 9.2 4.3 3.6 畳付にアル ミナを塗布。 甚壇トレンチ（東西）

＇ 

3 口縁部 9.0 内底にアルミナ溶着。 表土 ・視乱
I 

4 8.8 4.4 3.4 外面に鉄絵で葉文を施す。内底に器物が一部溶着。畳付にアルミナを塗布。 F-21基壇
口～底

5 I-b 8.6 4.5 3.4 
外面に呉須で菊花唐草文、内面及び内底に呉須で雷文帯、二重圏線を施

表上• 投乱す。畳付にアルミナを塗布。

6 口緑部 7.8 外面に呉須で唐草文？を施す。両面とも透明釉は剥落している。 表土 ・扱乱

7 口～底 4.4 4.4 3.3 
外面に呉須で菊花唐草文、内面に呉須で草文？を施す。内底にアルミナ

表土・撹乱
I 

溶着。畳付にアルミナ塗布。

8 [I 口～底 7.6 4.5 3.6 畳付にアル ミナを塗布。 外底面の白土の塗布は不徹底。 [-28南側 3層
I ， 口～底 7.8 4.3 3.9 内底にアルミナ一部浴着。畳付にアルミナを塗布。 1-28南側2層

第 ＇ 小碗
10 口綬部 8.6 内面全体に貰入がみられる。 1-28南側 3層40 ， 

図 11 
Ill-a 

9.2 4.6 3.8 
外面に釘彫りと鉄釉で唐草文？を施す。口唇部に鉄錆を塗布。畳付にア

表土 • 投乱ルミナを塗布。
図

口～底

12 8.6 4.1 4.0 
外面に呉須と飴釉で印花文を施す。内底にアルミナが溶着。畳付にアル

I-20畦（南側）版 ミナを塗布。
29 

13 9.0 
口～底

4.3 3.8 畳付にアルミナを塗布（本土産陶器の可能性あり）． し20石列D

14 8.8 4.4 3.8 外面に釘彫りで「院」の銘を施す。畳付にアルミナを塗布。 基壇トレンチ（東西）
' 
15 ID-b 口～底 9.2 4.5 3.6 登付にアルミナを塗布。 表土・揖乱

' 

16 底部 5.2 外面に白土象嵌で葉文？を施す。 基壇トレンチ（東西）

F-20碁壇撹乱+I-1617 口～底 9.0 4.7 3.6 畳付にアルミナを塗布。部分的に石灰が付着。
北側 l陪

18 N 底部 4.0 畳付にアルミナを塗布。本土産陶器の可能性が高い (17C後-18C前） ．表土・撹乱

19 I-a 底部 2.6 外底面に鉄釉で丸文を施す。内底に器物片や籾殻？が溶着。 J・16東西畦
I 

20 f-b 口～底 3.4 1.7 1.8 素地は精選され成形も丁寧。 表土 ・撹乱
I 小杯
21 [I 底部 1.4 索地は精選され成形も丁寧。 L-20北側 3層

＇ 

22 [[] 口縁部 4.8 小片のため全形は不明。灯明具 （ヒ ョウソ ク） の可能性も ある。 不明

注 日： 計測不可、＋：接合の怠
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第29表 沖縄産施釉陶器観察一覧 単位： cm 

図番号 器種 分類 部位 口径 器局 底径 観察事項 出土地

I 口縁部 口唇部の釉は剥落。外面に鉄斑？が見られる。 表土・撹乱
I 

2 底部 6.4 内底に灰釉を円形に塗布。畳付に砂粒が付着。 不明

3 口～底 12.4 4.6 4.1 全体的に釉の発色は不明瞭（白色に濁る） ． F-20基壇撹乱
I [[― a 

4 口縁部 15.2 内面に呉須で菊花文を施す。 表土・撹乱
I 

5 皿 5.2 
内面に呉須で花弁文、内底に圏線、丸文を施す。内底にアルミナ溶着。

不明
畳付にアルミナを塗布。

I 

6 11-b 底部
7.2 内面に呉須で花弁文、内底に印花文を施す。費付にアルミナを塗布。 表土・撹乱

I 

7 9.6 内底にアルミナ溶着。位付にアルミナを登布。 表土・撹乱

第 8 6.0 内底にアルミナ溶着。位付にアルミナを塗布。 表土・撹乱

41 
図
， ill 口縁部 9.2 内面に段差（蓋受部？）を持つ。蒸の可能性もある。 不明

図
10 灯明具 口～底 11.9 2.5 4.9 内底にアルミナ溶着。畳付にアルミナを塗布。 表土・撹乱

版 11 I -a 19.4 5.5 9.0 
内面に呉須で闇文？を 3個施す。内底にアルミナ溶着。畳付にアルミナ F-20・22基壇撹乱

30 を塗布。

12 I-b 口～底 15.6 6.0 7.0 
外面腰部に削り痕？が見られる。内底露胎部に白土を塗布。位付にアル

表土・撹乱

大皿
ミナを塗布。

13 II-a 20.5 6.4 9.8 内底に鉄釉で丸文を施す，倍付にアルミナを塗布。 表上・撹乱
I 

14 11-b 底部 10.4 
外面腰部に釉垂れが見られる。内底にアルミナ？が一部溶着。外底に器

表土・撹乱
物片？が溶着。

15 I 口～底 25.2 11.4 13.1 内底にアルミナ溶着。畳付にアルミナを塗布。外面腰部に石灰が一部付着。 F-20甚壇撹乱

16 
大鉢

[I― b 口縁部 19.6 内面に飴釉で花文（九曜文？）を施す。 表土・撹乱

17 II-a 口～底 28.0 12.5 10.0 内底にアルミナ溶着。畳付にアルミナを塗布。 表土・撹乱

18 [I] 口縁部 24.4 内面に鉄釉で圏線を 2条施す。内面の釉の発色は不明瞭（白色に濁る） ．表土・撹乱

1 18.0 口唇部に紐状の横耳を貼f寸する (1対）。外面腰部に鉄釉が一部付着。 表上・撹乱

＇ 口縁部
2 鍋 13.2 内面の釉下に鉄斑？がみられる。 表土・撹乱

I 

外面に飛鉤・囮線を施した後、凹部に白土で象嵌する。内底に砂粒？が
3 底部 15.8 

付着。
F-20・21碁壇撹乱

4 鍋の蓋 口～底 16.4 
庇端部の施釉は不徹底。内面に石灰が一部付着。大形急須（アンビン）

表土・撹乱
(l)蓋の可能性もある。

5 8.1 外面肩部に縦耳を貼付 (2対）。口唇部は釉剥ぎ後に白土を塗布。 不明

壺 ＇ 口～底
6 12.0 

外面肩部に縦耳を貼（寸 (2対）。口唇部は釉剥ぎ後に白土を塗布。内面
表土・撹乱

口縁部に器物片が溶着。

7 口～底 2.6 12.7 5.8 外底面に糸切り痕がわずかに残る。外面に石灰が部分的に付著。 表土・撹乱＋基壇

I 
8 底部 4.8 

外底面に糸切り痕がわずかに残る。 外面にロクロ痕がみられる。成形は
基壇

7より丁寧。

第
I ， 胴部 外面に線彫りと呉須で梅樹文を施す。内面にロクロ痕がみられる。 表土・撹乱

42 I 

図 10 Il 底部 6.4 外底面の施釉は不徹底。外底面に砂粒？が付着。 表土・撹乱
I 

図 11 底部 6.2 外底面に砂粒？が付着。 表土・撹乱

版

31 12 瓶
外面頚部に弧状 (S字状？）の縦耳を 1対貼付。外面に線彫りと呉須で

表土・撹乱
胴部 線条文？を施す。

13 外面に鉄釉を流し掛ける（鉄斑？） ． 表土・撹乱

14 6.1 
外面に呉須を流し掛けるc 外底面に飴釉を雑に施釉後、 畳付にアルミナ 表土・撹乱

ill 
底部 を塗布。

I 

15 9.0 外面に飴釉を流し掛ける。畳付にアルミナを塗布。 表土・撹乱
I 

16 いわゆる嘉瓶。外面にロクロ痕がみられる。 不明
I 胴部
17 外面に丸彫りで鏑文を施す。瓶子の胴部？ 不明

18 I 胴部 外面胴部の屈曲部は釉がわずかに剥げる。 表土・撹乱

19 小瓶 4.2 外底面に糸切り痕が明瞭に残る。外底に砂粒？が付着。 K-19畦
II 底部

20 5.2 外面に白土象嵌で区画文・花文を施す。成形は19より丁寧。 不明

21 小壺 口縁部 5.9 素地は灰白色の微粒子で堅緻。中国産褐釉陶器の可能性もある。 .f-18ピッ ト18

第 I I -a 口～底 4.3 9.5 5.9 外面に線彫りで二重圏線を二条施す。内面に石灰が一部付着。 F-20・22碁壇撹乱

43 ＇ 
2 口縁部 5.8 把手の孔に石灰が付着e 内面にロク ロ痕がみられる。 F-21基壇撹乱

図 I 

3 急須 胴部 内面にロクロ痕がみられる。注口裏に孔を縦に 2個？穿つ。 K-24南側 3層

図 I I -b 

版 4 7.4 外底面に成形時の指頭痕がみられる。 表土・撹乱
I 底部

32 5 7.2 外底面に石灰が付着。 表土・撹乱

注 「・」：計測不可、＋：接合の意
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第29表 沖縄産施釉陶器観察一覧
単位： cm 

図番号 器種 分類 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

6 I-b 注口 注口裏に約 6mmの孔を三角状に 3個穿つ。 表上．悦乱
I 

表土・撹乱卜（爆弾穴）7 5.0 8.4 7.0 口唇部にアルミナを塗布。注口裏に孔を横に 2個穿つ。
口～底

+H-24ピッ 7.8.9 

8 6.2 8.4 6.4 
外面に線彫りと呉須で煉瓦文？を施す。注口裏に約 6mmの孔を縦に 2個

表土 ・撹乱穿つ。内底に藁灰？が付着。

， 6.1 外面に線彫りと呉須で桐文を施す。内面に石灰が付着C 内面にロクロ痕 F-21碁壇悦乱
I 口縁部

がみられる。

10 I -C 5.0 外面に呉須で松竹梅文？を施す。内面にロクロ痕がみられる。
H-19ピット l+F-20
基壇撹乱I 

外面に線彫りと呉須・飴釉で圏線・丸文・斜格子文を施し、注口と把手11 急須 5.0 6.3 F-20基壇撹乱第
口～底

に緑釉を流し掛ける。
43 

12 5.6 9.6 6.5 
外面に型押しと線彫りで花文・圏線・花弁文？を施す。注口混に約 6mm 

基壇図 の孔を縦に 2個穿つ。

図 13 胴部 外面に線彫りで渦文を施す。外面は白化粧を除き釉は剥離している（瑠
表土 ・撹乱璃釉？）。

版 14 [I 把手 全体的に釉の発色は不明瞭（白色に濁る）。 表土・撹乱32 
15 口縁部 10.6 内面口緑部に釉剥ぎ時の削り痕がみられる。 表土・撹乱

I 

16 m 胴部 注口裏に約 3cmのRを1個穿つ。内面にロクロ痕がみられる。 表土・撹乱
I 

17 把手 外面の施釉はやや雑でムラがある。 表土．撹乱

18 I 胴部 外面に線彫りと呉須・飴釉で花弁文・圏線・斜格子文を施す。注口に緑
表土・脱乱釉を流し掛けるが剥離が著しい。

19 
酒器

II -a 胴部 外面に線彫りで「落成 クラプ」の銘を施す（他は判読不可） ． K-16畦

20 底部 7.2 外面に線彫りと呉須・飴釉で花弁文を施す。注口に緑釉を流し掛ける。 表土・撹乱（爆弾穴）
I II-b 
21 底部 9.2 内面にロクロ痕がみられる。 不明

I 8.2 3.5 5.9 庇端部に陰圏線？を巡らす。撮碁部に約 3mmの孔を 1個穿つ。 表土・撹乱
I I-b 口～底
2 8.1 2.8 6.3 撮基部に約 4mmの孔を 1個穿つ。 表土・悦乱

' 

3 口～底 5.7 3.2 3.8 
撮基部に約 5mmの孔を 1個穿つ。庇上面に器物の溶着痕がみられる（急

I-20畦須の蓋の一部？）。

4 5.5 3.9 外面に線彫りと呉須で飛鳥図？を施す。撮碁部に約 5mmの孔を 1個穿つ。L-20造成限
底部

外1個面穿につ線彫。りと呉須で文様（笹と梅花）を施す。撮基部に約 5nunの孔を5 I-c 5.5 4.4 表土 ・撹乱
I 

外面に線彫りと呉須・飴釉で花弁文を施す。撮基部に約 6mn1の孔を 1個6 蓋 口縁部 6.8 表土・撹乱
＇ 

穿つ。第43図11の蓋である。

7 口～底 6.4 2.9 4.9 
外面に線彫りと呉須で車輪文を施す。撮碁部に約 4mmの孔を 1個穿つ。

表上・悦乱第43図 8の蓋である。

8 I -d 口～底 5.4 2.8 3.4 庇端部に陰圏線を巡らす。撮碁部に約 5皿の孔を 1個穿つ。 表土・撹乱
外面に黒土象嵌で圏線、鳥文？を施す。全体的に釉の発色は不明瞭（白， r~a 底部 5.6 4.2 J-27南側 l層色に濁る）。

10 n 口縁部 12.3 10.1 滑り止めの社付部に黒釉が一部付着。 F-22碁壇担乱

11 m 口～底 10.5 3.5 6.3 庇上面の露／］台部にアル ミナが溶着。滑り止めの畳付部にアルミナを塗布。表土・撹乱

12 口縁部 15.8 内面口縁部に三角形の器物受を貼付。 表土 ・悦乱第 I 火炉
44 13 胴部 外面に獣面（獅子）の外耳を貼付。 表土・撹乱
図 14 11.6 鉄釉の下に白化粧が確認される。 表土・撹乱香炉 I 口縁部

図 15 9.0 14に比して口唇部の稜が明瞭に確認される。 不明
版 l6 I -a 口縁部 12.0 口唇部に白土を塗布。釉調は鮫肌状を呈する。 表土・撹乱
33 I 

17 12.4 内面口縁部に三角形の器物受を貼付。口唇部にアルミナを塗布。 表土・撹乱
I 口縁部
18 14.4 内面にわずかに石灰が付着。 表土・撹乱

＇ 

19 I-b 10.6 8.6 7.0 外面に丸彫りで圏線を 2条巡らす。外底に墨書で「天」の銘を施す。 F-20基壇悦乱
I 口～底
20 10.2 8.1 6.8 外面に丸彫りで薬文（蘇鉄？）を施す。外底に墨書で「寺社」の銘を施す。表土 ・撹乱

21 火取 底部 11.8 外面を竹節状に成形。内面にロクロ痕がみられる。 F-21基壇攪乱

22 
口～底

10.6 8.3 6.6 畳付にアルミナを塗布。内底付近に器物片？が溶着。 表土・撹乱

23 I -C 10.0 8.0 7.4 外面に緑釉で丸文？を 3個施す。 表土・撹乱
I 

外面に透かし彫りを施す（線彫りと呉須・飴釉で文様を施すが全形は不24 底？ 12.8 不明
＇ 

明）。内底に目跡？が付着。

25 口縁部 11.0 外面に飛鉤で文様を巡らす。 不明
I [I 

26 胴部 外面に線彫りで斜格子文を施す。火炉の可能性もある。 1-28南側 3層

27 
灯明具

I 口～底 8.8 2.0 4.4 両面口唇部に煤跡？が付着。内面の透明釉は剥離している。 不明

28 Ill 底部 7.3 位付にアルミナ及び器物片が僅かに付着。内面にロクロ痕がみられる。 表土・撹乱

29 不明 口～底 1.8 2.9 3.6 内面にロクロ跡がみられる。 表土・視乱

注 「＿」：計測不可、＋：接合の意
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第39図 沖縄産施釉陶器 (1)
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第20節沖縄産無釉陶器
高火度で焼成された焼き締め陶器で、方言で「流焼（アラヤチ）」とも称される。基本的には無釉であるが、

マンガン釉や泥釉などの自然釉が施される例もある。器種は碗．皿・火炉・火取・蓋・急須・ 瓶・鉢．揺鉢・

壺．甕が確認されているが、壺や甕などの貯蔵器が主体を占める。以下に各器種の分類概念を記し、個々の詳細

は第30表に譲る。

碗（第45図 1-4) 

l類一高台剖りの浅い厚手の碗で、口縁部は直口するもの (1) と外反するもの (2)がある。 1は外底に

判？が確認される。 3は高台脇に削りを人れる。無文。 1I類一高台剖りが I類に比して丁寧なもの。口縁部の形

態及び文様の有無は不明 (4)。

皿（第45図 5-9) 

I類一底部から逆「ハ」の字状に立ち上がる直口口縁の小皿で、底部は高台を持たず平底を呈する。無文 (5

-8)。1I類一器形は I類に似るが胴部に稜を持つもの。無文 (9)。

火炉（第45図10、11、27)

l類一平底の底部からほぼ垂直に立ち上がり、肩部で内側に屈曲するもの。外面肩部に方形の把手を 1対、外

底には円盤状の脚を 3つ貼付する。 10は両面に泥釉を施釉する。 11は両面に灰褐色の釉を施す。いずれも無文と

思われる。 1I類一胴部が球形を呈するもので、底部は高台を持ち「割高台」が施される (27)。

火取（第45図12-14)

平底の底部から垂直に立ち上がる円筒状の器形で、直口口縁を呈するもの (12)、頚部で内側に屈曲するもの

(13)、外底に円盤状の脚を貼付するもの (14)がある。 14は外底に判？が施される。

蓋（第45図15-19)

l類一庇内面をくぼませ撮みを形成するもの。小形のもの (15) と大形のもの (16) がある。いずれも無文。

Il類一皿形の器を伏せた形を呈するもの。庇端部の形態は不明 (17)。III類一庇上面をドーム状に傾斜させるも

ので、端部を外側に張り出す。撮みの形態及び文様の有無は不明 (18)。W類一庇が「ハ」の字状に傾斜するも

ので、滑り止めを持たない。無文 (19)。

急須（第45図20)

器形が球形を呈するもので、胴部に円錐状の注口を設ける。口縁部及び底部の形態は不明。無文。

瓶（第45図21-26)

I類一胴部が砲弾形を呈する大形の徳利で、口縁部が舌状のもの (21) と方形のもの (22) がある。 1I類一方

言で「チュワカサー」または「ヒラチビ」と称されるもの。外面に黒褐色の釉を施釉する (23)。III類ーロ縁を

ほぼ垂直に立ち上げる長頚の瓶 (24、25)。26はIII類の底部で、削り出しの浅い高台を有する。

鉢（第46図 1-10) 

I類ーロ縁部が内湾する平底の鉢で、「ミジクブサー」とも称される。口縁部の形態により、頚部がすぼまる

もの (I-a)、口緑部が断面三角形状に肥厚するもの (I-b)、[]縁部が舌状のもの (I-c) に分かれる。

aは両面に泥釉を施釉するもので無文 (1)。 bは両面に泥釉を施釉するもので、外面に櫛描きで文様を施す

(2)。 cは外面に櫛描きで文様を施すもの (3) と、無文のもの (4、10) がある。 5はI-cの範疇に含まれ

るもので、口唇部をくぼませ蓋受部を設ける。無文。 1I類ーロ縁部を外側に折り曲げ鍔縁状を呈するもの。外面

に赤色頻料を塗布する (6)。III類一平底の底部からほぼ垂直に立ち上がる桶形のもの。口縁部の形態は不明

(7、 8)。

播鉢（第46図11-22)

I類一腰部から逆「ハ」の字状に開く器形で、口縁部直下に挟りを入れ稜を形成するもの。揺日は内面全体に

施され、口緑部のみ揺目がナデ消される (11-14)。底部は平底を主とするが、裔台を持つもの (15-17) もあ

る。 1I類ーロ縁部を外側に折り曲げ鍔縁状を星するもの。揺目は内面全体に密に施され、口縁部のみ揺目がナデ

消される。底部は平底で高台を持たない (18-22)。

壺（第47図）

l類一卵形の胴部から頚部を垂直に立ち上げるもので、口縁部を外側に折り曲げ鍔縁状を呈する (1-4)。

他に口縁部を方形に成形するもの (5)や、鍔上面をくぼませるもの (6) もあるが、いずれも I類の範疇に含

まれる。 1I類一胴部が砲弾形を呈する玉縁口縁の壺で、肩部に紐状の横耳を貼付する。外面に泥釉を施釉するも
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の (7-9) と、褐灰色の釉を施釉するもの (10) がある。III類一肩部を強く張り頚部を垂直に立ち上げるもの
で、外面に圏線を巡らせる。口縁部の形態は不明 (11)。

甕（第48図）

I類一口縁部を外側に折り曲げ鍔縁状を呈するもので、肩部に最大径を持ち頚部がすぼまるもの (I-a) と、
底部からほぼ垂直に立ち上がるもの (I-b) がある。 aは外面に櫛描きで文様を施す (1)。bは外面に櫛描
きで文様を施すもの (2)、外面に圏線を巡らせるもの (3、 5)、無文のもの (4) がある。 Il類ーロ縁部が断
面方形状を呈するもので、 肩部に最大径を持ち頚部がすぼまるもの (JI-a) と、底部からほぼ垂直に立ち上が
るもの (Il-b) がある。 aは外面に圏線を巡らせる (6)。 bは貼り付けで文様を施すもの (7、9)、櫛描き
で文様を施すもの (8) がある。

く参考文献＞
r沖縄のやきもの一南海か らの香りー」 佐賀県立九州陶磁文化館 1998 

「九州陶磁の編年一九州近世陶磁学会10周年記念 ー」 九州近世陶磁学会 2000 

盛本勲・比嘉優子・城間柴他 I首里城跡ー管理用道路地区発掘調査報告書一」 「沖縄県立埋蔵文化財セン ター調査報告書」第 1集 沖縄県立
埋蔵文化財センター 2001.3 

島袋洋• 島袋春美・嘗銘清乃他「天界寺跡(I)一首里杜館地下駐車場入り口新設工事に伴う緊急発掘調査一」「沖縄県立埋蔵文化財センター
調査報告書j第 2集 沖縄県立埋蔵文化財セ ンタ ー 2001.3 

島袋洋・西銘章・城間肇他「首里城跡一下之御庭跡・用物座跡・瑞泉門跡・漏刻門跡・廣福門跡・木曳門跡発掘調査報告書―l「沖縄県立埋
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第30表 沖縄産無釉陶器観察一覧
単位： cm 

図番号 器種 分類 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

1 口～底 13.0 5.8 5.2 索地は橙色粒子。外底に「一？」の判。外面回転擦痕。
K-22北側 3層＋
I -25ピット5

2 I類 口縁部 13.5 素地は灰褐色粒子で堅緻。両面帷櫨痕。 H -26南側 3層I 碗

3 底部 6.7 素地は鈍橙色粒子。外面ロクロ痕と回転擦痕。 撹乱（爆弾穴）I 

4 II類 底部 6.8 素地は赤灰色粒子で堅緻。両面ロクロ痕。 l -28南側 3層

5 9.0 2.6 2.8 
索地は灰色粒子で器色は鈍橙色。内面は被熱して灰褐色に変色。内面に石灰？が付 K-19瓦・礫溜り
着。外面回転掠痕。 +I -22方形状遺構

6 口～底 10.0 2.9 3.9 素地は明赤褐色粒子。口唇部に煤？が付着。両面ロクロ痕。
F -21トレンチ

I類
表土・撹乱

7 
IIll 

9.2 2.4 5.7 素地は灰色粒子。底部は上げ底。両面ロクロ痕で外面腰部に回転擦痕。 K-22瓦溜り

8 底部 4.0 素地は橙色粒子。外面に圏線。外面回転擦痕で外底の成形は雑。 L-28表土（撹乱暦）
＇ ， II類 口～底 10.0 3.0 6.0 索地は橙色粒子。外面回転掠痕で外底の成形は丁寧。 不明

10 口～底 11.2 16.1 12.2 
索地は鈍赤褐色粒子で堅緻。器色は一部赤灰色。外面ロクロ痕と回転擦痕、内面ロク

L・M-20瓦溜り C
＇ 火炉 I類

ロ痕。

11 把手 素地は赤褐色粒子。内面ロクロ痕。把手の孔は直径約 1cmで、把手直下に約 3mmの孔
K・L-16北側 l陪を穿つ。

第

45 12 口縁部 12.6 素地は鈍赤褐色粒子。内面ロクロ痕。 L-21石垣B(撹乱）
図

13 火取 口～底 11.0 9.1 11.0 素地は明赤褐色粒子。外面府部に稜を有する。内面ロクロ痕。 撹乱（爆弾穴）
＇ 図 14 底部

版
9.4 索地は灰色粒子で器色は鈍橙色。内面ロクロ痕。外底に判？ 撹乱（爆弾穴）

34 15 撮み 素地は橙色粒子で石灰粒混入。撮み中央に直径約 5mmの孔を穿つ。 I -26南側 2層
＇ I類
16 撮み 索地は赤褐色粒子。内面ロクロ痕。外面に暗赤褐色の釉を施釉。 F -20碁培（撹乱）． 

17 蓋 []類 撮み 10.9 素地は赤褐色粒子で堅緻。外面に圏線。外面に目跡？が付着。 不明

18 皿類 庇 14.8 素地は赤褐色粒子。外面は灰褐色に変色。両面ロクロ痕。 M -21瓦溜りC

19 w類 庇 15.0 素地は鈍赤褐色粒子。庇端部は灰赤色に変色。両面ロクロ痕。 撹乱（爆弾穴）

20 急須 往口 索地は鈍赤褐色粒子。注口の孔は直径約 5mmを測る。内面ロクロ痕。 I・J -24南側 l層

21 6.0 素地は鈍赤褐色粒子。外面に圏線。両面ロクロ痕。 撹乱（燦弾穴）
＇ I類 口縁部
22 9.6 索地は鈍赤褐色粒子で器色は灰赤色。外面に圏線。内面ロ クロ痕。 I -24南側 l層I 

23 II類 底部 12.0 素地は鈍赤褐色粒子で堅緻。両面にロクロ痕。内面に石灰？が付着。 F -21表土 ・撹乱
瓶

24 口縁部 3脅1 索地は明褐灰色粒子で器色は鈍赤褐色。口縁部は玉縁状を呈する。両面ロクロ痕。
M -22・23表土
（撹乱陪）

25 旧類 胴部 素地は鈍赤褐色粒子で堅緻。両面ロクロ痕。 撹乱（燦弾穴）
I 

26 底部 9.6 素地は橙色粒子。高台剖りは浅い。両面ロクロ痕。 L-24南側 3層

27 火炉 11類 底部 8.6 素地は明赤褐色粒子。外面に圏線。外底中央に約 2cmの孔を穿つ。両面ロ クロ痕。 撹乱（爆弾穴）

注 r C」：計測不可、「卜」 ：接合の窺
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第30表 沖縄産無釉陶器観察一覧 岸位： cm 

図番号 器種 分類 部位 口径 器高 底径 観察事項 出土地

I I-a 口縁部 15.4 素地は灰褐色粒子で堅緻。両面ロクロ痕。 L-16北側 1層

＇ 
2 1-b 口緑部 21.1 素地は鈍赤褐色粒子。外面に6本櫛の波状文。内面ロクロ痕。 撹乱（爆弾穴）， 

素地は明赤褐色粒子。外面は灰褐色に変色。外面に園線、櫛描きの波状文。両面ロク
3 25.2 撹乱（爆弾穴）

， ロ痕。

4 I -C 口縁部 素地は橙色粒子で白色粒混人c 外面回転擦痕、内面ロクロ痕。 N -25南側 3層

＇ 
5 24.4 素地は橙色粒子で白色粒混人。外面回転擦痕、内面ロクロ痕。 N -25南側 3層

I 鉢
6 ]]類 口縁部 19.9 素地は橙色粒子で器色は鈍赤褐色。両面ロクロ痕。 K・L-16北側 l層

＇ 
7 12.2 素地は橙色粒子。外面回転擦痕、内面ロクロ痕。 K・L-16北側 1層

I m類 底部
8 23.8 素地は灰色粒子で器色は鈍赤褐色。外面回転擦痕、内面ロクロ痕。 撹乱（爆弾穴）

＇ ， 底部 15.4 素地は橙色粒子で器色は一部赤灰色。外面ロクロ痕と回転擦痕、内面ロクロ痕。 撹乱（爆弾穴）
I 1-c 

10 口～底 24.0 18.8 18.0 素地は淡赤橙色粒子。両面ロクロ痕。中国産の褐釉陶器の可能性もある。
H-22方形掘り込
み遺構

第 11 口縁部 33.1 
素地は明赤褐色粒子。内面に10本櫛の揺目を右回転で施し、口縁部はナデ消す。両面

表土・撹乱

46 I 
ロクロ痕。

図 12 底部 9.0 素地は橙色粒子。内面に7本櫛の播目を右回転で施す。外面ロクロ痕。 N -24表土

・ '
素地は橙色粒子。鍔上面に圏線。内面に揺目を密に施し、口縁部はナデ消す。両面ロ

図 13 23.5 F -20基壇撹乱

版 ＇ 口縁部
クロ痕。

35 14 I類 29.4 
素地は鈍赤褐色粒子で堅緻。外面に灰赤色の釉を施釉。内面に10本櫛の揺目を施し、

I・H-23溝状遺構
口緑部はナデ消す。

~ 

15 15.1 
素地は橙色粒子。内面は被熱して一部褐灰色に変色。内底に揺目を施す。高台脇に直

J -28南側 3層
径約 1cmの孔を穿つ。

＇ 
16 

底部
12.8 

素地は橙色粒子。外面は被熱して一部灰褐色に変色。内底に揺目を施す。両面ロクロ M -22・23表土

揺鉢
痕。 （撹乱層）

I 

17 10.2 素地は鈍赤褐色粒子で微砂粒混入。内底に8本櫛の播目を右回転で施す。 L-26南側 4層

＇ 
18 口～底 28.7 12.6 12.4 

索地は橙色粒子。鍔上面に圏線。内面に揺目を密に施し、口縁部はナデ消す。両面ロ
撹乱（爆弾穴）

クロ痕。

19 30.4 
素地は明赤褐色粒子。鍔上面に圏線。内面に橘目を密に施し、口縁部はナデ消す。両

撹乱（爆弾穴）

口縁部
面ロクロ痕。

20 
]]類 26,0 

素地は橙色粒子。口縁部は一部被熱して褐灰色に変色。内面に揺目を右回転で密に施
F -20甚壇（撹乱）

し、口縁部はナデ消す。両面ロクロ痕。

21 11.4 
素地は明赤褐色粒子で器色は一部赤灰色に変色。内面に揺Hを右回転で密に施し、ロ

F -20基壇（撹乱）

＇ 
底部 縁部はナデ消す。

22 9.0 索地は鈍赤褐色粒子。内面に揺目を右回転で密に施す。両面ロクロ痕。 F -22基壇（撹乱）

1 12.0 素地は鈍赤褐色粒子で堅緻。外面は灰褐色を呈する。両面ロクロ痕。 不明

＇ 
2 13.2 索地は鈍赤褐色粒子◇ 内面に石灰が（寸着。両面ロクロ痕。 F・21拮壇

3 11.8 索地は鈍赤褐色粒子で器色は灰褐色。両面ロクロ痕。 不明

4 
I類 口縁部

15.0 索地は鈍赤褐色粒子。外面に圏線。両面ロクロ痕。 不明
I 

第 5 19.6 索地は灰赤色粒子で灰白色粒混入。両面ロクロ痕。 撹乱（爆弾穴）

47 ＇ 
図 6 25.8 

素地は鈍赤褐色で堅緻。両面に褐灰色の釉を施釉。鍔上面に溶着痕（把手？）。両面
不明

団-
ロクロ痕。

＇ 
図 7 口縁部 15.3 

素地は鈍赤褐色粒子で器色は鈍黄橙色。外面に圏線。両面ロクロ痕。器面はアバタ F -22甚壇（撹乱）
版 状。

36 
8 口～底 15.0 57.8 21.8 

素地は鈍橙色粒子で外面は一部褐灰色。外面に圏線。外面ロクロ痕と回転擦痕、内面
J-16・17撹乱

ロクロ痕。
I []類， 底部 24.5 素地は橙色粒子で外面は一部灰褐色。外面に圏線。外面回転掠痕、内面ロクロ痕。

H-28南側 1層+I
-28南側 3層

I 

10 口縁部 27.0 素地は鈍赤褐色粒子で堅緻、白色粒混入。両面に褐灰色の釉を施釉。両面ロクロ痕。 不明

＇ 
11 m類 胴部 素地は鈍赤褐色粒子で外面は灰褐色。外面に圏線。外面回転擦痕、内面ロクロ痕。 不明

1 I -a 口縁部 34.3 
索地は明赤褐色粒子で外面は灰褐色。外面に圏線、櫛描きの波状文、丸文貼り付け。

F-20碁壇（撹乱）
両面ロクロ痕。

＇ 
2 42.8 

索地は明赤褐色粒子で内面は灰赤色。鍔上面に圏線、外面に圏線、櫛描きの波状文。
F-22基壇（撹乱）

両面ロクロ痕。
I 

第
3 44.8 索地は明赤褐色粒子。鍔上面に圏線。外面に圏線。内面ロクロ痕。 不明

1-b 口縁部
48 4 36.5 索地は橙色粒子で器色は明赤灰色。鍔上面に圏線。両面ロクロ痕。 F-20碁壇（撹乱）
図 I 

5 甕
素地は明赤褐色粒子で内面は鈍橙色。外面に圏線。両面に石灰が付着。両面ロクロ M -23表土（撹乱

図
＇ 

痕。 層）

版 6 JI-a 口縁部 39.5 素地は鈍赤褐色粒子で外面は一部灰褐色。外面に圏線。両面ロクロ痕。 撹乱（燦弾穴）
37 I 

7 35.8 
素地は鈍赤褐色粒子で内面は鈍黄橙色。外面に貼り付けで丸文、突帯。両面ロクロ F -21トレンチ

＇ 
口縁部 痕。 基漕（撹乱）

8 II-b 46.4 素地は鈍赤褐色で外面は灰褐色。外面に圏線、櫛描きで波状文。内面ロクロ痕。 不明

＇ 索地は鈍赤褐色粒子で白色粒混入。外面に貼り付けで突帯。外而回転擦痕、内而ロク， 胴部
ロ痕．

F-20基壇（撹乱）

注 「—」：計測不可、「＋」：接合の意
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第37表沖縄産無釉陶器出土状況

~ 器種・分類

表畦 ト 面側 北IT[I) 地 I基 コ方 コ 6 石石 石石 洞溝 溝瓦 瓦ビ 追 ;;r;
上 レ I 2 3 4 l 3 ,1 山）豆 1 形 l 列 列列 垣垣 状状 状涸 溜 ツ 情明

ン府府円陪 府阿窮 直 ラ掘 ラ A B D A C 迫迫 石ま まト 合
撹 チ J:. ル込 ル 構構 列り り
乱 敷み 敷 A D B C 計

A 遣 B 
構

口～底 l 1 
碗 口椋部 4 l Iヽ ， 

底部 10 3 1 l 1 2 1 1 20 
直口 4 2 l 5 2 1 L ， 25 
外反 口緑部 I I 2 4 

liTI 
肥駆 2 2 

口縁部 1 l l 1 4 
その他 胴部 i l 

庇部 1 1 2 

小Jill
ローh忍 I 1 
口緑部 l 1 

丸形 l I 2 
方形 ， ， 
舌状 口緑部 z 2 

甕
逆三角 •I J -~ ， 
逆I..字 l I 2 

口口緑～底部
1 I 

その他 4 1 5 
胴名Ii 4 I 5 

打文 胴部 22 3 3 1 t 1 l t 5 38 
甕or壺

無文
胴部 252 19 49 23 26 7 12 14 2 6 6 3 3 3 4 2 l 3 I 13 I 12 61 523 
底部 I 1 2 

大
口緑部 7 1 8 

無文 胴部 l l 
型

底部 20 2 1 1 l 7 32 
,u文 胴部 44 2 6 6 2 l l 1 4 2 1 16 86 

口-1.J& I 2 3 

盗
,,, 口椋部 13 2 l 1 2 l 5 25 

胴部 56 1 l 8 6 2 l 3 I 1 6 1 5 20 112 
型 無文

底部 10 1 3 2 2 2 I 2 1 l 1 3 29 
耳 l 1 1 3 

把手 1 1 I 3 

小
無文

口橡部 13 2 I 1 4 I I I 1 1 3 5 34 
型 経部 J 1 2 
ク反

口緑部
4 1 l 1 2 1 4 14 

内湾 l I 

瓶
有文

ロ胴投部部
J 1 l 3 6 

1 I 

その仙 脹1部 6 2 I 2 l I 1 14 
底部 I I 2 

壺or瓶 胴部 192 13 25 6 23 、I 8 13 8 3 2 I 4 1 1 2 5 11 JO 8 75 415 
胴部 I I 

急須 注口 1 1 2 
底部 2 2 
口～底 1 1 2 

火炉
口緑部 5 2 1 l l 2 12 
底器 I I I l 4 
杷手 I l 

火取 口緑部 l 1 

逆 L噌n縁部
11 1 3 2 l 1 2 Iヽ 25 
48 G 4 l 1 I I 3 l 1 l 2 20 90 

鉾
その他 口～底 1 1 
有 胴部 l 1 

足 1 1 2 
底部 30 1 G 3 2 I l 2 2 1 4 53 

1「文
口緑部 8 J 1 3 13 

水鉢 胴部 1 l 
熊文 口椋部 2 l l 2 6 

逆 一角
口縁部 2 1 5 8 

化鉢 方形 5 1 3 ， 
底ij) 8 1 l 1 11 
口ー庇 l 1 

揺井
口粒部 38 1 4 2 3 1 l 3 2 1 l 1 l 11 70 
胴部 97 7 13 4 6 3 2 5 2 3 1 1 1 l 2 1 2 1 2 2 30 186 

口啄縁部部
u 2 2 2 2 8 40 
1 I I 3 

緩

事
2 1 l 4 
] 1 

不明
2 l 3 

邸部 I 1 2 

合計 985 59 J 143 47 97 24 34 52 20 14 27 7 9 I 3 l 13 6 12 8 5 11 4 491 19)、17326 2014 
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第45図 沖縄産無釉陶器 (1)
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第47図 沖縄産無釉陶器 (3)
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第48図 沖縄産無釉陶器 (4)
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第21節 陶 質 土器
ここで扱う陶質土器とは、壺屋で「アカムヌーJ許1と呼ばれているものである。アカムヌーは、胎土を精選し、

混人物に砂粒・白色粒・黒色粒・赤色粒・雲母などがあり、ロクロ引き・輪積みによって成形される。また、高

い耐火性を目的とする（二次的に火を受ける）器種が多い為、低い焼成温度で焼かれており、触れると粉末が付

着する。今回の調査では鍋・急須・火炉．灯明fill. 水鉢．鉢・浅鉢．揺鉢．碗．瓶・壺．蓋などが確認できた。

これらの器色は橙褐色や黄褐色を主体とし、鍋・火炉・急須・灯明1II1のような使用時に火を受ける器種の内外に

は煤が付着している。各器種の概要は下記に、個々の資料の詳細は第33表の観察一覧に記した。また、細片で器

種が明確に特定できないものは不明品として扱った。

鍋「サークー」 ！いと呼ばれているもので、胴部は球状に膨らみ、口縁部は外反して蓋受けを作る器形で、口縁付

近には紐状の把手が貼付される（第49図 1・2)。天界寺跡(I)it2では、羽釜のように胴部に鍔を貼付するもの

(II類）が出上しているが、今回の調在では確認できなかった。

急須 蓋：頂部に撮みを貼付し、傘部は緩いカーブを描いて端部に至るもの（第49図3) が確認できた。天界寺

跡(I)では撮みを付けないタイプ (II類）も出土しているが、今回は確認できなかった。

身：天界寺跡(I)の分類でいう I・II類が確認できたが、口縁部を外反させて内側に盗受けを作る器形

(III類）は、今回確認できなかった。また、参考に破損しているが注口も掲載した（同図8)。

l類 口縁部を微弱に立ち上げて短い頸をつくるもの（同図 4)で、壺屋古窯群III註3で確認された「球状

に膨らむ胴部」（同図 5) も確認できた。

II類 口縁部をほぼ直口に立ち上げ、長い頸をつくるもの（同図 6)で、壺屋古窯跡の「算盤珠状の胴部」

（同図 7) も確認された。

火炉 「フィールーJ計 1と呼ばれているもので、器体に火窓を設け、物を乗せる目的のために口唇部を幅広く作

ったり、口縁部を内側に折り曲げたり、口縁部内側に突起を貼付するなどの工夫を成形に反映させている。

また、胴部は有孔の把手を貼付している。火炉は天界寺跡(I)の分類を元に形態的特徴から、下記の 5種類

に分類する事ができた（分類は天界寺跡(I)に対応するが軋類は今回、追加した資料である）。

I類底部から口縁部へ逆「ハ」の字に外傾するもの（第49図 9・10)。

II類 底部から胴上半部まで外傾して直線的に至り、口縁部は内側に折れて内傾するもの（同図11・12)。

III類底部から D縁部までほぼ直線的に直口し、筒状になるもの（同図13・14・15)。

VI類 胴部は球状に膨らみ、口縁部は内傾するもの（第50図 1-3)。

軋類 VI類の器形の口唇部を幅広く作り、比較的大型のもの（同図 4・5)。

灯明皿 第50図6・7は、口縁部から底部へ逆「ハ」の字状に外傾する器形で、低い高台状の底面に明確な糸切

り痕を残す。また、口唇部には微弱な突起を貼付しているのも特徴である。

水鉢 胴部は球状に膨らみ、口縁部は内反する器形で、胴上半部に丸彫り圏線と櫛描波状文を組み合わせた文様

を施しているのが特徴である（第50図8・9)。

浅鉢 胴部は膨らみ、口縁部は僅かに内反する器形である。用途は不明であるが口径や底径に比べて高さがない

事から、今回は浅鉢として扱った（第50図10)。

播鉢 底部から口縁部へやや膨らみを持ちながら外傾して至る器形で、口縁部は外側へ水平に折り曲げている。

器体の内面には僅かに揺り目が残っている（第50図11)。

碗 第50図12は口縁部が僅かに外反する小型の器で、用途は不明だが、形態的特徴から今回は碗として扱った。

瓶 第50図13は細い径の資料で、全形が窺えないため用途は不明だが、形態的特徴から今回は瓶として扱った。

鉢．壺 第50図14・15は形態的特徴から壺もしくは鉢を考えられる資料であるが、細片の為、詳細は不明である。

蓋 第51図 lは、頂部に高台状の撮みを作るもので、内面に比べて外面を丁寧に仕上げている。同図 2は、頂部

の安定感が無く、 1II1には適していない。同図 1・2ともに天界寺跡(I)の類例から鍋の蓋と考えられる資料

である。

第51図 3は上面から下面に向けて孔を設けている為、手焙りの蓋と考えられる資料であるが、全形が窺え

る資料ではない為、詳細は不明である。第51図4は下面より上面を丁寧に調整している資料で、用途は、形

態的特徴から今回は被せ蓋として扱った。対応する身は不明である。第51図 5は頂部に撮みを付ける落し蓋

で、形態的特徴がタイ産半練土器の蓋と類似している事から模倣品の可能性が考えられる資料である。対応

する身は不明である。
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第51図 6・7は上面を平坦に成形し、かかりをほぼ垂直につくるもので、壺屋古窯群mでは大型壺の蓋と

考えられている資料である。

不明品 第51図 8-10は器体に貼付される外耳・ 把手及びその胴部である。同図11は蓋及び器物の脚と考えられ

る資料である。同図12・13は高台を有する火炉と考えられる底部で、観察一覧では「底部 I」とした。

同図14・15はベタ底で底部から胴部までほぼ直口する火炉もしくは鉢と考えられる底部で、観察一覧では

「底部Il」としている 。同図16-18は底部から口縁部へ緩やかに膨らみながら外傾して至る火炉もしくは鉢

と考えられる底部で、観察一覧では I庇部m」と表記。同図19・20は円柱に扁平な台を乗せたようなもので、

蓋もしくは底になると考えられる。

〈註〉

註 1 : 「沖縄大百科事典上・中巻」沖縄タイムス社 1983年

註 2 : 「天界寺跡 (I)」「沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書」第 2集 沖縄県立埋蔵文化財センター 2001年

註 3 : 「壺屋古窯群1lI」「那覇市文化財調査報告書」第38集 那覇市教育委員会 1997年
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第33表 陶質土器観察一覧 単位： cm 

図 番 器 部位
口径

"ロロ"古回 特徴 成形 調整 器色 混入物 出土地号 種
底往

16.4 口唇部．舌状。
外面：磨き

外面：暗橙褐色 白色粒

I 口縁部’緩く外反。雖受け部’端部を摘まみ上げる。 llク。内面：撫で 内面：橙褐色 黒色粒・赤色粒 不明

-—鍋 ロ
把手．撫で付け。 素地：灰褐色 雲母

19.8 口唇部舌状。
外血 ：ロクロ目のみ確認 両面：黄褐色

白色粒
表土・撹

2 口縁部・ 緩く外反。蓋受け部．緩やかに立ち上がる。 ロク ロ内面：削り 素地：灰褐色
焦色粒 ・赤色粒

乱
把手・撫で付け。 雲母

急 頂～
8.8(端部） 揖み：股頭形。

上面：磨き
上面：黄灰色 白色粒 1-15 

3 須 ,伸,. 6,2(高台） 上面：丸彫りの固線を1屈みの周りに巡らす。 ロク ＂下面：磨き、撫で
下而：黄褐色 黒色粒・赤色粒 ピット

器 3.5(~ さl 下面：端部付近に僅かな煤が付着 素地：淡灰色 雲母 15 

9.2 
口唇部：丸い 外面：磨き、削り

外面：英褐色 白色粒

4 急 n 
頚部．短頑。 tlク(]

内面：憮で、箆削り
内面’暗灰黄褐色 黒色粒・赤色粒 撹乱

須 紫地．暗灰色 雲母
-r  白色和 1<-20 
5 類 注口 il口・ 下面に煤が1寸着。 Uク[I外而’撫で、削り、磨き

両而：赤褐色
煎色粒・赤色粒 表土・撹

索地：灰褐色
雲母 乱

7.4 
口唇部’丸I'。 外面．磨き

外而：焚褐色 白色粒 M-20 

6'ク"'ヽ ロ 頷部’長頸。 Uクロ
内面憮で、箆削り

内面：暗黄褐色 黒色粒・赤色粒 北側 3

須 索地：暗焚褐色 雲母 層

―-Il 
外面：黄褐色 白色粒

第 7 
類 胴 外面： l肘下半部に多歴の煤が付着，

ロクロ 外面’削り、憮で、1碁き 内面：灰黄褐色 黒色粒・赤色粒 撹乱
内面：石灰が（寸抒

49 索地：橙褐色 雲厨

図
急 注口

白色粒

. 8 llli付部’憔で痕が残る。 :.j',IIJl 外面．閉き
両面：黄街色

黒色粒・赤色粒 不明
図

須 索地：橙褐色
雲母

版
22 3 口唇部：平ら。内外にJI巴厚する。 白色粒

38 
口縁部外傾する。

[)クロ 外面：撫で、1籍き 両面：暗黄褐色
9 火 帖積 内面：撫で 素地：灰黄褐色

黒色粒・赤色粒 撹乱

炉
口

突起．上而観が台形。挽で付け。 雲母
＇ I 口唇部．平ら。内外に肥厚。25 8 外而．黄褐色 白色粒
LO 類 口縁部’外傾する ： nク0外面磨き、撫で 内面暗灰褐色 馬色粒・赤色粒 不明

胎土．他の陶質土器に比ぺてやや粗い． 索地灰褐色 雲母

15 口唇部．平ら 。
外面 ．撫で、磨き、削り

外面：黄褐色 い色粒

II 火 把手’上面観が台形。 ロクロ 内面：撫で
内面：暗灰褐色 焦色粒・赤色粒 撹乱

『 口
文様．口縁部に ―条の1切線。 素地：灰色 認母

口唇部’平ら。口縁部.11、J側に折れる 。l2 い色粒

12 類 火窓．半月状。把手：欠捐。憮で付け。 ロクロ
外而： Jf1き.t桓で,NI)I) 両面：暗橙褐色

黒色粒・赤色粒 不明
内而 ：指!f.世で 索地：暗橙褐色

文様・ 口縁部に ―・条の圏線， 胎—:+.• やや粗い、 雲母

19.8 口唇部：平ら。
両面．赤褐色

白色粒

13 口 口緑部’内外に肥厚する。胎士’粗い。 ロク [J両面：憮で
紫地暗赤褐色

焦色粕・赤色粒 イ＜明

外面．低かに煤が付符。 雲母
ト―

火 白色粒 F-22 
14 炉 胴

胴部．やや外傾。 ロクロ
飼面’撫で

両而 ：暗黄褐色
黒色粒・赤色粒 表土・撹

皿 把手：上面観が台形。憮で付け 栓積 索地 ：灰黄褐色
雲母 乱

類
14.4 口唇部：丸い。

外面：撫て、磨き 両面：暗橙褐色
白色粒

15 口 口緑部’内外に肥厚。 Dクロ
内面：撫で 紫地：灰黄褐色

黒色粒・赤色粒 碁境

空起．浙面既が鉤状。撫で付け よ 玄母

ロ～
14 4 口唇’舌状よl緑．内反。底部’品台。火窓．半月状。 外[Hi: 灰黄褐色 白色粒 L'-21 

1 底 88 突起：上而観l析而形。外面 口採部付近と底部付近に白化粧土の圏線。 ロクロ 外面暦き 内而・黄褐色 黒色粒・赤色粒 表土・撹

11.2 内面 ・1二1唇内面に煤が（寸着。 索地．灰色 雲母 乱
ト―

火 n唇部：丸い。口緑部 ．内反。把手：上而賊が丸いc 控て付けこ
2 炉

13.7 
両面：焚褐色

白色粒 1-28 
突起’上面観台形。撫で付け。外面：白化柑土の固線。 ロクロ 外面．ロクロ目のみ確認 黒色粒・赤色粒 面側 3¥1 索地：灰色

培類 ロ
内面：突起に煤が付若。 雲母

＇ 15.6 口唇部・ 尖る。
輪積

外面： l灰褐色 白色粒 I・J-24 
3 口縁部， I勾側に肥厚。やや内傾する。把手＇上面観が丸い 。撫で付け，

ロクロ
両面’撫で 内而：灰焚褐色 黒色粒・赤色粒 南IHJJ

胎土’やや粗い。その他 胴部外面と 1二1唇部内面に煤1寸着。 紫地：橙褐色 層

23.8 口笞部： 尖る。口緑部・内外に肥原。
外面：府き

外而：暗黄褐色 臼色粒

4 火 突起’上面観台形（欠損している）。憮で（寸け 〇クロ
内面：撫で

内面 ：）fi黄褐色 黒色粒・赤色粒 視乱

炉
口

外面：白色化粧士の1剖線。 索地：灰褐色 雲母

第
← I冊 口唇部：尖る。27.4 外面：暗赤褐色 白色粒 F-20 

50 5 類 外面．白化粧士の圏線。 ロクロ
外面：削り

l人！而：暗灰赤色 黒色粒・赤色粒 表土・撹
図 内面 ：撫で

胎土• 他の関質土器に比べてやや粗い． 索地；暗灰色 雲母 乱

図 ロー
83 

口唇部’丸1ヽ。小さ I'突起を 1つ貼f./する c 煤が付着。
外而：黄灰色 白色粒

版 6 
灯 底 27 底部：底面に糸切の痕 ロクロ 両面．撫で 内面： II存赤褐色 黒色粒・赤色粒 不明

39 4 素地：灰色 雲母
I- 明

白色粒RM 外面：黄灰色 F-20 
7 底 底部：底而に糸り］のm.内面に楳がiぼi. ロクロ 両面・ 憔で 内面：灰色 黒色粒・赤色粒 表土・撹

4.5 素地 ：暗9灰色 雲母 乱

15.4 口唇部：舌状。
外面：削り｀磨き

外面：暗黄褐色 白色粒 F-22 
8 口緑部．内反する。 ロクロ 内面：憮で

内面：淡黄褐色 黒色粒・赤色粒 表士・撹

水 胴部：桧積みの痕が明確に残る。 素地：灰黄褐色 雲母 乱

一鉢
LJ 

口唇部・丸い。 外面：黄褐色 白色和19 ， 口緑部． 内反する。 [lク[l
外面：削り、磨き

内而 ．灰黄色 黒色粒・赤色粒
南側 3

内面：栴で 層
文様櫛描波状文。 素地：黄灰色 雲母

浅 ロ
32.2 

口唇部． 平ら。 外面．指圧
外面’灰黄色 白色粒 F'-20 

10 鉢 口緑部：内外に肥序する。 ロク U 内面．撫で
内面：黄褐色 黒色粕・赤色粒 表土・撹

索地’灰色 雲母 乱

注 「一」 ：計測不可
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第33表 陶質土器観察一覧 単位.cm 

図 番
r:lf蚤

器種 部位 器高 特徴 成形 阻整 器色 混人物 出土地号
虹径

11 揺
32.1 U唇部．平ら 。

外面：磨き
外面：橙褐色

白色粒 M-23 
口 口縁部．外反し、それから外側へ水平に折れる c ロク 叫村面：撫て

内面．暗橙褐色
黒色粒・赤色粒 表土・撹乱鉢

内面.I世かに拙り目を残す。口唇付近に（菫かな煤が(,J着¥ 索地．赤褐色

10.0 
口唇部：丸い。

外面：暗赤褐色
白色粒 1-24 

第 l2 碗口 口縁部：外反する。 ロク E両面’磨き 内面 ：赤褐色
焦色粒・赤色粒 北側 3層

50 素地：暗赤褐色

図
外面：指圧 両面：暗褐色 白色粒

・ 13 瓶頸 口縁部付近：僅かに煤が付着。 憮で 内面：撫で 素地：暗黄褐色 焦色粒・赤色粒
イ姐月

図
版

l5.2 白色粒
39 n唇部• 平らで、外側に肥/'Iする。 外面：削り、憔で 両面：灰黄色 し19

14 森 口 文様， 111,1部に菊花文の印刻が僅かに残る。 憮で 内面：撫で 索地：黄灰色
黒色粒・赤色粒 南側 1屈
雲母

I or 
口唇部’外側に丸く肥厚する。 白色粒鉢 16.2 

外面：削り、磨き 両面：橙褐色 M-22・23 
15 口 口緑部：外反する 。 ロクロ 内面：撫で 索地：灰橙褐色

黒色粒・赤色粒
表土・撹乱

その他．僅かに煤が1寸着。 雲母

5,0(1: 頁径）
内面：成形・紺整が雑。 外面：憮で、磨き

外面：灰褐色 白色粒

1 鍋 項 外面．多盤の煤がf;j着。 0ク0内面：憮で
内面：灰黄褐色 黒色粒・赤色粒 不明

索地＇灰色 雲母
の

上面演褐色 白色粒蓋 端部：丸い。 桔積 上面：磨き (T頁部） K-22 
2 端 17.6(端径） 両面：輪積み痕が明確に残る ， Clクtl下而：樵で

下面.II音黄褐色 黒色粒 ・赤色粒
ピット 1

索地．灰茨褐色 雲母

3 手焙 面： tLを一つ確認（欠tJ1している為、一部分のみ）。 両面：灰黄色
白色粒

J-北1{9!!) 4屑り沿 端 その他．手焙りの可能性あり 。 撫で 両面：憔で
索地：灰色

黒色粒・赤色粒

雲母

4 被蓋せ
撮み．高台状の撮み？（欠損している）。 t面：黄褐色 白色粒

端 拿部：緑に暗橙祖色の塗料が登られている。 Dクロ 両面．磨き 下面：橙褐色 黒色粒・赤色粒 悦乱

120(澁径） 端部：下面を平らに成形。その他,lli[のi>J能性も考えられる． 索地：暗黄褐色 雲母

5 落と 項～
9.9(端径） 撮み．欠捐。 上面 ．灰黄色 白色粕

1-28 
し葱 端 2.7 端部．丸し,, 撫で 両面．撫で 下面．黄褐色 黒色粒・赤色粒

南側 3層
5.0(底任） その他：クイ 産半練土器に類似． 素地：黄灰色 雲母

端～ 上面：乎らに成形。 両面：暗黄褐色
白色粒

6 底 底部：高台から端部への移行が急。 0クd両面．憮で
素地：灰色

黒色粒・赤色粒 不明

蓋
8.8 雲母

I 

上面：撫で 白色粒
端～

14.0(端径）
上面：中央部が（直かに窪む。 両面．暗赤褐色

L-22 
7 底 底部：高台から端部への移行が緩やか． 0クC1下面：磨き

素地：灰赤褐色
慰色粒 ・赤色粒 逍構（媒拭

忘台：内血に削り 籾殻 巾部）

把手・ Rを設けているようである。 両面 ：暗黄褐色
白色粒

H-25 
8 外耳 その他：急須の可能性あり。 枯積 把手：暦き

素地 ：黄灰色
黒色粒・赤色粒 lfl側 l層
雲母

白色粒
把手．丁宗に成形。 両面：赤褐色 H-27 ， 把手 焼成：良好で硬質。沖縄産無釉陶器に近い質。 削り 把子：磨き

素地：赤褐色
黒色粒・赤色粒 南側 l冴
雲母

第
I 

外面：黄褐色 白色粒
51 10 胴 胴部：筒状のものが貼付されていたようである。 〇ク0匝面：撫で 内面：暗黄褐色 焦色粒・赤色粒 撹乱
図

素地：黄灰色 雲母• I 

端部．丸し 9。 上面：灰赤褐色図 外面’憮で 白色粒
版 lJ 脚 焼成：良好で硬質。沖縄産無釉陶器に近い質。 [Jクロ

1村而．磨き
下面：黄褐色

黒色粒・赤色粒
撹乱

40 その他．脚の可能性あり 。 素地：黄灰色

白色粒
底部 低い高台を有する c 外面：府き、憮で 両面：橙褐色 F-20 

12 その他．火炉の底部、または鍋蓋の可能性あり。 ロク 0内面：撫で 素地：灰褐色
烹色粒・赤色粒

表土・撹乱

底 9.8 雲llJ:
胴部：底部付近に圏線を巡らす．

蛉積 外面：削り、1gき 両面．暗黄褐色 臼色粒 F-22 I 
底部：高台を有する。13 ロクロ 内曲：撫で 素地：灰色 黒色粒・赤色粒 表土・撹乱

11.0 その他．火炉の可能性あり。

不
底部：直線的に立ち上がる。

栓積 外而：削り、暦き、撫で
外面：暗赤褐色 白色粒

14 明 底面’糸切り痕。底而の殺には削り ．
ロクロ 内面：憮て

内而’橙褐色 馬色粒・赤色粒 撹乱

11s 14.0 その他：火炉・鉢の可能性あり。 素地’赤褐色 雲母
I 

底部’やや膨らみを持ちながら立ち上がる c

両面：黄褐色 白色粒
15 

u 胎土：他の陶質—T器に比べてやや粗い。 輪積 両面：撫で 撹乱
素地：灰黄褐色 焦色粒・赤色粒

15.1 その他：火炉．鉢の可能性あり。

底部：底面に糸切の痕が残る J

外面：灰橙褐色 白色粒

16 その他：対応器種は不明。 ロクロ 両面．撫で 内面：灰黄褐色 黒色粒・赤色粒
不明

5.1 索地：灰色 雲母

外面：暗黄褐色
底部・ 底面を丁啄につくり、稜が明確。 餘禎 外面：樵で、磨き 白色粒

17 底
その他：火炉・鈴の可能性あり。 ロク C内面：憮で

内面：赤褐色
黒色粒・赤色粒

不明

I m 8.2 素地：灰黄褐色

邸部．稜が不明確。
外而：箆磨き、撫で

外面：黄灰褐色
白色粒 K-24 

18 文様．胴部に一条の細い圏線。 輪積 内面：撫で
内面：黄褐色 黒色粒，赤色粒 表：K・撹乱

KS その他．火炉．鉢の可能性あり皇 素地：暗黄褐色

上面：欠損で不明
外而：暗灰色 白色粒

N-25 
19 底 胚部上面．中央部に孔を設ける書 不明 下面 ：磨き

内面’灰黄色 馬色粒・赤色粒
南側 3暦

5.2 素地’黄灰色 雲母

外面：暗黄褐色 白色粒
端～ 上面：憮で M-21 

20 誌
蘇部上面．中央部に孔を設ける。下面．中央部が1!!1む。 不明 下面：磨き

内面’黄褐色 黒色粒・赤色粒
丸溜まりC

6.5 素地：灰黄褐色 雲母

注 「一」：計測不可
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第49図陶質土器 (1)
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第22節瓦質土器
ここで扱う瓦質土器とは、胎土は精選され、混入物に砂粒・白色粒・黒色粒・赤色粒・雲拇などを含み、ロク

ロ引き・輪積みによって成形されたものを指す。また、焼成が悪い為、触れると粉末が付着するものが多い。上

記のような特徴は陶質土器（アカムヌー）と同じである。しかし、アカムヌーは壺屋で「赤物」と称され註l、主

に橙褐色や黄褐色を主体としているが、瓦質土器は焼成後の状態が瓦と似ており、暗灰色や黄灰色を主体として

いる 。また、陶質土器は火炉・鍋・ 急須・灯明などの火を使う器種が多いが、瓦質土器は火を使わない植木鉢・

揺鉢などの器種が多く、大型の器物が見られるのも特徴である。今回の調査では植木鉢．揺鉢．鉢・蓋．瓶・ 飾

り物・火炉（火炉 I・II、奈良火鉢）などの器種が確認できた。また、器種は特定できないが特徴的な破片も併

せて掲載した。各器種の特徴は下記に、個々の資料の詳細は第35表の観察一覧に記している。

植木鉢 第52図 1-5は底部から胴部へ膨らみをもって至り、口縁部は内反する器形で、口縁部や胴部に数条

の波状凸帯を貼付し、その間に草花浮文、牡丹唐草文などが印刻される。今回は水抜きの穴を設けている底部資

料が確認できなかったが、類例iHから用途は植木鉢と考えられる。

播鉢 第52図 7-9は底部から直線的に外傾して口縁部へ至る器形で、器体の内面に数条の揺り Hを施す揺鉢

である。

蓋 第52図11は、頂部が扁平で、底部には高台状の脚をもつ蓋である。どの器種に対応する蓋であるかは不明

である 。

瓶 第52図12は狭い口径をもつ口縁部片で、用途は不明だが、形態的特徴から今回は瓶として扱った。

鉢 第52図 6は口縁部が外側へ水平に折れる器形で、口縁の外部に二条の波状凸帯を貼付している。同図10は
底部から胴部へやや膨らみをもって至り、口縁部は僅かに内反する器形である。以上の二点、用途は不明だが、

形態的特徴から今回は鉢として扱った。

火炉I 第52図13は胴部が僅かに膨らみ、口縁部は内反する器形で、口縁付近には半月状の火窓を設けている。

胎土の特徴は土器のようであるが、焼成が良く硬質である為本項で扱った。同図14も胴部に膨らみを持ち、口縁

部が内反する器形であるが、同図13に比べて口径は大きく浅い器体である。口縁部には二条の凸帯を巡らし、そ

の間に不明瞭ではあるが縦の凸帯が梯子状に施している。同図15は胴部が膨らみ、口縁部は直口する器形で花弁

状の丁寧に作った火窓を設けているのは特徴的である。

火炉II 第53図 1-4の資料。 喜友名貝塚・喜友名グスク印では陶質土器の火炉で報告されているものである。

前例を踏まえれば陶質土器として扱う資料であるが、陶質・瓦質の区別が判然としないため、今回は本項で扱っ

た。器体は上面観が円形になる部分と、そこから突出した上面観が方形となる部分の 2つで構成される。同図 l
は上面観が円形になる部分の口縁部で、器物を乗せる突起が貼付されている 。同図 2はその底部である。同図 4
は上面観が方形になる部分で、口縁部は外側に折れて張り出している。同図 3も形態的特徴から同図 4と同様の

器物の底部と考えられる資料で、高台を作っているのが特徴的である。

奈良火鉢：第53図 5-8は、中世後期に大和国内において生産された奈良火鉢iいに類似する資料である。奈良

火鉢は全国範囲で流通し、それを各地で模倣した在地産の「模倣奈良火鉢」も生産され、在地圏内で流通してい

たようである。今回の資料が本来の奈良火鉢、あるいは模倣品なのか判断し難いが、奈良火鉢の範疇に属するも

のとして本項にて扱った。今回の調査で出土した資料には、奈良火鉢にみられる菊花の印刻が施されているもの

が確認できた。同図 5・6は底部から直線的に口縁部へ至り、上面観が方形の角鉢になると考えられる資料で、

同図 5は口縁部付近に菊花の印刻を巡らせ、同図 6は胴部に菊花の印刻を無秩序に施しているのが特徴である。

同図 7は細片の為、全形は窺えないが、 二条の凸帯の間に菊花の印刻が施されている口縁部である。同図 8は底

部から直線的に口縁部へ至る器形で、胴上半と胴下半に四条ずつ凹線を巡らし、その間に菊花の印刻を施してい

るのが特徴である。

器種不明 第53図 9は全形が窺えない為、器種は断定し難いが、形態的特徴から鉢と考えられる口縁部片であ

る。同図10・11は器種が不明な底部片である。同図10は底径が小さく、直線的に口縁部に至る器形で、同図11は
同図10とほぼ同じ器形であるが、底径が大きく、底面の稜を明確に作っている 。同図12は器物の突起と考えられ

る資料であるが、全形が窺えない為、詳細は不明である。同図13は獅子頭を模して造形した資料だが、全形が窺

えない為、詳細は不明である。

第53図14-17は印刻が施されている破片資料である。細片の為、全形は窺えないが、特徴的な資料を掲載した。

同図14は口唇部が外側に肥厚し、その下に四方繁文の印刻、同図15は口縁部が内反し、口唇部付近に貼付された
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凸帯の下に印刻が施されている。同図16は胴部が外傾して、口唇部付近に貼付された凸帯の下に印刻が施された

ものである。同図17は部位も不明の破片だが、文字のような印刻が施されている資料である。

＜註＞
註 1: 「沖縄大百科事典 上巻」沖縄タイムス社 1983年

註 2: 「湧田古窯跡 (II)」『沖縄県文化財調査報告書」第121集 沖縄県教育委員会 1995年

註 3: 「喜友名貝塚・喜友名グスク」『沖縄県文化財調壺報告書」第134集 沖縄県教育委員会 1999年

註 4: 「概説 中世の土器・陶磁器J中世土器研究会 1998年

第34表 瓦質土器出土状況

出土地 表 畦 南側 北側 地 基 コ方 コ 石 石 溝 溝 溝 溝

土 1 2 3 4 3 4 山 燈 I 形 I 列 垣 状 状 状 状
層 層 層 層 層 層 直 ラ掘 ラ D A 遺 遺 遺 遺

撹 上 ）レ 込 ）レ 構 構 構 構
乱 敷 み 敷 A B C D 

A 遺 B 
構

器種・分類

直口 口縁部

印花 口縁部

内湾 波状文 口縁部 2 2 2 1 I I 1 1 

! 無文 D縁部 1 1 

逆L字 口縁部 1 

有文 胴部 6 1 3 3 4 1 1 2 1 

その他 口縁部 1 1 I 

底部 6 2 1 1 1 1 1 

胴部
揺鉢

底部 1 1 1 I 1 

口縁部
鉢

口～底

蓋 口縁部

瓶 口縁部 1 

大型 口縁部 1 

小型 口縁部 2 1 1 

口～底 2 

火炉
そ

口縁部 2 1 

の 胴部 1 
他 底部 4 1 2 1 

足付きI底部 2 

口縁部 2 1 1 1 1 

器 胴部 ， 2 I I 1 2 5 2 I 1 1 1 
種

底部 I I I 1 I 
不

明 脚 I 1 

有文 I不明 3 1 2 1 6 1 1 1 

合計 43 叶11 10 13 si 4 15 4 1 6 3 3 2 2 2 ii 21 3 
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溝 溝 瓦 円 ピ 遺 不

状 状 溜 弧 ツ構 明

遺 石 ま 状 卜

構 列 り 遺 合

E C 構
計③ 

1 1 

1 1 

7 1 2 21 

1 3 

1 2 4 

5 1 1 6 35 

2 5 

3 1 17 

1 I 1 3 

1 3 ， 
l 1 

I 1 

l 1 

1 

1 

4 

1 1 4 

1 2 6 

1 

1 I 2 12 

2 1 5 

1 1 8 

1 8 3 1 14 3 

2 54 

1 7 

I 1 4 5 27 

I 1 33 1 11 9 44 235 



第35表 瓦質土器観察一覧 111(,):"' 
LI怪

I 図番号 器種 部位 e命•古四 特徴 成形 潤整 器色 浪入物 出土地
庇径
28.9 口唇部．平ら（浅く凹圏線）。口緑部 内側に肥厄，

外面．憮で
外而：黄黒褐色

赤色粒I 文様：三条の波状凸帯文を廻らし、その下に牡丹唐草の ロクロ 内面：黒褐色 L-25遺構
印刻を施すC

内面：撫で、指圧
紫地：灰黄褐色

黒色粒

30 8 口唇部’平ら（浅く凹圏線）。口縁部：内側に肥厚。 外面：黒褐色 白色粒
2 文様：口縁1こ二条一組、胴下部に一条の波状凸帯文を廻ら ロクロ

外面 ’撫で
内面 ：灰褐色 赤色粒 H・I-27地山直上

し、間に印亥l」を施す．
杓面・ 撫で、指圧

素地：灰黄褐色 黒色粒．徳母
植 口唇部乎ら（浅く凹圏線）。口縁部 内側に肥厄。 外面 ・黄褐色 白色粒

外面撫で、磨き3 木 ロ す文様n ’口縁に二条一組、胴部に一条の波状凸帯文を溜ら ロクロ 内面・ 黄褐色 赤色粒 M-27南側 4層
it> 内面：撫で

案地．灰黄褐色 黒色粒．雲母
34,0 口昏部．乎ら。口縁部 内側に肥厚。 外面 ：暗灰色

4 花文様の：口緑施に二す条n 一組の波状凸帯文を廻らし、その下に菊 ロクロ
外面’撫で

内面：黒柑色
赤色粒 M-25南側 3階

印刻を
内面撫で、指圧

素地：黄灰色
焦色粒

I 
口昏部：平ら（浅く凹圏線）。口縁部 内側に肥原。 白色粒

5 文様’口縁部に二条一組の波状凸帯と一条の波状凸帯を Uク[1両面憮で
両面：暗灰色

赤色粒 M-21瓦溜まりC
徊らす。 素地：黒灰色

黒色粒、雲母

口唇部’平ら（印刻が施される）。 両面．暗灰色
訂色粒

fi 鈴 口 0クロ 両面’撫で 赤色粒 H-22遺構口縁部に二条の波状凸帯を巡らす。 索地：暗赤褐色
黙色粒、雲母

26.2 口唇部’平ら。 外面：黒灰色 い色粒（徴砂粒）

第 7 ロ 口縁部外傾する。 ロクロ 飼面：撫で 内面： I憎黒灰色 赤色粒 J-19北側 4層

52 揺り目：全体的に等間隔で施す＾ 紫地：灰色 焦色粒、 雲母

図 揺 底部底面を明確につくる。
外面．箆削り ・箆撫 外面：暗灰色

赤右色色粒粒8 $$ 襦り目’六条一組で施す。
憮でで 内面．黄灰色 M-21瓦溜まり C

図 底
16.8 内面．撫で 索地．灰色 焦色粒こ雲母

版 庇邸； t~ 面を明紺につくる．
外面．灰黄色 白色粒

J(.・L-18北側 4層41 ， 
ばり ti: 全体的に?tiこ厖す．

憔で 両面撫で 内面： 灰色 赤色粒
+I-17コーラルB13.2 紫地：暗黄褐色 黒色粒

ロー
13 6 口唇部：平ら。口縁部’やや内反する。

価面：黄灰色
白色粒

10 鉢 5.2 底部，底面の稜は不明確。 撫で 両面’撫で 赤色粒 L・M-21遺構底
12.4 文様：口緑部外面に一条の圏線・

索地：灰色
黒色粒、雲母

頂～
10.8 (端径）

底部・高台状の脚を持つ。 外面 ：磨き 両面：黄灰色
白色粒

11 蓋
端

1.5 (裔さ）
その他．底台内部以外は全体的に磨かれている。

憮で
内面；磨き、憮で 索地；灰色 赤色粒 1-17ピット 1第2層

M(峠径） 黒色粒.-≫ 母
48 

口唇部：乎ら（口唇に段差をつくる）． 両面：灰色
1臼色粒

12 瓶 口
口縁部：やや外反する．

憮で 価面．撫で
索地：灰色

赤色粒 1-20畦
患色．粒

27.0 口唇部．平ら。口縁部 内反する。 外面 ：撫で、削り 、磨 1内外面ilii: 暗黄褐色 白色粒
13 火窓： 三日 月状の火窓を設ける。 憮で き

'暗汝灰紺色
赤色粒 H-23溝状遺構A

その他 内面には煤が付行。焼成が良好， 内面．憮で 削り 素地： 色 J贔色粒
火 300 口唇部平ら。 外面 ・； n灰;焚色褐色 白色粒

14 炉 口 口繰部．内反する。 撫で
外面．撫で．磨き

赤色粒 1-27溝状遺構D+I-27撹乱
I 文様：梯子状の凸帯を巡らせる。

内面・ 撫で
1紫疇地 ・：黒灰色 黒色粒、雲母

34.0 
口唇部・ 平ら。一に作条口縁のる部。倦I、・ 直口。

外面，橙褐色
赤白色色粒粒、 籾殻15 火窓．花弁状 憮で

外面 ：撫で、磨き
内面．暗褐灰色色 H-22 • 23方形遺構

文様口縁に のる。閲線その他：籾殻を混入．
内面 ：撫で

素地：黄 黒色粒． 雲母
口唇部：平ら。 外而・ 黄褐色

白赤色色粒粒1 ロ 突起 大きめの突起を内fltlJに貼付する。 撫で 両面撫で 内面．暗貨褐色 F-20表土・撹乱

I 
その他：器体の肉l!l!Iに多国の煤が付羞している≪ 索地：灰黄褐色 黒色粒、雰母

底部：稜は明確ではない。 外面’撫で、箆削り 両面：橙紺色
白色粒

2 火 底 輪積 赤色粒、籾殻 F-20表土・撹乱
炉 その他籾殻が混入されている． 内面．撫で 素地：灰橙祖色

黒色粒．雲母
［ 

口唇部’平ら。 外面：灰黄褐色 白色粒Il 
外面 撫で、磨き3 口縁部，やや膨らむ。 撫で 内面 ：暗灰黄褐色 赤色粒 M-21瓦溜まり C

ロ～ 底：瓦台を作る、
1勾面：撫で｀削り

紫地 ：灰担色 凪色粒、四母
底 口唇部平ら。 外面 ：黄褐色 白色粒

4 口縁部’外側に張り出す。 憮で 両面’撫で 内面 ：暗黄褐色 赤色粒 撹乱
底部．稜は明碩ではない會 素地 ：灰色 黒色粒、芸母
口唇部’平ら。

外面：撫で 両面：灰色
白色粒

5 ロ 口縁部：やや外傾する。 憮で
内面：暦き 素地：灰色

赤色粒 不明
文様・ 口縁付近に菊花の印刻を廻らす。 黒色粒、項；母
口唇部．平ら。口緑部．やや膨らみをもって外傾。 外面 ：暗灰色

赤白色色粒粒6 奈
口～

10 0 底部：底面を明確につくる。
輪積 外ilii:暦き

内面 ：灰色 不明底 ロクロ 内面 ：箆撫で
良 文様．菊花の印刻を無秩序に施す。 ぶ池 ：灰色 黒色粒．芍母
火

赤白色色粒粒7 鉾 文様．二条の三角状凸帯の間に菊花の印刻を施す。 撫で 両面．陪き
飼面：黄褐色

L-19南側 4層
紫地：灰色

焦色粒I 口
16.4 口唇部舌状。口縁部’ぽほ直口。 外面：橙灰褐色 色色粒

第 8 文様 胴上半と胴下半にそれ刻ぞれを四条ずつの凹圏綜 輪積 面面・撫で 内面．暗黄灰色 赤黒色粒 L-25遺構
53 を遡らし、その間に菊花の印 施す。 素地：灰色 色粒図

外ilii:暗灰色 白色粒
図 ， ロ

口唇部尖る。
ロクロ

外面：磨き
内面： 灰色 赤色粒 H-28南側 l層口縁部．外反する。 内面；撫で

版 紫地：黄灰色 黒色粒

42 胴部．やや膨らみを持って立ち上がる。
I外面：灰黄色 白色杓

lO 器
底部底面の稜は不明確。 撫で 両面：撫で 素内面地 ：灰色 赤色粒 K-23南側 2層

種 66 ：黄褐色 黒色粒．雲母
不 底

外面：灰褐色 白色粒
11 明 底部・底面を明確につくる。 輪積

両面’撫で 1柑面 ：黄灰褐色 赤色粒 K-16表土・ 撹乱
11.2 

その他：輪積みの痕がはっきりと残る。 ロクロ
紫地；灰色 黒色序丸雲母

白色和
12 突起

器物の突起もしくは飾り物の部品。
不明 磨き、削り 暗黄褐色 赤色粒 不明その他．煤が所々に付行。

黒色粒．謳母
節

両面 ：橙褐色
白色粒

13 り 不明 飾り物．御子頭を造形したものである C 撫で 外面．撫で、削り
素地：橙灰色

赤色粒 1-28南側 3層
物 黒色粒

文様：凸帯の下に四方繁文の印刻を施す。 外面：灰黄褐色
白色和

14 
その他：内面は全て欠損している。

撫で 外面：憔で
素地：暗黄褐色

赤色粒 K-18撹乱

黒色粒．栞母IJ 
口唇部．平ら。口縁部．内傾する。 外面’灰色 白色粒

15 器 文様 凸帯と浅い凹線の間た痕に跡印刻をを施す。 ロク U
外面：磨き

内面： 白灰色 赤色粒 K-1暉
種 その他：内面に，kを受け 残す。

内面 ：撫で
素地 白 黒色粒

不
外面；磨き

外面：択褐色 I赤白色色和粒 rL--1199北;側 l層＋16 明 胴 文様．凸帯の下にen刻を施す。 撫で
内面：撫で、磨き

内面赤褐色
北側 4層

素地．黄褐色 黒色粒
白色粒

外面 ：磨き 両紫面地 ：黒褐色17 不明 文様・ 文字と取れる印刻が施される。 不明 赤色粒 不明内面：撫で ：灰色
黒色粒

x 「-」： ilti則不可
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第23節土器
土器は総数で1,049点出土した。うち、 12点を第54図に示した。今回得られたものは宮古式土器に類するタイプ

とパナリ焼に類するタイプに分けられるが、若干異なる点もあるため胎土などをもとに分類した。

I類：砂泥質の胎土で、混和材に微細な白色粒を多く含み、粗い赤色粒がみられる。器面調整にはヘラ磨き

を施す例がある。やや硬質。

II類：砂泥質の胎土で、混和材に粗い白色粒を含んでいる。硬質。

m類：上記 2タイプに含まれないものを一括した。また、滑石混人の胴部片が 2点得られた（小破片のため

図は省略）。

I類は第54図 1・6・8・9である。壺、甕がみられる。 1は口縁部が弱く内傾する甕、 6は口縁が弱く外反

し肩部の張る壺である。 8・9は底部でゆるやかに開く器形をなす。

II類は同図 3-5・7・10である。壺、甕がみられる。 3は小型の壺で口縁は強く外反する。 5は口縁が強く

内湾する甕もしくは無頸の壺である。 4は把手である。 7は胴部片で孔を穿つ。 10は底部でゆるやかに開く器形

である。

m類は同図 2・11・12である。 2は口縁が［く」の字に折れる壺で、 11・12は口縁部である。 12は縄文晩期

（高宮編年前V期）に属するものと思われる。

第36表土器出土状況

K 器穫

表 畦卜 南佃l 北 M 地
壇基コI 

贔贋
コ 石列 石列 石列 石列 石石

石垣c溝状息>構! 構
溝状遺構 溝状石列 瓦溜ま 瓦溜ま

I I 闘鯰品翡
ピ）闊 盃土 レ

層1層2悟31号4 層1 2 3 嘉闊上

I 垣垣 A ロ
ン 層層 ラ ラ A B D E A B 卜

蘭 チ ル ）レ りり
敷

怠構
敷 A B C D A C 

構腐
計

A B D 

口8部 2 2 2 I I I l 2 1 I I 1 3 19 

壺
引部 2 I 5 I I I I l 2 3 3 2 23 

胴部 130 15 2 56 96 108 19 18 5 29 17 12 1 15 •5 2 2 I 19 l 5 I S 19 3 6 20 I I 43 I I 36 22 174 931 

民部 2 I 3 3 I 2 I I 2 2 5 I 1 I 26 

深外 口！剥部 I I 

• I~ 部 I I 3 5 3 I I 3 1 I 2 I I 2 9 35 

梵0澤
J.f l I 2 

嗣邸 2 2 
不,,1 I I I 1 I I l 7 

器ィヽ． 椎I計石況人 尉栢 2 2 
IりII,,m 胴部 I I 

合計 138 16 3 62 111 118 21 20 5 30 25 14 2 18 50 2 2 1 22 I S I 5窃 4 6 26 2 l 49 I 2 l L 43 27 192 l049 

注 「＋」：接合の意

第37表土器観察一覧 単位： cm 

図番号 品種 部位 分類 計測値 観 察 事 項 出土地

1 甕 I 口径： 17.2 内傾する甕。粗い赤色粒を含んでいる。内面は指押さえ、撫でがみられ K-27地山直上+K-28南側
る。外面は不明。 4層

2 .,., 罪 口縁部 皿 口径： 17.6 口縁が「く」の字に折れる。内外に指押さえ。微細な黒色鉱物を含む。 K・L-17・18 溝状退構D
I 

3 口径： 9.7 口縁が強く外反する。内外に指押さえ、口縁部に撫でを施す。 K-20 コーラル敷A

4 耳 II 小型の把手。ヘラ磨きを施す。 L-26 遺構
I 

甕or壺
5 口径： 15.4 

きつく内傾する器形。甕もしくは壺。外面はヘラ磨き、内面はヘラ磨き M-20 石列D+K-22ピット1

第 口縁部
と指押さえ。口唇部は平坦に形成する。

54 
6 壺 I 口径： 24.3 

口縁が緩く外反し肩部が張る。口唇部は舌状を呈する。外面は口縁に撫
L-27 溝状遺構D

図 で、肩部にヘラ磨きを施し、内面は撫でを施す。

7 胴部 [] 有孔胴部。焼成即の穿孔と思われる。内外とも撫でを施す。粗い白色粒
H-22 方形掘込み遺構

鳳 を多く含む。

8 底径： 16.5 
緩く開く器形で、角をもって立ち上がる。外面は細かなヘラ磨き、内面 L-20 石列D43 は撫でを施す。

不明 I ， 底部 底径： 14.0 
緩く開く器形で、角をもって立ち上がる。外面は細かなヘラ磨き、底面 L-21 瓦溜まりC

I 
・内面は撫でを施す。微細白色粒を多塁に含む。

10 II 底径： 10.4 ゆるやかに開く器形で、ルーズに立ち上がる。内面はナデを施すが外面は不明。 L-21 瓦溜まりC

11 深鉢
縄文晩期の土器。口縁が直立する。砂質の胎土で微細な白色粒を多く含

L-17 ピット 1
む。内外とも指押さえ。

口縁部 [I] 
泥質の胎土で、混和材は目立たない。口縁が緩く外反し、口唇部を平坦

12 甕or壺
にする。内外とも撫でを施す。

L-21 表土・撹乱

注「＋」：接合の意
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第24節類須恵 器
類須恵器は 8点得られ、第55図 1-5に示した。確認できた器種は壺、碗がある。カムィ焼古窯跡採集の資料

と検討した結果、類似した特徴を持つものと思われる。観察事項等は別表に示した。

同図 1・2は壺である。 1はナデ肩で甕形の器形に近い。口縁部は弱く外反し、丸く肥厚する。焼成は悪く、

器面は粗れている。 2は口縁部が大きく外反するタイプで、口縁部は丸みを帯びた三角形である。口唇部には浅

い凹線を礁らせる。同図 3は碗である。薄手で口唇部は丸く形成する。同図 4・5は器種不明の胴部で、いずれ

も壺であろうか。 4は内外ともタタキの痕が明瞭である。 5は積み痕が確認できる。

第38表 類須恵器出土状況

＼ 出土地 表 南側 北側

土 石
遺

A ロ

3 2 4 列
構

撹 層 層 層 E 計

器種
＼ 乱

碗 口縁部 I I 

口縁部 2 I 3 
壺

胴部 I 1 1 1 4 

合計 3 l 1 1 1 1 8 

第39表
図 番号 器種 部位 法量 観察事項 出土地

1 
口径 囮整：ロクロ。混利材：黒色、ガラス質の鉱物徴

1-27南側 3層
症一量工 ロ

16.0 粒。色閤：内外は淡灰褐色、断面は黄褐色。
第 口径 調整：ロクロ。混和材：わずかに黒色鉱物粒c L・M-19 
55 2 縁

13.6 色調：淡灰色。 畦清掃
図 部

口径 胴整：ロクロ。滉利材：わずかに白色微粒。
3 碗

12.8 色調：内外は淡暗褐色、断面は褐色。
不明

図
版 4 

調整：叩き。混和材：わずかに白色微粒。
北側 2層

43 I 
不 胴 色調：内外は勁褐色、断面は黒褐色c

5 
明 部 調整：ロクロ、叩き？滉和材：t丑i粒。 K-16北側 4層

色調：内外は勁褐色、浙面は暗褐色。

類須恵器観察一覧 単位： cm 

注「一」：計測不可

~ --{) 
I I 

2 

第55図
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第25節土製品
土製品としたものを、第56図に示した。いずれ

も瓦質である。第56図1と2はどちらも中央を穿孔

し、 1が26g、2は20gとなっている。中央の径は1

が7mm、2は3.5mmと後者が細いが 2は製作途中な

のか貫通していない。用途は土錘が考えられる。

1はL-18北側 3層、 2はI-21ピット 106より出土。

第56図3は破損しているが端部を丸く、断面は

平坦に成形されているもので、用途不明である。

I-28南側 3層より出土。
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第26節円盤状製品
今回円盤状製品として扱ったのは、これまで同名で呼称されている、陶磁器等を円形に打割調整した二次利用

品である 。本地区では、 276点が出土している。素材には青磁、白磁、中国産褐釉陶器、染付、沖縄産施釉・無

釉陶器、陶質土器、瓦質土器、上器、瓦、天目茶碗、本土産陶磁器などが使われている。大きさは、 1~9cm台

までと幅があるが、主体となるのは2~4cm台で、天界寺跡 (I) と同じ傾向を見せる。

また素材の中で碗や皿等の底部を利用したものには、高台を残すタイプと割り取るタイプがあるが、本地区で

は16点の底部利用品の内、 13点が前者にあたる。（表中「厚さb」は高台を含めた計測である 。）

以下に各部分の法量一覧と、出土状況をまとめた。

第40表 円盤状製品法量一覧 単位： mm/g 

図 番
素材（器種）

長径 短径 厚さ 厚さ 重さ 使用
完・破 出土地

版 芍ロ (mm) (mm) a(mm) b(mm) (g) 部位

1本土産か（皿） 88.7 46 12.8 53.7 底部 破 基壇

2青磁（碗） 60.7 58.4 12 19.2 70.2 底部 完 H-20ピット 25

3沖縄産施釉陶器（鉢か） 64.6 61.7 14.5 69.7 底部 完 表土撹乱

4平瓦 62.1 59 12.4 50.8 胴部 完 表土撹乱

5染付（碗） 48.7 47.7 3 11.7 18.5 底部 完 基壇

6黒釉陶器 （碗） 44.4 42.1 13 33.6 底部 完 南側 2層

第 7平瓦 49.3 48.1 14.1 36.3 胴部 完 M-25・26ピット2

57 8沖縄産無釉陶器（揺鉢） 40.2 39.8 8.6 14.6 胴部 完 ]-12ピット 5

図 9白磁（小皿） 37.4 34.1 6.5 9.6 13.2 底部 完 撹乱

10 本土産陶器（揺鉢） 41.2 39.1 7.6 13.6 胴部 完 撹乱

図 11 染付 33.2 32.3 6.6 10.1 胴部 完 不明

版 12 中国産褐釉陶器 28.4 25.8 7.6 8.1 胴部 完 南側 2層

44 13 染付 28.8 26.1 5.2 4.7 胴部 完 南側 l層

14 中国産褐釉陶器 29.6 29.1 7.2 8.7 胴部 完 溝状遺構D

15 沖縄産か（瓶） 24 23.6 5.4 3 胴部 完 南側 3層

16 陶質土器 24.4 24.4 3.9 2.4 胴部 完 撹乱

17 青磁 17.4 16.6 5 1.9 胴部 完 不明

第41表 円盤状製品出土状況
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第27節煙管
本地区では総数17点が得られ、材質には陶器製、磁器製、瓦質、青銅等が見られる。形態では、火皿、羅宇、

吸口をつなげて使用する羅宇煙管と延べ煙管の二つがあるが、延べ煙管は1点のみでその他はすべて羅宇煙管と

なっている。また羅宇煙管の火皿にはパイプ形と、釣鐘形がある。各部位の計測と共に概要を以下に記した。

その他の煙管の出土状況は、陶製では無釉がM-23表土から1点、 N-25南側3層より 1点、 L-24南側3層より 1点、施

釉では撹乱部から1点出土している。青銅製では、出土地不明が2点、 L-22礫集中部より 1点である 。これらはす

べて雁首である。

第42表煙管観察一覧

番 材
羅宇

方ロ
部位

質
火皿 接続 吸口 高さ 長さ 観察 事 項 出土地

部

陶 1.8 1.4 
一部欠損するが、ほぼ完形の火11Il。火皿は八角、胴部は七角

1 雁首
製 1.3 0.8 

1.3 4 で成形されている。焼成時の火の受け具合で黒味を帯び、内 1-22北側3層

面は暗褐色を呈する。

2 雁首
陶 1.9 1.6 

1.5 
火皿、胴部とも八角で成形。外面には自然釉と思われる黒色

不明
製 1.2 0.7 を呈する箇所がある。内面は暗褐色。

3 雁首
陶 (1.5) (1.5) 

(3.4) 
全体的に丸みを帯びた雁首。厚みも3-4mmと図 2・3と比べ薄

不明
製 (1.1) (0.7) 手である。

磁
1.2 羅宇接続部分は内側に一段稜をつくる。外面は成形時の指ナデ

4 吸口 器
0.9 

1.3 
がされ、全体に黄緑色の釉が掛かる。

不明

製
第

瓦 (2.1) 破八い片角るでにはなあるかるがと大思わきれめのる。火皿内緑外は面熱のは面た取め灰り褐さ色れ、に全変色体でしはて58 5 雁首
質 (1) 

J-28南側1層
図

6 雁首
瓦 (2.2) 7.8 

1.8 2.2 
よく使用されていたのか内側や火皿の縁、 羅宇接続部分の周

石列D
図 質 (1.1) 辺まで煤けている。

版 青
胴の部分が変形 しているが火fil1の完形。火皿の縁は羅宇接続

45 7 雁首 銅
1 1 

1.8 4.4 不明
0.8 0.8 部分より厚い。

製

青 1 火皿の付け根から欠損している。 7よりは若干小ぶりだが浙
8 雁首 銅

0.8 
(1) (3.3) 

面の厚みがある。縦に合わせ目の稜が見られる。
表土 ・撹乱

製

青
0.9 0.7 羅宇接続部分から、吸口に向かって1.5mm、合わせ目の稜が走る。， 吸口 銅 1 7.7 撹乱

製
0.7 0.3 断面は1mm弱と薄手。

胴部～
青

0.6 
火皿上部を欠損する延べ煙管。 植物の笹を模しているのか中

10 
吸口

銅
0.4 

1.3 18.7 央に節のような 2本の稜、その上部には 6枚の薬が彫られて 表土 ・撹乱

製 いる。

単位： cm 
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第28節貝製品
ボタン状製品、碁石の出土が確認された。ボタン状製品はヤコウガイ又はチョウセンサザエ、碁石はチョウセ

ンサザエの蓋を利用したものと思われる。

ボタン（第59図 1-3) 

第59図 1は、直径1.5cm、厚さ 1mmを測る。中央に約2mmの孔を2個穿孔する。両面に光沢があり、裏面には殻の一
部と肋が確認できる。L-26撹乱から出土。

同図 2は、直径1.3cm、犀さ2mmを測る。中央に約2mmの孔を2個穿孔する。表面には光沢があり、裏面には殻の一
部が付着している。 K-22トレンチから出土。

同図3は、直径1.5cm、厚さ2mmを測る。中央に約2mmの孔を4個穿孔する。表面には光沢があり、裏面には殻の一部

が付着している。 K-23ピット 3(撹乱）から出土。

碁石（第59図 4)

同図 4は、直径 2cm、厚さ 5mmを測る。ほぼ正円に整形され、横断面はレンズ状を呈している。僅かに成長線
も確認できる。G-21撹乱から出土。

く参考文献＞

「御細工所跡」 「那覇市文化財調査報告書」第18菓 那覇市教育委員会 1991年3月

第29節骨製品
歯ブラシ・脊椎骨有孔製品・板状製品・骨針・棒状製品・ヘラ状製品・サイコロの出土が確認された。総数35

点の骨製品が得られ、うち22点を第59図に示した。以下個々に詳細を述べる。

歯プラシ（第59図5-8) 

5は、歯ブラシの頭部。残存長2.6cm。植毛の為と思われる小孔が 4列あり、両端と内側の 2列が交互にくる
配列である 。全体に研磨が施されている。頭部の先端は丸い。 M・L-20石列Dから出土。6は、歯ブラシの柄。

残存長10.2cm。断面は四角形を呈する。あまり丁寧な研磨は施されておらず、全体に骨の質感が残っている。柄
は湾曲しており、先端には青銅製の釘の様なものがはめ込まれ、周辺には青錆が付着している。僅かに残った頭
部の状況から孔は、 4列あったと思われる。L-21瓦溜まり Cから出土。 7は歯ブラシの柄。残存長8.8cm。断面

は半円形を呈する。裏にプラスチック製の板状のものが、 青銅製の金具によ って止められている。それは自在に
動き、実用的に使われていたと思われるが詳細は不明。 J-26南側 1層から出土。 8は、歯ブラシの柄。残存長

8 cm。断面は三角形を呈する。柄の先端には、径 2mmの孔がある。本品は出土資料の中で最も丁寧な仕上がりで、
光沢もある。表土・撹乱から出土。

脊椎骨有孔製品（第59図9-12) 

9・10はメジロザメ科の脊椎骨を、 11・12はエイの尾椎骨を利用し、その中央部を穿孔している。 9は被熱

した為か全体的に黒く変色してしヽる。直径2.9cm、厚 さ1.3cm、孔径3mm、 I -21ピット 8から出土。 10は直径2.1
cm、厚さ8.5mm、孔径 8mm、J-27南側 3層から出土。 11・12は2点とも縁を削られている。特に 12は片面の縁

が他の一面よりも一回り小さくなるほどに深く削られている。 11は直径1.8cm、厚さ7呻、孔径 2mm、H-18北側
4層から出土。12は、直径1.7cm、厚さ 8mm、孔径1.5mm、出土地不明。

板状製品（第59図13-20)

牛あるいは馬の骨を研磨整形している。半月状 (13-17) とのべ板状 (18・19)がある。前者に関しては、大

きさが4cm前後とほぼ同じで、図示した中には研磨の著しい箇所があり、その部分が研ぎ出された状態になって

いるものも見受けられる。後者はいずれも破損している為、用途などの詳細は不明である。

13は裏面に骨の海面組織が残存するものの全面に研磨が施されている。特に表面の一端に著しく、擦痕が横位
にはしっている。長さ3.9cm、厚さ 2mm。J-21畦から出土。14も裏面に僅かに骨の海面組織が見られるが、全面
に丁寧な研磨が施されている。擦痕が側面は斜位に、また表と裏の一端に横位にはしっている。長さ3.8cm、厚さ

2 mm。K-23石列Aから出土。15は一端を両面からの研磨によって研ぎ出し、刃部を形成している。他端は欠損。

片面に薄く 二条の溝がはしっているのが確認できる。残存長3.3cm、厚さ 2mm。L-20北側 4層から出上。16は表
裏面にアルファベットの「W」に似た溝が彫られている。擦痕が側面には斜位に、弧の部分には横位にはしって

いる。長さ3.5cm、厚さ2.5mm。J-18北側 3層から出土。 17は形状的にはのべ板に近い。両面のほぼ中央に格子状
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の溝が彫られている。片面のみ研磨が著しいが、一端が両面からの研磨により研ぎ出され、刃部を形成している
が、 15程著しくない。加工途中だったと思われる。長さ4.2cm、厚さ 3mm。K-18ピット 9から出土。 18はのベ
板状を呈し、 一端が隅丸になっている。特に目立ったキズや研磨の痕も見受けられない。他端が欠損している為、
全体の詳細は不明。残存長3.2cm、厚さ1mm弱と非常に薄い。］ー26南側 2層から出土。 19は全面に擦痕が縦横に
はしっている。両端が欠損している為、全体の詳細は不明。残存長5.6cm。出土地不明。天界寺跡 (I) 註 lに類例
資料が報告されている。 20は牛あるいは馬の肋骨を研磨加工したもの。全面に丁寧な研磨が施されているが、裏
面は海面組織が僅かに残っている。正面観は、砲弾状に先端部が尖がり基端部は水平方向に整形されている。ほ
ぼ中央に直径約 2mmの孔が 2個穿たれているが、その周辺に紐ずれ痕は見受けられない。下端の尖っている部分
やその側面には、細かいキズがあり、使用痕かと見られる。実際に握ると手のひらにちょうど収まるぐらいの大
きさであり、実用品ではないかと想定されるが、詳細は判然としない。長さ6.5cm。H-27北側 4層から出土。
骨針（第59図21)

鳥骨の両端を斜めに削いだ形状である。一端が破損しているがほぼ完形品である。中が空洞のためか非常に脆
い。長さ8.6cm。 I-25南側 2階から出土。

棒状製品（第59図22・23)

22は牛か馬の骨を棒状に成形し、一端が先細くなっている。断面形は丸い。長さ11.6cm。L-20北側 4層から
出土。 23は牛あるいは馬の骨を棒状にし、先端部を鉤状に成形している。他端は欠損。断面は扁乎な五角形状を
呈する。現代の裁縫用に使用されている編み針と形状が同じである。残存長約6cm。F-20表土・撹乱から出土。
ヘラ状製品（第59図24)

牛あるいは馬の骨を利用しており、丁寧に研磨が施されている。本品は刃部と柄部からなる。刃部は両面から
研ぎだされており、煤のようなものが付着している。柄は若干のひねりがあるが、非常に握りやすい形である。
先端には径3mmの孔がある。中間部が破損しているものの、全長は約10cm前後であったと推察される。御細工所
跡社2喜友名貝塚・喜友名グスクいに類似資料の報告がある。出土地不明。

サイコロ（第59図25)

牛骨を一辺が約 1cmの立方体に成形し、研磨を施している。全体的に黒く変色している。各面の数の目は浅
く掘られており、大きさや並びは揃っている。対面する数の目を足すと「 7」になる仕組みは現代のサイコロと変
わりない。北側 3層からの出土。サイコロの出土例は勝連城跡iいなどの報告があるが、最近では喜屋武グスクか
らの出土も報告されている。 at5 

不明（第59図26)

牛あるいは馬の骨を利用している。長さ3.3cm。断面形は丸い。らせん状の溝があり、わずかだが磨耗が見ら
れる。何かにはめ込んで使用したと思われるが、実用的なものと言うよりは、装飾的な観が強い。溝以外の部分
には、丁寧な研磨が施され光沢もある。下端に行くにつれ先細くなっており、先端は丸い。詳細は不明。出土地
不明。

＜註＞
註 l 「天界寺跡 (I)」「沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書」第 2某 沖縄県立埋蔵文化財センクー 2001年 3月

註 2 「御細工所跡Jr那覇市文化財調査報告書」第18集 那覇市教育委員会 1991年3月

註 3 「喜友名貝塚・喜友名グスク」「沖縄県文化財調査報告書」第134集 沖縄県教育委員会 1999年 3月

註 4 「勝連城跡」「勝連町の文化財j第 6集 勝連町教育委員会 1984年 3月

註 5 沖縄タイムス朝刊 市町村20面カラー掲載 2002年 2月5B 

く参考文献＞
「湧田古窓跡 (N)」「沖縄県文化財調査報告書」第136集 沖縄県教育委員会 1999年3月

「伊原遺跡」「沖縄県文化財調査報告書」第73集 沖縄県教育委員会 1986年 3月

「首里城跡」沖縄県教育委員会文化課・編 昭和63年 3月

‘ 
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第43表 銭 貨 観察一覧 声位

I番号 銭文 I 銭種 背文 書体
時代 外縁外径 外縁厚 孔径

重さ 完／破 観察事項
初鋳年代 外縁内径 内縁厚 縦X横

出土地

14 元祐通宵 元祐通賓 無文 行書
北宋 24 2.0 7.0 

全体的に青緑色の錆で覆われる。左上にわずか 北側 3層

3.8 完 な欠けがみられる。錆と摩滅のため「賓」が不明
1086年 21 0.5 6.0 

瞭になっているが、判読は可能。

15 〇聖元宵
紹聖元賓

無文 築書
北宋 31 2.0 6.0 

左上と上文字に錆の塊が付着。「聖」「宵」は潰れ 阻-折二銭 1023年 23 0.5 6.0 
7_5 プじ て不明瞭だが判読は可能。銭文と書体から紹聖

元宵折―銭であると思われる。

16 紹聖元宵 紹嬰元官 無文 行書
北宋 24 1.0 7.5 

3.1 完
r賓Jの文字が摩滅により不明瞭だが、他の三文 表土・撹乱

1094年 19 0.9 6.5 字は明瞭に観察できる。

17 元符通賓 元符通宵 無文 行書
北宋 24 1.3 6.0 

3.7 完
保存状態は良好だが、「符」「通」「賓」が摩滅に ローうり敷A

1098年 19 1.0 6.0 より不明瞭である。判読は可能。

18 聖宋元口 型宋元貿 無文 行書
北宋 24 1.5 60 

2 1/2 
左半分が欠損。摩耗のため「聖」「宋」「元」が不明瞭 ビット

1101年 19 0.5 だが、判謡は可能。聖宋元貨になると思われる。

19 崇寧菫賓
崇寧重賓

無文
霰書 北宋 33 2.0 8.0 

完 保存状態が良好で、文字も明瞭。
造成層

当十銭 ？ 1103年 29 0.5 8.0 
7.1 

第 20 大観口賓 大観通賓 無文 楷書
北宋 24 1.3 6.0 

2.4 3/4 
右文字が欠損しているが、「大」「観J「賓」の三 1.:ft側 l層

60 1107年 20 1.0 6.0 文字から大観通賓になると思われる。

図
北宋

上文字の一部と右文字が欠損。上文字は残存部 北側 3層

21 〇利口宵 政利通賓 無文 楷書
25 1.5 6.0 

闊
1111年 20 〇.5 6.0 

2.4 3/4 位から「政」の可能性が高いため、政和通賓にな
ると思われる。

47 22 政和通賓 政利通宵 無文 策書
北宋 29 2.0 6.0 

8 = 「通」「賓」がやや潰れているが、判読は可能。他 表土撹乱

1111年 22 1.0 6.0 
フじ の―文字は明瞭である。

23 寅利通宵 宣和通賓 無文 楷書
北宋 27 2.0 6.0 

右下から左下にかけて、縁がところどころ欠けてい1北側 4層

1119年 22 0.5 6.0 
5.5 完 る。右上と右下の縁には錯が付着。「宜」「通」「賓」

の文字がやや潰れているが、判読は可能。

24 浮煕□□ 淳熙元賓 ＋ 真書
南宋 2.0 

下文字と左文字が欠損。全体的に青緑色の錆で覆わ ピット

1174年 0.5 
2.4 1/2 れる。「！煕Jがやや潰れているが判読は可能。背文と

銭文から淳熙元賓になると思われる C

25 慶元通賓 慶元通賓
楷書 南宋 29 2.0 9.0 

6.5 完
全体的に淡褐色の錆で覆われる。銭文は明瞭。 ピット

？ 1195年 23 0.5 9.0 背文は不明瞭だが判読は可能。

26 永楽通賓 永楽通賓 無文
楷書 明 25 1.5 6.0 

2.6 完 「賓」がやや潰れているが、他の銭文は明瞭。
項じ1則 4層

？ 1408年 21 0.5 5.0 

27 洪武通宵 洪武通賓 無文
楷書 明 22 1.8 5.0 

3.5 完 「賓」がやや潰れているが、他の銭文は明瞭。
表土・撹乱

？ 1368年 19 1.0 5.5 

28 寛永通賓 寛永通賓 文 楷書
江戸 25 1.5 6.0 

全体的に淡褐色の錆で覆われる。左下が一部欠 表土・撹乱

1668年 20 0.5 5.0 
2.8 3/4 けている。銭文・背文ともに不明瞭だが、判読

は可能。

口一欠損 〇一判説不能

第43表銭貨観察 一覧 声位mm/

番銭
分類 最大径 厚さ

孔径
完／破

可ロ 種 縦X横
重さ 観察事項 出土地

29 A-1-1 24 1.8 
5.0 

2.8 
心 全体的に褐色の錆で覆われる。 北側 2層

5.0 
プじ

＇ 
30 A-I-1 22 1.8 

8.0 
2.1 

， 全体的し淡褐色の錆で覆われる。 地山直上

8.0 
プじ

I 

31 A-IIー1 23 1.9 
5.0 

3.6 
、→ 全体的し青緑色の錆で覆われる。畏面に ぜット

5.0 
プじ

は淡褐色の錆が付着。
＇ 
32 A-ID-I 23 1.4 

6.0 
1.8 

， 完形し近いが、縁が一部欠けている。 遺構
5.0 

尤
全体的に青緑色の錆で覆われる。

第 I 

61 33 B-I-1 19 1.1 
7.0 

0.9 
心 全体的し淡褐色の錆で覆われる。 不明

7.0 
プじ

図 ＇ 無

34 文 8-I-1 18 1 
7.5 

0.5 
心 全体的し淡褐色の錆で覆われる。縁に欠 北側 1層

鳳
銭

7.5 
プ けが数力所みられる。

I 

35 B-I-2 15 〇.7
8.0 

0.4 
心 全体が淡緑色の錆に覆われる。穿内の角 南側 l層

48 7.5 
プじ

のひとつががやや丸みを帯びている。

36 B-11―l 20 0.8 
6.5 

I 
心 全体的に淡褐色の錆で覆われる。穿は円 コーラル敷A

6,0 プ に近いがやや角張っている。

37 B-ID-1 20 0.9 
7.0 

1.4 ’ 
全体的に淡褐色の錆で覆われる。 南側 4層

6.0 
プじ

＇ 
38 C-IIー2 8 1.3 

8.0 
0.1 

心 全体的し淡褐色の錆で覆われる。縁が一 南側 4層

6.0 
プじ

部欠けている。
I 

39 C-II-3 10 1.1 
4.0 

0.1 
た 全体的に淡褐色の錆で覆われる。 不明

3.0 
プじ
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第44表銭貨出士状況

分＼類
公・t 畦 ＂ 

．閑 • ＂ 地 瑣凸 コ1 形方 コI b l'IJ 七列＇ わ列 坦fa 消状
状這渭Ill 沿状遺! 鼻

悶点闊 ピツ 滋1111 盃I 2 3 .1 1 2 
培3 吊4 

1!1 
屈喝 層陪 屈閃 虹 ラ 揖 ':I A D E A ll'I 情 6 出 状 I・ 

令撹 I; ル込 ル 列 り

i ＆ 骰み 敷 A C D C ~t A 遺 B ,~ 
l!!I鯰キ両 究影 1 I 
貨泉 完形 I 1 

開元通lf
完形 I l I I 4 
咄 ・ I 1 2 

礼元狐w 完形 2 I 3 
岐片 J I 

太平通V 究形 I 2 3 
屈比元冑 完形 I I 2 

天団元lf
完形 I I 
貧I¥・ I I 

n宋通W
左形 1 I 
較片 I I 2 

“祐通" 殿9ヤ I I 2 

烹＊元ll
完形 I l 2 
破9ヤ I 2 3 

隈折寧ニ旗バ賣 完形 I I 2 

元＂通 l'I' 完形 I I 折ニJl

元rJ.通＂
完形 I I 
絨片 l 2 3 

元祐道Y
完影 I I 2 

,{;/ 穀片 I I 2 

文 閑折!l'二l1el'I銭 元彫 I I 
銭

紹甜元”
、え形 l 2 3 
絞片 I I 

元符通刊 元形 I I 2 

問宋元＂ 完形 I I 2 

俵"水l-f瓜・il'.tY 完影 I 

＇ ＊観通1, 穀片 I I 

故~II過冑
充形 l I 2 
絞H・ I I 1 3 

宜和通1'I 秀彫 I 1 
沿烹/C¥'I 胸Jヤ I I 
尺元通lY 完形 I 1 

k安近冑
鵠 2 I I I 5 
既1;・ 2 2 

洪し通貨
究形 4 I I 5 I 2 2 2 5 I 10 

“ 破I',・ I I I I I I G 

在＊通w 完影 I I 
納9ヤ 3 I I I 6 

金閥lltl'f? 納片 I 1 

和月
充影 I I 4 2 I 1 I 7 3 21 
破片 16 I 8 G 10 2 7 4 20 19 5 3 12 I 4 I 3 2 2 1 1 3 JI 2 JS 1.79 

小 fft 29 4 9 ll 12 2 II G 29 43 10 5 19 2 s I 4 2 3 3 

゜
I I 3 t 36 ~58 31•1 

I 完形 3 I 2 I I 3 I I 2 15 
I 既片 I I 2 2 6 

lor2 既It I I I I ~ 

A 
1 

克形 2 l I I I I I 8 
TI 酎片 I I 2 2 6 

lor2 穀9ヤ 1 I 
旧 l 完形 I I 

A・？ 破片 I I I 3 

1 
完形 4 I 9 2 ~ 2 

＇ 
t 2 l a 5 34 

殿I'; l I 4 4 l I I I 2 I I l 3 22 

無 I 
2 

完形 I I 

文 破1ヤ 2 I 1 • 
銭 13 lor2 設片 I I 2 4 

I 
完形 I I 4 6 

n 穀片 I I 2 
lor2 競11- I I z 
l 完 I l I I I l 6 

旧 lor2 破片 I 2 I Iヽ

I 3 破片 I I 

C u 2 完形 I I 
3 繹 l I I I 4 

不哨 破片 l I 2 3 7 
小計 15 • G 21 10 9 3 2 7 10 5 0 ， I 2 0 4 0 0 

゜
I 4 I 0 0 Iヽ 2 22 142 

ぷ
完形 1 I 2 

明
破）ヤ 4 I 1 2 5 3 3 1 Iヽ 3 21 
籍数!!!ff 3 I I 2 1 

合計 -18 9 15 32 22 12 J7 8 4~ 57 IS 5 況 3 1 I 8 2 31 3 I 6 2 3 I 45 G 85 、192
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第61図 銭貨（無文）

第31節青銅製品
本地区からの青銅製品には藝を中心に、武具類や香炉、家具等の装飾金具と考えられるもの、棒状製品などが

見られた。以下に各製品について概観する。

稽 菩は、総数8点が得られ、そのうち形状の特徴的な5点を第62図に示した。主にー I類：竿の断面が四角で頭

部に花を持つもの、 II類：耳掻き状あるいは匙状の頭部（カブ）を呈 し、首や竿部分が六角になるもの一に大別

できる。

I類には第62図1(花）と第62図2(竿部分）がある。この類の竿部分は通常ー首、ムディ、竿と区分できるが、

図2は残存のもので見るかぎりすべて竿のような形状を示 している 。料以外の製品も想定されたが、先端にいく

にしたがい細くなり、上部が接合痕を印象づけるような状態である事から、菩として扱った。一方II類では、匙

状の藷は得られず、耳掻き状のものだけとなっている。法量、観察事項を以下の一覧に記す。

第45表 替観察一覧

完 カプ
首

ムディ
竿

番 分 残存 最大幅 最大幅
図番

方＇コ 類
残存長

重量
長軸

最小幅
幅

最小幅
観察事項 出土地

破 短軸
長さ

長さ
長さ

表面は 6つの花弁と花芯、さらに芯は 7つの丸で表現されている。裏面

1 I 破 21 2.4 は竿部分と接合するための板状のものが接していたと思われる。花の浙 南側 3層

面の厚みは 2lllll程度で模様等も含め丁寧なつくりの印象を受ける。

4 花の部分が欠落したもの。残存が20cmあまりと長い。上部は浙面がほぼ
第 2 I 破 205 13.9 2.2 四角、中間付近から先端へは断面が隅丸で細くなる。首、ムディを区別す 石列D
62 205 る稜はなく、竿で全体が形づくられ、 特徴的である。

図
28.5 

2.6 
2.5 

2.7 カブは断面の犀さが2.1叩、内側も くぼまず平坦気味なので厚い印象を受け
南側 3層3 IT 完 180 7.94 2.2 1.9 る，首から竿にむかって緩やかな稜をなし、ムディで互いの稜が交差する。

図 5.5 
32 

2 
117.5 竿はあまり細身ではなく先端部分だけが若干すぼまる。

版
11 

2.9 
3 

3.2 
首、竿とも 6つの稜をなし、ムディの部分で交差している。竿は先49 4 Il 完 120.8 4.3 2.4 1.3 表土・撹乱

4 
36 

2 
72.8 

端にいくにしたがい細くなる。

7 
2.2 

2.4 
2.5 カプは、耳掻き状で曲がり具合が強い。首にいくつかの稜があり、

遺構 (l-22
5 !] 完 92 2.1 

3.8 
1.7 

0.7 
0.9 ムディ部分で交差 しながら、竿では六角の稜となっている。全体的

造成層面）
18.5 69.4 に細身の栢である。

単位： mm/g 

その他の青銅製品 その他の青銅製品には多様なものが見られた。その中で残存状態が比較的良く、用途が推

定できるものを第62図7-13、16に示した。

第62図6は5.3cmX 1.85cm、厚 さ1mm、重 さ5.8gの金具。

ピット 5の出土。

中央に孔が3つ、 さらに全体に花や葉等を配する。 I -21 
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同図7は刀の鍔で短軸（横） 5.7cm、長軸（縦） 6.6cm、厚さ4.5cmを計測した。茎孔（なかごあな）と呼ぶ中心の

孔は縦が3.8cm、幅0.7cm、その周辺は切羽台で窪んでいる。片方のみ3つの稜で縁取られている。全体的に錆が付

着。 H-20ピット 24より出土。

同図8は楕円で玉状の製品。長さ 1.1cm、輻0.7cm、重さ2.7gで一部錆により変色している。 J-27ピット 39上部よ

り出土。

同図9と10は側面が半円を描くもので中は空洞になっている。前者は正面に溝が走っており鈴が想定される。

重さ 1.4g、方形状掘込み遺構より出土。後者は9より若干大きく、厭さは1mm程度と薄い。重さ2.7g、H-23南側2層

より出土。

同図11は釘のような形状で頭部は角が面取りされ、孔があいている。下部は断面が四角で、装飾物の留め具と

考えられる。残存長1.7cm、重さ2.lg、I-14北側4層より出土。

同図12は青銅製香炉の足で、獅子を模している。上部は香炉本体と接合するための突起があり、裏面は空洞で

型により成形された事が窺える。K-17北側1層より出土。

同図13は分銅で里さ 10.9g。材質は表面の色や錆の具合から真鍮とも考えられる。文字の様な沈線が刻まれて

いる。 I-28南側3層より出土。

第62図16は残存長5.3cmの細身の角釘で頭部はすぼんだような形状になっている。暗青色で断面は方形。 J-27溝

状遺構より出土。

第46表 青銅製品・鉄製品出土状況
出土地 表 畦 卜 南皿 」・IWI 地 為 コ 方 コ 石 石 石 石 消 溝 瓦 ピ 遺 不

土 レ 1 2 3 4 1 2 3 4 山 I 形 I 列 列 垣 垣 状 状 溜 ツ 構 明
ン 暦 暦 府 層 層 層 層 層 直 ラ 掘 ラ D E A C 退 石 ま 卜 A に

撹 チ 上 ）レ 込 ）レ 構 列 り
乱 敷 み 敷 D C 計

ヽ A 追 B 

種類
構

舒仕 2 I 1 4 
1 l I 1 4 

角釘 1 1 1 3 
蹄鉄 1 1 
鋲 1 2 3 

行 金具類 4 I 3 l l 4 4 1 3 1 1 1 2 8 35 

銅 武具小物 1 1 2 
剥 板状製品 8 1 3 3 I 1 2 6 3 1 3 I I 3 2 4 43 
品 棒状製品 4 1 1 3 I 1 2 6 2 1 1 3 2 4 32 

さじ状製品 2 2 
筒状製品 1 1 
輪状製品 1 I 1 1 1 1 2 2 10 

粒状 6 2 l 2 I I 7 1 1 1 2 1 2 1 1 2 4 36 
不明 1 1 1 1 1 1 2 8 
合計 27 7 I 8 11 4 1 5 16 19 6 2 12 1 l 2 1 2 1 2 2 13 6 26 176 
角釘 1 4 1 l 3 5 2 6 4 3 l 1 I 3 l 1 4 1 1 44 
丸釘 1 1 2 
笠釘 1 1 

鉄 蹄鉄 2 2 
製 金具 1 1 

品 鋲 1 1 
小札 1 1 
刃子 1 1 
取手 1 1 
合計 7 4 

゜゚
I 1 3 6 2 7 5 

゜゚
3 I 

゜゚
1 l 3 I 

゜
1 5 l 1 54 

第32節鉄製品
総数54点の鉄製の製品があるが、形状の不明なものが多い。その内比較的原形をとどめている釘数点を掲載し

た。その他種類や出土状況については一覧表を参照していただきたい。

第62図14は残存長約5.6cm、最大幅1cm、重さ9.Sgの角釘で、下部が欠損している。頭部は逆L字形になる。 K-18

北側4層より出土。同図15も断面が方形の角釘で残存長3.8cm、重さ1.9g、出土地J-24北側3層。

第33節 士甘渦
第62図17は、推定口径6.4cmの坦渦で口唇断面は丸くなる。外面が黒色、内面は暗茶褐色で両面とも大小の気泡

が生じている。出土地G-17北側4層より出土。同図18は17より器壁が厚い。内容物が付着したため、特に内面に

凹凸がある。出土地不明。同図19は柑禍の底部で両面とも黒色を呈する。 L-21瓦溜まりCより出土。
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第34節玉類
玉類は総数22点が出土した。そのうち11点を第63図に示した。形態から分類すると勾玉2点、切子玉2点、丸玉

18点となる。そのうち丸玉には臼形・卵形の2種の形状がみられ、臼形16点、卵形1点、不明1点となっている。

材質国から分類すると勾玉のうちヒスイ製1点、貝製と思われるものが1点、丸玉のうち流紋岩質と思われるもの

が1点で、他はすべてガラス製である。出土層別にみると、勾玉が表上・撹乱、ピットから各1点、切子玉が北側

3層、瓦溜まり Cから各1点、丸玉が表土・撹乱、ピットから各2点、南側2層、北側3層、コーラル敷B、石列A、

瓦溜まり Cから各1点、出土地不明のものが9点となっている。

〈註〉

註1.材質の同定は神谷厚昭氏の御教示 による 。

第47表玉類観察一覧

第63図
高 さ 直径 孔径

残存
形態 形状 材質 色調 観察事項 出土地図版48 重箆

23 6 
両面が丁宗に磨かれ、滑らかで光沢がある。 頭部の下部か ら孔に向けて溝が

1 2 2.3 勾玉 ヒスイ 緑色 2本入っている。 色調は緑を基謂とするが、表面があせて茶色とまだらにな 表土・撹乱
（長さ） （幅）

っている 2

2 29 7 3 1.1 勾玉 貝製 ？ 茶色
尾部を欠祖する。 表面は大部分が剥落し、白色の索地が露出している。また、

ピッ ト
（長さ） （幅） 数条の筋が観察できる。

側面が丁寧に面取り され、上面観は六角形を呈す。側面観は胴部がゆるやか
3 21 8 2 1.8 切子玉 六角錘 ガラス 淡褐色 に膨らみ、上下端がすぽまる形状を呈す。上端が一部欠けており 、緑色の素 北側 3層

地が観察できる。

側而が面取りされ、上面観はハ角形を呈す。側面観は胴部がゆるやかに膨ら
瓦溜まり4 35 12 2 2.0 切子玉六角錘 ガラス 淡褐色 み、 上下端がすぼまる形状を呈す。風化により表面が粉っぼくなり、ザラザ
C 

ラしている

上・ 下面が平坦に仕上げられている。下面が僅かに欠けている。表面はなめ
5 13 11 3 2.3 丸玉 臼形 ガラス 赤色 らかで、螺旋状の筋が確認できるため、巻きつけ技法により作られたと思わ 北側 3層

れる。
下面が平坦に仕上げられている。表面がアバタ状を呈 し、ザラザフする。螺

6 7 ， 3 0.7 丸玉 臼形 ガラス 深緑色 旋状の筋が明瞭に観察できるため、巻きつけ技法により作 られたと思われ 表土・撹乱

る。

上・下面が平坦に仕上げられている。内部に細かな気泡が見られる。保存状
コーラル

7 5 ， 3 0.7 丸玉 臼形 ガラス 透明 態が良好でなめらかな表面。螺旋状の筋が観察できるため、巻き つけ技法に
B 

より作られたと思われる。

8 5 9 4 0.5 丸玉 臼形 ガラス 青緑色
下面が平坦に仕上げられている。表面にアバタが若干観察できる。螺旋状の

不明
筋が明瞭に観察できるため、巻きつけ技法により作られたと思われる。

上・下面が平坦に仕上げられているが、左右で高 さが異なる。表面はアバタ， 5 ， 3 0.7 丸玉 臼形 ガラス 緑色 状を呈 し、ザラザラしている。螺旋状の筋がみられるため、巻きつけ技法に 不明
より作られたと思われる。

10 6 5 2 0.3 丸玉 臼形 ガラス 赤色 表面に黒い釉がまだらに観察できる。またアバタが若干観察できる。 不明

11 6 ， 2 2 丸玉 卵形
流紋 黒・灰色 上・下面が平坦に仕上げられている。上面観はややいぴつな円形を呈す。表

石列A
岩質？ のまだら 面はなめ らかで光沢があり 、茶色の班点が若干観察できる。

単位mm/g

几爪
匂
〔
ロ
ロ凰凰

紛
I
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第63図玉類
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第35節石器・石製品
今回の調査で確認できた器種は、石斧・敲石・磨石・砥石・硯• 印鑑・台座• 石臼．鉢・石球・甚石の11器種

で、破損品や製作途中にあるもの、石材まで含めると総数は142点である（第48表）。最も多く出土した石球は99

点で、全体の約70%を占めている。一方で他の器種は数点の出土しかなく、石球の出土置の多さは特筆すべき事
項であろう。出土地は表土・撹乱のものが多く、遺構から出土したものは僅かであった。以下、器種別に概略を

記述していき、個々の特徴については第49表の観察一覧に記載する。なお、敲石と磨石、碁石は集計のみ行ない、
本文及び図化は割愛した。

石斧（第64図1・2)

2点とも磨製石斧と思われる資料であるが、刃部を欠くため刃の研ぎ出し方等の詳細は不明である。いずれも
緑色片岩を利用した製品である。

砥石（第64図3-7)

石鹸状に形を整えたものから不定形で小型のものまで、様々な形状がみられた。研ぎ面には、いずれも溝状の
使用痕が残る。石質は安山岩が主であるが、石斧等に利用される緑色片岩を用いたものもあった（第64図7)。

なお、石質同定の結果、人工物を素材としたものがあったが、砥石という性格上、本項目で扱った（第64図4)。
硯（第65図1・2)

凝灰岩を利用した平均的なサイズの硯と、大理石（結晶質石灰岩）を利用して作られた小型の硯が出土してい
る。

印鑑（第65図3)

策刻で「純郎」と彫られた印鑑である見 表採資料で、朱肉が付着 している点から、比較的新しい時期のもの
と思われる。

台座（第65図4)

器物等を置く台座のようなものが得られている。小破片ではあるが、図上復元を試みた結果、四足になるもの
と思われる。

石臼（第65図5・6)

石臼は、上下一糾になっていることから、上臼をミームン（雌）、下臼をウームン（雄）と言う見 今回の調究

では第65図5は上臼であるが、同図6は小破片のため、上臼か下臼かは不明である。これらは石質が異なるため、
同一の石臼ではないと思われる。比較的新しい臼は落とし口を横へずらしているが、古いタイプの臼は中央に落
とし口を設けてあるといい註3、同図 5は中央に穴があいていることから、古いタイプの石臼と言えよう。

鉢（第65図7)

鉢の底部と思われる資料だが、他の器物になる可能性もあり、詳細は不明である。

石球（第66図1-7)

石弾と称される場合もあるが、今回の資料は小型で軽量なため、石球として紹介したい。大きさは直径1.4cm

程度の小さなものから、直径5.5cm大のものまであり、直径の最大値により 3種類に分類を行った。

大……直径が3.5cm以上のもので14点得られた。重量の最大値は143g、最小値は41g、平均値は64gである。

中……直径が3.5cm未満から2.5cmまでのもので35点得られた。重量の最大値は40g、最小値は9g、平均値は

23gである。

小……直径が2.5cm未満のもので29点得られた。重量の最大値は18g、最小値は3g、平均値は9gである。

石質は、ほとんどのものが石灰質の砂岩を利用したもので、なかには石球が 2個もしくは 3個くっついたよう
な興味深い資料も見られた。これらは別に分類を行い、その結果 2個タイプが19点、 3個タイプが2点であった。
しかし、石灰質砂岩ば性質上、このような形状には自然状態でもなりうるようであり 許4、実際に今回の調査でも

球状の瘤が沢山付いた石灰質砂岩が得られている。これらは何れも明瞭な加工痕は見られないため、自然状態と

思われるが、このような形状は石球の材料として都合が良く、それぞれを打ち欠いて少し手を加えるだけで一度
に沢山の石球を得ることも可能である。したがって今回は、このような資料を石材として積極的に解釈し、その
内の 1点を図化した（第66図5)。

＜註＞
註 1. 築刻文字の解読は、沖縄県立博物館の宮城 勉氏によるものである。記して惑謝を申し上げます。

註 2.大城精徳 「想い出の中の民具ート ーフウ ーシ を中心としてー」 「ヤチムン会誌」 1971年

-131-

゜



註3.上江洲 均 「沖縄の民具j 考古民俗叢書<12> 慶友社 1973年

註 4. 砂岩（石灰質）の性質については、沖縄県立真利志高校の神谷厚昭先生に御教示をいただいた。記して感謝を申し上げます。

く参考文献＞

f五体字類j 西束書房

「簗刻字林普及版」三圭社

第48表石器・ 石製品出土状況
IJ~:t迪 表土・撹私 駐

●● ．． ~ m, 
墓ll 瓦溜まりC ピット 遺構 不明

合
1層 2層 3層 4眉 1暦 2凰 3騒 4扇 計

石斧 闘隕 1 1 2 

m— 環111 I I 2 
題石 憐 I 1 

砥石
完形 I 1 2 
総 3 3 

硯
完形 I I 2 - 1 I 

．噌『- 形

＇ 
I 

台 h 隕 1 1 
石臼

＇ 
2 3 

鉢
口皇l!ll I 1 
扇邸 I 1 

大 L衷’ 3 J 
涼 11 11 
＊ 7 I I ， 

中 .. 17 2 I 20 

石球
紐 5 I 6 
竿 13 I 1 I 16 

I」I 涼 12 12 ..., 1 I 

石材 2コ 19 19 

3コ 2 2 
墨石 藍l11 1 I 

磨面有 完ぽ影Hl 
l 1 2 

用途不明
2 2 1 1 1 I 1 2 2 3 16 

加工面有 I元細m記
I I 

1 1 
石材 怯出

＇ 
1 2 

合計 98 I 3 4 3 I I 1 3 5 I 6 3 4 8 142 

第49表石器・ 石製品観察一覧

図番号 器種 状態
長さ 輻 厚さ 菫星

石質 観察事項 出土地
(cm) (cm) (cm) (gl 

緑 磨製石斧で、基端部および周緑部を打割調整により整える。身の部分は表裏面ともに研磨が施されているが、 T寧では
1 

石 破損
(6,6) 4.3 1.3 (63) 

色 ない。刃部は欠損しているため、刃の研ぎだし方については不明である。使用による衝撃で破損してしまったものと考 表土・撹乱（爆弾穴｝

トー 斧 片
えられる。

第 2 (10) 5.3 (1.3) (100) 岩 身の一部に研磨痕を有すが、調整はT寧ではないe 石斧としたが、大部分が欠損しているため詳細は不明である。 F-21甚壇

64 3 10.1 6.3 4.9 (460) 安山岩
石険状を呈す形状である。表面および側面を利用しており、いずれも滑らかな磨面である c 表面中央には使用による深 不明

図 破損 い溝が縦走する。上下端は敲打調整、裏面は打割講整のままである。

図 4 3,3 6.1 2 (52) 人工物 小型で、全（本的に滑らかな磨面を呈す。研ぎ面には深い溝が二箇所に認められる。 不明

版 砥
泥岩

小型で、全体的に滑らかな磨面を呈す。特に下端部はツルツルとした平坦面を形成し、細かいキズが多数見受けられる。 H-22北側3層50 5 石 完形
4.6 4,2 3.2 105 

表面には使用による深い溝が縦方向に二箇所、認められる。

6 5 6.8 2.8 106 安山岩 小型で、表褻面および下端部に磨面を有す。表面には使用による深い溝が二箇所に認められる。 H-25南側1~

7 破損 (11.7) 6.7 (2,6) (255) 
緑色 表面および両側面に磨而を有す。畏面は欠損しているため詳細は不明である。表面中央部の剥がれ及び右側で縦方向に

不明
片岩 走る溝は、使用により生じたものと推測される。

I 12.3 6.2 2.1 285 凝灰岩
全体的に墨が付着しているが、特に思受け部には愚が残っている。暴受け部の深さは12mm、黒を擦る部分は2mmの沿： J-16・17表土・撹乱

硯 完形 さである。裏面には「二校」の引っかき文字が読みとれる：

2 7.2 4.8 08 60 大理石 小型の硯である。墨受け部は浅く 5mm程度の深さで、墨を掠る部分にいたっては1.5mmの深さしかない。 不明

3 印
朱肉が残る印鑑である。策刻で「純郎」と思われる文字を刻む。先の尖ったI具を用いているが、手がすべり誤って文

表採完形 5 2.4 2.5 80 字を削ってしまったと思われる箇所も見受けられる。彫りは廿く、丁寧ではない。全体的に細かいキズが多数あり、上
鑑

部（手で握る箇所）は緩やかに弧状を描いている c第
蝋石

65 器物や置物をのせる、台座のようなものと思われる。破片から図上復元を試みた結果、上面観は両脇を扶った長方形状
図 4 台

破損 *3.6 *5 1.1 (6) で、四つ脚1こなると思われる。白っぼい半透明の蝋石に、薄く黒のようなもので色を塗り、図で示したデザインになる L-25畦溝状遺構
座

と恩われる。器面は丁寧に磨かれているが、石質が軟らかいため、キズが多数見られる。
図
版 直径30cm/こなると思われる上臼である。袈類の落とし口が中央にあり、推算径は6cmである。輻2.5cmほどの縁と側而

L-21瓦溜まり C51 5 *30 *30 (8.2) (2270) 安山岩 は丁寧に成形されていて滑らかであるが、窪んでいる中央の部分はゴツゴツして 1ヽ て器面は粗い。久米島産の安山岩を

石
破捐

利用している。

臼 小破片であるため、上下どちらの臼になるかは不明である。中央部の穴は直径2,7cm程度と推算され、これには上下の
6 (2.3) (4) (2) (28) 臼を合わせる役目を持った金具がはめ込まれる。溝が彫られており、その幅は約1.5mm、深さはImm程度で、本標品に 表土・撹乱（爆弾穴）

砂岩 は四条認められる。目の細かいタイプの石臼と言えよう。

7 鉢 破損
底径

(6.5) (2500) 
鉢の底部と思われる資料である。内側が滑らかに調整されているのに対し、外側はコ＇ツゴツとしたオ T割調整のままであ H-21ピット lla

伸18cm る。形状から鉢としたが、他の器物になる可能性もある。

I 2 L9 1.7 6.4 小に分類されるが、明瞭な調整痕は認められない． 表土・撹乱（爆弾穴）

12 完形 2.8 2.9 2.5 22.2 中に分類される c 一部に制作時の敲打痕が認められる n 表土・摂乱（爆弾穴）

第 表土・撹乱（爆弾穴）3 3,8 4 3,7 68.2 
悶

大に分類されるが．明瞭な講整痕は認められない。ほぼ正円を呈す石球である。
66 
図 4 途中 4,9 5,3 3.9 127.5 大に分類されるが、形状は他の石球と比べて幾分扁平であり、敲打や剥離調整の途中と思われる。 表土・撹乱（爆弾穴J

石 ＾ 石球 石球の石材と思われる資料である。「く」の字状を呈しており、一見すると三個の石球がくっついたような感じをうけ
図 5 石材 36 8.1 3.6 106 

賃`・'
る。分割すると、大1個、中2個の3個の石球を一度に得ることが可能である。明瞭な加工痕は見当たらず、また自然状 表土・撹乱（燻弾穴）

版
態でも、このような形状にはなりやすい石質であるため、製品ではなく、石球を得るための石材として今回は扱いたい。

52 

6 途中 2.2 l.8 l.3 6,2 上記5のようなものを分割したものと考えられる。剥片部が残っており、丁革な調整はされていない 表土・撹乱（爆弾穴）
ト―

7 破損 2.8 2.6 (1.4] (11.6) 餃損品と思われるが、詳細は判然としな 1ヽそ M-24南側1層

注法星ぱ最大値を計測し、破損品には（ ）を付けた。 「＊」 ：復元した値、 「一」 ：計測不可。
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第36節滑石製品
滑石製石鍋と破片の 2次利用品をまとめてあつかった。総数11点が得られ、うち10点を第66図に示した。

石鍋は同図8-12で、いずれも小破片であり全形をうかがうことはできない。口縁部は鍔状をなすタイプ（同

図8) と、直口と思われるタイプ（同図9)がある。 2次利用品は同図13-17で、いずれも破片を研麿しているが
用途は不明である。同図13は杓状、同図15は鍔状に形成しているため、何らかの用途が考えられるが、他は不明。

第50表滑石製品観察一覧
図 種類 部位 計測値 観察事項 出土地
_§_ 

口縁部
鍔状の口縁部、鍔の形成は弱い。口唇部は平t日に形成する。 J-19北側 l層

..1.... 直口のタイプ。口唇部を平坦にする。 H-20ピット 20

第 10 石鍋
胴部

胴部片。 fiJf磨痕が残る。 I・]-16北側 4層

66 
11 12 

胴部片。研磨痕が残る。 I・J-16北側 4層
図 底部 外底面に段を形成する。条線がみられる。 1-20造成層 (20-30)

旦 重さ： 34.lg 表裏、側面に研磨を施し、上辺などに条線。被熱のためか全体的に黒ずむ。 不明
図

直さ： 14.9g 表裏とも研磨し呈、側す辺る。は手なれのためか角がとれる。孔の一端が残るが、 2次加工か不版 L4 
明。巴日杏形を J-21畦

52 I 2次利用品15 勇さ： 11.8g 鍔状の製品。本来は円形であったと思われる。研磨および条線が明瞭。 G-20ピット 14
16 重さ： BAil 不定形。研磨がみられる。 不明
ri7 重さ： 1.11! 三角形。剥離謂整か。 1-17ピット］

注 「一」 ：dhl!I/不可
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第37節石像
調査地の東端に位罹するL・M-22・23グリッドの表土から、表土除去中に石像の破片が検出されている。発

見された地点は、平面が直径数メートルの円形で、丸底状にくぼんでいることから、第二次大戦時の砲弾穴の可

能性が考えられる。これらの石像はこの穴の撹乱層からまとまって検出されていることから、これが砲弾穴だと

すれば、終戦後に平場造成を行う際、そこに何らかの理由で破壊された石像を、まとめて埋設した可能性もある。

石像に関して『球陽』には、尚貞王28(1696)年に「仁王石像を護国寺の門に請安す」とあり、さらに同年

「円覚寺の山門に改めて観音及び羅漢を奉ず」と記されている。この「球陽』中には、天界寺の石像についての

記載はみられないが、これと同時期に安置した可能性も考えられる。しかし、表土からの出上ということもあり、

時期的なものは判然としない。なお、『球陽Jによると、この翌年にあたる尚貞王29(1697)年には、現在那覇

市の指定史跡となっている旧天界寺の井戸が掘られたことが記されている。

石像はすべて頭部及び腕をはじめとした四肢は欠損しており、さらに胴体部も一部破損しているため、像の種

類及び部位等に関して不明な点が多いが、この中で確認できるのは類似資料が2体分出土していることから、対

で安買していたと考えられる金剛力士（仁王）像と思われる立像及び、蓮華の台座に｛奇坐した坐像及び立像に大

きく二分することができる。石材はすべて安山岩で、石質同定により鹿児島県産の可能性が高いとする所見を得

ている。

1. 金剛力士（仁王）像〈第67図石像 (1)〉

第67図1及び2は丸彫りの石像の上半身部で、第67図1は高さ66cm、最大幅47cm、最大厚39cmを測り、第67図2は

高さ61cm、最大幅53cm、最大厚39cmである。筋骨隆々とした胴の両脇から首のうしろにかけ、裸体に天衣をまと

っていることから、金剛力士（仁王）像と考えられる。 2体分出士している内のひとつで、頭部・腕部は欠損し

ている。本資料の底部は2体とも上げ底状に丸くくぼんでおり、くぼみの内部には盤痕（のみあと）も見られる

ことから意図的に彫り込まれたものとみられ、さらにくぼみの中に白色の漆喰が付着していることからも、下半

身部は凸状に加工した上で、漆喰を接着剤として上半身部に接合していたことが推測できる。しかし、下半身部

は今回の調査では得られていないため、明確な接合方法は不明である。

第67図3は唯一得られた腕部の破片である。筋肉の形状から上腕二等筋の部分であり、その筋肉の付き方等から

左上腕の破片と思われる。長さ33cm、最大径21cmを測る。衣服が彫刻されていないことから、金剛力士（仁王）

像のものと思われたため、その胴体部である第67図1及び2の資料の肩部に接合を試みたが、接合部が欠けている

ため不可能であった。

2. 立像及び坐像〈第68図石像 (2)〉

石像の台座である蓮華座の部分が2点及び、これに関連すると思われる衣服の彫刻が施された石像の破片が1点

得られている。

第68図4及び5は、丸彫り石像の台座と考えられる資料で、蓮華を模していることから蓮華座と呼ばれる。その

上部には下半身の一部が彫刻されているが、破損しているため像の種別等については不明である。第68図4の台

座は、高さ58cm、最大輻48cm、最大厚53cmを測る。部分的に衣服の彫刻が覆うが、像の下部に幅広の蓮弁が彫ら

れており、前面及び上部には衣服が表現されている。座した脚部らしきものが見られないことから、立像の可能

性がある。底面は第67図1及び2と同様に上げ底状に彫り込まれており、端部に径1cmほどの溝を伴ったくぼみが

みられ、そこに鉄錆が付着した状態が確認できることから、何らかの技法で接合する際に、鉄筋状の金属を用い

ていたことが想定できる。

第68図5も蓮弁が彫刻された台座であるが、第68図4の資料に比して蓮弁が精緻で、表現も優れている。前面両

側には縦位に2本の脚部らしき陽刻が見られるが、右脚部は破損しているため、下ろしているのか、あるいはあ

ぐら状に曲げているのかは判然としない。なお、台座に座って両足を下ろしている状態を善珈椅坐（ぜんかいざ）、

左脚を下ろし、右脚を横位に曲げている場合は半珈椅坐（はんかいざ）と称しており、本資料はこのいずれかで

あったと思われる。

また、今回得られた蓮華座の資料は、正面観が逆台形状をした請花の部分のみであるが、蓮華座は通常、その

下部に請花と同様に蓮弁を施した台形状の反花（かえりばな）があり、最下部には比較的装飾の少ない枢座（か

まちざ）の3つで基本的に構成されていることから、元来はそれぞれに配してあったことが、第68図4底面の接合

-136-



部に彫り込まれたくぼみからも考えられるが、今回の調査では反花及び栃座は確認されていない。

第68図6は、高さ43cm、最大幅46cm、最大厘39cmを測る。上下が著しく破損しているため、石像のどの部位に
該当するか判然としない資料だが、衣装がたなびく状況が彫刻されている資料である。本資料が、第67図1・2及
び第68図4・5のいずれかの衣服の可能性を考えたが、残存部が希少であることから接合も不可能で、確認するに
至らなかった。

参考文献

球陽研究会編 r沖縄文化史料集成5 球陽 読み下し編J 株式会社角川書店 1974.3 

久野 健 「仏像の歴史一飛鳥時代から江戸時代まで一」 株式会社山川出版社 1987.9 

庚申懇話会編 「日本石仏事典第二版」 雄山閣出版株式会社 1995.2 

佐和隆研編 「仏像図典」 株式会社吉川弘文館 1973.6 
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第38節屋瓦
屋瓦は総数19,374点余出土した。ただし、ほとんどが破片で僅かに 4点の完形品（平・丸瓦各 2点、いずれも明

朝系瓦）を得たのみである。なお、これら破片は特徴的な部位や造瓦技術などから、 2期 3種類の瓦に分類でき

る。 1期目はグスク時代にあたり、高麗系瓦と大和系瓦の 2種類で、 2期目が近世およびそれ以降に生産された

明朝系瓦である。出土量の内訳は高麗系瓦206点、大和系瓦38点、明朝系瓦19,130点で、種類間に大きな差が認め

られた。以下、各時期ごとに特徴的な資料を図化し概要を報告する。出土地区、層位別の集計を第51-54表に示

した。

I. グスク時代の屋瓦

A. 高麗系瓦

高麓系瓦は種類の明確なものは軒丸瓦 (1点）、丸瓦 (15点）、平瓦 (190点）の 3種類で、屋根葺材の組み合わ

せの種類、 量とも僅少である。

a. 軒丸瓦

第69図 3は瓦当顎部分を残した細片である。瓦当面には紡錘状の連弁文と外区をめぐる珠文の一部がみられ、

いずれも文様はきわめてシャープに仕上げてある。瓦当顎の外縁部は面取りが行われ、厚さが薄くなり瓦当面側

に反り返る。色調は灰色である。北側 4脳出土。

b. 平瓦

同図 7は凸面側に「癸酉年高麗瓦匠造」の刻銘を有する平瓦の大形破片である。刻銘はほぼ中央にあり、その

上下方向に羽状文が配され、横位に連続して施文されている。凹面には糸きり痕と布目が覆う。また、同面には

幅が約0.2cmの細い紐圧痕が一条、横位に認められる。この紐圧痕の位朧は、図に示すように凸面側の刻銘部分よ

り下位の位置にあり、整形簡を囲饒していたことが推測される。瓦の色調は灰色瓦で、厚さは約1.5cmと薄い。出

土地点不明である。

第51表 高麗系瓦出土状況表

種三類 分類

塁
畦 卜

レ

ン

闘 チ

軒丸瓦

丸瓦 慈塾．・且デ慰闘逍翫--」•__―_「_+_.l . .l l1 J. -_・_ -F-.!.. .. 1 

胴端筒唖部部左破煎片片--・・・ 一------ :t . 

広巴隅左片攣；広端布片 訓，：』
平瓦

簡. 部.. . . . 

合計 15 1 1 

凡例 丸瓦 F・ヤー・一
• I 

玉緑左片 ：•’ー． ． 
:'  
、 +--: — ． 

＇ ． 
端部左片i ， 

ー・・・-・・・・t

B. 大和系瓦

南恨l 北側 地 基 コ
塁

コ 石 石
1 2 3 1 3 4 山 壇 I I 列 列
層層層 層層層 直 ラ 掘 ラ A D 

上 ）レ 込 ）し

敷 み 敷
A 遺 B 

枯

工Ll工.」I一且't>_・-1ー-i-_ヤ!_！＇ '1 ・_ ・ 叫田 :i~ 甘3璽2 

-.J. 寸-:-I •• ヤiI -けT「叶lこ土閉0, ・し-10．．+`19: ・．3 6 • ・ ． -甘マ!ーl•：］ャ!： ・；・・I ［ ・-
_』I. 鳳訓乳 24 5 3 

I 2 2 5 ll 47 8 4 7 4 2 3 2 

平瓦

"'S. 緑右片

端部右片

I 
広端左片＼•一—・｀ 広端右片

I - I 
狭端左片 狭沿右片

石 悶湛 瓦 瓦 ビ 遺 ィ<
垣 状 溜 福 ソ 構 明
A 遺 石 ま ま 卜

合
構 列 り り

計A A C 

I 1 

土.L［土l. 廿.し．ー1'～ -•• :ft _-斗?1_・U. , ・ .一90 • 

1 7 

軋l廿i + 屯書面― 

.2. 埠

.．2 ．． o.．7.．.:＇ : .2o .．7 . ． 

128 

2 2 I I 4 33 2 46 206 

大和系瓦は軒丸瓦 (1点）、軒平瓦 (1点）、丸瓦 (19点）、平瓦 (15点）、雁振瓦 (2点）の 5種類である。前記の

高麗系瓦に比すると種類は多いが、出土最は極めて少ない。

a. 軒丸瓦

第69図 1は左巻の□つ巴文様を施す瓦当の顎部破片である。破損した断面部から瓦当裏面に、数回の粘土を詰

めた跡が認められ、最終的に裏面を比較的平坦に仕上げたことが分かる。既報告にみる同文瓦当は、顎を長く整

形したもののみで、本資料のように瓦当顎が短く、裏面が平坦に整形したものは未だみられず、新タイプとなる

-140-



軒丸瓦である。文様の巴文には糸きり痕が明瞭に残り、また、瓦当面全体に細かい白砂が多数付着している。外

区には3+1+3+1…•••の順で珠文が配されている 。 色調は灰色を帯びる。 K-22遺構出土。

b. 軒平瓦

第69図2の瓦当文様は線で表現された唐草文の軒平瓦である。破損資料であるが、中心飾りに5枚の菓を有する
花文をおき、その両側に唐草文を配している。左側の唐草文は4巻みられ、右側は3巻を僅かに遺存している。左

右の唐草文は非対象的である。瓦当表面には離れ砂の細かい白砂が付着している。顎の成形は貼り付け顎で、接
合面は縦方向のナデ整形がみられる。 L-15北側 4層出土。

C. 丸瓦

同図 4-6の3点である。 5と6が玉縁側の破片で、打捺文様の羽状文と縄目文の二種類を代表する。 5は羽
状文を施文するもので、凹面には剌し網状の紐圧痕を残す。紐痕の幅は約0.3cmである。筒部の厚さは1.4cmを計

測した。 4は側面に二面の面取りがみられる資料で、打捺文に縄目文を施す。5と同様の紐圧痕がみられるが、

紐圧痕は幅約0.4cmと太い。筒部の厚さは2.0cmである。色調は前者が褐色で、後者が灰色を帯びる。6は凸面に
羽状文を有する玉緑から側面部まで及ぶ破片で、厚さが約2.9cmと厚手である。大型の丸瓦を想定できる資料であ

る。 4はG-21基壇出土。 5はH-22方形掘込み遺構。 6はM-21北側 3層出土である。

第52表 大和系瓦出土状況表

＼種類・分類ご
翌 ピ 南併l 北側 地 碁 コ 万 コ 石 石 瓦 不

ツ I 2 3 3 山 壇 I 形 I 列 列 溜 明

舟
卜 層 陪 層 陥 直 ラ 掘 ラ A D ま

ム＂ 上 ）レ 込 ）レ り
敷 み 敷 C 計
A 遺 B 

構

軒丸瓦 I 1 

丸瓦
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雁振瓦 般片 2 2 
合計 I 5 I l I 2 I 3 2 3 1 I L 2 I 13 38 

d. 平瓦

本類に分類できる平瓦はいずれも細片で総数15点である。瓦の表面は白砂が付着し無文である。また、側面は

面取りが行われ平面を有する。

e. 雁振瓦

雁振瓦に属する破片は2点得られた。丸瓦部分が小形で、凸面に羽状打捺文があり、凹面には縦位のナデ整形痕

を特徴する瓦である。細片のため上記の平瓦と同じく図を割愛した。

II . 近世の屋瓦
A. 明朝系瓦

明朝系瓦は本調査地区出土の主体瓦で、総数19,130点余りの破片からなる。瓦の種類は軒丸瓦 (227点）、軒平

瓦 (202点）、丸瓦 (5,764点）、平瓦 (12,937点）の 4種類である。これら瓦群は焼成技術や文様構成、素地など
から、還元炎焼成の灰色瓦系と酸化炎焼成の赤色瓦系の2種類に大別できる。出土量は灰色瓦系が総数14,159点、
赤色瓦系が4,784点である。（他187点は細片のため分類せず）。以下、 2系統に分けて報告する。

1. 灰色系瓦

本瓦の種類は軒丸瓦 (64点）、軒平瓦 (61点）、丸瓦 (4,342点）、平瓦 (9,692点）の 4種類である。
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a. 軒丸瓦

瓦当文様はいずれも花文様で、灰色系と赤色系では表現方法が若干異なる。前者の灰色系瓦は側視型のみに対

し、赤色系瓦は側視型と正面型の2タイプが認められる。

灰色瓦の瓦当文様は、前述したとおり瓦当文様の花文は側視型である。花柄の違いから l類 (10点）、 II類 (34

点）、 m類 (13点）の 3種類に分類する。

l類には同一の花文ながらバリエイションが認められ、表現において花芯や花弁などの違いにより、さらにa-c

の3種類に細分される。

Ia類 第70図1は中央の花文を残して大きく破損した資料である。側視型の花文は粘土の肥厚差で巧みに表現

され、茎、葉などを描いている。花芯は格子状である。珠文数は欠落のため不明であるが、珠文そのものは径約

0.4cmと小さく、その間隔は約0.9cmで密に配されている。色調はやや褐色を帯びる。推定の瓦当径は約11.8cmであ

る。 M-20コーラル敷A出土。

lb類 同図2の瓦当文様は基本的には1と同じ側視型の花文である。瓦当面の下半分を欠落しているが、花芯

を中心にして上半部分に花弁を対象的に配している。また、花芯の側面部にはゼンマイ状の髭もみられる。花芯

は斜格子文状に刻まれている。珠文は径約0.6cmと若千大きいが、個数が多いグループである。丸瓦と瓦当面との

接合角度はほぼ90度で、瓦当裏面の接合面の粘土の原さは比較的薄い。推定の瓦当径は約14cmである。 M-,-21、

瓦溜まり C出土。

le類同図3は瓦当中央から欠落した製品である。文様の花弁は兎の耳状に上部に伸びているのがみられる。

珠文は径約0.5cmとやや大きく、珠文の間隔をl.1-l.4cmで配している。丸瓦との接合角度は90度である。瓦当裏

面の接合の粘土は原いのを特徴とする。推定の瓦当は径約14cmである。出土地点は不明である。

II類 同図5も瓦当面の状況を良好に残す資料で、側視型の花文が線で表現されているタイプである。珠文は

径約1.0cmで大きく、数は約18個と比較的多く配されている。瓦当はやや正円形ではないが約14cmである。丸瓦は

90度に接合されている。瓦当裏面には指痕が縦拉によく残っている。 M-21瓦溜まり C出土。

III類同図4も瓦当は線で表現した側視型の花文で、瓦当面が良く残った完形資料である。丸瓦との接合箇所が

わずかにみられ、その接合角度は90度であるこが確認できる。瓦当文様は一枚の策の上に描いたような花文で、

中央上部において両側に分かれる線が特徴的である。珠文は径が約0.4cmと小さく、その数は12個を数える。瓦当

径が約14.5cmである。瓦当裏面には縦位の指圧痕がみられ、粗面を呈する。 L-16北側 2層出土。

第53表 明朝系軒瓦出土状況表

~ 種類・ 分頚

表 It ト南f!!! it 阿I 地

= 
コ

塁
コ 石 石 涌 洞 瓦 lt 瓦 ピ 遺 不

土 レ I 2 3 4 I 2 3 4 山 I I 列 垣 状 状 溜 沿 溜 ツ楢 明

ン居層屑暦 庖層 層層 匝 ラ 掘 ラ D A 遺 遺 ま ま ま 卜

撹 チ 上 ）レ ，，， ル 構 構 り り り

＾ ＂ 
乱 敷 み 敷 A D A B C 

計
A 遺 B 

構

I a 1 I I 3 6 

l I b L I 
灰色瓦 I C 1 2 3 

11 4 I l I 2 21 2 2 34 
軒 皿 l I 2 I I I 2 3 l 13 
丸 r 26 2 3 1 3 1 I 2 2 2 5 2 1 8 59 
瓦 赤色瓦

Il 12 J I 3 2 2 21 
軒丸（有{l.) I I 1 4 7 
分類小川 13 3 2 3 5 1 2 1 2 I 3 3 26 3 15 ~ 
小 it 58 4 3 4 5 9 1 5 I 3 2 I 3 1 5 I 7 

゜
1 1 7 4 65 2 6 28 227 

I 2 1 I 3 4 1 1-1 I l 28 

灰色瓦
II 2 2 1 3 I 3 2 14 

III 2 1 I 2 3 ， 
軒 JV l I l 5 1 ， 
平

赤色瓦 I 22 1 1 2 2 2 1 6 37 
瓦

軒 平(lrfL) 1 1 
分類不可 20 1 5 3 4 l 2 1 I 3 1 ， I 2 1 4 28 2 5 10 l04 

小計 49 1 3 5 4 5 2 2 I 4 1 3 7 

゜
8 0 12 I 2 1 5 2 52 2 8 22 202 

合計 107 5 6 ， 9 14 3 7 2 7 3 4 10 I 13 1 19 1 3 2 12 6 117 4 14 50 429 
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b. 軒平瓦

本瓦の瓦当面は島瓦に一般的な逆三角形を呈する。瓦当文様は I類 (28点）、 II類 (14点）、 III類 (9点）、 N類
(9点）の 4種類に分類できる。

I類 第71図］は瓦当面が風化のため摩滅しているが、中央の花文がやや具象的に表現された花文である。や

や斜めから俯廠した構図の花文で、花芯の周辺に丸い花弁が 6枚描かれている。そして花文の下部には茎、小槃
がみられる。瓦当面に向かい右側と下部が欠落しているため、大きさは明らかではない。平瓦の凹面には桶巻き

の紐圧痕が残り、とくに整形は行われていない。接合角度は115度で瓦当裏面の粘土の量が多く厚くなっている。
瓦当面裏は横ナデが行われている。 J-16瓦溜まりA出土。

II類 同図 2は中央の花文のみを残してほとんど欠落した資料である。花芯は格子模様で、周辺に三枚に分か

れた花弁を配している。また、花文の下部は船状か横位の葉を描いている。さらに茎やゼンマイ状の髭もみられ
る。平瓦部分は欠落しているが、接合面に向かい瓦当面は厚みを増している。 I-26南側 2層出土。

Ill類同図3は比較的小型の瓦当資料で、瓦当面に向かい左側の外区を欠落している。文様の残りは比較的良好
で、比較的筋略化した花文が描かれ、花芯は丸く無文で、両側に先端が裂け三枚状にみせる花弁が特徴的である。
菓の両側は裂ける表現が行われている。平瓦との接合角度は107度である。 M-20石列D出土。

W類同図4は顎の三角部分を欠落した資料である。瓦当面は風化が進行し、中央の花文も摩滅しているが、こ
れまでの類例を参考にみると、湧田古窯跡 I社［、天界寺跡 (I) 註2などに類似する。花文は六枚の花弁で構成さ

れる。両側には先尖り薬文が描かれている。平瓦との接合角度は107度で、凹面には桶巻き紐圧痕が残る。接合
の粘土も厚い。 M-21瓦溜まりC出土。

C. 丸瓦

丸瓦は総破片数4,342点である。本瓦は前記したとおり還元炎焼成による造瓦であるが、仔細に色調をみると、
若干酸化し褐色を帯びるものも含まれている。そのことから灰色系と褐色系に大別すると、前者が2,243点、後者

が2,099点である。個体数を割り出すため、完形品における四隅部分が 4点そろって1個体と判断すると、灰色系

の場合は四隅部分の総破片数が553点であることから、 4点で割り算すると138枚余りの枚数になる。同じく褐色
系が142枚である。

第70図 8の資料は玉縁の段部から約7cmの箇所に、孔径約2.5cmの釘孔が、凸面側から穿たれている。端部は欠
落して存在しないが、これまでの有孔資料から勘案すると軒丸瓦の破片資料と考えられる。凸面の整形はナデが

なされ、無紋である。凹面は明瞭な布目痕が覆っている。筒部の厚さは2.2cmである。出土地点不明である。

d. 平瓦

平瓦は総数9,692点の破片からなる。本瓦の灰色系と褐色系の出土璧は5,910点対3,782点で、丸瓦同様に灰色系が

多い。個体数は灰色系が302点、褐色系が172点である。

第71図 6、7は凹面に桶巻き板に巻かれていた紐圧痕を明瞭にみせる資料である。前者にはさらに桶板の大き
さもわかる圧痕がみられる稀有な資料である。桶板圧痕の幅約2.5cmである。後者にも紐圧痕がみられる。紐圧

痕の間隔は約2.5cmである。 6はM・N-21・22、表土撹乱出土。 7は出土地点不明である。

2. 赤色系瓦

赤色系瓦の種類は軒丸瓦 (80点）、軒平瓦 (37点）、丸瓦 (1,422点）、平瓦 (3,245点）の 4種類である。使用方

法とも関わるが、赤色系瓦には灰色系瓦には観られなかった漆喰の付着がある。

a. 軒丸瓦

瓦当文様は I類 (59点）、 II類 (21点）の 2種類に分類される。花文の構図は側視型と正視型の 2種類が認めら
れる。

I類 第70図 6は瓦当面のほぼ全体を残した製品である。瓦当文様の花文は側視型で、瓦当面全体に花弁が覆
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う。珠文の径約0.5cm、数が12個である。瓦当裏面は粗面を呈し、指痕が多数残されている。丸瓦との接合には粘

土は少ない。丸瓦との接合角度は約97度で、瓦当径約14.5cmである。出土地点不明である。

II類第70図 7は外区の一部を欠く製品である。中央の花文は正視形で、粘土の厚さにより表現する手法がと

られている。珠文は 9個と少ない。大きさは径約0.6cmである。瓦当径は約15cmで、丸瓦との接合角度は100度。

表上撹乱出士である。

b. 軒平瓦

本類は逆三角形をした瓦当面を特徴とし、髭瓦とも称する。瓦当文様の種類は1例のみで、出土数が37点であ

る。

第71図 5は向かって左の外区が破損している。焼成は良好で文様は鮮明であるが、花文はかなり抽象化され、

中央の上部に格子文を施す花芯があり、その両側と下部に柿の実状の縦線の入った花弁が配されている。茎はな

く英語のスペルにある V状の凸線を描いている。花文の両側にある葉はとくに薬脈が強調され、薬そのものから

も飛び出し一見するとソテツ築にも類似する。外区には漆喰が付着する。垂れ長さは11.0cmである。 K-19表

土・撹乱出土である。

C. 丸瓦

丸瓦は総数1,422点出土した。いずれも破片で、紙幅の都合で図は割愛した。個体数を割り出すため、完形品に

おける四隅部分の 4点がそろって 1個体分と判断し、四隅部分の総破片数386点を、 4点で割り算すると96枚余

りになる。

d. 平瓦

平瓦は総数3,245点得られた。丸瓦同様に図は割愛した。個体数は四隅部分が 4点そろって 1固体と判断し、四

隅部分の総破片数581点を 4点で、割りだすと145枚余りになる。

小結

以上、当調査地区の出土屋瓦は中世と近世の二期に分類できた。中世のグスク時代に属する高麗・大利両系瓦

と近世以降の明朝系瓦の出土比率は、高麗系瓦：大利系瓦：明朝系瓦が1.1%: 0.2% : 98.7%となり、グスク時代の

瓦が極めて僅少で、近世瓦を主体とした地区であることが判明した。後者の明朝系瓦は造瓦技法や焼成技法から

灰色系瓦と赤色系瓦の前後二期に細分した見分類の結果、灰色系瓦：赤色系瓦は75%:25%と、先行型式の灰色

瓦が多く認められた。次に瓦葺建物にかかわる遺構をみると、高麗・大和両系瓦が葺かれた具体的な建物遺構は

明らかではなく、同時期の掘立柱建物との関係について今後明らかにする必要がある註4。次期の明朝系瓦は先行

型式の灰色系瓦葺き建物が広く、または複数存在していたことを窺わせ、また赤色系瓦の段階になると瓦葺き建

物の規模そのものは小さくなっていたことが推測できる。

参考文献

註1 沖縄県教育委員会 「湧田古窯跡 I」1993年

註2 沖縄県立埋蔵文化財センター 「天界寺跡 (I)」2001年

註3 上原評「首里城跡西のアザナ地区出土の明朝系瓦とその推移」「南島考古」第14号 1994年

註4 a. 那覇市教育委員会 「天界寺跡j —首里城線街路事業に伴う緊急発掘調査報告 1999年

b. 那覇市教育委員会 「天界寺跡」 ー首里城公園整備事業に伴う緊急発掘調査報告 2000年

第39節填
屋瓦と同様に多く得られた。平面形が、方形、 □角等を呈するものが一般的で、今回は特異なものを図示した

（第71図 8)。湧田古窯跡 (I)'成の例（第100図 2、 3) に類似するものと見られ、下部に取っ手が付く。残存部

位の厚みは3.5cm、（最も厚い部分は7.8cm)、縁は破損している。出土地不明。

〈註〉

大城慧、島袋洋他「湧田古窯跡 (I)」沖縄県教育委員会 1993年
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第40節 自然遺物
1 . 貝類
本遺跡から出土した貝は巻貝30科93種、二枚貝19科50種である。総数5283点を数え、天界寺跡 (I)i口で報告

された結果をはるかに上回るものである。出土状況で見ると、アラスジケマンガイが圧倒的に多く 1946点である。

次いでカンギク711点、マガキガイ 383点、ウミニナカニモリ 223点となっている。陸産では6科7種検出されてい

るが、その個体数は、僅少である 。

貝は、ほぼ調壺区全域から出土 しているが、主に調査区の北側に集中しており、その中の北側4層からの出土

は全体の約16%を占めている 。

先に調査、報告された天界寺跡 (I) iいと比べると検出された貝種に差異はなく、僅かに今回が多種である。

ただ、個体数には若干の違いがみられる。例えば、前回最 も多く検出されたオキナワヤマタニシは、今回では前

回の約8分の1と少ない。また、アラスジケマンガイやカンギクなどは前回とは比にならない程の出土量である。

注意したい点は、これらの貝は、比較的容易に採取でき、現在も食卓を飾ることがしばしばある。表土・撹乱や

不明からの出土が多く、大半は近・現代の食滓ではないかという疑念が残る。

前回の調査で検出されたヤコウガイ蓋集中部で見られるような特徴的な遺構が今回は確認できず、遺物の方も

注意すべき点が特に見られなかったため、今回は自然遺物として集計した。その結果、蓋が279点、殻の方はほ

とんどが破片で検出され、個体数を数えられるのは93点と少ない事が分かった。

今回はじめて化石種と思われる貝種（イタヤガイ、キンチャクガイ）が確認された。同定を依頼した名和氏it2 

によると、すでに絶滅した種であるという見解を得られた。

＊個体数の算出方法

・巻貝は完形、殻項、破片に分けて集計 し、前二者の合計を個体数とした。

・ニ枚貝は右殻と左殻に分け、それぞれを完形、殻頂、破片に分け前二者を合計しさらに右殻、 左殻のどちらか多い方を

個体数とした。

＜引用文献＞

「伊佐前原第一遺跡」 「沖縄県立埋蔵文化財センター閑査報告書」第4集 沖縄県立埋蔵文化財センター 2001年3月

＜註＞

註 l 「天界寺跡 (I)」「沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書」第 2集 2001年3月 沖縄県立埋蔵文化財センター

註 2 名和 純氏（潟の生態史研究会会員）に今回の貝類の同定を依頼した。記して感謝を申し上げます。

く参考文献＞

「平敷屋トウバル遺跡Jr沖縄県文化財調査報告書」第125集 沖縄県教育委員会 1996年3月

「湧田古窯跡 (N)」「沖縄県文化財調査報告書」第136集 沖縄県教育委員会 1999年3月

「沖縄県那覇市首里旧天界寺跡」 「日本考古学年報49」 日本考古学協会 1998年7月
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2. 動物遺体

金子浩昌

(1) はじめに

本報告は先年刊行された「天界寺跡 (I)」遺跡の西部地域に当たる地点の調査の際に出土した動物遺体につ

いての記述である。前回の報告内容と比べて種類的には大きく変わるところはなかったが、ウマ、イヌなどの一

括出土例は検出されなかった。しかし、動物遺骸の主要種であるニワトリ、ウマ、ブタ、ウシなどの遺骸は前回

より多く出土し、いっそう生活の感覚の高まった遺物の在り方を示していたようである。

今回の調査と報告に当たって種々お世話になった沖縄県立埋蔵文化財センターの島袋洋氏、西銘章氏にお礼申

し上げる。また資料整理に当たっていただいた瑞慶覧尚美氏、玉城照美氏、玉城恵美利氏、新城ゆかり氏の皆様

にも御礼申し上げる。

(2)検出された脊椎動物遺体種名表

節足動物門 Phylum ARTHROPODA 

軟甲亜綱 Subclass Malacostraca 

十脚目 Order Decapoda 

ワタリガニ科 Family Portumidae 

ノコギリガサミ Scylla serrata 

脊椎動物門 Phylum VERTEBRATA 

軟骨魚綱 Class Chondrichthyes 

メジロザメ目 Order Carcharhiniformes 

メジロザメ科 FamilyCarcharhinidae 

イタチザメ G ・印eocerdocuvier 

科目不明 Fam.et gen.indet. 

エイ目 Order Rajiformes 

科目不明 Fam.et gen.indet. 

硬骨魚綱 Class Osteichthyes 

ダツ目 Order Beloniformes 

ダツ科 Family Belonidae 

属・種不明 Gen.et sp.indet 

キンメダイ目 Order Beruciformes 

イットウダイ科 Family Holocentridae 

属・ 種不明 Gen.et sp.indet 

カサゴ目 Order Scorpaeniformes 

コチ科 Family Platycephalidae 

コチ属 Platycephalus Sp. 

スズキ目 Order Perciformes 

ハタ科 Family Serranidae 

属・種不明 Gen.et sp.indet 

フエダイ科 Family Lutjanidae 

ヒメフエダイ Lutjanus gibbus 

キマダラフエダイ Pristipomoides sieboldii 

属・種不明 Gen.et sp.indet 

タイ科 Family Sparidae 

クロダイ属 Acanthopagrus sp. 

タイワンダイ Argyropusbieekeri 
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フエフキダイ科 Family Lethrinidae 

ョコシマクロダイ Monotaxisgrandoculis 

イソフエフキ Leth・nnus atkinsom 

ハマフエフキ Lethrinus nebulosus 

フエフキダイ属 LethrinusSpp. 

ベラ科 Family Labrdae 

コフダイ（カンタ‘‘イ） Semicossyphus reticulatus 

タキベラ Bodianus oxycephalus 

ブダイ科 Family Scaridae 

イロブダイ Bolbometoponbicolor 

ナンヨウブダイ Scarus gibbus 

ナガブダイ Scarus rubrovwlaceus 

属・種不明 Gen.et sp.indet 

ニザダイ科 FamilyAcanthuridae 

属・種不明 Gen.et sp.indet 

フグ目 Order Tetraodontiformes 

モンガラカワハギ科 Family Balistidae 

属・種不明 Gen.et sp.indet 

爬虫綱 ClassReptilia 

カメ §OrderChelonia 

鳥綱 Class Aves 

ペリカン目 OrderPelecanformes 

ウ科 FamliyPhalacrocoracidae 

ウミウ Phalacrocorax.ilamentosus 

ガンカモ目 Order Anseriformes 

ガンカモ科 Family Auatidae 

カモ類 AnatidaeGen. et sp. indet 

キジ目 Order Galliformes 

キジ科 Family Phasianidae 

ニワトリ Gallus gallus var. domesticus 

哺乳綱 Class Mammalia 

留歯目 Order Rodentia 

クマネズミ属の一種 Rattussp. 



クジラ目 OrderCetacea 

イルカ科 FamilyDelphinidae 

イルカ類 DelphinidaeGen et sp.indet 

食肉目 Order Carnivora 

イヌ科 Family Canidae 

イヌ C . ams fam1lians 

ネコ科 FamilyFelidae 

ネコ Feliscatus 

海牛目 Order Sirennia 

ジュゴン科 Family Dugongidae 

ジュゴン Dugongdugong 

(3)検出された動物遺体について

1. 節足動物

寄蹄目 Order Perissoda ctyla 

ウマ科 Family Equidae 

ウマ Equus caballus 

偶蹄目 Order Artiodactyla 

イノシシ科 Family Suidae 

フタ Sus scrota var. domesf:Jcus 

シカ科 Family Cervidae 

シカ属の一種 CeIVUssp. 

ウシ科 Family Bovidae 

ウシ Bos臼urus

ヤギ Capura h1rucos 

ノコギリガザミ：出土地点不明でハサミ脚 l点があったのみである。

2. 軟骨魚類

イタチザメ：歯 1点があったのみである。

メジロザメ科椎骨：椎体径小さく、椎体長の長いタイプ (A) と椎体長が短く、椎体径の大きいタイプ (B)
があり、 Bタイプの方が大型になる。大型のイタチザメはBタイプの椎体になる。

エイ類：鈎状の鱗が検出されているが、わずかに 1点である。

3. 硬骨魚類

ィットウダイ科の一種：前鯉蓋骨があった。この科の魚種の前鯉蓋骨は細かい刻みのある外縁と、遠位骨端寄

りに鋭い 1棘を付けるのが特徴である。

コチ属：歯骨 l点があるが、近心部を欠損する 。骨体のほぼ中央位置での骨体高9.0あり、大型である。

ハタ類複数種：ハタ類に比定される骨格の出土はやや多い。形態的特徴を理解し易い前上顎骨、歯骨でみると、

前上顎骨咬面の盛り上がるような高まりをもつ形態と歯骨の近心部のくびれの弱い形態が一種になる。これとは

別に歯骨にはさらに二つの形態があり、近心部のくびれのほとんどみられない点が特徴である 。さらに近心部＜

びれがつよく、しかも咬面と外縁の両面からくびれをみる。

キマダラフエダイ：フエダイ科前上顎骨にみる近心突起の角度の直立するような形をみる。前鯉蓋骨の後縁の

大きな 1棘の形態が特徴的である 。

ヒメフエダイ：フエダイ類にしばしばみられる特徴的な前鯉蓋骨の後縁にみられる切痕が、この種ではもっと

も深く、前縁にまで達する。この標本は 1点があったのみである。

フエダイ科の複数種：上記のフエダイ各種とは別種と考えられる前上顎骨、歯骨がある。標本も多くさらに数
種はあるのではないかと思われる。

クロダイ属：前上顎骨、主上顎骨、歯骨があり、やや多い出土である。

タイワンダイ：マダイ Pagras major とはかなり異な った前上顎骨、歯骨の形態である。前上顎骨の背縁は

丸みのある弧をもち、臼歯は二列に並ぶ。歯骨は高い骨体が特徴的である。タイワンダイ属と思われる。

ョコシマクロダイ：検出標本は少ないが、本種の特徴である大型の臼歯をみる 。

イソフエフキ：前上顎骨 l点がある。長い近心端の突起をもつ。遠心端を破損するが、もともと骨体部分の短

いのが本種の前上顎骨の特徴である。咬面の近心寄りは細歯が幅広くみられる。

ハマフエフキ：本種主上顎骨の出士がもっとも多い。近似種を含めると圧個的に多い出土になる。比較的サイ

ズのそろっていることが特徴である。

フエフキダイ属の一種：キツネフエフキに似るが、前上顎骨骨体部の長いのが特徴である。ハマフエフキに

比べて少ないが、ハマフエフキに混在してよくみることがある。

コプダイ：ー：コブダイの検出は多くないが、前上顎骨、歯骨、咽頭骨には比較的大型サイズの標本をみることが
できる 。

タキベラ；小型の咽頭骨 1点があったのみである。
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イロブダイ：ブダイ類中では少なく、下咽頭骨 l点を得たのみである。

ナンヨウブダイ：特に日立った出土ではなかった。上咽頭骨 2点があったのみである。

ナガブダイ：下咽頭骨 7点があり、やや多い出土であった。

ニザダイ類：尾柄部に付く楯状の鱗があるが、 1点のみの出土である。

モンガラカワハギ科の一種：歯骨 l点。

4. 爬虫類

ウミガメ類：四肢骨の断片が 3点あったのみである。

5. 鳥類

ウミウ：上腕骨と大腿骨が各 1点出土した。いずれも破片であるが、ウ類の特徴をよくみることができる。

カモ類：上腕骨 l点と尺骨 2点がある。上腕骨と尺骨遠位骨端を残す標本は同サイズのカモ類であるが、近位

骨端を残す尺骨の 1点は、骨体が細く他の 2点とは別種である。

ニワトリ：頭骨を除く四肢骨を多く出土している。胚骨、中足骨の出上が多く、それに次いで上腕骨、中手骨

の出土が多い。完存する標本は上腕骨、中手骨、大腿骨などに各 l点をみるのみであった。特に大型になる骨を

みることはなく、中型サイズのニワトリであったようである。中足骨にやや大きいサイズの標本をみた。

不明の鳥骨片：鳥骨には形態を異にする尺骨片、頸骨片がある。おそらく海鳥類であろうと思われるが、種を

確認するまでには至らなかった。

6. 哺乳類

クマネズミ属の一種：おそらく混人標本であろう。胚骨 l点があったのみである。

イヌ：少数の破損した骨片が出土している。下顎骨は近心部分、尺骨、胚骨は近、遠位骨端を欠損していたが、

破損に特に人為的な痕跡はみなかった。

ネコ：少数の四肢骨片があったのみである。表土、撹乱層の出土標本などもあり、遺構中出土の標本は少ない

が、グスク期のネコもあったと思われる。

イルカ類：椎骨 1点があったのみであるが、この時期のイルカ類としては類例が少ない。天界寺跡としては今

回はじめての出土である。

ジュゴン：出土層位の明らかでない標本もあったが、前頭骨一部、椎骨と肋骨、上腕骨が検出されている。時

代が新しくなる程ジュゴンの一遺跡からの出士例は少なくなる。前回は肋骨片 1点があったのみであるから、今

回の出土は多かったといえる。

ウマ：ウシには及ばないが多くの骨格を出士している。環椎 1点、頸椎 l点、不完全な下顎骨 l点があるが出

士地点不詳である。遊離歯があるが、地点不明の標本も多く、まとまる標本はほとんどない。

四肢骨標本中、近、遠位骨端の最大幅は日本在来馬中もっとも小型のトカラ馬のサイズであった。先に天界寺

跡 (I)出土の埋葬馬を報告したが、この地点のウマはさらに小さいサイズのウマであったようである。

四肢骨は多く検出しているが、破損標本が多く、それらは解体時、あるいは骨髄の摘出のために割られたものと

思われる。骨端は骨化しており成獣個体が多い。上腕骨、撓骨、胚骨、大腿骨はいずれも近位部あるいは中間部

で割られ、その打撃後、割れた痕をみることができた。甚節骨、中節骨は完存するが、末節骨には切痕があった。

ブタ：多くの歯牙、骨格を出土している。解体後に壊された頭骨、下顎骨ではやや形の残る標本もあった。前

頭骨、頭頂骨は輻広く、骨質厚く、ブタの特徴がよくみられた。下顎骨は左右の結合が可能な標本が一点あった

が、左右顎骨の開く角度が広く、短頭化したブタの顔つきを初彿とさせた。骨体は現生リュウキュウイノシシと

比べて明らかに大きく、厚みのある骨体をもっていた。顎骨と歯牙の形状は模式的な標本を写真に示したが、乳

臼歯と永臼歯M1 (M 2)、永臼歯M1 ,M 2 (M 3)、(p) : 未萌出歯、となる標本が多く、歯牙数としてはM

l、M2がもっとも多く、 M3の数はMlあるいはM2の三分の一である。

四肢骨では骨端を残す標本が肩甲骨、上腕骨、撓骨にみることができたが、全体のなかでは少なかった。また

若い個体がほとんどであったために四肢骨の計測値を検討することは有効ではなかったが、近、遠位骨端の計測

値はリュウキュウイノシシと同じくらいのサイズで、さらに大きくなるような個体はなかった。上腕骨遠位部滑

車上孔は閉鎖標本と開孔標本の両方があり、閉鎖標本の方が大きかった。また上腕骨の遠位骨端の骨化例は 3点

あるが、 2点は近位骨端の骨端は未骨化である。撓骨の遠位骨端の骨化例が 1点あり、 3.5歳令で高年齢になる。

上記した歯の萌出状況、骨端の骨化状況からみて、本遺跡のブタは 2-3歳未満の個体が多く、 3歳以上にな

るのはごく少なかったと推定される。
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ニホンジカ．・角、大腿骨、胚骨がある 。角は落角で、眉枝の開き方はニホン ジカCervusnipponと同じである。
枝部、幹部ともに切斯されていて、枝部のほうがやや長い。切断面は平らである。何らか用途があって、持ち込
まれたものである。他の四肢骨も骨体をうち割られており、食用にされている。
ウシ：ブタに次ぐ多くの骨格を出土 しているが、破損した標本が多い。ピット、造成層、黒褐色土層、基壇、

コーラル敷部分での出土が多い。完存する四肢骨標本はなかったが、近、遠位骨端幅は日本の在来牛中、中小型
の見島あるいは口之島牛に近い数値であ った。

角突起、下顎骨でかたちの残されたのは各一点があったのみである。上腕骨、撓骨、中手骨、大腿骨、胚骨、
中足骨は、うち割られ、その際についた傷、割れ面がみられる 。骨体の上部から中間部で割られることが多かっ
た。中手骨、中足骨が比較的上部で割られているのは、骨製品の素材を取る目的があ ったことも考えられる 。
ヤギ：歯と下顎骨、四肢骨が出土している。他の獣骨に比べて検出数ははるかに少ない。30標本中の21標本が

不明あるいは撹乱層中の出土であることは問題ではないかと思われる。

(4) 総括

天界寺跡の調査として2001年度刊行報告に次ぐものであるが、当然のことながら資料は前回のものと一括され
るものであって、内容的にもそうした様相を示していた。前回報告資料を含めて、以下にその特徴となる点を述
べておきたい。

魚類：少数の、しかし大形のサメ 類椎骨があり、ハマフエフキ類がもっとも多かったことは前回と変わらない。
本遺跡のハマフエフキのサイズは前上顎骨、歯骨の全長計測値をグラフに示したが、特に集中するサイズは、採
集標本ではみられず、前上顎骨全長14.0mmという小形から、 47.5mmという大形があ ったが、22.0mm台で出土量
のピークがあり、 30.0mm前後でピークがある 。やや小形のサイズから中形までの、この種の魚の棲息状況を反
映しているのであろう。また比較的単純な網漁法によったのではないかと推測される。

ブダイ類が減って、コブダイなどのベラ類、フエダイ類、ハタ類の割合の多くなっていることも特徴である。
いずれも比較的小さいサイズから大形個体までが採られていた。このような点は、近世はじめ頃の特徴ではない
かと思われる。その他の魚種の目立たなかったことは、他の遺跡同様である 。
鳥類：ウ、オオハムその他の未詳の海鳥とカモ類が少数検出されるのは、この地域の特徴である。南島では、

石器時代には、今少し種類も多いが、減少する一方である 。

主体を占めるのはニワトリであって、四肢骨を主とした出土が多い。ニワトリはグスク期以後に現れ、急速に
増える。本土での中世以降の在り方と共通するが、より食用性が高かったと思われる 。本土ではカモ類の渡来が
多いので、食用としてはカモ類が主になっている。こうしたことも南島地域での特徴であろう。
獣類：本遺跡では、海棲獣類としてイルカ類、ジュゴンを検出したが、やはり僅かなものであ った。石器時代

以降激減し、グスク期と比べてもさらに減少する。グスクでこのようなジュゴンの骨格の利用は一般にはなくな
り、肉用のみとなっていた。ただし、それには種々の制約があり、直接捕獲する機会は限られたのであろう 。
肉の供給の主体はブタであった。 当時のブタの形質、利用の方法を知る好資料が出土している 。ブタは大陸か

らの渡来種を基本としたもので、屠殺の時期、方法もそれに基づいていたものであったろう 。
ウマ・ウシは現在知られる在来種で、ウマは小型のトカラ馬系、ウシはやや大きく中もしくは中小型であ った。

共に食用にされているが、ウシの方が多い。こうした状況はグスク期以来認められるところである 。前回の調査
でみたウマの埋葬例は本地区では知られなかった。南島文化としては異質な様相であ ったが、やはり一般的では
なかったようである 。

前回は知られなかったシカの遺骸が若干であるが、出土している。シカはこれまでにも時折見る機会がある。
沖縄には棲息しない特殊な動物として注目されたのであろう。角は加工されており、道具あるいは器具の一部で
あったのであろうか。四肢骨のあることは、食用に当てられるためであったのかもしれない。
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第59表 ノコギリガサミ出土一覧 第64表 トリ類出土一覧

部位 出土地 個数 部位 右／左 出土地 個数

ハサミ不明 1 椎骨 不明 不明 1 

上腕骨 骨体 不明 表土・撹乱 l 

桃骨 骨体 不明 表土・ 悦乱 l 

第60表 サメ類出土一覧
種類 部位 d L I 出土地

尺骨
近位端～遠位部 左 ピット l 

骨体 左 南側 4層 1 

9.0 5.7 
不明 不明 1 

11.9 10.3 
ビット

13 7 16.0 

大腿骨 骨体 右 ピット I 

不明 南側 1層 1 

メ
14.0 18.1 

ジ

ロ 9.3 7.7 

ザ 9.8 8.1 

寛骨 臼部 不明 南側 2暦 1 

遠位部
右 北側 3層 l 

左 ピット l 

メ
9,8 A 8.8 I 不明
10.8 9.5 

10.8 9.8 

13.6 16.2 

胚骨 左 不明 2 

骨体
ピット I 

不明 表土・撹乱 1 

北側 4層 1 

19.3 7.6 

脊 I16.3 8.1 
ピット

椎 第68表イヌ出土一覧
8.4 3.6 北側 l層

18.6 10.4 北側 3層
メ

19.2 7.6 
ジ 北側 4層

部 位 右／左 出土地 個数

下顎骨
P2 右 北側 3層 1 

犬園 左 石列D 1 

ロ
ザ 44.4 27.8 南側 3層
メ

18.4 南側4層
B 9.5 

肋骨 破片 不明 北側 l層 1 

尺骨 近位部～遠位部 左 ピット ① 

中手骨 近位端 不明 南側 1層 1 

24.7 10.0 コーラル敷A

17.7 9.7 溝状石列
胚骨

近位部～遠位部
右

表土・撹乱 ① 

遠位端 不明 ① 

28.4 13.3 甚節骨 右 北側 4陪 1 

20.5 9.6 I 不明
20.2 9,5 

注 〇：キズあり

18.6 7.8 

イタチザメ 1 歯 I石列E

注 「＿」： 計測不可 単位 ：日 第69表ネコ出土一覧
部位 右／左 出土地 個数

胸椎 北側 4層 1 

寛骨 腸骨部～坐骨 左 方形掘込み遺構 1 

大腿骨 完存
左 方形掘込み遺構 1 

右 表土・撹乱 1 

踵骨 遠位端 右 表土・撹乱 1 

中足骨 II 近位端 右 不明 I 

第65表 キジ類出土一覧

大腿骨 ,:t三~-遠位端ドり『以也 1個:

第63表カモ類出土一覧
第70表 ジュゴン出土一覧

郎位 l右／左 出土地 個数

部位 右／左 出土地 個数 前頭骨I頬骨突起 I左 不明 l 

上腕骨 近位部～遠位部 右
不明 1 

表土・撹乱 1 

近位端～遠位部 左 不明 1 

尺骨 骨体 不明 北側 4層 1 

閲 不明 l 

紺1位 北側 2限 l 
閑．椎 汲土・況乱 1 

朦椛 地山面玉 I 

棘突起 北側・1層 1 

遠位端 右 表土・撹乱 1 )1/J件
孜土・揖乱 1 

ピット I 

上罷"I近逗位1'(1i't'.端('Jlはずれ! 右 北囮 l廣 l 

第66表ネズミ出土一覧

腔:tI贔誓［言I 侃,~ ,
第67表 イルカ類出土一覧

|は1溝累喜」イ固:

破片 ピット l 
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第72表 ウシorウマ出土一覧
部 位 9右／左 出土地

頭蓋骨 破片 、リ←
U」迷l宵 J明

園 収月 多掘‘ み遺構

＇乱

111 
椎体 i (I 2、

4 
南 2雇
南 3蔭

椎弓
1-1( 3層
1コr 4層

椎体 ピット
不H

椎窟 :1r.111 4層

罹眼 所011庖

地 L固．上

棘突起
JJ預

ピット
不明

居雄 北側 3層
北側 3層

肋軟骨 ‘酎＇
、H

, ~ -.. 乱
悶

. 2 

-'l 3 
1 

t I 2 
肋骨 13 

14 
コーフ）レ兜IA

1溝状石万I
ビット
不明

肩甲骨
遠位端

不明 」t側 4層破片

大腿骨 骨頭のみ 明ヽ ノッ ト

腟骨 破片
、明 ⑲ 13層
、明 引何12際

Jljf'肖~ 骨体 明ヽ ~-,: ・楼舌l
注 o: キズあり．（）：破片、く＞：半欠.11: 幼

第73表 ウマ歯出土一覧
部佗 右／左 出土地 個数

犬歯 北側 l層 I 
II 附側 3層 j 

P2 不明 1 
P2.3 表上 ・悦乱 J 
P4 

右
北側 3層 1 

P4 ピット I 
Ml 不明 I 
M2 南側 3層 I 

上
M2? 北側 4層 I 
破片 汲土 ・阻乱 I 

顎
北側3層 l 骨 犬歯
地山直上 1 

12 北側 4層 l 
P2 不明 1 
P3 左 コーラル敷A l 
P3or4 北側 3層 I 
P3or4 遥,~ I 
P3or4 コーラル敷A l 
Ml 北側 4層 l 
破片 不明 遺構 l 
11.2.3 北側 4層 1 
dm4 南側 2層 I 
P2 不明 I 
P3 

右
不明 I 

P4 不明 I 
P4 北側 4層 I 

下 P3.4Ml 不明 1 
顎 破 瓦溜まりC 1 
骨 12 ピット 1 

13 北側3層 l 
PZ ビット 2 
P2 左 表土・撹乱 1 
P4 北側4層 J 
P4 南側 2層 I 
M3 南側 l層 1 

111!1奴

l 
<l> 
1 
1 
l 

(1) 

2 
2 
I 
I 
1 

(l 

I 
1 
l 
l 
1 
([ 

1 
11 
1 

(I) 

1 
(11 

l(J 
Pl 
(1 
l 
3 
7 
3 
1 
4 
2 

← m 
1 
1 
2 

第77表種 不明出土一覧
部位 右／左 出土地 個数

顕歪骨l破片 不明 溝状遺構A I 
頬骨 不明 南側 4層 1 

下顎骨 不明 不明 ① 

尾椎 北測J忍 1 
指骨 不明 南側 l層 l 
寛骨 l腸骨部 右 南側 l層 ① 
胚骨 l骨体 右 北側 3層 1 
注 〇：キズあり
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上
類
骨

巴! J 
托』. J 

M2 コーカり~'.IA l 
•- - -' 1  

1 

M3 I 辱暉 ｝ 1 

~ 2 l 

｝ ｝ 

I 
: tE=j 彎{顎l ; • •I I 
・I・ト 左 ,’~ヽ I n <ll > 

晶

注「J:,!消JIii.<>:, 次

！ ｝ 
l 
l 

第76表ヤギ出土一覧
部位 右／左 出土1也

M2 
左

表土・悦乱

M3 北圃4脳

上顎·i~ P4 不明

歯
M1 南側2屈
Ml.2 右 北側3庖

M2.3 コーラル11,B
下!l'fl・1t M3 ィ叫ll

l破lヤ 表土・恨乱

』.¥'!flt
表土・視乱

Q/Jfr 
逃位骨端はずれ

1r. 
表土・悦乱

上 骨w-速f立部 不明

腕 骨体 不IIJl
竹

遠位祁
石 汲土・撹乱

不ijJ
近位．磁 紅・援乱

近位湘 右 ピット

t~1!t 近位硲～遠位部 表土・撲乱

近位1↑r.:iはずれ 左 南佃l・I附
骨体 不明 裟土，撹乱

尺・l'r
近位部 左

汲土・ 殷乱
・l'I体 右

膳竹部
左 北側 ・11!ll

寃·I~' 右
汲士・鋭乱

坐骨 占
近位部～遠位部

白
汲土• 投乱

甘体 北IJlll3層

庇骨
近位部

表土・撹乱

左 不明

骨体～述位沿 北開 1ヽ/lil
未節骨 左 不明... ー・ . ・-

贈数
l 
l 
I 
l 
I 
1 
1 
1 

H 
<l> 

1 
l 

Ill 
l 
1 
① 
1 
1 
(l) 

h+i-
① 

I 「 l 

I 
l 
()) 

1 
1 
1 
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第58表
科・種 右/1.,It測部位rtti囀 出土地

二 表上・撹乱
34.1 

号 畦

27.0 南側 3層

39.0 北側 3居

29.9 北阻14屈

~ 23.0 
方形掘込み遺構

23 6 溝状退l悧D

し
~ ピッ ト

39 5 

111567...8 0 3 

右 筐"' 
冒w.s 

不明

I I 二~ 22.8 

27.3 

~ 2279..8 1 

-1!! 
月~L．J 

L嘩
＇ 

上
顎 47.0 表十．・阻乱
骨

ピ立 北側 3層

フ Iヽ
34.5 

工 マ 39.0 北側 4層

フ フ 46.0 コーラ ／し飲A

キ 工 二 方形掘込み遣構ダ フ 34.0 
イ キ 29.7 切 」A
科 A 

I ~ 15.5 

二

~ 221977 .• .7 8 6 

ピット

左

闘'" 
鳳9⑫ 

口22.2 
ィ渭J]

l.1±:2. 

巳
~ 

日
45.0 

24.7 南側 3層

国 ピット

已竺．． 

園
29 5 

右
骨

L 

@ 臼21.9 不明

261 

サカナ計測一覧

社 「一」：計漕不u/

科・種

フ
エ
フ
キ
ダ
イ
科

ハ
マ
フ
エ
フ
キ

A

ハ
マ
フ
エ
フ
キ

A

伍

左

右

左

歯

骨

主
上
顎
骨

L
 

L
 

出土地

イ渭fJ

南側 2層

南側 3層

北側 4似、ロ

地山直 t

ピッ ト

遺構

不明

ピット

イ＜明

ピット

不明

科・種 ti/左 計測部位 ~t:11! 伯 出上地

I I 2233.4 .5 

23 6 
Iヽ

' —''~, "",."・_'  " , " -. 

マ
主フ

工 左
上

不明
フ

顎

キ
骨

'＇ 土31.1 A 

441 

471 

27 5 ピ 、1 ~
フ

右 I ~ 20.4 工 イ；明
フ 22 6 

キ
即.. 

ダ 上 L ! ! 2238..8 1 ピ、J ト

イ 顎

科 左 骨 Ul2.. 
ノ‘

I 22.8 
不明

マ I ＇ ! 3325..3 1 
フ
工 49.0 地11J直上
フ I ~ 26.5 
キ 右

B i I 2306..5 0 
不明

歯
L 

36.9 北側 3層

骨 26.5 北1!!4-1駁

左
36 9 石祁)A

ヒ祖立 ピット
37 0 

26 5 不期

L 39 0 
畦

b 110 

L 39.0 
北側 3屠

b 10 7 

L 30.8 

b 8.2 
ピット

右
L 39.0 

b 11.5 

L 24.0 

b 8.3 

L 35,3 
不明

b 7.0 

L 67.0 

＇ 
b 21.0 

L 18.5 

b 6.8 
表土・撹乱

□`IJ ． L 35.7 

上 b 8.4 
顎 L 35.7 
骨 b 9.1 

L 44.2 
南但l]l層

b 9ぶ
Jヽ

L 35.7 
夕 Aa 
科 b 7.9 

左
L 35.7 

b 8.9 

L 44-2 

b 9.0 

L 47,8 
不明

b 13.1 

L 47.8 

b 11.7 

L 47_8 

b 12.7土

L 

b 

L 65.0 
南側 2培

h 14.7 

L 67.6 

h 11.9 
南側 3層

右
歯 L 68,0 
骨 h 

L 66.0 
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h 9,8 
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不明

h 7.3 

科・種 I 右／左 l ~t測部叫計測値 ,'I'd, 地

L 47.5 

h 7.6 

L 68.0 

右
h 10.7 

不明
L 68 0 

h 
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L 47 7 
Jヽ

園 h 84 
夕
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科
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右
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Ab 
L 60.0 
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左
L 53.0 
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畦

右
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石列D
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左
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卜―
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咽
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頭

ナガブダイ 骨 25 0 コーラルfJA

18.1 

23 5 不明

24.0 
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一旱 南但I)2榜
381 
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24.6 

31.6 北阻114層

右 34 5 

I ＇ I 1142..5 9 
コーラル敷A

34.2 
プ 31.8 ピット
ダ

I I 2351.1 .0 ィ
即`・ 不明

科
上
額

L 13.5 表土・撹乱

骨 17.9 南側］ 屠
種 25.5 北開3m
不

12 0 北側 4層
明

8.4 コーラル敷A

27.2 遠構

左 [}IT 

~ 不明

319 
＇ 35 5 

23.4 畦

園
23.8 北側 4層

右
骨

L 19.9 ピット

国 不明

科・種 右/12,ll測部位 計測叫 出士地

右 2361..2 2 1ヽ明

22.9 
表土・撹乱

プ 26 5 

ダ
種

園 L 29 2 北側 3屈

イ
不

骨 ビット
明 左

30 5 
科 11.7 

22 9 
不明

2268..3 7 

右
コーフル敷A

前上

L 1198.1 .2 T 
顎骨 不明

伍
25.2 北側 l附

ク 19.7 不明
ロ

南rn111層
ダ 30.6 

イ 閑
L二38,4 北側 :JI裔夕 骨

イ 左

一旱科 溝状遺構A
34.2 

30.6 溝状石列

夕
左

前上 L 29 2 南側 2彫
イ 顎骨 26 6 不明
ワ

右
LI ＇ I 2257..4 2 ン 園 ピット

ダ
左 骨

イ 24.2 不明

48 7 南側 2屈

380 :It佃I~ 陪

381 地山甜上

45 0 基壇

右
I I 3347 . .4 0 方形掘込み逍構

即.. 

上 L 41.0 石垣A
顎 25.5 遺構
骨

I 三25.5 
不明

' 46 0 南側 2層

左 34 0 北測 4Jfi 
46.0 基痘

52 5 南側 2層

右 37 0 北側 4層

歯
36.4 方形掘込み遺消

＇ L 36.7 北側 4ltJ 
骨

左
50.0 遺構

29.3 
＇ 31.5 

不明

コ A 42.5 
プ 表土・撹乱

ダ
B 26.6 

ベ イ A 42.5 
ラ B 26.6 

南f!JJ1層
科 A 65.6 

B 41.0 

A 29、61 南側 2階
B 19.1 

A 30.3 
北側 l屠

B 19.8 

下 A 62.6 
北側 2層

咽 B 37 9 
頭 A 33.4 
骨 B 21.1 

A 56.6 
北側 4層

B 38.0 

A 65.6 
コーラル敷A

B 43.2 

A 42.5 
ピット

B 26,2 

A 42.5 

B 26.2 
不明

A 53.7 

B 33.6 
コプダイ

右
叩上

L 
23 8 ピッ ト

近i関種 顎骨 28 0 不明

タキベラ 下咽頭骨
A 42.7 

コーラル敷A
B 25.8 

4
 

/¥マ717キA主上顎骨
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数 2-
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5
 

主上顎骨長(mm)

/Iマ717キA前上顎骨
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]
(
i
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<Sli 1
4
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9
1
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3
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第82表ニワトリ計測一覧 取位 ：a

部位 右／左 Jti!ii部位 計湘値 出1地

第86表 ウマ計測一覧 凧f~ : ... 
部位 Iii左 計測部位 I~t澗恒 出土地

第87表プタ計測ー藍
~ 巴-

部位 右Jliitilll部位 ~ti!!I値 出土地

GL 70.6 

完存 左
BP 19.6 

不明
上腕骨 Bd 15 4 

SD 6.7 
近位端 右 BP 24.1 表土・撹乱

尺骨 完存 H-GL 
74.1 惜状遺構D
77.6 ビ・）ト

•I• 手骨 完存 右 GL 46.8 不明

GL 84.7 

完存 左
BP 19.1 

溝状遺構D
Bd 17.3 
SD 8.3 

近位端
左 BP 22.4 ピット

大腿骨 近位践～骨体 21 北側4層
GL 86.3 

P2 
39,75 不明
l9.1没I:・複＆

疇~ 右
2L51 紅・観乱

上顎骨
39.29 北1!113~
35.9 不りi
64.46 而側3屈

h5+-左
23.98 コーラル骰A
35.53 北側り層

士
高さ

30.77 不明
26.55 不晴

P4 
右 33.26 北阻4附

32,39 不明
下顎骨

Ml ,!,54 不用

P2 
32.55 ビット

左 31.73 ビット

19.7 附側2附
骨9本～遠位端 18.0 北側 4層

14.9 遺構

遠位部
18.5 地山直上

20.l 不明

遠位竹端はずれ
右 SLC 

22.2 内阻3層
15.8 附O!l4層

肩甲骨
淫位端 ~ 北側3層

23.6 
18.0 這椙

遠位部 18.9 侑前12丹
遠位ft醤はずれ 16.9 ビ・9ト

左 SLC 21.7 it/II!! 2層
泣位端 16.0 ~tll!1~ 層

17.4 ピット

完存
BP 19.7 

右 Bd 17.4 不明

SD 7.5 

近位端一骨,~ BP 15.5 不明
BP 25.3 不明

P4 25.13 rtill!l2層

近拉部～
右 遠位最大幅 80.81 坦構

肩甲骨
遠位端

骨体～
左

遠位最大椙 80.49 
北膳4層

遠位端 SLC 55.11 

近位部～遠位端
SD 14.3 

コーラル敷B
Bd 31.!l 

近位部～遠f立部 左
13.8 ＃佃12層

12.8 地11,紅上
Iii沿はずれ

SD 
11,5 栢側2層

近位端 左 BP 22 8 
遺構

SD 6.8 

近位端～骨体 左 IBP 19.7 
酎側2房

SD 5.6 

近位部～遠位端 右
Bd 114 

ピット
SD 5.6 

竹体～遠位端 左
Bd 10.8 

ヒット
SD 59 

旱 BP 80.64 ピット

遠位沿
左 Bd a不明

上腕骨 Bd 71.03 ビット

骨体～
右 Bd 67.0士北側4層

遠拉端

偵竹 近位端 左 BP 71.63 北罰3M

中手骨
近位澁～

左 BP 38.10土 北側4屈
遠位部

上腕骨
巡（対屈 13.5 Ji溜まりC

GL 151.1 

・完存
BP 37.0 

ビット

古 SD 12.5 
Bd 30.2 

•近位部～遠位部
SD 13.2 

コーラル敷A
Bd 32.7 

遠位什嬬はずれ 右 Bd 21.8 北側4層

屁骨
Bd 12 2 

北側3屈
SD 6.6 

右
Bd 12 4 

不明
SD 6.3 

腸骨部～
約最小輻 37.73 6列D

寛骨 ユ 左
腸骨部

杓0•1ヽ椙 36.36 
前側2恩

約最小幅 27.53 

完存
BP 24.8 

不明
Bd 狐2

撓骨
左 I 言20.5 近位件端はずれ

BP 
不明

Bd 13.4 G91JO 
遠位端 Bd 14.5(欠） 辺土・ ti!乱

Bd 10.6 
ピット

SD 55 
左 Bd 10.6 

附前12層
SD 6.2 
Bd 12.2 ビット

胚骨
近位沿 右 BP 87.28 付側2層
遠位端 右 Bd 64.26 ビ.,卜

右
55.05 不明
53.98 ピット

距骨 完存 ＇ 低 55.28 石列A
左 55.43 ＆土・摂乱

51.42 表t・ 観＆

近f.'(燐～遠位部 23.6 北軋13屈

近位竹端はずれ～骨体
DPA 22.2 

ビット
SDO 14,8 

近位部 DPA I 26.0 表土，撹乱
SDO 18.7 

も
DPA 28_3 

近位部～骨体
SDO 18.2 

よ土・復乱

近位部一遠位部
左

SC 75 
石垣B

が Bd 13、7 中足骨 近遠拉l,YJ温悶 右
Bd 43.54 lll:ヒ．ット・li! 乱
BP 4ふ78

骨1本
DPA 27.4 

基壇
SDO 凪7

中足骨
遠位端

右
Bd 12.3 不明

辛 Bd 14.8 遺構

還位端
右

SC ， 
北側4暦

J' Bd 15.7 

GL 40.33 
左 Bd 39_74 南膳2屈

BP 40.12 
GL 45.98 

中節骨 完存 左 Bd 43.48 北側3層

DPA 31.9 
汲土，撹乱

近位竹端はずれ
SDO 21.8 
DPA 29.0 

不明

尺骨
SDO 18.7 

近位骨端はずれ～骨9本 SDO 15.1 ;i;i,1 

第83表イヌ計測一覧 証 ：""
"''' '''右11,;. 1atf~耐詈

BP 48.01 
GL 41.86 

右 Bd 39.98 北膳4屈

BP 43.81 
GL 69.02 

右 Bd 35.04 南側2層

碁節付 完存
BP 42.55 
GL 75.64 

DPA 32.7 
北阻4層

近位部～遠位部
SDO 23.3 

DPA I 28.4 左
SDO 19.8 

不明

近位部～遠位祁 SDO 18.3 不明

DPA 29.1 
南側］屈

近位部 SDO 19.8 
DPA 位 2不明

左 Bd 42.12 北側 l府 SDO 18.2 晶聞

BP 49.48 骨体 DPA 23,3 
不明

SDO 17.0 
BP 12.4 

第~-4表ネコ計測一覧 単位：... 

ヽし ・ ~~kr誓位)81宮l必上叫盆
Ii. GL 102.891/i形掘込み辺l,'4

N も GL 57.7 北側2層

中手骨
Bd 12.8 

BP 118.5 
皿 左 GL 59.2 甚燈

Bd 16_5 

第89表 ウシ計測一覧

第85表 ジュゴン計測一覧 ~If'// : .

窃笞ldl誓ふ位132.3閃雰11 I表閃刊贔

Jjl(;J,:m 

部位 右／左 i1測部位 計測i阻 出土地

撓． 近位端
左

BP 77.7 
コーラル敷B

尺骨 近位部～骨体 DPA 61.4 
撓骨 近位端 左 BP 89-5 不明

骨体～遠位喘 左
Bd 65.9 

ピット
SD 41.3 

胚骨 近lit.燐～骨体 右 BP 90.2 北側 2彫

竹体～遠位端 右
Bd 63.3 

ピット
SD 39.8 

第88表 シカ計測一覧llf,1:m, 

竺I右炉唱~rtl3s.~雲，Gl l言 第90表ヤギ計測一覧 Jj直

岬 I委：ミ位～逗I四 r":『門「『:l:t:J::1

寛骨 ＇射骨部 左 SC 
17.2 .(t俯4層

胆骨郎～臼部 21.8 “上 ，脱l.l
近1凶骨湛はずれ～辿(1'1:部

国18.0 
表土・撹乱

近位部～遠位部
右 SD 

12.3 北!lll3崩

大腿骨
悧し一遠位昴 13.l 情状遺椙B
囚位部 21.l 表土，撹乱

近位骨端はずれ～骨体 LJ1§_ 
不明

骨体 左 SD 
13.2 
12.3 北側3/fl 

骨体～遠位祁 13.7 孔土・視乱

距1t 完＂ 左 GL 37.3 北l!!!<l屈

踵骨 究存 右
GL 70.6 ビット
GL 58.2 北11)4困

中足骨 a Ji GL 48.6 不明
BP 13.1 

甚節骨 完存 右 GL 31.5 不明

Bd 12.4 
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i 

スズキ目 前上顎骨（左）

L 

叶

-- ~·-~ 
スズキ目 歯骨（左）

ぃ
スズキ目 主上顎骨 （左）

サメ類脊髄骨

Bp 

GL GL 

Bd 

ニワトリ ニワトリ

上腕骨（左） 尺骨（右）

第73図 魚骨、ニワトリの計測位置

1. 
L 

ハタ科前上顎伶（右）

L 

「.~ グ

ハタ科歯骨（右）

I 

ナンヨウプダイ 前上顎骨 （左）

ナンヨウプダイ 歯骨（左）

GL 

SC 

Bd 

ニワ トリ

大腿脅（左）
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ウマ踵骨（左）
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CL 

第74図 獣骨の計測位置
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第75図 切痕 イヌ (1.右腔骨）、ヤギ (2左寛骨、 3.左腔骨）、ウシ (4右肋骨、 5左撓骨、 6左撓骨・尺骨、
7右中手骨、 8左大腿骨、 9.右中足骨）ウマ (10.右撓骨、 11右中手骨、 12左寛骨、
13左大腿骨、 14.左脱骨、 15.右中足骨）
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第41節人骨
天界寺西区の発掘調査により成人男性4体、性別不明成人 2体、乳児1体の人骨が出土した。人骨は全体的に破

損して残存部位が少ないため、詳細な観察は行えなかった。以下に人骨所見の概要を記す。なお計測は

KNUSSMANN (1988)に、観察等はWHITE(2000)に従った。主要計測値を第 2表に示す。また、比較群としてナ

ーチュー毛古墓群、銘苅古墓群、ヤッチのガマを参照した。

K・L-18、19 成人男性1体

残存部位は左寛骨（図版74a-1)、左大腿骨(a-2)、左胚骨近位端(a-3)、排骨骨幹近位部(a-4)が確認された。骨幹部

の大きさや筋付着部の発達程度から同一個体のものと思われる。寛骨は下前腸骨稜が発達し寛骨臼が大きく、恥

骨下角が狭いことから、男性の特徴を示していた。また恥骨結合面より年齢は30-40代と推定される。大腿骨も、

小転子や粗線などの筋付着部が比較的発達している。中央矢状径は26mm、横径は25mmと、近世に属するナーチュ

一毛(M6:27.6,M7:25.1)や銘刈南A・C・D地区(M6:28.0,M7:29.0)、ヤッチのガマ(M6:27.l,M7:25. 9)梵団の平均値よ

りやや小さい。胚骨は、胚骨粗面が発達しているが、残存部位が少なく詳細は不明である。

24ライン 成人男性1体

左尺骨片（図版74b)が確認された。骨幹部は厚く頑丈で、尺骨粗面や回外筋稜などの筋付着部が発達していて、

男性と推定される。骨体矢状径は14mm、横径は17mmと、ヤッチのガマ(Mll:12.4,M12:15.2)より大きく、ナーチュ

一毛(Mll:133,M12:15.8)や銘苅南A・C・D地区(Mll:13.5,M12:17.5)と近い値をとる。

N-25 成人男性1体

左大腿骨近位端（図版74c)が確認された。骨頭や骨頚は大きく頑丈で、殿筋粗面上部や大転子が発達している

ことから男性と推定される。頚垂直径は34mm、頚矢状径は27mmとなり、ヤッチのガマ(M15:l.9,M16:27.2)より垂

直径が大きい値をとる。

1-27 成人男性1体

右撓骨（図版74d)が確認された。撓骨粗面などの筋付着部の発達は弱いが、骨幹部の長径は比較的大きい。骨

体最小周は38mmと、ヤッチのガマの男性(39.6)に近いことから、本桃骨の性別はおそらく男性と思われる。

J-27 性別不明成人1体

手の基節骨のみである。詳細は不明。

L-19 乳児1体

右大腿骨片（図版74f)のみが確認された。骨体中央幅は6.8mm、最大長は74-76mmの範囲内と推定される。

AKIYOSHI (1976)の胎児骨を用いた研究を参照すると、妊娠10ヶ月（中央幅： 5.91土0.20、最大長 ：71.85土1.58)よ

りやや大きい。このことから、出生して1年以内の乳児と推定される。

出土地不明 性別不明成人1体

左尺骨遠位部（図版74e)のみである。詳細は不明。

引用文献

AI<IYOSHI T 1976 : Studies on fetal bone extremities and the derivation of an equation for estimating fetal body length. Acta med. Nagasaki. 20 : pp.15-18-

土肥直美，諮久嶺忠彦 1999:那覇市銘苅古墓群南 (A・C・D)地区出土の人骨，銘苅古募群 (JI)那覇市文化財調査報告書第40集，那覇市教育委員会 ：pp.175-188. 

諮久嶺忠彦土肥直美石田肇 2000:那覇市ナーチュー毛古墓群出土の人骨，ナーチュ ー毛古墓群 那罰市文化財調究報告書第44揉，那覇市教育委員会： pp.182-204. 

譜久嶺忠彦 他2001:ヤッチのガマ・カンジン原古墓群出土の人骨，沖縄県立埋蔵文化財センクー調査報告書第6集，沖縄県立埋蔵文化センクー： pp.345-385. 

KNUSSMANN, R., 1988 : M紅 TIN/KNUSSM心JN-Ai1thropoligie, Handbuch der Vergleichenden Biologie des Menschen, Bd. I. Suttgart, Gustav Fischer Verlag. 
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第91表 ヒト出土一覧
残存部位 性別 右／左 出土地

撓骨 骨幹部 成人男性 右 南側3層

尺骨
近位？骨体部 成人男性 左 遺構

遠位部 性別不明成人 右 不明

寛骨 腸骨？坐骨部 成人男性 左 表土・撹乱

骨幹部 乳児 右 北側3層

大腿骨 近位端 成人男性 左 不明

骨幹部 成人男性 左 表土・撹乱

胚骨 近位部 成人男性 左 表土・撹乱

排骨 近位部 性別不明成人 不明 表土・撹乱

碁節骨（手） 性別不明成人 不明 溝状遺構D
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第VI章総括

今回の調査成果について、前章までに概述した。ここでは今一度整理するとともに、若干の課題点について触

れ、まとめとしたい。

今回の調査により、玉陵以東の範囲の調査が終了したことになる。文献資料にみられる天界寺の寺域加のほぼ

東側半分を調査したことになる。既に、那覇市教育委員会が実施した調査成果の報告註2、沖縄県教育委員会によ

る調査成果の報告註3がなされている。これまでの調査成果からすると、景泰年間(1450-56)に尚泰久王によっ

て建立された天界寺は万暦年間 (1576年）の火災による消失、順治年間 (1644-61)の復旧から琉球王国の処分

(1879年）で廃寺になるまで約230年間存続していたようであるが、時代の流れとともに、その主体部を寺域の東

側へと移動しているようにみえる。

今回の調査範囲の堆積層の状況をみると、後世の撹乱を受け、本来的な堆積層が残っていない部分も多くみら

れる。判然としない部分もあるが、調査区の南西側（天界寺の井戸の西側）地域とそれ以北の地域で違いが認め

られた。

南西側 (25ライン以南）では表土下に黒褐色混礫土層、黒色土層があり、地山の赤土になる。いずれも水平方

向の堆積である。黒褐色混礫土層は約30cm、黒色土層は約10cmの厚みである。地山の赤土面には溝状遺構やピッ

ト群が検出され、黒色土層面では小礫集中部が確認されている。出土している遺物からすると、 17世紀頃のもの

を中心に、それ以降の時期のものが圧倒的であり、当該時期の頃から一帯が利用されたものと想定される。

一方、中央～北側 (25ライン以北）では表士下の黒褐色混礫土層（南西側と同様な層相）の下に赤土を主体と

した造成層が確認されている。表面はほぼ平坦で、層厚は北西側で厚い。その上面には幅約 2mの小礫敷きの遺

構が本堂跡から西側へ直線的に延びる。また、南側の井戸との境界をなすような石列が東西方向に検出されてお

り、本堂跡とされている基壇を有する遺構とある時期の空間を形成している。首里古地図 (1700年）に描かれて

いる天界寺の状況とよく似ている。出土遺物は比較的幅がみられ、 16-18世紀頃のものが主体をなしている。

この赤土を主体とした造成層の下には黒褐色土層が確認され、北側ではジャリが薄く敷かれた感じである。そ

の面から立ち上がる石垣やコーラル敷き、瓦溜まりの部分が見られるほか、本層の下部に大きな礫を敷き、その

両側に野面石積みを立ち上げる溝状石列などの遺構が検出されている。出土遺物は15・16世紀頃のものが主体で、

特に、高麗系瓦の多くは本層から出土している。

この黒褐色土層の下は赤土の地山で、上面には蜂の巣状にピット群が検出されたほか、石列、円弧状遺構など

天界寺の創建時の遺構かとみられるものが確認されている。

次に検出された遺構についてみる。大きくみれば造成層上面及び南西側で検出された遺構がひとつの時期をつ

くり、造成層下の黒褐色土面、地山面に検出された遺構に分けられる。

造成層上面に形成された遺構は、那覇市教育委員会が実施した調査で確認された本堂跡とされる基壇を有する

遺構を中心に、そこから西側へ延びる参道（コーラル状の小礫敷）、井戸との境目をなすように東西方向に延び

る石列Aなどが検出されている。参道部はほぼ重なるように数枚の小礫敷きの面が確認され、本堂が機能してい

る時期に参道の改修があったことを窺わせている。その際には参道のラインは同じ場所に設けたようである。

この石列Aの南側に後出の石垣Aが井戸との境目をつくるように東西に延びている。石垣A、本堂跡、参道が

首里古地図 (1700年頃）に描かれている状況を示すものかと考えられる。北側では遺構の検出はなく、広場にな

っていたかとみられ、また、寺域の北側を東西に延びる綾門大道と境内の境目をなす石垣やその石垣に設置され

た門などは確認できなかった。

南側で検出された遺構は首里古地図には描かれてないものの、時期的には相前後する頃が想定される。石列B

は溝状を呈し、底面の状況からすると西側に流れていたかと推察される。石列Cは南西側遺構と中央部を区切る

ものとみられる。南西側の地山面のピット群は建物跡が想定でき、それを挟むように南北で東西方向に走る溝が

検出され、また、中央部付近を南北に走る溝が本地区を二分しており、東西に建物があったかと想定される。

造成層下の遺構は調査区の北西側を中心に展開する。地山面の状況をみると、ピット群は中央から北側に、円

弧状遺構は中央部のやや南側寄りで集中的に検出されている（第14図）。円弧状遺構は 6基確認されたが、詳細

はつかめなかった。円形を呈す浅い溝状のものと、その内外にみられるピットで構成されている。円の直径に大

小がみられる。また、浅い溝状のものが二重に配されるものなど、若干のバリエーションがみられる。ピットは
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北側のものより浅めのものが多い（第1表）。寺という本遺跡に特徴的なものなのか興味深い。那覇市教育委員会

の調査では、綾門大道に近い場所で検出されている。

中央から北側で集中的に検出されたピット群は、深さが50cmを越すものが目立った（第1表）。比較的プランが

明確なものは第14図に示した 2棟だけであるが、網掛けしたものは可能性の想定できるピットである。本堂跡の

位置している周辺の地山面には、深さが70cmを越すようなピットが割と見受けられた。創建時の頃から大きな建

物が配置された場所かと推察される。

中央西側では明式瓦を中心とした瓦溜まりの上部を覆ってコーラル敷きの道が東西方向に延びて検出された。

西側は玉陵の方へ延びており、東側は調査区西壁から約 5mのところで途切れる。北接する石列Dや石垣Bなど

はコーラル敷きの道と関連する可能性も考えられる。このコーラル敷きの道はライン的には、造成層上面の参道

とほぼ同様である。

北側第 4層面で検出された溝状石列、石垣C、石列E、コーラルBなども建物に関連する遺構かとみられる。

特に、溝状石列は底面部が西側へ傾斜しており、水は西側に流れたものと考えられる。本遺構は玉陵側へ延びて

いる。遺構の検出状況からすると、建物の配囮場所は創建時からほとんど変わらなかったものと想定される。

本堂跡の西側で検出された方形掘り込み遺構は建物とは重ならない位置にあり、本堂が機能した頃には埋めら

れていたようである。小礫が広がる部分があったり、何らかの目的でつくられたものと考えられるが、詳細は不

明。

最後に遺物についてみよう。これまでの調査と同様、今回の調査においても多種多様な遺物が得られている

（第3表）。種類的にはこれまでの調査で出土しているものと大差ない。量的には青磁、褐釉陶器、沖縄産施釉・

無釉陶器、染付、タイ産褐釉陶器、白磁の順（第3表）である。出土状況をみると南側第 2-第 4層、北側第

3・4層、瓦溜まり Cなどから多く出土している。

青磁は碗が圧倒的で、酒会壺や大瓶などの大型のものが目立つ。第19図12の花盆台、同図 2の内面施文の蓋は

首里城京の内跡釦に類例が報告されており、第20図14のものは那覇市教育委員会の調査報告に類例がみられる。

後者はあまり類例報告のないもので注目される。また、第20図9の六面体の資料や同図 6・7の揺鉢なども注目

されよう。

白磁はこれまでの 2度の調査で報告されているものとほぼ同様であるが、第21図 1の玉縁口縁碗のような古手

のものが若干みられる。また、第23図 1・2の壺や第22図21-25の灯明皿などはこれまでの調査でも出土してお

り、本遺跡には多くもたらされていたものと考えられる。染付は16世紀頃の景徳鎖窯系のものが主流で、碗や皿

などが中心。第26図19の縣箪型の資料は注意される。

鉄釉染付、瑠璃釉、翡翠釉、色絵などが得られている。前三者は17世紀頃、後者は18世紀頃を中心としている

ようである。碗、 1IIl、瓶が主体である。三彩は量的には多くないものの、第29図 1の盤、 13の陶枕、 14の人形な

どが注意される。盤は首里城註5に、人形は阿波根古島遺跡註吋こ類例の報告がみられる。近年、煎茶の道具として

注目されている宜興窯系の資料も数点確認できる。 15世紀頃の泉州窯系磁器（第30図 3・4) や黒釉陶器（第30

図5-14) も若干得られている。後者は瀬戸・美濃系の可能性のある資料（第30図13) も見受けられる。また、

第30図 1・2に示す韓国産の粉青沙器（高麗青磁を母体）は注意されよう。

褐釉陶器は青磁に次いで多く、器種もバラエティーに富んでいる。壺が主体をなす。第31図 2、第31図4の壺

や第33図 9-13の揺鉢、 15・16の鉢、 20の浅鉢などが注意される資料である。タイ産の褐釉陶器は壺形のみが得

られている。大小のものがあり、第35図8はミャンマー産のものとみられ、首里城年などから報告されている。

タイ産半練土器はやや北側 3・4層に集中傾向があり、蓋が多い。蓋の中央に付される摘みは宝珠形と餞頭形が

ある。首里城京の内跡から比較的まとまって報告されている。

本土産陶磁器をみると、陶器には施釉がみられる薩摩系、肥前系、関西系のものがみられ、無釉には備前焼の

播鉢が多い。磁器には肥前系、瀬戸・美濃系が主流で、 17世紀後半-19但紀代の比較的新しい時期のものが中心

である。沖縄産の施釉・無釉は量的にも器種的にも豊富で、前者は碗、後者は壺類が主体をなすという他遺跡の

出土状況と同様である。陶質土器は南側で多く出土しており、器種的には12種確認されている。灯明皿の量的な

出土は本遺跡の特徴かとみられる。瓦質土器は大型のものが主流で、奈良火鉢とみられる第53図 5-8は注意さ

れよう。また、第52図 1-5の鉢や第53図17のスタンプ文のある資料は湧田古窯跡町に類例の報告がみられる。

土器は南側で多く出土しており、 宮古の士器、パナリ焼きが主体。器種的には壺形が圧倒的である。類須恵器

や土製品が若干得られている。円盤状製品は 2-4 cm台のものが多く、底部を利用するものは高台を残すものが
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多い。小型の資料は古く、大型の資料は新しい傾向がみられる。煙管は陶器製、磁器製、瓦質土器製、青銅製の

ものが見受けられる。貝製品のボタン、碁石はヤコウガイ、チョウセンサザエの蓋などが利用されているが、近

年のものの可能性もある。骨製品では宮古からの出土も報告いされる板状製品や、第59図20の先端部が尖る資料

などが注目される。

銭貨は28種、 492点出土している。有文314点のうち40点は洪武通宝で、全体の68%は北宋銭。有文のものは北

側 3・4層から多く、無文のものは南側に多い。また、無文銭は1.5-2.2cmの直径のものが多く、中央の孔は四角

で、径の 1/3程度のものが主体である。青銅製品では第62図 7の刀の鍔が注意され、同図17のi廿禍も注意され

る。玉類は22点出土しており、勾玉、切子玉、丸玉が得られている。丸玉が中心である。ほとんどがガラス製で

あるが、第63図 lは翡翠製、 2は貝製、 11は琉紋岩製のようである 。

石器では第66図 1-7に示すような石球が全体の70%の出土量であるが、詳細不明な部分が多く、注意してお

きたい。また、第65図 5の石臼は古いタイプに属すようである。滑石製品も10点余得られている。第66図13・15

は加工面が多くみられるもので、 15は伊良波東遇跡虹などから報告されているバレン状製品かとみられる。 一対

の石像の出土は注目される。ただ、撹乱部からの出土であり、時期的には明確にできなかったのは残念である。

金剛力士像とみられ、天界寺の門の両側に配摘されていたと考えられる。

瓦は19,300点余り得られており、高麗系、大和系の古手のものと近世の明朝系瓦がある。 19,100点余が明朝系

瓦で、高麗系瓦が200点余、大和系瓦が40点足らずの出土である。高麗系瓦は北側第 4層、ピット群から多く得

られている。また、明朝系瓦は瓦溜まりに集中し、湧田古窯跡いから報告されているような還元炎焼成による灰

色・褐色瓦が主流で、酸化炎焼成の赤瓦はそれほど多くない。天界寺の初期の頃の建物は灰色瓦が主体的に葺か

れていたようで、赤瓦の頃には建物の規模縮小が想定される。塘は方形、二角形のものがある。第71図8は下部

に取っ手がつくもので、湧田古窯跡などから報告されている。

貝類はこれまでの調査で出土しているものとほとんど変化はみられない。ヤコウガイは蓋が279点、身が93点

と圧倒的に蓋が多く得られている。ヤコウガイ、カンギク、マガキガイは各層から出土しており、ウミニナカニ

モリ、クワノミカニモリやアクギガイ科、イモガイ科は北側第 3. 第 4層に多い。骨類の状況をみると、ブダイ

科、フエフキダイ科は北側第 3. 第 4層及びピット群に多い。ウシ、ブタは各層から出土しており、ウマは北側

第 3. 第 4層から多く得られている。また、シカの角は撹乱部からの出土であり、最近のものかもしれない。ネ

コは方形掘り込み遺構から得られており、 17世紀頃には本遺跡にもたらされていたかと考えられる。

人骨は成人男性が 4体、性別不明成人が 2体、乳児が 1体確認できている。いずれも造成層以後の人骨の可能

性が高い。全体的に大きく破損しており、詳細は不明。

以上、今回の調査成果について、層序、遺構、出土遺物を概観した。これまでの調査成果も含め、今後の課題

点について若干ふれてみたい。第4図はこれまでの調査範囲と今回の調査範囲を繋げたもので、中区の中央付近

を南北に走る石垣を境に、 一段低くなった西側と高くなっている東側に分けられる。西区の造成層下の黒褐色土

層下部及び地山面に構築された遺構が、玉陵側の方へ延びており、創建時の天界寺は西区から玉陵一帯に展開し

ていたかと推察される。

東側は一段高くなった地山面がさらに東側では琉球石灰岩の岩盤になり、もともと丘陵部のような場所であっ

たかとみられる。 1644-1661年の復旧の際に開かれた場所かと想定されるが、 1576年の焼失の痕跡は確認できな

かった。 1492年の円覚寺の創建、 8年後の玉陵の創建、それに伴う天界寺の位置付けの変化など、文献資料から

のアプローチも今後必要となろう。伽藍配置の検討や円覚寺との関連、さらに、天界寺の時代変遷の検討など課

題は多いものの、これらを明らかにすることで、天界寺の全体像が浮き彫りになってくるものと思われる。

〈註〉
註 l 「球陽」 1743年
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図版 1 調査区遠景
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中央：基壇

図版 2 堆積状況及び遺構検出状況 (1)
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図版62

上

歯

脊椎骨

脊椎骨

脊椎骨

5. エイ 鱗

6.)ヽ タ科Aa 左 前上顎骨

7. ハク科Aa 右歯骨

8. ハク科Ab 左圃骨

9. ハタ科B 右餓骨

10. フエダイ科 キマダラヒメダイ

11. フエダイ科 キマダラヒメダイ

12. フエダイ科 キマダラヒメダイ

13. フエダイ科 ヒメフエダイ

14. フエダイ科

．

．

．
．
 

1

2

3

4
 

下

15. 

16. 

17. 

18. 

19. 

20. 

21. 

22. 

23. 

24. 

25. 

26. 

27. 

28. 

29. 

30. 

31. 

32. 

33. 

34. 

35. 

イタチザメ

メジロザメA

メジロザメB

メジロザメB

イソフエフキ

フエダイ科A

フエダイ科B

フエダイ科C

フエダイ科E

フエダイ科E

フエダイ科F

フエダイ科G

フエダイ科H

フエダイ科I

タイ科

タイ科

タイ科

クイ科

タイ科

フエフキダイ科

フエフキダイ科

フエフキダイ科

フエフキダイ科

フエフキダイ科

フエフキダイ科

フエフキダイ科

右

右

右

右

左

前上顎骨

主上顎骨

前鯉蓋骨

前鯉蓋骨

前上顎骨

園骨

歯骨

歯骨

歯骨

前上顎骨

前上顎骨

前上顎骨

前上顎骨

前上顎骨

右前上顎骨

左歯骨

左主上顎骨

クイワンダイ 左前上顎骨

右園骨

ハマフエフキA 右 前上顎骨

右歯骨

副楔骨

左主上顎骨

左口蓋

右方骨

左舌顎

右

左

左

右

左

右

右

左

左

ィ

ダロク

クロダイ

クロダイ

タイワンダイ

ハマフエフキA

ハマフエフキA

ハマフエフキA

ハマフエフキA

ハマフエフキA

ハマフエフキA
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図版63

上

36. フエフキダイ科ハマフエフキA 左前鯉蓋骨

37. フエフキダイ科ハマフエフキA 右主鯉盤骨

38. フエフキダイ科ハマフエフキA 右角骨

39. フエフキダイ科ハマフエフキB 左前上顎骨

40. フエフキダイ科ハマフエフキB 左歯骨

41. フエフキダイ科ハマフエフキB 右方骨

42. フエフキダイ科ハマフエフキB 右舌顎

43. フエフキダイ科ハマフエフキB 右主鯉蓋骨

44. フエフキダイ科 ヨコシマクロダイ 右前上顎骨

45. フエフキダイ科 ヨコシマクロダイ 右歯骨

46. ベラ科コブダイ 右前上顎骨

47. ベラ科コブダイ右歯骨

48. ベラ科コブダイ 右上咽頭骨

49. ベラ科コブダイ 左上咽頭骨

50. ベラ科コブダイ 下咽頭骨

51. ベラ科コブダイ近似種右前上顎骨

52. ベラ科タキベラ 下咽頭骨

下

53. ブダイ科ナガブダイ 下咽頭骨

54. ブダイ科イロブダイ 左前上顎骨

55. ブダイ科 イロブダイ 下咽頭骨

56. ブダイ科ナンヨウブダイ 左 上咽頭骨

57. ブダイ科ナンヨウブダイ 下咽頭骨

58. ブダイ科左前上顎骨

59. ブダイ科左前上顎骨

60. ブダイ科右前上顎骨

61. ブダイ科左歯骨

62. ブダイ科左舌顎

63. ブダイ類 左 口蓋

64. カサゴ類右方骨

65. 種不明背鰭棘（第 1or 2) 

66. 種不明臀鰭血管間棘

67. 種不明第 2臀鰭棘

-240-



36 

38 

42 43 

゜

，
 
"7] 

53 

37 

41 

砿

40 

... 

49 

39 44 

50 

10c-n1 

溢

必 匹瓢
aロ

45 

51 

量
48 47 

54 

52 

55 

ヽ

m― 鵬

56 

『

塾

疇
疇 着

58 

61 

59 

65 

62 

60 66 
67 

64 

゜
10cm 

図版63 魚類 (2)

-241-



図版64

上

キジ類

1. 左大腿骨近位端～遠位端

カモ類

2. 右上腕骨近位部～遠位部

3. 左尺骨 近位端～遠他部

4. 右尺骨 遠位端

ウミウ

5. 左上腕骨骨体

6. 右上腕骨遠位端

7. 右大腿骨遠位端

トリ類

8. 左尺骨骨体

9. 左尺骨近位端～遠位部

10. 左胚骨遠位部

下

ニワトリ

1. 左

2. 左

3. 左

4. 右

5. 左
6 . ..,_ 

7. ~ 

8. 右

9. 左

10. 右

11. 右

12. 右

適ヒl骨

肩甲骨

上腕骨

撓骨

撓骨

尺骨

中手骨

大腿骨

腔骨

胚骨

中足骨

中足骨

近位端

遠位端

完存

近位端

遠位端

完存

完存

完存キズあり

近位端

近位部～遠位端

＄ 遠位端

卒遠位端
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図版65

上

イルカ類

1 . 腰椎

ジュゴン

-<). 左前頭骨頬 骨 突 起

3名．環椎

<f~- 棘突起

ょガ．右上腕骨近位骨端はずれ～遠位部

下

イヌ

1. 右下顎骨 P2

2. 左 尺 骨 近位部～遠位部

3. 右胚骨近位部～遠位部

ネコ

4. 左寛骨腸骨部～坐骨

5. 左大腿骨完存

6. 右踵骨遠位端
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図版66

1. 右上顎骨犬歯

2. 右上顎骨 p2 

3. 右上顎骨 p4 

4. 右上顎骨 Ml

5. 右上顎骨 M2

6. 右下顎骨 a.I I b. I 2 c. I 3 

7. 右下顎骨 P2 

8. 右下顎骨 p3 

9. 左下顎骨 p4 

10. 左下顎骨 M3

11. 右下顎骨 PぃM1

12. 環椎キズあり

13. 頸椎キズあり

14. 右肋骨

15. 右肋骨

16. 左肋骨
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図版67

17. 左肩甲骨骨体～遠位端

18. 左上腕骨近位端

19. 右上腕骨骨体～遠位端

20. 左椀骨近位端キズあり

21. 左撓骨遠位部キズあり

22. 左尺骨近位部

23. 左中手骨近位端～遠位部

24. 左寛骨腸骨部

25. 右寛骨臼部～恥骨キズあり

26. 左大腿骨近位端キズあり

27. 右膝蓋骨

28. 右胚骨近位端キズあり

29. 右腔骨遠位端キズあり

30. 左踵骨遠位端キズあり

30・31. 左踵骨・距骨

31. 左距骨

32. 右中足骨遠位端キズあり

33. 左基節骨完存

34. 左中節骨完存

35. 左末節骨完存キズあり
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図版68

1. 右

2. 左右

3. 右

4. 右

前頭骨

頭項骨キズあり

頭頂骨キズあり

頬骨

5. 右 上顎骨 dm1.2.3.4 M心

6. 右 J:顎骨 p3.4 ML2.3 

7. 左 上顎骨含 cp1.2.3.4Mや

8. 右 下顎骨＄犬歯

9. 右 下顎骨早犬歯

10, 下顎骨［右 dm4 

左 dmJAM1

11. 右下顎骨 d m 3.4 M, <2> キズあり

12. 右下顎骨早 C P2.J M12ふ キズあり

13. 環椎キズあり

14. 軸椎

15, 頸椎

16. 右肋骨キズあり

17, 右肋骨キズあり

18, 肋骨破片
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図版69

19. 右肩甲骨 骨体～遠位端

20. 右肩甲骨 遠位端キズあり

21. 右上腕骨 完存キズあり（イノシシの可能性）

22. 左上腕骨 近位部～遠位端キズあり

23. 左上腕骨 遠位端キズあり

24. 左撓骨 完存

25. 右［撓骨 近位端～遠位部

尺骨 近位部～遠位部

26. 左尺骨 近位部～遠位部キズあり

27. 左尺骨 近位部～遠位部

28. 左尺骨 近位骨端はずれ

29. 右 中手骨III 近位端～遠位骨端はずれ

30. 左中手骨III 完存

31. 右中手骨w 完存

32. 右寛骨 腸骨部～坐骨

33. 左寛骨 腸骨部キズあり

34. 左寛骨 腸骨部～臼部キズあり

35. 右大腿骨 近位骨端はずれ～遠位部

36. 右大腿骨 近位部～遠位部

37. 右大腿骨 骨端のみ

38. 右大腿骨 骨端のみ

39. 右膝蓋骨

40. 左胚骨 両端はずれキズあり

41. 右胚骨 近位端

42. 右胚骨 遠位端キズあり

43. 右排骨 近位部～骨体

44. 右踵骨 完存

45. 左距骨 完存

46. 左中足骨II 完存

47. 左 中足骨III 近位端～遠位骨端はずれ

48. 右 中足骨w 近位端～遠位骨端はずれ

49. 右 中足骨V 近位端～遠位骨端はずれ

50. 右基節骨 完存
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図版70

1 . 左 角 突 起

2. 左上顎骨切歯骨

3. 左下顎骨 M1.2.3

4. 頸椎

5. 胸椎

6. 右肋 骨キズあり

7. 右肋骨キ ズ あ り

8. 右 肩 甲 骨骨体～遠位部

9

C
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図版71

9. 左上腕骨遠位端キズあり

10. 左桃骨 近位端～遠位端

11. 左椀骨 近位端キズあり

12. 右尺骨 近位部～骨体

13. 右中手骨近位端キズあり

14. 右中手骨遠位部キズあり

15. 左寛骨 腸骨部

16. 右大腿骨近位端

17. 右大腿骨遠位端

18. 右腔骨 近位端～骨体

19. 左鹿骨 骨体～遠位端 キズあり

20. 右踵骨キズあり

21. 左距骨

22. 右第 4中心足根骨完存

23. 右中足骨近位端～遠位部

24. 左基節骨完存キズあり

25. 右中節骨完存

26. 左末節骨
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図版71 ウシ (2)
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図版72

シカ

1 . 左角キズあり

2. 左大腿骨近位端

3. 左大腿骨遠位端キズあり

4. 左腟骨 遠位端キズあり

ヤギ

5. 右上顎骨 M'

6. 右上顎骨 M2

7. 右下顎骨 M3

8. 右下顎骨 M2_3

9. 右上腕骨遠位部

10. 右上腕骨遠位部

11. 右椀骨 近位端～遠位部

12. 右撓骨 近位部キズあり

13. 左尺骨 近位部

14. 右寛骨 腸骨部

15. 右寛骨 坐骨

16. 左胚骨 骨体～遠位端

不明

17. 下顎骨キズあり
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図版72 シカ・ヤギ・不明
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図版73

イヌ

1. 右膜骨 遠位端

ヤギ

2. 左寛骨 腸骨部

3. 左胚骨 近位部

ウシ

4. 右肋骨

5. 左椀骨 遠位端

6. 左撓骨 近位端

尺骨 近位部～骨体

7. 右中手骨遠位端

8. 左 大腿骨遠位部

9. 右中足骨近位端

10. 右 椀骨 骨体

ウマ

11. 右中手骨近位部

12. 左 寛骨 腸骨部～臼部

13. 左大腿骨遠位端

14. 左胚骨 近位部

15. 右 中足骨近位端
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本表は、資料整理時に使用した遺物注記に対照するものである。 1-6399までの番号の中で重複や出土地不明なもの
は割愛した。

第93表 ナンバーリング：出土地対照一覧
也）
 

_• 
＇ 

面上
り上直幻

ま土上山Q面部面

下血L面LL
溜赤土土混直地N上

滉画°山上土面土・部土上
塩色色虐土下土上色上直直側直

礫目

』巳言声戸二』g[』三こ言戸竺言[』-』宣言言[[一i[[-
方礫石は醤四露圏

プ積溜坦紳列褐叫晶麟暉和輝
辺石ピ暗丹生I欣lil布呻吸帥喜言占言喜笠宣言言嘉星自葛墨胃；形L方方方ピ沢集石nonぽり4石ピ．方fi互品喘厨．細暗ー
”叩hM18119181M9322221患霜2219118222217⑳191821822IOLー11ら22K22222219ぢ，烹~98L‘しししい立kkLHし~ktlk102nH11kkし⑫kHKK1111ししHHLHH卜ししレKししKしg68273$＂78g81gは8687g9199293釘印器9798ggoooJIOr030405偲紐詈墨冒Mgggg[LMl詈喜誓筐直言泣詈IIIII

34ー111213111119221も24252627223313333341⑫4“4441149515gsS555786162位“年69n17475709111213111111111111 

蓄サ 111"1: 地

115 レ177消石状州」石：列面
116し1 暗茶褐色混往
117 J・27消状lilt屈0
118 K・L,22消状;11111
119 J 21t'1卜A赤滉
12()』-27消状遺措60
l21 L・K-19石列C・i:,;賠赤褐色小牒混
122 M、21疇
123 1,!G • 15造成屈直上茶褐色滉煤土
1益 K•WGIU色J.I・. f祁

126 NvCH・・,-222425141 •バヒ(i-~.坑. 褐lUト色色 FN; 127 土
128 !ihふ
1四 C'r2! ト23
130 N・21哨lll色il.:ftI: 
131 M,2Hil/lJ[M煎褐色上
132 L-16東西畦
mlし1615造成直上茶褐色滉礫」：
I出 1-25ビ—J 卜9
135 L M-19矮況褐色土屈80下
136し19石列4・石列］
137 K-21ピ介9
1'.18 K・20J-,>敷下 J-うル混褐色土
139 1-2St・,n 

1-10しNM-2必245JA¥地!llll¥J!沿J色iij色I ~ k'げ紅141 
143 -1: f粕

14 5 ).2iLい-160）汁湛造U11成t11ll陪t , ~ ,、146 
!H 
1-18 F-20環状遺椙
1印 1-26溝状遺l/i¥0~10
151 J-20 2!Jーう9敷上面赤土混
,sa M-21珠涸
1印 M-21ヒ・-,ト4
15'1 H01• ,1f'! 条lll色

1155 561l--226l: 1と・,，n卜10
157 J-27溝状逍0柑酎畦）⑨下ピ介
l認 l-25t',11.1
159 1·21t'•M1il l:r,t; 
1的 II、22°23方形状遵措礫溜上暗褐色混硬
161 1,271,1', 状坦構30
1的 N-1?0►>ン絹うユーうり直上赤土混暗褐色土15
166 1,26沿状i1111120

168 IG引~研It!illtH~,t'l~地ilii1 
1鉛 H-22 Ii心J.40
171 M L-18黒褐色土陪地山面10-20
172 1-22造成屑20-30
173 H-23方形状遺楢森溜上馬褐色土
174 N-24暗褐色士下部
17~ )・20・213う 9敷暗褐色砂flJ温
l76 I-Zit , ト1・・
177 K・21t,MC 
178 

J,2JG-・21直69ピ凡11＼ァ10褐ト1@6I. 179 
180 
181 l・21'・う9敷下畦
182 M-21ビ叶l1lj/U沿色 I:
183 し20ヒ・，卜7
185 1-26溝状辺構畦①2
186 H-225暗方褐形色状遺士構赤土混祖色土
187 K-25 士下部
188 K・L-16東西畦茶褐色混篠l0-20
189 J-20南北吐t゚介①
190 J-21東西畦造成屈上部
191 M-23 • 24地山移行層上面
l叩 JMH•2・·むGi2辿Ii衿i』／10褐ぶI国2;0 -F邦193 
I的
I.OS し2324小楼溜下暗褐色土
195 し2324小珠留下暗褐色：t
196 1・2Pー2う49小敷躾1南湘側下造暗成褐屈色5土
197 1,23 
199 

G-N虜ぼ・22501暗砂l卜,¥.茶h,'f⑮褐1か51色ら土、の土゚庖暗•~褐10色土上200 
201 
t03 
邸 1,17滴状石列IJN0.2暗茶褐色土
206 H・ お的褐色I・・崩
208 1-21.1r/l.l:'J I: 
210 Cね辺成料上i紺より30
211 

",. .,r, , ~.'し呼".可.... ぉ,,,,•.ヽ'育,.陽下,.,. 状"●"喧.. 紅,,辺"●● 'か.,.,.., 略"●"ら"隕褐印恥紅の●色,,.釈上珪,よ1,,.” _り」お,. .<O-幼

212 
216 
217 
218 
220 
221 
224 
225 
226 
227 J-26土娯2上而暗褐色±.
228 K-22t'状,ト遺①桔炭30況ヒ・-,ト
229 1-27溝遺
230 し21瓦礫溜
231 1-22環状遺構 J:l専梨中部
232 M-20ヒ・．［卜1
233 K-21コー九敷暗褐色砂利洸
234 1・2:l渭状遺ほJI.
235 11-,2271沿ど状;!11/1,10
236 ,t!Tiより上

22,3,s 7 Jrl-2-21'2 23方形幽状1遺;ぷ楕巾出畦色赤兒土i -1>£'1 ll 

后8 出土地

239 G-21-2223脳方形状fi遺lill構濱媒溜褐暗色祀240 H-22 • 色
241 H-23篠混褐色土陪10
242 L-21内石列0-10
243 1-23石列下暗褐色土

244 p1fl,27i, •碑22/i:ll’l•~~卜lil!1l7閲f/4101/4 245 
246 /j射 11漑i1tit.uA1Ue.t 
247 K•22t ,N 
248 KI必・2311!t・,l,(介遺①構・上鴻集中部
249 
250 K-20コーう内敷北トレンf暗褐色土10-15
251 L-19 20石列12問砂粒滉茶褐色上5
252 M・21ヒ＇ブト1暗褐色
253 H-211加—7'畦東四
255 F-20+G-23t" -, ト17+ti列・上
256 1-24蹂甜石垣下
257 l-23ヒ・,ト
259 L-21瓦牒湘
260 M-20ピ・,H
261 

NM1-2・-2222嘩南岱北I-LiUト色レ'1ンチ造成屈40262 I:. 屈
263 
264 1.241t,成10 
265 J-2: ぼi附15
266 K-20暗褐色滉礫土層
267 M-20トレンチ③暗褐色混株20
268 J,20t・，卜1
270 

I i りll褐Ill20色色>1i＋直I.: ．培271 H1-2ゆ~r紆n .1沿272 色土庖
273 M L-19黒褐色土庖0-10
274 M・し19累褐色.+層0-10
275 1,17パりII/ii辺荘出色
276 

JJK1K---22--1021778110溝消)!'.l~ー1状lllう茶1ぶ9辺色敷褐！構構土色l暗O土I・l郎褐i北彫色）21.0 20 277 
279 
280 
281 
282 J-22環状遺構
283 ('r2!J-'i<下次illiJl褐色 I.
284 J・20,-7'敷3炭混褐色上
285 11-25沿4凡DIii
286 I・201-Jl敷J;lt側地111直上既褐色土
287 1-12ピ-,ト2揉溜上
289 1,17渭状石列赤褐色砂利況
290 M-24黒褐色土下部
291 K-23 24小ほf~N&褐色土
292 J-12ピ-,ト7
293 J-19楳集中部上面
294 H-22ヒ万卜7造成殷土
296 1-26溝状遺構20-30
297 JC'•r1 !O9!illilllll!ll色lt：•lIヰO 郎298 
299 K-20J-う9敷2下砂利混褐色土5
300 し23石溜暗褐色混礫下部
301 H-22・23方形状遺榊稚溜
302 G-21屈褐色土下部
303 l,l8践混褐色土屈表土下80
304 

,四,,し-,..,,. 公"~. ,面"●r.溝.柊岱'●●埴""6・引●内S這列"●膚9箪鳩り濱".•心J;.. 以色疇,l,t • "霞● "• 勺.., 
305 
306 
307 
309 
310 
311 
312 K-2 0 , -う1 如飢
313 K-2P・ う』
314 

JばlG-ク2-321l'Z1ヒ月と゚➔＼!•，k-ト•ゆ遺4fl北楕蛤．卜1¥l:北/¥1色1開紗繰ll溜Jt下tID20 
315 
316 
317 
318 H-22 • 23方形状迅構矮溜士．咤褐色滉蹂
320 M-21集石 1南
321 L-18ピ7卜6
322 Jし1 ・·20:l;lおifll•郎k北i出畦iflば,h\1,;,茶1~0 1l!色籍浪323 
324 
325 K-21・20J―う内敷・2下10砂利滉暗褐色土10
326 Kし20Jーう見敷2―F昭褐色土
327 M-25t'叶
328 J.'23辺9凡層5
329 11・ 匹 il!IIJ色-I・洞10
330 .1-26暗褐色土
331 f!-22 • 23方形状遺柄暗褐色涅躾土礫涸J:-
332 rl-23造成層10
333 1-1-22博集中部
334 K-20J-JL敷ド
335 r-26溝状遺構10-20
336 lj!6茶褐色滉媒土0~10
338 l<-22ピット3
339 

J11---222267溝i逍苫i即状団辺l1ヽ柘l~ili• 20ば-30 340 
341 
3•12 H-28ピ9卜15
別31-26ピ介6
344 H-22繰濡下褐色土況赤：Lie一面
3.15 11-22・23方形状遺楢黒褐色土
3'1G K-24暗褐色土下部
347 M・21.ltll.llU色I:
348 1-21ピト12石よI)」：
お0M-221fn1~i0椙，J•.t:泡.LJ/<土浪褐色上
351 I紐K・四？沿4碑!!101~I:50 ;!~2 

笞IJ lllJ; 地

'" MMし,氾M• .,,'• • "如'"噌U,., セ心.・,.到... ，, "."ヽ瓦"'●↓' ... ● ""●」祁'G°'憫沿,, ... 

3緊
蕊
邸7
358 
359 
360 
361 I• ,1頌-2Sti'1J-I7'敷1同い1
362 M-2Si -(~i(lほ
363 1,21'-7'の t.トレ,t⑤瓦溜
珀 K・27沿状這ほ
3GS 1-17t'1卜12

3お J--2267消清状11:it'I閉10
367 J 遺捐印
368し191111茶出色 I:面

369 J11＂-・・ 2271お虹7沿rI~11t・状1v:ぷ,迅.111nり,惧"'I~ 印(11/.lt) l0 370 
371 
374 
375 K-19暗茶褐色士扇
376 Jl・-2幻6溝状遺構地山直上30-40
377 ヒ.,t22 
378 K-20畦J-5'敷2下20

379 l,1-'n17褐i,,！状む石n横列1,0a茶褐色滉媒
380 
381し17石列畦暗茶柑色混和
382し21瓦饂
384 K•l 9'il茶出色 I.I/$
385 1-20ピ,n

386 J-I 1111~.22l·2210滋2;,1r, F; 状成列追迅1111J成祁~1庖0mGO 上u 338878 紅 5-20

389 
390 H・2¥面fl,n)L -1 
391 11.23T, 紗ftl
394 J-19 2(11: 炉ーう』敷上面
396 G-24ピ.,ト18
397 K-16石列東褐色土混森
398 K-20J-1>敷2茂滉暗柑色土
400 1-20ヒ・，卜3
401 F-24ヒ・-,ト⑦
402 G-21'ーラル下砂利赤土混褐色土
403 H・G-13ピ 介黒褐色土0~10
404 (-20t・ット7
406 l-22埠集中部
407 F-24ヒ'.,ト23
408 H・241TiJtl0 
409 N・％りl消11i
410 C"r2l!lllll色土J;_lF:1'11 
411 (~2 1黒褐色 部
•112 C-~,223溝12!·ll23状lll辺沼~構如土蹂,,ド浪掲土60,113 
414 H・22 
<115 fl・23方形状遺構礫溜l_赤土混黒褐色土
~16 fl・22造成料5
417 11-23近成屈15
,118 H・22t・,I-(!)
420 JMl・2I·111120四n石i,u'i~l~ぷ12-30l·.»I情のJ!n筍!Jrrいl:上濯5 421 
422 
423 1-22沿成崩10
424 K・23・24小店溜下暗褐色土
425 ~I-四J(憫
426 K-21~~~ ヽ
427 1,23;:z,l(rn25 
428 iKMJ-,:.?2,231O辺石t・,,積，t卜~昭l>liI裕'•O 褐色色混炭践沿土429 
430 
431 H-22方形状遵構褐色況赤土
432 [H,23-2 G)!1t '成,ト附11 0 -1 5 
433 
434 

Jl --2205ir,t,, 状Jt辺員l.恰•ff lU 色,¥">i!i435 
436 K-15 16土燐あ⑥
437 ・18N0.18
438 1 •17 ヒ ' ,H
~39 J-18l'I0.33t囀 ,1-6
440 K-l&t.,HI 
441 K-¥&t',M8 
4り21-19.¥U褐色上僭
443 I・17じ・，M
4-14 I 17t',M 
いSK・l5NO.IS
446 し17と• Tぼ3
447 J,16NO 8 
448 いは・,fJO
449 J-17t ,MG 
450 1・16ヒ’噌卜1
451 しl6t',f26
452 K-15-16土漿あ③9う 9敷下黒褐色土
453 :｝J-1嶋 8ピット39
454 15,•, ト22
455 I砒..~37 
456 k・1st・,1-10
457 JK1---1t16S5N渭ヒ0゚状•,.3ト遺~188 構458 
459 
460 K-16土壊①
461 K-17NO.ll炭溜
462 K-17NO.ll炭湖
463 -18N0,17 
464 --1167Nヒ 0•，, ト1437 IUll,111)1り46& 
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第93表 ナンバーリング：出土地対照一覧
高 •ti
466 1-17ピ ,1-12
467 J-16NO 15 
468 K l,.17屈褐色土
469 J-18N0.23 
470 1..-17ヒ・ット35
471 J-15ヒ・，卜19A

111:J:Jt 

472 1..-17石列畦②トレンチ黒褐色土
473 ヒ•., ト19B(lB)
474 H 8N0.2 
475 J-17N0.5 
476 K-17N0.11畦焦褐色土
411 /.11NO.I第1層茂溜旺上
478 1-16溝状遭構
479 L-15NO 1 
480 K・ 1 5ピ ,n~
•s1 J.17 t ' ,~s 
482 H-22 23方形状遺楕礫直J:.
483 G,20ヒ・．，卜27
484 K-21コーうル敷②条褐色0-10
485 11・22 23方形状迅構礫溢暗褐色
486 1-20,-,. 敷暗褐色砂利滉
487 K-22ヒ・，卜① ヒ・プト西0-10
489 H-20ピ・9日16-a
490 G-22基壇内東西トレバ
491 0 N-25石列内砂利敷下
492 H-23練瓦滋暗赤出色
493 1-22方形状砂利溌田色土層10
494 1-22方形状表土混田色土10
495 c;.,-J石"')J:・砂利
496 ll-20t・，MG-b
498 H-22造成層10
499 1..-21, ーラル敷直下
500)-20,-,, 較示Ill~
501 H・26ピ 9卜2
502 M-21ヒ・，卜1赤褐色土庖
503 L M-21鰈溜下10
504 J K-21'ーラル敷 3回目清掃
505 H-22 23方形状il'l情繰溢暗褐色．
506 H-22濤集中部
507 H-23逍成庖面礫溢直上30-40
509 M-21ヒ・，卜1暗黒褐色
510 H-22・23方形状旧溝鰈溢暗粕色
511 E-24ヒ・ット5
512 M-21ヒ・叶1南黒褐色土
513 H-22 23方形状遺構ば溜暗褐色
514 G-2P-7凡下基壇トレ,.② 
515 K-21'-7'敷9音褐色砂利況
516 1-25溝状還構
517 1..-20,-,. 敷―ト―暗褐色土

518 J・26i昂状ill旧10
519 M-IUf;~I北,n 1u色I·
520 』-27illl状IA•直②
521 11-22畦東西包含膚30
522 1,20, → ... , f・,0111色・"
523 1-2噸 ,u色土m
524 H-21'-, り敷2の下欣混暗褐色±10
525 l,26i呂状il!搭10
526 1・21コー”敷2の下15
527 し21~tUftijlll•"I, 憫
528 Hl ffl ./tlll•ll,11 色t·. lfl
530 1-261肩状辺構10
531 M-21と・，卜1黒褐色土表面から46
532 M-21ヒ’ット1黒褐色土表面から46
533 I-27清状遺構
534 J-27溝状遺構10
535 N-21既涸

536 J ・ 1 雌mflfHl•Rlllll! I: ゅ
537 M・.!.111¥IU包土TIii
538 H・21造成層10
539 K-2心 ・書n
540 11,21コーう9敷下炭ill.隧褐色土
541 I-19t'., H 
542 G-20コーう●敷3礫炭滉褐色土
543 I-26i濤状遺構30
544 L K-19石列①②③暗赤褐色小蝶浪
545 G-21甚壇石垣下コーう員歎ll!I黒褐色土
546 1-27溝状遺構20
548 J-28ヒ・．，卜5こービ陪下部

549 M-24⑨ 
550 J・IBN0.17 
551 G-23ヒ・,ト1
552 1-23溝状遺搭貸土40
554 K-20J-H敷2下砂利混茶褐色土15-20
555 K-22 ヒ •., ト1
SSG 1..-20トレンチ黒褐色土5-10
557 1-23溝状遺構礫混土40
558 M-23"8出色土 1'111l
559 (;-23造成層上面一鞣油直上
560 J・26士讀2F 
561 t,-20石列!~ Ill釦暉·I:
562 H-22 23方形状遭溝ほ溢上暗褐色渭蹂
563 L•23石租
564 し211•レ,,~直溢20
565 H•23方形状遺構礫溜上暗褐色土
566 K・21'-,.敷暗褐色砂利混①
568 J-203-7'敷2下5
569 1-22追成層下蹂ilt/1.¥褐色土30
571 G-23石列下砂利
572 G-20ピッ ト11
573 L-20トレバ黒褐色土10-15
574 G・20,-,.敷下部畦東1枚目
576 H-22 23方形状遺構陳滋上暗掲色混礫
577 1..-27清状遺携畦N0.7

578 IHG情 1n;n1~20
580 ~1-2 1 ピ ~t I 
581)・23石列南ll!I暗褐色土上面
582 K 1..-16東西畦茶褐色土50-60
583 J-19造成層
584 1-25暗褐色土層
586 G-211.1¥褐色土下部
587 L-21トレンィ⑤瓦溜
588 H-28ピソ H5束慎
589 J-25ビ・1I・II 
590 1-13ピット 5-h
591 1-13ピット 5-a
59?, K~l登円じー旧紐•~NO. I と N0.8の間

寄け di I: 地

593し-19ビ,>G
594 J・!9糾,lUr.l,I. 下Br.
595レ19/11褐色土赤粒混10~20
596しIG茶褐色況礫土l0~20
597 IA9黒褐色暗茶褐色上面
sgs i.2sヒ・，卜8
599』-19糾褐色土上部
601 K-19ピ叶17環状遺構の1!!1
602 I ・ 2st· .~5
603 し 16~,U色溝010- 10
604 I、• l9t" ,>3 
605 M-2Q,-,<敷直上造成土

606 H-23礫瓦溜暗赤褐色
607 M-2 It" -, ト1南黒旧色土
608 1-21ヒ―,HO-a上郎
609 11-22 • 23方形状遺横礫溜暗褐色
610 If出け；~j状遺構出色土混赤土牒溢上
611 M-2¥t" -, ト1南黒褐色土
612 1,16石列西褐色土滉蹂
614 H-22 23方形状遺惰畦赤土
615 1 -23心泊•nが日色
616 K-20>·? • 飲茶田色
617 K-~I油如浪111,niu色土
618し19ピ,>r.
619 J • l 9llllll色七 1111)
620 I-四,.,北．吐紐Jt泊19,1¥111色
621 M N-24石列
623 J-20哨褐色：1..1-. 面
624 M-21ヒ・,ト1南焦褐色土
627 K-19ビ9卜1
628 L-19llfl茶褐色土面
629 J・250―胄'13
630 J-16畦暗褐色蹂ii!
631し1615茶褐色消ぼ
632し16造成層
633 K-19石列束ll!I①叩茶褐色
634 H-22 23墳集中
635 M-20ピ叶1赤褐色80
636レzot',n
637 G・21ニービ地,1直上黒褐色土下
638 K-・22ヒ・,日

639 1.--20ヒ・，卜8
640 1-21ヒ・,ト10右より上
641し22小森混
643 J-20? ーう●敷茶褐色赤土滉
644 1,211"1而 JI:.面
645 /-21 20コーう●敷茶褐色②
647 11-22 23方形状遺構黒出色土
648 1-2Jt'・, ト12撹乱

649 K • I、2o r.'!'1.1:面
650 K-20畦赤土沢暗色土
651 -22 21コーラ9ふち石赤褐色
652 N•21 集石
653 M-23絹褐色土下部
654 1,2011H,ll'IJ0-10 
656 J-22!111,1(11!20 
657 K-20畦暗褐色洪ぽ
658 H-26溝状遺構10
659 H-22 23方形状遺構礫溜黒褐色土
660 L-27地山直上
661 K-22迭成層上面瓦溜トレンf
662 1-27沿l~il'!II!
663 1- 28ビ •"15
666 0 •22 21甚壇石積下
667 J-21>-7'敷1南隕造成層5
668 J-21>-7'敷2下10
669 K-20畦赤士況礫田色土
670 J-26ピ.,ト10
671 •2l造成土10
672 1-2叫 ・南北包含層25
673 11-2011,-,, 位1訓パ・
675 M・21集石②
676 1-21>-7'敷2の下5
677 1-21コーう●敷2より下20
678 L-20石列3間瓦泊下砂粒混褐色土
679 1-2711!!111直上
680 H-20と・，卜24-b赤土況H色土
683 L-20東西トレンf,_., 敷
685 L-21瓦既溜
686 L・M-211!1! 涸下10
687 K-19内練・瓦涸礫沼掃
689 H-22方形状遺情ii¥'赤土上礫活
690~!✓l31f1 1Ul3n{Hl土
691 J-16瓦溜
692 J-17瓦涸茶掲色ill既土
69• 11-17池,1,.aI: 
695 H-13 14瓜llle1:.l:19
696 K- 14>•'' ヒ面
697)・17な¥Ill色りfl'II」:20
G,s G・H・13ヒ万卜橙褐色土滉褐色土10~20
699 J・IOJA¥lll色土層
700)-16茶11l色必屈土so-印
701 L-17滑状石列畦N0.2西 B
702 J,14黒褐色土上面
703 C-19地山直上
704 C-18黒褐色土上面
705 1-14黒褐色±層
707 J-191!£ 小礫溜黒褐色土
708 1-15黒褐色士吊
709 -18茶褐色滉既土10~15
710 J - 1 7IA• I出色況ぬI:
111 K-15/lllll色LI油
712 K・16茶褐色混蝶60~70
7、131-17茶褐色混躁土10~20
71<)0l6畦①茶褐色）ヽ躁砂利混
71S l,17渭状石列 A北畦NO,l西
716 K•l4コー うル上面
717し17渭状石列畦N0.2西 B
718 K• r7flhJ況＆
719 l-16茶褐色混礫土表土60~65
7.20)-19ヒ・，ト11
721 K,18t" ,>I 
722• IOIAI出色」濁
723 K-13黒褐色上而
724 1,J6 • 15造成層直上茶褐色混鰈土
,~, ・191¥lll色士.kl

届H 1111: 地

726 F・1邸 ,roe.」:'11
728 K L-16東西畦茶褐色滉牒10-20
729 K L-161.! 茶氾色滉森＿七0-10
730 1-16茶褐色浪礫表土50-60
731 J・18石列南憫黒褐色土
732 K L-16東西畦茶褐色混牒10-20
733 K L-17 18石列項構内茶褐色礫況
734 J-161軋勺両
735 I J・17茶褐色ilt森0-10
738 J-l6畦茶褐色,Jヽ 礫砂利浪
739 J-18茶褐色溌靡土0-10
743 l • l G6苓茶出色汲戌土表土50-60
744 1-1 褐色111.lf.J:1<土50-00
746 K- 1 811!\~itll青員l1 NO.S-N0.6llll1/I
747 G・18貝灰磁集中黒褐色土
748 I・16茶褐色浪礫土表土60-65
749 K・16畦・壁面
752 J・18茶褐色浪躁土0-10
753 H-13 14黒掛色土層
755 し1516赤土混昭褐色土上面
756 1-18黒褐色土層
757 K-18茶褐色滉院0-10
758 K・15黒褐色土上而
759 J-14黒褐色土上面
760 I・16瓦溢

761 K-2IJ'イン畦壁清掃
762 L-21瓦礫溜

763 L-21瓦礫沿l
766 K し19黒褐色士
767 1-15黙褐色土層

710 1-18石列

771 J-18造成層上面清掃
773 H・13・14黒褐色土庖
774 1-16炭溜N0.1
775 l J-17茶褐色土ill礫
776 K・16石垣東茶褐色浪煤土
777 J.J~ 茶1~(1.:l;
778 1.,.20ヒ・プトB2
779 G-14ヒ.1卜16
780 レ20,・.rn
781 I• I 3ヒ―-、卜1
783 J 17茶褐色浪繰10-20
785 G-ut・-,1・1
786 l,; -1614'ir/． l見.州上這i
787 (; ~3 
768 J •l2 t" T •7 
789 G-20/l噌 K贔I
790 し20東西トレンf, 一う”敷下
791 M・20J[¥111 
792 K・2ot・ ,no
793 U匹 ll紐泊if!ltlo/il
794 し19暗褐色土陳況
795 L M-19暗赤褐色小珠混10-20
796 し18石積みl"I暗出色混礫

797 1-22繰溢暗茶旧色ぽ浪（黒褐色）
799 1-22墳集中西11!1
800 1-22東西畦礫涸暗褐色蹂渫
802 H-22礫溜西茶褐色土礫赤土滉黒褐色土上
803 K L-18石列内
804 K-19暗赤褐色小礫溌0-20
805 L-17暗褐色礫浪0-10
806 H-22 21畦礫涸まり滉際赤
807 K-17茶褐色浪牒土
808 K-17石垣内暗茶褐色混礫土
809 K-18溝状石列 A畦NO.Ill(
810 K-17茶褐色i艮鰈土10-15
811 1,17茶褐色溌既土

812 1,17茶褐色浪礫土10~20
813 11-22方形状遺構況赤土地山直上
815 1-22方形状遺構内北畦⑬・⑬磨レヘ-,

816 J,22方形状迅構牒溢最下郎
817 H・22東測傾斜面鰈溢
818 し206~112 と 3の IMJJi沿 F
821 J-27溝状遺清10
822 M-23黒色混礫土陪0-10
823 L-21瓦躁涸

824 M-21瓦涸

825 M-20瓦溜
826 L,-21瓦践溜

827 L M-21礫沼
828 M-21瓦涸

829 N-21礫溜

830 I J-17赤土上而清掃
831 K-18茶褐色渫蹂
832 H・18黒褐色土母

834 G-18貝NO.l・下開褐色土
835 K-18茶褐色況牒

636 L-201:: ―., トA

837 J-17茶褐色況茂0-10
838 1-19地山直上
839 K・16茶褐色溌院50-70
840 J-17茶褐色混礫士10-20
841 K-17茶褐色況礫土0-10
842 K・17トレンチ茶褐色溌礫土

846 C-18貝NO.I下黒褐色土
847 ll-17地山直J:
848 l・J-17混鰈茶褐色±0-10
851 M-2iJ{俎
852 L-21Jil.1llli'I 
853 じ20ぶ壇_lc,Bl
855 C~21t·., >-10 
856 1-21,・ • ぼ l!!~L穴側
857 K-20ピ,,.... 

858 1-22困ll!tlh
859 H・21111詈泊j:IJ砂利IJlf(t
860 L M-19小礫渭暗赤褐色10-20
861 I拿21ヒ―-』 1-7-a
862 11-21畦礫溜まり砂利礫混畦
863 1-22UIJI粛ぷ出匹中土浪
864 K・19内陳・瓦溢礫清掃

866 K• l9暗褐色炭 i琵
867 1-1・2ot・-,1-4
868 H-22礫溜西隅混礫赤上魚悶色上上
869 K•20 ヒ・-; ト4
870 H-21ヒ° ット"517@-b 
~71 K・15印茶 士

-263-

番号 ll¥土地

切 2J-20ヒ叶ii
873 1-21ヒ.., ト12-e
874 G-21ヒ.i卜14
875 1-211::'." 7卜15
876 H-22礫湖東
877し19内石列N0.1
878 H-21ヒ・ット11
879 H-211::'." 7卜15a
880 I-21ピット9
881 H-2lt• -, ト13
883 H6荼褐色滉牒土50-60
884 J-19畦小礫溜黒褐色土
885 K-16茶褐色混礫60-70
886 K-19環状遺構畦N0,5-N0,8の溝
887 J-16荼褐色浪蹂土50~60
888 J-19ヒ・，卜6
889 K-16茶褐色浪!l,60-70
890 K L-17 18石列遺構内茶田色礫混
891 K L-17 18石列遺構内茶褐色礫混

892~-18黒褐色土層
893 -18石列・ffillll黒褐色土
894 J-14黒褐色土上面
895 J-19ヒ.-1卜1
896 K-19ピット13
897 H-17地山直上
898 J-19内小牒涸黒褐色土_t面
900 J-19ピ叶7
901 J.18石列南側造成陪
902 K-15黒褐色土J:ilii
903 L-19暗褐色土赤粒浪10-20
904 H-18黒褐色土上面
905 J.,.19黒褐色土赤粒浪10-20
906 H-17黒褐色土陪

907 G-18貝NO.I下黒褐色土

908 K-16石垣東茶褐色混醗土

909 K-17石垣オtll!I
910 J-1環Jc-壁面

913 L-1瑯赤褐色・焦褐色

914 K・L-19/sll褐色土10-20
915 し18西壁より茶褐色混ぽ

916 J-161ll①茶褐色ヽJヽ 礫砂利混

918 l-27西側畦暗褐色渫礫土彫上部

919 M-20東西石垣前面暗褐色土

925 し21瓦礫溜

926 L-16茶褐色i/1探土0-10
929 JI-Inレン＋赤士上面

930 J-16茶褐色滉礫土50-60
931 K-17石垣内暗茶褐色混牒土

932 K-17トレンf赤土上面

933 F-18黒褐色土層

935 J-16茶団色浪礫±50-60
936 JK--1156NN0O .13 
937 .19錢溜

938 J-16N0.10 
939 K-15ピ.,ト1

940 J-181:'. ・？卜37

941 J-15ピ・1H8
942 し15・16,-7'敷内

943 l-18N0.1 
944 l-16N0.32 
945 1-15じ“ット2

946 K-15t: ―7卜1

947 J-16NO聾23
948 J-16N0.16 
949 1-15ピ—J 卜BC

950 J-ISN0.14 
951 l-16N0.13A 
952 J-16N0.16 
953 K-16N0.19 
954 L-16N0.9 

955 L-16N0.28 

956 K-151:: ―.,t-s 

957 K-16土濱②

958 J-18N0.35 
959 L-16ヒ・ット5

960 J・ISN0.17 
961 し16溝状遺構

962 l-17N03 
963 K-lSN0.6 
964 J-18N0,18 
965 L-17ピ，卜1

966 l-16N0-4(t" -, ト25)

967 K-15セ・1卜16

968 K-15N0.13 
969 I-15ピ—J 卜26

970 し17t"・J卜2

971 J-18ピ9卜37
972 l-16N0,34 
973 ドK-1!ピット7974 N0.1 
975 5 16土墳あ③コー"敷下黒褐色土

976 『K--1167茶東石掲西垣畦色内溌赤暗礫土茶土滋褐5牒色0-溜溌6直礫0上土977 
978 
979 G・H-13黒褐色土層20-30
980 L-16茶褐色浪礫土60-70
981 し18暗赤褐色況礫土

982 K L-16東西畦茶褐色溌欣10-20
984 IJ-18石列下

987 し16茶褐色i昆牒土0~10

989 J-16東西畦②茶褐色

992 K-16ヒ―7t2

993 J-18ヒ・，卜37

994 K-151:: ・ブト3

995 1-18黒褐色土層

996 H-19地山直上

997 J -191:'..0 -,Hl 

998 Kし16東西畦茶褐色湿牒10-20
999 K-19瓦 礫ヽ滋
1001 fl-22礫溜駐下部

1003 H-22礫溜下暗褐色土深赤土

1006 し1811自赤旧色土浪礫
]007 K-15赤土沢暗褐色土上ilii
1008 J -19ヒ―ブト3
1009 K-16茶褐色溌牒60-70
1010 J ・19ビ叶21



第93表 ナンバーリング：出土地対照一覧
名tt /U上地

1011 届'H"茶,>資~色深●士:表色土tso欣-集•中1012 
1013 
IOH 
1016 
l016 
1017 1-16茶褐色混牒土表土50-60

1010210 8 J.1JJKKM-・ 1-1-·t998J20S-/ビ~!l!1ti凡9'列•,環U,甜ト►6色・状11悧6土遺附~構jIll 畦N0.8と6の間1021 
1022 IU色I:
1024 
1030 
1031 !A6N0.6 
1032 1-IGNO.,l(t 呵 卜2~)
l033 J-17ヒ'.,ト2

忠,H, W,, K. ..-.... ぽ,1●釘7●鼠HN"●..  h● .0. m .. 鰈.• ,,吐11●., ↓炭下出茶溜褐閲色＆9』
1000 
1037~-

醤 、蹂砂利涅
IOIO 
10,ll l・tGi附幻nm
I0-12 J ・ 11t•,~4
10』3J-16N0.3B 
1044 ]-18N0.2 
1045 L-15コ一うL敷
1046 K-17NO.ll叶黒褐色七
1047 L-16と゚介9
1048 J-16N0.!3根固め石内
10-W l, 17t' • ト2
l曲 K• l&N0, 1 5
1051 1.,-l()t',I公
1052 K-17NO.l l以湿＇
1053 c;.1暉 R!ilii

1054 J.J 9818J!/.A¥ll@!llllllrl色l!L1iliJLJ : m 1055 1-1 11'1 
1056 H・ iili.L /l¥111色le
1057 H •l8)111\l色上lil
1058 l-17t・，卜1
1059 1,17ビサm
1060 H-18黒褐色＋．庖
1061 l-17ピ介laスミ焼土
1062 J-17荼褐色混裸土10-20
1063 1-17茶褐色況ほ土10-20

1064 CKし--11178糾ぷ茶世出1褐11色在色t混上応秩:li!!II.L0-UOl'!!.-10 lI: O 1065 
1066 
1067 I・17NO.l第1図
1069 l;.18貝付固集中黒出色土
1070 I'・17黒褐色土房
1071 (', 17 !11111色Hll
1072 1-15t・，卜四
1073 16うや畦H壁曲
1074 L-15J-う9敷下黒紺色上
1075 J-17ヒ・，卜12
l076 K-17石垣撹乱
l077 G-1四 ・咽面
!078 J-19内黒褐色土小蹂混
1079 L,J7溝状石列A畦N0,2西

｝塁JM訟N,・,り2-・虐2如2l1地J繰東tr.ほl溜,,. lli面泊f飲i>ili:rl,,~揖:?:0I: -辺4I 1084 ll」;
I磁
1086 0 
1087 H-l-27・28Jl!!11iillli,'ll;;l 
1089 1-27沼状辺格JO
1000 1,20東西トレンチコ-;&敷
J09I N-21珠湖
109,I L・M-21楳湖下砂和1混褐色上10
IO!IS M-21躁溜
1面 M-21瓦溜
1098 H-22貝NO_①店溜まり
1099 K-18茶掲色混楼0-10
llOO L M-19小珠滉暗赤褐色10-20
1101し19石列北上暗褐色土
1102 1-22方形状迫構②⑭陪
1103 L-2lt万卜9石溜揺下
1104 1-21ビ,fl2
11ぼ l,:?21/形状遺格28層媒混褐色上 J卸 l直上
1106 K•l7ri l暉JIJ
1107 H-21 22雑混畦紐混赤混じり
1108 H-21畦蹂溜まり砂利森混
110'.l H-22南壁赤上混褐色土 F牒涸
1110 H-22方形状遺構浪赤土地山直上
1111 1-22畦森溜暗茶出色礫混士（阻褐色L―F)
1112 1-22礫涸暗茶褐色践i琵（黒褐色下）
1113 [-21ヒ・冒，卜4
1114 Jぅィ,1617畦清掃
1115し19昭赤褐色小礫浪10-20
11161、21ピ介9石溜掘下
1111 1,1邸釦柑出知lヽfJlill

1 118 I1い笠・21噴ピ茂n泊,.iM1/J1U2I-ii!色b@ヽJヽ以9叉泣il!O-1119 
1120 10 
1121 K-19石列西賠赤褐色小蹂混
1122 l •Zl ピット8
1123 l-2lt・ット5-b
1124 1-22礫溜黒褐色炭湛
ms H-22礫甜昂下部

111127 26 』)9＂, ,"H_ね~,,・-'匂2成.,''"'1力",ピ影,,湿● 懸"9"壮ト',,直ll,.勺"ill上a ,, "f!,"".,,,_.'". '".,' . '. "ピ"岬こ上レヘ,,
1128 
ll公
1130 
tt37 
II認
11'10 直
11,11 K・16.t隣①
1143 J-16N0.3 b 
114-1 K-16t・，卜7d
1145 L-16N0.32 
I 146 1-!SN0,3 
1147 l-15t0, ト25
1148 l-16N0.6 

石サ /1¥-t地
11 ◄9 し 16t ill4 
1150 J-15N0.19 
1151 L-19畦黒褐色士ヒ勺ト
1152 J•15NO.l 
1153 1.-18と・，M
1154 L..IGN0.2,1 
ll55 K-ISNO I 
ll56 K・!St・，n4
115? M・ 1 71:•.,ト1
II誌 IJ.l,lt , ~Sa 
11 59 し 1 7t'.~5
1160 J・17N0.9
116 1 J,16N0.2I 
1102 K-17茶褐色ill蹂土0-10
ll63 G•IB貝骨里集中黒褐色土
ll64 G-18馬褐色上庖
1165 l・J-ltiN0.261ヽ
1166 

胄K•15宣t' 曾ト22釘 LJ隅

1167 
1168 
1169 
1170 K-16士濱④
I 17 I J-17造成暦
1173 l-17NO.Jf第l1層
1174 し1s,-n
1175 J.JSN0.17 
1176 J,ISN0,19 
1177 K-161. 腐こ
1179 KヽISNO.l
1180 

l,17G161沿NOk状.・I1¥1潤第1h面2舟1181 1・1 
ll82 G・ 
1183 l-18NO.J 
1184 l-l7NO l第2庖
1185 H-14ヒ叶Sb
II糾 l-15N03 
1187 K-16ヒ・-,ト18
1188 J-15NO,l 
1189 l-16N0.32 
1190 K-16土原②
1101 K・ し17・18こービ敷北患褐色土
11.92 

K-16-LOl≪.l!Jl il"l2~ ・｝1193 1.17r,: 
119』K・J5ヒ9卜1
1195 J-17Sビ)!り＇ り色I:
1196 1-1 .~g 
1197 K-16と・，卜21
1198 K・L-17・18ニービ敷南黒褐色土
1109 K-15N0.6 

”” JK--15N0.8B 
1201 t6N0.13 
1202 

lKK,-1-8!1G6NNlO:01.名l.G 19'糾涸1203 
1204 
1205 L-16造成階黒土椋
1206 K-15ピブト1
1207 Kし17、IS:—t•f! 
I碑 J-15t"•<4 
I函 J・l7N0.11
1210 し15!6J-7ル直―ド黒褐色土
1211 l,17ヒ・.,ト35
1212 1,17ヒ・，卜1
1213 し 16t'• fl 7
1214 1K✓-1I1G茶t' 褐•1色18砂,:P4'/iI: l塙! 1215 
1216 L-16i,f, 状遺構
1217 1-167溝ピ状遺構
1218 1-17 , トla黒褐色士
1219 I・17ヒ・.,ト12
l匹 『.--17.1ー6畦・'1IV7土'(-南堀1Bl 1221 t畦）累褐色土
1222 L-17t -, ト2
1223 K-16ピ9卜23bf. 甘
1224 L-15Jーう9敷下黒褐色土
1225 G-18貝NO!―F黒褐色土
1226 J-!SN0,17 
1227 H,lが：,MSb 
1228 K・lSN0.6 
1229 )-16N0.16 
1230 レ17荼出色ltl·4•J沿
1231 JI -15NO.ll 
1232 ,l6N0.7 
1233 K・1&」；竿あ
1234 1-15と・，卜IS
1235 J・ISN(J.17
1236 J.J6GNt 0,.~32(1 ~' , nG! 
1237 J・l 
1238 K-16上墳濱RBO 
1239 K-16土 ~10
1240 l-14t'・1卜16
1241 L-17ヒ・,ト3
1242 1-tSt ,n 
1243 K L-15 • 16土廣あ中ヒ万卜］
1244 し15Jー九敷
124S 

)KしK・-I-111匹666込N1:た01t1(W./1研9ら1tUU:dref上湘i砧!I序¥t'llil.fil狐~ .l:. 氾16
12,17 
12、18
1249 1,17ビ1卜21
1250 I-15t・，卜15
1茄IJ-15N0.8B 
1公2L-16N0.5 
1253 ))K•- •11l77G111\'t11100 詈.ぼI卜2l8t 1254 
1255 
1256 

Jし-1I7SNNO0..I1 1257 
1258 L-15コー,.敷下思褐色土
1259 l-17N0.1第1彫
1260 L-15コーう9敷下黒褐色土
1261 J-16N0.16 
1262 し111:・,ト2
1263 l-17N0.1第2庖
12い J-15N0.8C 

I! 臨'よ，'
l-17NO.l第1庖繰溜必 1-.
1-1 6N0.1~B 

佑I} Ill IJ~ 岱号 IILt地

12/il l1K-・ I-1 6155rピ/ll~V,01/-.ill21』5 ~ I磁
1269 

1390 K•Iれl!i"i■_t)/,1 褐e -1,
13~1 H-14ヒ9卜!Sa
13究 G-17訊氾色上庖

1270 K-161'/0. I~ 1田3G-18黒褐色±屠

'"'J""',,,・.,,, ,, .,'"ヒ,.,. _"'月,,,匹",,,, ,,, "_上.'凛●"あ'③,黒.褐.色. 

12Tl 
1274 
ms  
1276 
l2;i I 'I 

1395 C・16畦・堕面
1396 レ16NQ.21
1397 K-17/11色J:lilii
1蕊 Kヽ16:til佼榊ill鞣
t函 1-17NO.l 
1400 K-17造成層下部

1278 

,,-,e'",'",,_"""., ,'"'鼠'n""い.紺_訟" . '"""'"り' 

1279 
1280 
12印
1282 
12氾
1為；G-17!.l¥lll色 I:附

霜K・ し1718ニーヒ＇飲北黒褐色士
K-16ヒ・-,ト18

129 1 J-16瓦溜
1292 J-16瓦溜

＂゚
I JH -!SN0.1 

1~02 -15ヒ・，卜15a
1403 K・16NO19雌涸
1<104 l-l7t0・, トlC
uぉ K L-18石列畦①トレンチ黒1如色土
MOG 1-15ヒ・,ト8a
1407 G•IlS9NJl\O褐,$色C」:'1.L
1408 J・
1400 f', IGIE~ 函
1410 11-1158N!1¥0IU.2色S.LI':! 
1411 J・

129-1-16溝状遺措
1凶4J-17ヒ',ト10
129S l-17NO.l第2層
I蕊 l-17NO.l 
1切？ K-16土濱④
1298 Crl8貝骨坦集中黒褐色土
l函 1,17咄A¥lll<:llJfl 
1300 J・!SN0,19
1田I)・18N0.3Sll
I碑 ),1K 7~0.S 
I四 -!7NO.lll杞暉色上
1沿 IJ・!Gt'曾卜3
1謳 J・17N0.5
1307 l,IJ! ヒ・小1
1308 J-15地山面上滑掃
1309 J-15it敷南北畦C地山莉 k
1310 1・18ヒ・ット5A
1311 J-17ビ・9卜7
13l2 J・l8N0.35
1313 1-16N0.14 
1314 K-17NO.ll炭溢
1315 G・18此11¥・褐,n色sJ; ~ 
131G K-1 
1317 L-15 16土狼あコーう9敷黒褐色土
1318 K・し17・18こーピ敷南窯褐色土
1310 K• l 7NO.l llll憫

1133:10 21 JK-・I1S6Nヒ09.3卜516 

1322 
J.IKKS-・N11滋50ゆ.19飲敷8庫渾紅所州甜•畦k 1323 J・ ,I 

1:12,1 , A 
I謳 ~K--ISピ，卜37
1326 17NO.ll畦捐褐色土
1327 J-16東西畦③暗茶褐色土

温G-17黒褐色土屈
J-17ピ1卜5

1330 L-17t•,、 卜35
13:ll K-15 16土壌あ畦4一束⑥ 2枚目J-う9

1413 J・17ND.5
1m G-18規褐色土（貝滑 ・迅・集巾）
UIS 1-22方形状遵構森溜最・ド部西l!!I
1416 M-20石列2-3の問瓦溜
1417 H-22礫溜下暗褐色土
U20 /-16J{湖
1423 K-l?ultl皿
1424 Kし16東西畦茶氾色消練10-20
1428 J・l6lil茶l 11,11i! 
14四 1-1 褐色混礫土表土60-65
1430 K-17茶褐色i!t稔土0-10
1431 K-16畦・壁ilii
)432 JK・ ・l!~1(;b l!l/Q吠面.¥l 
1433 
lぶMK,17石垣北恨
1ぶ泊 K・17茶褐色漏蹂:t-.0-10
1138 1-16茶褐色滉往土表上50-60
1440 K-176垣内暗茶褐色浪礫±
1141 J,16保褐色混楳土表土50-60
·•~2 し19石ダ!NOI夷
144l F•4lb敷旧褐茶褐色洪院土
J,IJ,J K t,17石積」＂．面蹂混茶褐色；L
1445 し18石列の中茶褐色礫浪砂和l
1'147 1-22践溜黒褐色炭i昆
1448 F-41茶褐色浪稚士.JG0-20
1449 !H-2-223方蹂形湘状旧柑内西側畦⑨層レヘ．，
1451 まり只下部
1451 J-15ヒ・-,ト2
1453 J-16畦造成所在1褐上色（土瓦混溜赤まり）＂
1454 H-22礫溜下暗 土
1456 J-16畦造成団直..I:(瓦溜まり） V
1458 11--2162方造形状迫捐我涸11l下部
1461 成陪直上黒褐色土
1462 1-22践溜赤土滉褐色土（森i月）

＂岱 M・20石列2 • 3の問瓦溜
1466 M-21南北トレンfJ-うり敷Jが敷下石溜
1467 M-20石列23の問瓦涸
1468 J-19埃瓦涸

13~2 1-17ヒ・ット11
1333 し17と•.,ト35
1334 U-11ヒ・，卜4
133! 1-17ヒ＇，卜8
1336 K L-15土壌あ⑤黒褐色

J.170 H-22ヒ・-1卜ま①り上1部り弧瓦状溜迫
1471 1-23瓦涸 情下
1472 K-22t"ット1蹂溜
l4T.I JK--1272茶t"褐,ト色1浪楳欣溜土201474 

1エ~; L-JSJ-ラ'敷下黙褐色土
13311 l • 1 7N0. 1第 1 1>1
13~~ し17t',f25
!3•10 

HH7訊N1O出、1色@.2I:が｝130 
l3.a2 J-!GN0.11 
1343 J・18'.110.23
1:WJ J-17N0.5 
1345 Kし1718ニーヒり敷北黒褐色土
1346 J-17畦N(南北畦）黒褐色j-_
13H K•l7N0. 11炭溜
1348 J・11t・,ト21
1349 JJ ・15t・，卜14
1350 ・16N0.23 
13S1 1-1嵩6ビ9卜1
13況J- ,l-53A 
I四 1- , ト1
ll出 K-17NO.ll黒粕色」一
1幻5l-17N0.1第1殴
1356 K-16N0.!9蹂溜ヒ勺ト
13勺 J・LS造成ll'IO~!O
I蕊 K L-17土洪
1359 K-17m出色上 l:illi
13ゆ 1・18赤褐色混錬土
IJ(il J ,14 ヒ•.,トID
I泌 G-18地山直上黒紺色土
I蕊 1-15ピ-,トBa
136-1 し16N08
13(>5 ll•!St', ト15b
1366 K1-・1146とJ:・，演~9必1367 

1415 l,l9石列1
1~76 し[9内瓦往涸西壁細繰溢1回目
1~77 122南北畦繰屈黒褐色土
1,118 1-22方形状還構28層蹂涸まり
M79 l,19Jli!iがINO.I
1•80 K- 17石垣 • 北
1481 

JK1--21-1286石方石形列垣状上東ロ面茶柄茶褐ぼ褐色混色滉褐混和色礫土土地山直上14認
1183 
H84 l\•1 7石垣内暗茶褐色浪森土
1<185 M・21瓦涸
1486 基壇東西トレンf0-20
1487 K-2211東うイン畦斜墜面消礫掃涸
1491 H•2 限 1項下
1492 11-22練活下暗氾色土滉赤±」:面
14印 11-22踪溜下暗褐色土滉赤土上面
¥49, 11 -・2J7-2渇71状111状迅JB l!l 3 0 
14!16 情(ill北}10
1497 J-26浄状遺搭30
t,198 H-21礫混黒褐色土陪10
1~99 甚壇東西トレンf
I幽 M-21礫涸
1501 L-21瓦ぽ瑠
1502 1-22礫溜黒褐色炭混
1釦 H-21貝殻染中部スミ混
1505 H-21ピ7卜17-a
1506 l-23畦綬潔暗祐色赤上混
1507 H-21ピ1卜6
I瑯 H-2!t", ト11・b
＼細 H-22酢滉礫繰溜
1510 H-2lt-・, ト9-a

13邸 K-17茶褐色砂利赤±i昆
I碑 K-16土壌④
1370 K-16N0_19税涸
1371 1-17と゚9卜1
1372 lKJ--1176暗造1成層
1373 褐色混疎
1374 Kし15・16規褐色土屑消掃

1511 H-20ヒ・ット11-b
1512 H-20ヒ・-,ト 11-•
lSIS K-2lt0, ト18-d
1514 ,.2Jt ,t9 
1515 11.21t',>22 
151G 111• 2-21戎ヒむ. •窟t7i!Jj·茶b内色混秩赤色土暦褐色土上1517 

L37~ F・）17S近!.11成褐層色J:P.'I
1376 H 近
1377 K-ISt , •z 

1518 fl-2 1 t・ ッ ト9•
1519 I ・ 2 1 ピ T~5b
JS20 1・22眈ili1晶氾色ぷ訳

1378 K-lGN0.19牒溜ピ・，ト
13冗 J-15NO 11 
1及沿 l・16N0.7
1埠 IG-17.'l¥lUl!l上l;J

温G・17黒出色J:M
l・J-16N0.26h 

13お l-16N0.32 

1521 1-21ヒ・,ト1
1m 1・21ビ，ト10
15:14 H-22茶褐色礫赤土況
1525 1・22給溜暗茶褐色蹂混（黒褐色下）
虚 6H・22lti泊訊
15カ G-22と゚介9
1528 H-22礫溜東

13組 l-18N0.1 !5四 J-2lt0 -, ト106
I如 l-17N0.1第1陪珠溜直 K
1388 )-15t・介7-B
1389 1,lGN0.21 

1530 1-21<0 -, ト12

盟1H.2,:!2n1'1! ・,泊f;])東

-264-



第93表 ナンバーリング：出土地対照一覧
t.•J /P.・1: 地 甚” Ill上地

IU¥ 1-20ピ •M l ・. --•· Jill? 下
心 IJ-17茶褐色涅和:l-20-25
I逗 1-17茶出色i琵森十20-25
1-"'<I J-16畦逍成閃腹 I・.(瓦洞まり） V
＇幻 J.16瓦涸
1!311 M L-17石ク,11-.面条田色混ぽ
1四 G,14ヒ・-,ト14
, ... し16池成序

•~n ・16炭たまり N0.2
,.r., 1-18黒褐色上培
山：I L-!9Pf/)IJ色土赤粒i!l!0-20
l~1,1 L-19謀れ色土赤粒i兵10-20
凶>H・17地山面上

'"" 1-22h"形状遺横内北吐21培
1M9 K-19瓦陳溜

""り H•l7' 褐色J:府
ISSI 1-15/IUU!,! I・¥'! 
1:-.s> IJ.171也1hu'I'.I 
I函 1,21瓦ぽ沿
I釦 G-22桔坦の間石涸北flij
l埠 L-21瓦ぽ溜
t-"6 M-20石列23の問瓦濡
1磁し21瓦ほ甜
ls.'6 H・222111: 戟蔀まり illヽ希赤」＿
＇お 1-22方形状；n侶西阻H⑭序 駐淵まり
tSClr L-18哨赤11l色 黒田色
I滋 I・]8地山直上
l索 K・16造成苅上面
l磁 KL-16畦茶出色混蹂上悦舌LO-JO
J噸 1.-17茶出色沼ff:十,0-10
1571 J•l8茶旧色滉ば十,0-10
1572 1 •22方形状迅柑⑮府下部
1573 1・22方形状逍格22陪
1574 (,-14t" ,1-2 
1575 I'・1訊 IIU色I.Ii-I
1577 H-22t -, ト1上而
157'H・22貨涸下nH)IJ色土混,~,t上面
1579 J・18石列南側迄成屈
1580 I J・17条褐色混ほ土10-20
1581 1-18黒田色土円
l5R2 H86o!il暉閂俎成約
1叩 l • 13t"•M
1臨 11-27繰i尺黒田色土序0-20
1667』-27鰈滉黒旧色ナ20-30
lfi70~ 1 -20/tl間11. J直
1071 M, 勾ill欝JIU(泊
1672)-28西1肩畦叩氾色印繰上上部
1673 c; ・22枯哨前而部掃餘
167-1 H-25凡)I{)色ill欣_1-/IU.部
1675 L-20ポ阻畦赤+.混暗田色土紀留町上
1676 L-27地山而 I・_
1677 1-28地,1,直_I・_暗田色土
1678 J-28西附11暗褐色混珀土_I部
1679 J-2S昭氾色土
園 oJ-27暗紀色」ーー ト部
暉 l1•25南胴畦暗氾色i尺蹂土m」部
I匹屈5暗褐色i片ば上屈30-40
I匹 J ・21•Mり釦叩 l:fllr.
IM? M・20南開11'瓦涸
＂如 K・2Si,',状迅構0-10
I珈 M-加lliflll•lt J遺
IO!H J,27111111! 菖1叩 IUC:l-l.lf1
I磁 H-24PG\ij色ill~十瑶20-40
I珈 J ·2四囚~.I:
I幽 I、2011!虹l•,~1,1
IW., M-20>-a,,!'. り血赤駐況

'"'" K-24石厄赤がR褐色土石炊」itti
1101 M-27 28地山町：上
170:, L-28地,1,直.I:
.... ヽ ばUltllllllU(!lll
11<1) H・2811illll色 U臼：lil 1.m: 
mr. 1.-23 24昭旧色混ぽi:石敷泊＿上
I唸し21111叫■k)c淵
1110 J,26 1fl印L•D_ lll色I;
,,,, 11・2《)4ヽ・I:訳J/llU色 I.
, 713 1,281~1-lばLI.
m• M•21Ji如i'J,'iljl
111'M-2 1Jilll •I• ド“
1715M・21>(;{11

'"" M・21氏沼
"" ・r・レ2Qlbillflll
"''J-20鰈iRl¥¥111色上層0-10
1710 J-20糸田色紅況じ IJ:t層 0-10
'"'°』-20造成層上而0-10
,,.,)-20茶氾色6登溌じ IJll'll0-20
"力 1・28黒色沢ほ土屈0-10
172• H,20造成屈（瓦漆喰集中部l
,,,. 1-28黒色ll!H'~~0- 1 0
＂郊 11・26繰溌黒田色士府0-10
,,,., 1-20地山直上造成序30-40昂下部
m• L-20迅成土阿
1'29 L-24黙田色J-月弓下部
,~, 1-27溝状迅柑暗褐色土
1'71l! K-!6N0,19a涸
I匹 )-25隅MIJIIU色上”―40
1847 M-20南憫畦瓦溜用出底I:
1糾,1-2s•A 
"''~1-2ltlll』むIIIJI0-10
1850 1 •24闇!ef!!.iRit;J:1/120-40
1851 •-~8fJl\ll)k\褐色」,~'110-20
1852 Mぷ油鼠暉瓦濡
,as, C・20f~ i皿I 』U色 1バ~J0- 40
1855 1,24/lllUi,!IJll胄 1:20-30
1856 J・2SU暉 I.II褐色上0-10
18.S? レ27池1hi1X/・ 
1お8K-2• 鳩山色5叫膏土附
1畑し24庫出色fr!III土20-:io
I幽 r..22)!;壇の開石溜まり南開
曲 1レ21瓦ぼ沿i
IMI~ l -2 1 瓦溜
1紡 j C・20.;成ll'l.lL漆喰紐巾
,,,. 1-20忘成序

WI 1・28黒色混繰土<i!O-lU
ltr.:I 1.-28政,i琵熙褐色—le西 10- 20
i印7K-23焦色土膚20-30
1,r.u N-2411110色lfl,!!1;!1゚―20
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第93表 ナンバーリング：出土地対照一覧
祐 /II土地

2,11s 1I1K,え-225・45し哨沿湛切I状状ll2色;!I遺8地恨措I暑棟1111i'1'1i1i土5040上幼-1600-50 
2,1糾
2・181 
2,48'1 
いお M-25溝状遺情10-20
Z4邸し25溝状遺構内0-10
2樟91-26西側畦暗褐色況蹂土陪上部
2490 L-24南側l畦暗褐色洟楳土下部

22,•11992 1 "",,, "',しH"_-"'-,2°""''7"西"'"''紺●,褐側'『』匹色色畦●,.9項紗●暗上ト棒"● ・褐",~湛" 色浪繰土下部
2,19-1 
2匂5
2497 
2498 10 
2499 
2500 

お妬2500応い MMし2・-2Z51177JAIll!/l褐■色l色玲1,褐mI: 紗色利紗況利jl,'.

お2509 1 0 `<., K"1 ,,＇、"~2-をー-.-;ij："M,,し,... l"',OwllJ即",.,ffl色~色,紗●」".u上●,'●.," , ~砂況e紗,紗9.. " ●"9 ● 
25!! 
2;12 
お14
お15
2516 
2518 M-25束畦暗褐色砂利混
2520 
匹

おZ
公;23
2524 
お 5

旦25吟
2530 
お31L-25暗褐色砂利混
匹 M-20南側•U国
血 M-20南1!11畦瓦溜焦褐色土
均 4M-20南側畦瓦溜
お35J-26西側畦暗褐色湿牒土下部
2536 K-24石敷上面赤土況褐色土
2537 K-28暗褐色砂利浪
2539し2開g褐色砂利滉
お I1-2匹 1N.l,Liil 

おぉ心13 "•'·~ 1-"2・"O-6茂H'↑'"混紺."司黒協色匹巾,,.褐砂●温色利.9 ●土,,●層田中0~10 お....
四 6
2;.,7 
碑ぉ4e I 氾

2.矯
蕊 7
お59
2561 
256>1 
磁76
2577 
2578 
2579 
蕊

磁 I
2滋
匈

2函
2誌？
258811・2岬褐色l:Jif
函 U-2珂n褐色:l:
碑 I・J-23・24赤黒混府掃除
2591 JぷGill!難ll!•ff褐色況陳土10-20
お況 l-26111l褐色t
2傘 N-24南側駐暗褐色i琵躾上下部
御 M-27 • 28地UI直上
25節 1-2511(!褐色混蹂土冠30-40
2幽 M-26Jlli褐色土
2匹 G-23・24造成層上而掃除
邸ll・28西11111~11/llU色況[1't凩ド邸
寧 M・公暗出色.:t:r部
細 ~1,24隋和色1:0-10

碑 KKKN、·・•2222511ss7i"1,市~8•-.籠1Ut•1色ff8t!J紗1U 1U R 利浪
2606 IU色砂-filil~

？260碑7 色色紗k.fljjl,'. 
泌10K-25西憫畦暗褐色砂利混

g悶J-2MHM1 -25---2711226南548西南溝側囚隕状開畦糾畦遺畦暗瞑暗構暗褐褐暗褐J色色褐:色土_~漏色混l',t;忌媒土礫土上層上下部部匈 6
加17
祁18
祁W G-23 • 24造成層上面掃除
2認I1-25暗褐色土
祁22[-20地山直上暗褐色土掃除

四226624お 1HJff,2-2囮向1吐造褐哨成色庖旧J上色:f/l面浪掃況除-t: i::!•I• 邸

加お M去雌氾色illf,島-1.:10
~28 l,2S&nlll幽樗土層0-20

2祁皿吟匹岱32I JMG.HH. お•-・2泣22ふ4峠1白四瓦釦出成狐色府上I •上上:下面疏部i 

2匹祁臨37Kし1-四•228SlJf也[閲II!G血色•I屯:t.:I: F 

四 G-22迎9即i'l1:tliiJl沿立 IJ
26-13 N・2S第2暦 (ll¥色J:)
芍45K-26西側畦暗相色砂利i琵

％樟 M..-2.》7,..,黒.色,,.土rn層,u..,、
蕊祁52 I ,K,..-2.7,!,... B ,U● L色"'U妙N~~11 況., l 

邸碑 Gし・22確1:+:iIU灼色き砂上Hi柘llr加

番” 出土地
2656 N-'!711雌•R出色砂fl/況
2657 M-25黒色土

226応58， /J.. ¥.色.. 混~年蹂ク土.. 庖.印0-泊10 

2細し"='251'"ft"'褐.... 色"砂"利'"滉"'下部

2662 K-27暗褐色砂利況
2664 M・25黙色土

2266畷5 ,KK"＂k'M~ク匹血才"-守2"'8s,瓦.馬,,,oN●買.●., 色cCc•色c土・ 紗砂o砂ぼ紗9利暉m, り滋• 況
2667 
2磯

2266671 9 

2672 
2673 

2266789 3 JM1M111-2--・Z22--77120l公3南1洒り1111~h細側蘭構/1!lllI鼻畦lll~•.11•暗l屯./RO•ilD褐褐\l；褐色色色色］滉土琵沿ほ躾混躁土土揉土層土屈上下上下部部部部2684 

2226868688 5 7 

2690 1-28西側畦暗褐色混牒土府上部
2693 I・28西側畦暗褐色土陪
2694 J-27暗掛色滉税土"f部
2695 J-27南側畦暗褐色況牒土上部
2696)-27南1!14畦暗褐色混礫土上部
2697 1-25暗褐色混繰土層30-40
2698 N-23暗褐色土0-10
2699 J-28暗褐色土
2700 M-21瓦繰集中
2701 l,25・261l音褐色土下部
2702 J. 雑地1llr/f上（暗褐色土）
2704 1 -:ia ·l'i 開•~•n褐色混礫士居上部
2705 K• L-27 28地山直_t
2706 Iお叩褐色土
2707 1.25暗褐色土

2277009 8 NKI111、-1-2・-2ll2・・222S7i1lJ42i"l印南ll也2M!状山側3l造n直畦i硝成捐上暗層褐0褐-上色色1而況0滉掃練礫除土土陪下下部部2710 
2711 
2712 
2713 
2716 I呵加雌褐色土殴
2717 J勿情状遵情0~5・10
2718 1-24110-!U@t. 層
2719 J-26既溜 F暗褐色．十．
2720 K-15N0,1 
2721 M し18黒褐色土陪0-10
2722 1-17ピット12
2723 L-!St・，卜1
幻24K L-15 16黒色土
272.S l-16t'ット10盛土
”叫 1-22畦・東西造成土20
2727 M-23土壌石下
2728 L-20<'., ト2
2729 G-22畦暗褐色土混赤士40
2730 J-15t・，卜24-C
2731 !-!St", トIO-A
2732 J-18消状追柑焼土胡50
2733 G-17黒褐色土庖
2734 J-21ヒ・，卜1暗柑色土
2735 G-22碁憎熱褐色土直上
2736 K-15・16造成層
2737 I J-16N0,26h 
2738 J-27•8褐色土翔
2739 G-18貝骨・俎集中黒褐色土
2740し18ピ介1
2741 L-21石列北東石溜表面
2742 K-25t'-, ト3
2743 1-17ヒ・,ト］
2744 L-21石列北東暗褐色北
2745 l-!7NO.l 
2746 K-!8t"・1卜30
2747 K-22ピ—J ト())t' ·, ト西10~20
2748 K-i6J壊
2749 J-15ビ介7-B
2750卜20コー九敷3南側地山直上茂混褐色土
2751 M・1,18黒褐色土層10~20
2752 L-18ピット12
2753 1-20ヒ・-,ト17
2754 K・ し17-IS::—t疇 穀北黒褐色土
2755 L-17N0.23 
切56l-15コ＿ラル敷下黒褐色土
2757 !'-20基境黒褐色土30-40

言I ' Jい,J,,磁,尋,,,,頭？渭土こー_状状歎じ,.霞―..  遺",●集.,や携" 2,, ""•の下"殿面畦褐'o玲色m担t 

27紐
27釘 色士
2765 J-27暗褐色士層
2768 H-23洛状遺構地山直上
2769)-23石禎暗褐色①
2770 H-21コーう9敷2の下畦造成庖
2771 H-20コーう9敷2下20
2772 H-26暗褐色上殴
2773 H-2ゆ音褐色土屈
2774 J-24暗褐色土陪
2775 K-22造成層5
2776 1-25暗褐色土層
2777 K-26土濱北側
2778 J-24暗褐色土庖
2779 H-28ピ・／卜2
2780 J-27洛状遺構0-510 
2781 K-24i苫状遺構
2782 /Ji側壁0-25
2783し16茶褐色混牒土10-20
2784 L-27溝状遺楢
2785 1-28ピット5
2786}21沿状遵構畦②3
2787 L-15 • 16土墳束西畦①黒褐色土
2788 L-17ヒ万卜43炭溜西と゚ 1ト
2789 1・2邸行褐色土層

27901J"-2""6陳讀.. 溜じ下し'暗,.褐,,~色心土曰

加2791,Jn-2-a511/fa不出.,色,-v上n辰坦瓜,,,25-30

番号 出土地

匹 11-20,...,,敢H l゚
279-1 M•2411列
2795 11-22南北畦造成庖10
2796 1,24暗褐色土房
2797 l-28t・，卜4
2798 J・25暗褐色土層
2799 K,2',• 糾褐色土15
2800).25110褐色土思
2801 1-21造成屑5
2802 H-23消状遺構畦①
2803 L-21トレ,f⑦造成隈の下
280~N-27溝状遺格
2805 H-28ピ・/ト1
2806 H-22東西トレンチ造成/lllO~lS
2807 1-23トレンチ礫況黙褐色士・造成屈下
2808 M-23鉗石畦
2809 1,2岬 lllf!lJ恩
2810 K,22地1hゆtj屈上,ro
2811し26tth'lo.34 
2812 I公虻 tM4
2813 J•2BN0.50 焼土涸漬状渭椙
2814 L K-23暗褐色土瑶15
281$ fl-22造成庖上礫滉褐色土JO
2816 K·20l•1t骰2下 15
2817 I.J.20>-うl敷1上面3下
2819 1,19卜し9⑱牒溜下赤土滉暗氾色土

2820 JJK11し-・22--222691705暗i暗>/l!)-褐褐l7'褐t色色辺敷色土土I2．十青下房炭混賠褐色土30
2821 
2822 
2823 
2824 
2825 J・2lilfl褐色土
28211-26暗褐色土府
2823し21瓦森溜褐色土
2829 H-28t・，卜1

,血加蕊四呻.,,J'し.ば,,お"”.".. 土沿'湿,. ● 介状... 邸略5旧,⑳ ... 氾●, 色ぷ〇, 褐褐色色上土惧●

匹2839J." 2oo7暗ffi褐C.. 色<P土*層'む＃北...

2840 J",2・<6O土W壌i門上4八森匹溜""暗"褐"し色吐土

2841 M•19研11 2岡砂粒混茶団色土20
2842 K-22造成屈5
2843し1920石列I2llll砂粒滉茶紺色上
2845 1-22f~ ンチ東面地山i!i:H
2846し23石積

2284847 8 M...・2.5"t万"'卜"N'oぶ.ILO~f吋褐色
2849 ,H. ,ヽ2，4.じ,,,・，鼠卜1謂9,.,.., 

2850 
2853 
2855 
2ll邸
2857 
2船8
2細
2861 
2862 
2863 
2866 
2B67 

2288668 9 1l,1MFH··22・•212·G1'6544l:l,t・(1沿算1"IlU9O状,凩J~色1ill6:北I褐」責fll•澤色あn憎lU＠： t北-色G置土tir.直2imO-
2870 
2872 
2870 
2874 I, 10 
2875 N•2: 測,Ill色上下闇
2876 Kヤ IS!A¥!U色上6敷面
2877 H-20コーうル敷2下20
2878 K-22造成層．ヒ面瓦溜
2879 l-23i呂状道椙畦
2880 1-23石積み①屑
2881 l-20J-う9敷2地山直上・包含層40-50
寧 M・19石列I2間砂粒混茶褐色土30
寧 1-25暗褐色土陪
邸以 L-24小礫溜下暗褐色土
寧 K-23暗褐色土下部10
磁 7N・27地山直上
2888 l-22造成層下牒況黒褐色土20
細 1-22造成層10
誂91H-26暗褐色土層
沈92I-20コー丸敷2下10
2894 H-23消状n構東西畦 2階
2895 N-22南測畦
2896 K-26硬溜まり

2897 JJ1--・2224舞7暗溝褐色土層2898 状遺構庄②4
2899 褐色土廣
2900 1-20, ーう9敷1北側上面3下
2901 H-23 3最下状遵構南北畦

2902903 2 L-M2・200J石う列●敷トレンf②賠褐色況牒土

匈 1-15ピ，ト11(32)
2909 K-19ヒ・-,ト17
2906)-19ヒ・-,ト26
2907し18石列清掃
2908 H-20Jーう•~2
2909 L-23暗褐色土・下部5
2910 H-20t', ト5
2911 J-25暗褐色土層
2912 K L-18黒褐色土石敷面0-10
2913 H-23i台状遺椙畦②
2914 H-20t゚介7
2915 H• 1-23石積み①層
2916 F-23ヒ・-,ト③
2917 H-22南北畦造成層25
2918 J-18N0.44 
2919 K-22t・，卜1
2920 し18ヒ・，卜28
2921 J-!SN0.33 

22992234 Kし.2192ピ赤介土1温暗褐色t

40
匹

上

上

閏

2
0
4
0
色

上

畦

い

丑

L
面

5

皿

3

1

5

炉

25

覧
書
に
〗
〗
犀
冒
じ
冒
戸
髯
冒
璽
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第93表 ナンバーリング：出土地対照一覧
11','t 出 1:1~

の K• l o>l'illlfil品ftiS0-,0
畑 J• IOl!IJll.llf l D-20
匹 F-23t',ト1

"""' 1-16ヒ・．，卜25
匹 K-17NO.ll-G(<)
:SOO.,E-24ビ・，卜⑤
函 Il-17ヒ・,ト11
碑 K-18NO19 
匹 K-15ヒ•，ト 16
:,00,,J K・15里田色土
如し17ビ・，卜39
'°'° l.・17ピ,,.,s
四1 』 · 16t ・- ► 19
叩,-,J• t8NOぷ
3013 J ,28t・，心
:I0'41, 四U-l'Hih1砂Mm
001~ 11 1,23/ibV,-tlll 
叩〇や1-?.0>>,f②Rf/lll色滉陳上珠溜下
如 TJ-19t'ット21黒褐色部

J・ お印出色：tlij 
,oro,1<111色沢lll!・h膚
畑 HSi/1状漬情磁用
函1 し 1 8 ヒ • ., ト15
血し,16ピ .,ト26
如 K,J7造成翔0-10
如 K-18ヒ・-,ト12
匹 J・17NO48 
碑 H-23消状遺柑東西畦暗褐色②丙
四 M-20瓦涸
紐 J-28ヒ．，卜5~tt ・ ，ト
如 J-23CDbi月状ill柑H
匹 H-20ピ9卜24
如 G,19i"i閥-.i/40
血 1•22溝状n栴吐上面10
”凶・'M-20トレンf②石列1村暗出色混珪土
傘 J,23石列南阻,a出色十．下部
泣 J·20J·7'fll1~: I・ 赤色上
>O!lli,..19llllll色上n虻樹0-IO
3090K 1,18黙出色土10-20
畑 1-13 ビ•，トSC
3100 c-21基Jl!トレ,,② ,_,, 下
0101 11-23吐南北渭状追柑311'l
3心 L-17ニーヒ―下黒貨｝色土
>14D L-17 ヒ• ., ト43/x溜15-20
3101)な)i,1111、!l!I~~況出色上
31111 J・l8/!1tll色十．面琵
311>5 li-231.I: 束匹;,,w湛1情地山直 I.
l!01, 1・20ヒ・ ,tzQ
3109 ll-2JJ-7'敷2の下・1屁砂利滉出色土
3110 G-23石列下砂利
OIII M・2111'沿
,i12 H-23畦東西溝状遺構哨切色②b
311● 1-24ピ ・、 卜4
OIIS H-231JJj; 匹清)/;ill柑 llci
0116 K-20'・"飲茶祖色
~111 G-23 ヒ • ., ト②
311& J-20 21'ーカ敷2T2o
3119 1-15馬褐色土所
31勾 J-20)うや巾北畦暗赤色土層
3111 fl 22ぽ湿烈祖色土 ・造成函上
31ね J-26土凛 1・30
, Ill F-24じ'.,ト16
""'J-27哨褐色」屈
31~ 1-16溝状遺拷
llfl J.15/A氾色—:I-. 屈
3121 M-23焦祖色十四下部
31U K-15 16造成閉
"四 K-18赤褐色混欧
31工 J・ね晴IU色土附
llOI J-lSN0.52 
＂北 J-16造成庖-~面
om  K,1s 16煤色上
● 1:IJ I-LSヒ’ッ ト28
3136 I{・2JJ-"j改3同 El
31"7 F-24ヒ'.,ト11
3139J.12ピ疇tl3
31->ll 1.-23i昂状2.0-40
3141J-!3 Id 
3140 L-18 と • ., ト7
3113 K-22 ヒ • ., ト1西
, .. ↓ K-16上噴①
3M; K・lれ：. ,t< 
3,.., 1-2•t·, n 10 
ll'7 H-24t',f& 
]J ヽ~J,271/;V:;n 渭
,,.,., p・24'', t;~

3111し19/1.¥出色上ヽ1叡面
ll父ヽ1,19ピ叶E6下
Ol5":,1・21かlit
31~• J,』8t0,t18B 
3凶 J・12ピ介5
3凶 J・23石積砂利陥
31$, K-27ヒ―-，ト1
31岱 1-22浪状迅ほ畦」．面20
31r.9し21ピ・,1,3
3160 C-23ピ ット⑤
3161 K•IGt',t●這／花絹
31f.2 l-25渭状n情
311i,1 K-25 ヒ • ., トA
31印 J ・ I SN0.~2
3165 L-16茶褐色浪6怠土
3166 J-20J-; 屯暗褐色砂利況①
3167 J-20 • 21'-H敷茶褐色赤浪
3168 J K-15黒褐色土
3169 J,25叩氾色土層
3170 1-15黒出色士層
3171 l-14赤±.黒渇色土上面
3172 J-16 ヒ • ., ト26
3173 J,18石列南阻暗旧色混磁土
,m  J・16瓦練集中上面0-lO
3175 K•l7NO. ll畦黒褐色上
3178 l-26t・サ 6
3179 I位 Ot',,24北欝I
3180 K-23石列北（閉暗氾色土
3182 M-20石列南m戌）時褐色税蹂上
318'1 11-20,-1・tl'l25

岱I} 1111凡., .. J-1, 公暉lll01-J)l
~w J• I臼且屯血.... J-26111泡,. .. し2切IH;iピ >I
,, 鵠 K・2 u•し畔SU~姐,, .. K-24員1.lfllllc.1,
匹 M,28』も山i≪:t-.... , K-231汐1)面暗褐色上下部5
3192 1-ist・ , ト19

""' lJ.19瓦店茄
,io; L-19慰褐色土石i;o-10

"呪 N・2lf<HW,Jじ臼

””’ ド-21甚瑾知赤ti~0-20
ll磁 MUS黒出色_le屈地山,r,;10-20,, .. F・23ピット⑤
畑 ) ,21 コーう•113回 Fll:.tlii

”’ 
1,,171:'." , ト43炭溜10-15

涵 l¥t-21ヒ・， ＂
細 1-26哨田色土陪
匹 IL・171::'.,ト43炭甜10-15 
匹 L-19黒氾色十．石敷而0-10
血 M-23集石⑤
3函 J•l6瓦繰出中上1r,iO-lO
S匹 ]・I7N0.8 
エ10K~22ヒ• r •~ 
"'" JJ,・220畦凹部コーう9敷1直上.... 5溝状氾惰
3213 I• I 5ヒ.., ト13(34) 

"" 1・15t:: ., ト89 
l!IらL-19ビ・＇卜 1

"'" M-21コー丸敷石溜10南北トレン4
3217 1•181~ 瓦溜まり
工>Iir--21基壇赤土i尉蹂土凶o-zo

"''" ~--21甚頃東西トレンf的旧色、

""'' •.llll llf .. liGI 
西 F・2122荘項東If!!墜面沿掃
:m, l-20t" -; ト24
釈!23ぷ岨 ~il>i~,
ユ H • lO t' ・ ' f. 4

｀ 
(~-24t ・ ブ ト23

= K・22地l」，面泊掃
3四I1・20t::尋...11 
]i立 H-22ほ瓦集中ffi北畦茶氾色ば況②
3!l3 G,23ぜ，卜1赤ナ滉褐色上
立 " M・L-20石列9釘褐色砂利小上

四 1'・20枯壇.'I¥出色_l:20-40
血？ H-20ビ・1卜42立,.H・20ビ ・I1•40 
四 H-20ヒ’ット41
3U0 I・201::・-,ト26.... H-24溝状旧拷巾北■.tNo5J也山直上
ぶぷ！ H・19ピブト③

工')H-2ot・7卜25
工ヽ"H・19ピ.,ト1
.12,s M-20コーう＂敷

:i:?•" M-20ピット30,.., 1 •20と・會 卜20
匹I●1・20ビ ,1-6,..,, 19ぅイン畦壁面

，，，” )•24南（叩畦40-50
"231 )•26暗氾色土
ぷ 3M·20』{irl70ー~o
3''!13 L2f:i列几憫
迂メ L-21石列瓦沿
四 C・24ピ.,ト14
匹 1l,2m¥lfl色洪珠_Uo-20
血 H-21貝？刃＆中部下炭溌焦褐色：I: 
父GOM-21:Jーうい敷
3孜 IM・21束西トレンfN石溜 I・面
3!.'02 ・ヽ1-21繰涸
匹 11•24遺搭130-・ ＂拿21コーうい放2下3
ぷ N-21臼涸
立邸 L-20石列23の問瓦溜
3267 し20石列23の間氏涸
3268 J-27畦溝状心柑暗褐色上
3269 
3270 『-且27ばi胆};悶ill回 3Ii! 3271 構畦 2/:ii 
3272 M・1920石列l2の問砂粒浜茶褐色土5
3273 ,.zs雌 ｝じ色J:1'1
327< H-2暉 11)@.,t.府,.,. レ21紐湿
l'7& M,21Ji甜
3>'17 N・20、II泊
~ 渭lJ 27溝11譴柑畦暗田色炭浪
四 C ・23•1 1 0
地 11,2s.i: i呂状lQ~
9頌lK-21造成吊上砂利滉褐色上
3磁 J-25t', ト4
3函 M,2311QIUc.」:l'l'.ll
如 M 23暗褐色土下部
血 IJM-2-263上暗墳褐I色溌庄土
絡` 下部
匹fflJ-26上鴻1下部, ... E・2.,t・,ト3
3函 ,-21瓦甜
9四 l,19 20石列I・2問砂粒滉茶褐色土20
涵 IK-21追成石上既溜暗褐色混蹂
血 11-27哨氾色土層
匹 N-20トレ乃③砂粒浪暗l1l色混,no
3294 L-20トレンチ⑦造成泌
3295 K-24小蹂涸下叩出色土
3298 N M-20トレンf③20 
3299 K-21造成培上ぽ溜暗褐色滉紺
3300 1-2回LLLL色土府
3301 ト1・匹0迅色七―FM
血 J-25ヒ― -,H?
血 11・23ビ・9卜A造成苅
匹 IM-23暗田色士下部.,.,. 

l(-2L造成陪」日紐涼哨田色混ぼ
血 K•21造成肉上砂和1況氾色土
如 (;.2a・,1,5 
血 M-20 19石列l2岡砂粒茶褐色上5
:1319 し1920石列I2問砂,,,況茶褐色上20
llll 1・261:,H2 

〇

牒

上

忘

土

峠

紐

屈

召

上

胃

詞

＂

紐

這

出

ぃ

口

悶

色
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g
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90

五
喜
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-

3

年
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i
 

9
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言
羞
戸
亭
ご
言
予
五
匂

＇
ぞ
；
よ
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C
上

こ

ば

守

ょ

部

問

圧

而

5

屈
屈
疇
瓜
心
閑
心
頑
表
；
言
誓
言
言
言
翌
詈
苔
冒
言

23

言』
20

峠
言
言
五
喜
言
四

ぃ

昭

15
砂

3

3
上

邸

1
5
2
5
2
5
1
5
立

25

げ

面

M
T
2
5
T
上

吐

黒

地

3
哨

2561

芯
2

0

J

2

4

2

0

2

0

6

叫
如
ご
己
2
0
1
咋
2
0
”
2

知

6
賭

0

置
悶
心
五
字
品
戊
成
造
珠

．

4
芦
芯
悶~
m
9

基
ピ

』
匡
且
琴
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号
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野
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戸
言
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言
麟
戸
号
言
曰
言
旦
昌
言
自
自
昌
曰
麟

/1¥上地 名り 111.J: 地

31』6I・261Rllle!J::阻
3447 l-?5"ll"lll@.」.I#
3』481・24ltilll■1!40-50
3449 l,2◄•8Jll色.L附
3451 しt3Gf~•Dlll0.llt~ ·t
3452 

J,2ij0lIi11il 『が·~
'453 1,23 Ill色Ni11:J:
345( J•2iilll !U色J:肉

'"ふ M·20~• ぷ砂列市開暗氾色i~I柔上
3456 1-26,~lll色土阿
"58 

似J-2は6咄認出色」~1．2.1 
345' 
3.1(0 

~•'•' 』-26鰈溜
ユ匹 N-20迅1か瓦沿l
~ M-20Jl府70-90
3'6S >l-20石列トレバ②暗褐色況咋土

"切 M-24南阻畦暗褐色十陪
3'68 l,ZS吐消状遺構
3'69 1,20'ー丸敷日全滉褐色上
3'70 M •23糾閉色J.:下部
3472 M-24暗出色＋．下部
3473 J-27; 丙1X逍ほR&/1l色十,10

"" ll,23J.'jll,!,'i!,IO-SO 
3475 屯 lli泊叩日色 L
34,7 M・匹 AIU色」；下闇
3478 l-25Jl,7)ll色土呂
3479 l'2.ShllJ色土附
3<80 L-21トレ乃⑤瓦溜まり
34'2 L-20仮憫■1丸野
3483 H-25暗出色洪佳1屈下部
3'86 L-25蛙溝状旧溝
3488 •ntu色Jc1'/f,
3489 M・20Ji:/M?n-9D
3490 し21トレ刀⑤瓦溜まり
3491 L-25"1訊V.JO渭

"" I ヽ2~111阿員L•111Ua11,~.1: FIJ 
3495 し21卜""RJC沿 ,tf)
3496 し21fi~IJ(泊
3497 1,2<11llU色L
3500 I, 公社が'ltlllC:li:
3501 I. M2叫砂粒淮肪褐色十．
3502 N-20;!1杓瓦漏
3504 N-19トレンチ④咋掛色沢煤赤土下
3506 

）レ,1、-・22222鵡0~11み»II＼mN苓,1O②山~. 砂紗砂色ffr,r氾：ltU恨IIJ'I6!出IU(:U:釦ItS霞 10 
3507 
3霙
3509 
3510 ｝じtWifl月,¥',上il!IU色上10
3511 H-匹R!U~I.
3512 1・231鼻状ll!lllill配ヤ:5
3513 H-23lll収1/-;!fll'i
3514 H-2~ 町川色J.
3515 )-24昭田色上序
3516 J-21N0.3コーラ，，畦
3517 G-20 21,-≫ 更''2下5
3518 11-20 21 コ→う ,,~2下 L0-15
3519 H-20 21コーうl敷2ド10-15
3520 I、N•nll!色"
3521 H-23l!I! 真l"Gllll11
3522 ll •2<lll 渭as
3523 G·23 '1i6'Jr 紗~•I
3524 F・れ~LIO
3525 I、2叫 111111お情
3526 11-23溝状旧柑炭屈上部
3527 M-22h形状赤土浪褐色J.:10
3528 R-221I形状赤J.混田色土10
3529 1-21地山匝上
3530 1-22/141!、氾搭地山直上
3532 H•22方形状赤土洪出色cl-.lO
3533 1-211出山直上
3534 H-23渭状内柑赤上混氾色上
3535 H-23焼土炭暦
3536 H-23濡状旧ほ炭陪上部
3537 1-24 ビ—J 卜 2
3538 H-23溝状遺ば赤±_ill氾色土
3539 1-23沿状遺情東問暗褐色①

"'° ff G-21地1.IJ直上
3541 1,21地11Ji/CJ,
3邸 2ti c;.21地LIIA上
3543 J・21N0.3 
3544 J,23溝1)氾棋暗茶褐色砂利i琵
3545 fl-22方形状遺構地,1,
3546 G・21コー九の畦コーう1,部分
3547 H-23 24遺柑!.,
3548 K・21)うイン畦墜i肖掃
3549 し28ピー、卜3

"切 K-21J'イン畦父清掃
3S51 H 1-23迂柑120
3552 1-20 21:::J-7.I. 敷2f 10-15 
3553 H-24遺柑15-20
3554 M-21束西トレンチNS
3555 G-20・21コ一うル敷2下 15
3556 G-20 21コーう”炊2rs
3557 H-24邁惰15
3558 M-2l東西トレンfN石涸5
3560 G・20 21かう1,f'12下5
356l H-23i;I¥状旧榊昭氾色20~40
3562 M-2l南北トレコー,>tぽ涸le面
3563 H-23石列南叫ぼ集中
3565 H-23i~1犬遺柑赤土渭褐色J_:
3碑 f-20 21コ-H敷2下10-15
3邸 71-20 21コーHf!J..2下10-15
匹 K・22造成内 I・瓦溜
3碑 H-24ヒ・．｝卜13
3ゞ 0fl・23遺構125
3571 M-21南北トレコーう9敷石湖上面
3572 H-24遺構15
3573 l-20 21:1-丸敷2下10~15
3574 1・20 21士刃飲2下10-15 
3575 H,22方形状10
3576 ll •20 21:1-;,1, 勇7:2ド10-15
3577 1-22方形状砂利滉褐色土5
3578 1,22/j形状砂利混田色上5
3580 I 』I •・21NO 2コーう旧畦
3匹 21NO 1::1-う"
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第93表 ナンバーリング：出土地対照一覧
舌り m, と地 岱ヽ t /1¥-1・. 地.... N・2!1茉涸 3708 J,2G七隕 l •H州叩n1駅い•
3$11 I-20 21コーラ＂敷 2下10-15 3709 H-241.:'-, 卜78.9埋±
巡 (-20 21コー丸敷2下10-15 3711 1-22方形状氾色土lO
血 H-24涅ほl!O 3712 F-23ビサ、6
3双 7I-Tl潟状辺慎•II上面
3翠 M •2 I 東万い、,s·1泊 1.,11

3713 J-26溝状遇ほ30-40
3714 1-24⑤小石涸下）也,1,市上

3酪 9J-27員 tf名状lOI~2/i! 3715 H-24itl柑3東1削20
35!l0 ド•四 t' ,~ 6 ~716 H-23遺格115
3592 J.2<•0JU@ l."1 :1717 J-25t・，卜II
3593 1•24 t• ,. t-.l 371R 1・20>-,.tt21'5
3594 J-26111-t,illl/lq I JI! 3719 M-21東西卜し>'Nfi甜5
3505 I-20 21コーうtt)2下10-15 3720 11-23 24;!! 措15
35!)6 J 23繰甜表面
3597 )-27消｛ぶ11111

3721 F・2◄ t・， H
37" H-~, 2,1ml~ 11 o 

"" J・20・21コー刃敷2下10-15 37'3 J•24A訂褐色十:I・祉i
35叩 M-2袖北トレコ一う,t狂流1上fil 3724 1・20:Jーう』敷2・ト5
3600 J-26沿杖旧棋otilo/
3601 1-23溝状旧柑＂浪土 5

"725 j.H2-24 3迅栴15
3726 II~ 出色±1.ifri

平 H・2021コー'7(t1!2下10-15 3727 J,20 21コーラ...fi2下10-15
匹 H-24ill構15~20 3728 H-22方形状10

''°' G,20 21'一う9敷2下15 3729 J.27ヒ.-1卜1
3605 H-23繰洪褐色十:i:'110 '730 /-24叩祀色土上而
3姻 J •2IN0.1:J ーう l 吐 "'' Jうj,■_j,泊掃
3608 H-23UI況礼托,:t:序10 3732 H-23 24jff柄15,.,. ll •2心Il l/! IS "" J,.2,o,1ru色上
3611 J-26t',.,6 ms  H-24遵構110
3612 M・22lll'lill 3736 1-21造成屈15
3613 J-?8じ •f!ll
3614 lt •2<JQ l~ IS-20 
3615 1 •23沿lf.Jll llll.fl!r.J.5

3737 『71t岱Jr.iD I~佃
3738 -25ヒ・ット5
37'0 -26溝状i!'lほO~lO

3616 H •?31'11阻出色土M50 3741 1-23沿状迂沿ぽ混~:
3618 H・23ffi!l!.III色士'"' 37'2 J.20 21:Jーラ鼻ti2下10-15
:1619 1,271岱出心n捐 •fl」し10
ar,20 1,27 ゆ!~111北,o

3743 H-24遺構110

"" fl-2<逍構110
3621 H•22出 /i(t> l70 [ H-23石列.r.部
'622 I H-23石り111111!( 紗~II) mo  fl G-21地1l1i1[_r.
3623 M-22と..~, :r, 1~ 1-25暗褐色上序
a624 J・21i!IIR.1ff I: 曲 ll<V ~~2311 石列
聟 6JH>l恥,M
:,on F-24ビ・J卜7

>150 M-21束柑トレンfN石甜5
'751 J•:<: 田 1 ,6消~lll l~-F・24畦 10 3752 K.27t'., ト1-J・25ど ・1卜16 "'" H024il'l構35

匹 H-23珪浪氾色 l:JM!O 3754 H-23箱溌氾色土屈15
匹 B-20 21コー”敷2下10-15 3155 I H-23遵楳120
363J 1・23i/'1状m格ぼ浪土15 3756 l・H-23石列J:闇（紗和ll
3634 1-27溝状遵梢南；lt30 :!757 l ,23illl~lD !~J'f;iに I 15 , ... ¥ 1・23溝状遺措陪it,上30 3758 l-2 1 u'I屯 ~115
忍 H-23鰈混褐色:1,1習10 3159 11-231ti況/ij(2上}/ll5
3637 J-21 迅成~-"·面 '760 r, :i·~i.t!i(f 
涵 )・26溝状内情30-40
3~19 I• 幻渭状n以itllll.L30

'762 l-11・23iDIII』20
376" H-23 24迅ほ110

3640 1-1-2211駐1r.妙9りilllU0t 
:1641 F・23t・曾"8

3764 」I・H-23石ダIJ・下部南開沿
3765 27il\1);~ 構炭序80

3642 1-23洒状遺侶蹂況土10 3766 H-23i!I格」:Jfii
3643 J-26溝状遺構20-30 '767 H-23迅構上直i
3644 I H-23石 3768 H-23 24逍構115
3645 J-26溝状遺措20-30 3769 1-23i丙状ill揖ほ,ltJ.:50
36'6 H-24迅情15 mo  fl-23 24al構IJS

'"'' I H-23石クJJ_部 '.1771 ll •2<ltl l~ 15 
"''● H-24遺情15 3772 J•27溝j)迅遭柑炭 1"80,.,, H-23項措_l面 3773 I H-23)Jl格120
泣 I H-23石列-~-部（砂利） 3774 t,23溝状団栴媒沼110
3651 H-23ltl構上面, ... J-23溝状遺柑石茄

3175 JF,・2273而t'., ト8
3776 状迫ぽ炭和80

3653 H-23/111火遺構炭吊上部 3777 ) •27消状氾招炭層80
3654 M G-211世山虹上 3778 J,1-23 24逍積115
3655 11-23遺格2 3779 I々Ji,1111.:iCllll1!ill!10
3656 H-23追措15 3780 II・232 . ;11 1~ 115 
'657 K-20コーラl敷トレンf黒旧色土0-10 3781 渭“頃9情LFF北却

'"" J-23溝状違構石溜 '782 H-22方形状砂利況褐色上5
3659 G・24畦 10 3783 H-24遺構15
3曲 G-24引 10 3784 H-2'ほ深田色土陪15
3661 J-23情l~lll旧石泊 3; 応 J・2I NO. lコーうu1;
3663 K・20コーう凡敷トレンf紺出色上0-10 3787 M-20造成培下而
3664 K-20,-"敷北トレ,,黒氾色土10 37郎 1-27ぼ湿黒裕色±序30-40
3665 f-241::'-, ト6 3?89 1-27練浪黒氾色土F/!20-40
36祁 H-23溝状m楳 37,0 1-28黒色混錢:t:Ji"I0-10
瑯 7J-23沼状遺柑蹂涸下砂利庖 3791 J2m, 涅黒褐色:1—: l0-20
巡 J・21N0.3コーH畦 3792 J 27鰈浜黒褐色.1・20-30
吻 K・20コー刃敷北トレバ黒旧色土10 3793 J 20条出色況珠」屈10~20
血 K-23 22畦墜消掃 3794 128残；R窯出色十．屈10-20
0671 J-21N0.2コーうl畦
"17? 』-20>-"畦9音祖色土コーう9北

3795 I・28ぼ滉茶褐色土屈
3叩 M-20ltl•~」：屈切出 ヽ , ,,.;..,, J-27i/fi状刃措畦 4"1 .. ,. M-23石Ill

如 J-27if決黒田色土20-30

｀匹 H-26暗氾色土屈.,.,. ti G-21地山直上 3801 レ20瓦北中庖
:,,;n c~21, - うげ部分コーラ 1 の畦 3802 M-20石列23の問瓦怠
ふ J・23i,',J)氾構庄溜・,砂利序 ''°' 11.21迄成/tl!S,.,,, J,27溝状il'l構畦 4層 380, M-21瓦涸

~ li-24)11構3東l!1120 瑯 51-21fM l~iQ ! 褐,o
3681 fl,24lOIM35 3総 M・20,-,i敷直上造成:t
3682 G,24順 10 311()7 1,21)(1渇滋
36印 J-25i月状n柑畦 3809 F・:rnい釦lllUC!l1:2o-•o 
3684 H-24ピ介78 9速土 3810 I. M- 1 9漬褐色il!ilfK¼
3685 J-26i,., 状遵構10-20 3811 K・1918凡湖陰赤土混褐色上．
3陪 6J・25ヒ.., ト5 :'1813 K,19■1. 貨紺色土滉和
3fi/¥7 1-25溝状渇措畦 :1814 H・G-21地山直上
巫 H-23溝状逍構暗褐色20-40 3815 1-22方 （砂利溌） 5 
蜘 H・22方形状氾情）也山 ,.,. H-24溝状遺楢畦
O(Bfl H-23i!lば120 3Al7 H-24ir,J/;ill構東西畦No.5暗褐色
3691 J,27溝』mn111員L4Fil
3692 Ii・23.illllllS

3818 H-24溝状ロ栴束西畦No.5I砂利；托
3819 H-23溝状ロ構暗褐色20-40

3碑 』.zgt・ •tiJ> 3820 C • H-2P-ラル敷2下逍成~25
3694 J-26消状遺横0-10 3821 J-21111! 這依M
3695 1 •25溝状旧柑畔 3&22 I・2 11也,11.n: .~.
3696 K-23• 公"'t!¥tfr.碍 3823 L-21ヒ・.,トill;石上
"697 J-26i合状氾構畦 3序 "" J•23illllく遺構吐②序
3698 H-23麻混褐色i・_I詈50 3825 11-22南北畦珠瓦溜暗褐色①
3699 J-26i, .. 状内柑0-10 3826 K,23石積
3700 L-22集石③ 3827 M-20面側畦瓦溜
3701 M-21南北トレコーラ9敷石甜J:面 3828 L•2G渭V:辺I鼻,,,0-10
370: ヽ＇M-21南北トレコー丸敷石泊上面 ,. 四 レu瓦躁涸
3703 H G-21地山直上 3四0C・22造成辺の上瓦温まり
310, F・24ヒ・プト4 ,.,, 1,21トレンチ⑤瓦溜まり
3705 H G・21地山直上

,.,, I-四方形状暗褐色土 地山直」-15
3706 ll {;-2,111! 山ili:J: 寧 9ド211!,墳a培甜

.,., 1111:1也

SBJ.; M-20コー"敷下暗褐色j-
,.,, -24'音褐色土層

3'17 F-21基項珪埠涸0-20
""'1il K-19 18瓦ii~
"""L M-19 18~ 沢茶出色上四
MIO F・221,¥lf(l'IIJ!,1,J:O-S

"" f-21枯泊往赤土況0-20
3842 M-20h;ol3tllll/lllll!lJ: 

""  J-22巾北畦珀氾色土屈
叫 aI・22方形状迫ほ；A吐混出色土
ms  H•22t·, トl,A,十:iltl&色上
3凶 11.;l".!方形状迅柑：h吐況褐色土
叩 1F-2碑ぽ•~ilM• 1:0-20 
38'9 H-22如り畦ぼ瓦北中H;°,褐色①
函 OM-20, ーう9敷下瓦涸

函 H-22Ji形状m椙赤」：浪褐色 I・.
函 2 H-24i,~1Ril1 柑東西■lNo5地 l暉 I
函 'F-21駐h訓蝉 l
'85'H-23il'lt待15
""")-2池匹情20
3856 H-24遺格15
3857 G-24畦 10
3蕊 M-21虹西トレ>+SlO
3859 M-21叩 tトレ;;5,-う●粒下疇

38の G-202P-'1飲2下15
蕊 tC・20 21'-1't'IZ I'S 
3862 H-2'Jl!I情2
3863 M-21東西トレ,15石油 1位］
3864 G-231.B'•I F紗れ1
3船 '1-25溝り,;n柑吐
3郎 6J-25じ・-,ト16
3邸7J-23ぽ淵表而
閲閲 J,27溝状遺構
咄 <I11-20 21J-7'数2―Fl0-15
;,t¥70」・1.71引駅町x、K面
3s11 M-21東西トレ,ms
3872 H-24迅椙15-20
3873 1-1-23統上吠屈
3'74 M-21東西,.,,s伍沼!5
3875 M-21 m北トレ,,,_,.t奸涸5
3876 I位 3消状illlll赤十混褐色土
'877 I・2021コ一う,;,;2,.-10-15 
,.,, J・26消状迅椛畦］”
3邸oM-21東 1,トレン,s石涸5
3881 K-207→凡飲itトレンf"¥¥褐色 1-.10
3882 )•26消!)湛llllill'2 序恋,,・26ヒ・,ト16
:1即 1-1-24ヒ・,ト7B 9埋 i:
3885 H-22方形状10
瑚 6J-27和！湛!!Ml1序
3瑯 1-20 21,-, 具数2下 10-15
0細 1-23洞状旧構紅ilt土5
3'00 I H-23石列上部
SROL H-23経 i比出色上屈5
3892 1-24⑤小伍涸下地山直上
3804 M-21南北卜砂fJ-う'"如ーう9敷下石涸

38% J·2 1正-~-b面
38% M-2zt•, ト1
3897 M-22/J¥ li'C 
""  H•23tf. 況lij@1.l:-110
3899 M~ I 東l'if>,tN·1;油5
,,oo J-2G溝状i!1構0-10
3901 J.27溝状旧構南北30
3902 l •27i/>HRill構吐上面
3903 J-26消状遺11110-20
,90, -24哨街色．土上面

3!105 K•27t'• I I 
3907 N-201・>>1 Ii'応日
3'08畦

3909 M・20コーう9敷llll石涸まり
39LO J-24暗出色土陀
3911 J-23i出／湛3ほ応油下践附
3912 J-23渭状旧情森涸ト・ほ序

3913 F-22基Jll.馬出色上20

"" M-20瓦陪 Liftμ)色上混
S91.S F-21碁Jll.黒111色土

""」-24附田色土屈
3917 F-21枯塙籍培涸

391'F-21/!; 項黒田色±
3919 J-21地山直上
3020 F-21払壌珠培茄0-20
392l F-21枯柑釈・赤土i尺0-20
""  1-22方形状哨氾色上地山il[上15
""  1-22方形状•&褐色士地山直上 15
,. い 1-22方形状,g出色土地山直上15
39'5 F-21枯屯ぼ堵湖0-20
3927 F-21甚屯依，が土iR0-20
四 F・21店壇庇赤土;i琵0-20
細 J-23溝状旧柑痒涸卜践序
3931 M-20コーラ9敷下暗褐色t

""  l'-21基Jll.繰赤土混0-20
39.'3 I'・21!Ii壇応 碍沼
3934 ~1-20,-"飲下哨褐色上
3'35 I. M-19 18練滉茶田色土乃
3936 )•23溝状遺情ほ涸下繰層
393; J・23消状心搭和溜下ぽ陪

3938 J.2 11~~-' • ~.I. 
3939 I、20~»flll代10-s
3940 1'-21甚屯欣鴻溢0-20
39'1 1.・M-19 18珠i四茶即色土培
39'2 F・21茎壇詮赤土滉0-20

""  K-19 18瓦涸
30,5 ,¥1-20111訓真1-X沿
3947 K・1918瓦溜
3948 r, ・21甚項硬赤土il!0-20
3950 F-22培壇既i昆赤土0-5
3951 M・20ltl叩江.~
3953 Mぷ)/t1甑湿/.¥¥Ill色 L
3954 M・,o渭間員1,20-,0
3955 J-27西側畦暗褐色土下部

"お H-25H音褐色浪雌土層I・一部
3957 M-20>ーう 9牧下暗出色1——
3958 L M-19 18鰈混茶褐色j障
3959 L・M-19 18ほ畔蝉直
S900 L・M-19 18和叫咽色上階
39£1 I'・21/~讀比 壇憚0-20

-268-

帯号

”岱
3963 
3知
吟

3蜘
3967 

"図
3969 
3970 
'971 ,.,, 
'974 
3D76 
3077 
3978 
'979 
3980 
3981 
3982 
3984 
3985 
::1986 
3987 
9螂
,'11¥o 

3幽
3叩 l
3叩2

"" 39~1 
3995 
3996 
3997 
399> 
,001 
,002 
4003 
4004 
,oo, 

4006 
400R 
4009 
4010 
,011 
4012 
4.01'.1 
4.014. 
4015 
~om 
4017 
4018 
4019 
4020 
40~1 

'°" 4023 
,02, 

4026 
4027 
40'2 
40'1 
40'5 
,o,, 

4039 
4040 
4042 
4043 
4045 
4047 
4048 
,~so 
1051 
40.'2 
4053 
4054 
』¥055
4056 
4057 
40随
,o刃
4060 
4061 
4062 
40&1 
4064 
4065 
4066 
4郎 7
4068 
,oo, 

4070 
4071 
4072 
4073 
<074 
4075 
4076 
<077 
4078 
4080 

•081 
4082 
4083 

4084 
40"5 .... 
'""" 4089 
<090 
40'3 
<09< 
4095 
4007 
4098 
4099 
uoo 

出土地

K-19 ISJ(flil 

M-20>-• • Ill飢褐f色J(±.:1if;I0-
F・22Af壇 40
I勺-211/i墳11!18瀾
F-31"5墳聞謂叔
F・2~1.!嗜ll~C:l ヒ2~- 、10
M・20,→9贄ート'Jt泊
li-2:1ピ 噌 1-1赤 l:1 ~1111"!:I:
) ·Z<隋Ill~」:8
⇔ 3 2,li',l!ll:/.L面閲玲
F・四約墳印汲..i>.1:0-&
F"-22~ 複111111'6.J:O~⑳
~·-2れS喧閃浪.;\l t0-5
K,19 18J(ifll 
M-200-,, 飲 ORIUI叫 今

F・21/Ji膚況墳湘
H-な/llW,llllll.¥¥七ii(出色上
M・20,-,,t',I'J(面

JF-・22n1~"り.Jl:ultrnll"I汲IU;1,色-~o1,-~,,s 

J ・22 1♦1北U収出a紐9
H-22方形状憑構赤」＿滉褐色十．

L M-19 18蹂浪茶褐色十．序
F-21枯壇烈出色土
J-22南北畦睛赤色.I序
F-22甚屯黒出色土20-40
F-22想氾色土屈20-40
F-21甚屯ぼ頃涸0-20
M-20,-;, 飲下瓦涸

K-19 l8J(邪
F-21基壇践赤士ill0-20
F-22某Jll/11褐色十,20-40
L-21トレ'/f瓦溜まり
L-21トレンf⑤JI湘まり 20
l'-22枯吊黒褐色十・20-40
L M-19東西吐杖褐釦暉
F-22店屯黒1ll色_l20-40
F-21桂撹黒田色_I20-30 
K・19 18瓦溜沈赤f-.;~りし色土

K-19・18瓦茄店赤十．涅祐色+.
H-24溝状旧措東/_II土No.5暗氾色
T-20ヒ・-,ト咄田色砂利滉

1-22東西I考仔亙涸叩褐色①
F-22其項黒出色土20-40
M・し20石列②賠氾色砂利多下
H-2'i,',j); 迅搭東西畦No5 I砂和1溌
K-19 !BJ[淵椋赤土洪田色土
K・1918瓦溜株赤上混田色土
F-21基頃：I ,I.¥出色土20-30
M L-20石列②暗旧色砂利多下
L-21t•., ト l~石上

K-23石紋
F-22Jf<Jff黒褐色+.20-40
F-201;!; 屯烈褐色土20-30
F-20甚Jll.ij.1褐色土20-30
r--20,,;; 頃黒褐色1.20~30
F-20基吼俎褐色十c20~3U
J-21畦迄成円
M-2佃 IIM畦哨Ill色；l!ft;i-_ I: 部
L-21ヒ'.,ト1黒H色砂利
G H-2P -H~l2下造成 lrl25
F-21基咄黒田色土20-30
K-19■! 浜,~色土沢珠
K-19 18Jt涸欣赤土況田色土

K-19畦//till色＋．混麻
J-211.k迫rli."1
J-21吐造1戊居

F-21;/i;Jl! 出褐色士20-30
L M-19東西吐貨褐色混森
J-20t'., ト咄褐色砂利i琵
L M- 19東西畦貨柑色i~棄ヽ
G H-2P-7'数2下造成灼25
L M・19東西畦択褐色洪桂
H-23溝状迅柑暗氾色20-40
H-24消状逍出火西畦No_S昭切色
H-24溝!)潤構束西吐No.SCDF.!
K-23石栢
H-22ll!i!-s-.J:f,$J[涸茶比色庄滉
J-20<" -, ト睛田色砂利ii¥'.
K-23石段

H-24溝状迅格畦
H-22束西蛙森凡涸茶困色;,i;;i.
H-24溝状ll'l格束四畦No50的褐色
L M-19求西鮭貨褐色洪蹂
J-23洲状n構,U;2)陪
1-21 地.~直上

K-23石校

J-21畦造成府

L-23ヒ＇ット⑤

1-22咋瓦比中
H-22南北畦ぽ瓦涸暗氾色①
r-24ヒ・ット4
H-23清状旧横·~褐色0-20
L-21と・ット1黒褐色砂利

M-21礫茄
H-24渭状遺捐暗相色土0-20
L M-19東西畦黄祖釦暉
H-24渭状遺携東西畦No_S①円

H-22束函峠殺瓦t.a茶褐色ぽ滉
J-23溝状週構暗茶褐色砂利湛
F-22甚壇黒褐色土20-40
1-21地,1暉上
L-211:: ・ット1集石上

H-23畦砂利混暗褐色±20
1-22方形状嗜祖包le(砂平iJiff)5 
H-24ヒ・ット7畦上部
L-231:: • ・, t-⑤ 

L M-19東西畦賛出色沢陳
H-24i名状逍椙東西畦NoS②1ii1
L-23ヒ零ット⑤

G-21コーうlの畦功―；土
H・G-21地山直上

J-23i吊状迅ほ畦②層
H-23●上砂和）滉H音紀色土20

J1--2223方溝形状遺状構·~茶困色砂利iii
咄褐色．（砂利沼ls 



第93表 ナンバーリング：出土地対照一覧
Ill f} IUJ:J世

<IOI H-23i,I; 状項情h打旺¥t,J,l
』匹 I・22方形状哨褐色土（砂利滋） 5 
•101 H-24ピ.,ト7吐上部
4106 H-23溝状遺構茶褐色砂利況
4107 11-231£ 砂利混,nμi色十,20

"°" n・2:;■ ~,I• :~況褐色J:20
1110 1.-2 1~•>•(DH!ttll' 15 
1112 K-23 • 2<,』、It!烈
rn3 I ,J.24暗褐色上浪蹂土下部70-75
411" N-20遺I貴
1ヽ18L-27溝状遺構

"" 11-21,t; 側畦暗褐色上滉ぽ土50~60
1ヽ181-22畦培火中

嶋 II~L-2P -"の上トレ"⑤瓦澗

"'" K,25111. 
1113 I・匹Ill色+.府
lit< M・2四紗ll)Jt喩11!'1.l:
112> I、21⑰ IJ直
心し1 >レ ,l~Ji沼出 I)
<127 N-20トレンf③紗籾四証匹20
＂匹 L-211、レンf⑦瓦涸まり 30
↓凶 L-20蛙瓦集中屈
IヽllL-21石列瓦涸

mt  N-20;!! 物瓦湖
H:I:> L M-19東西畦黄祖色滉ほ
0311 H-24illV妙迂ぼ'~出色土0-20
U.37 1-22麻瓦巣中
U:q¥ M-21蹂if名
"泊 11-231~赤土滉出色 1:20
<140 1-1-23沿杖迅構暗褐色0-20
'"'H辺東洒■Hf瓦濡茶祖色紅浪
m2  ll•24溝1/滋1 柑東西畦No5(])窃
414'H・ ね情状遺柑炭吊下部／訓l直上
4144 H-221; 形状内招地山
4145 11-23溝状俎構叩比色20-40
41'6 H-23消状旧構炭"11:部
4148 /・23i名状迅棋籾溢下砂利料
414'H-23i,',1iく違柑姑褐色砂利ii!
4150 H・24 ヒ • ., 卜7■J.r. 部
4151 1-22方形状砂~I)混出色土5
』152 ll •23吐砂和Ii:.!暗団色:t.l・.20 
'153 1-22カ形状田色土10
4155 l,22溝状遺栴地山..I.. 
H56 J ・23消状迅横•&ltl色砂がICD
'157 H•22方形状赤土洪氾色土10
4158 H-23石列南膳巧北中
4159 J-23消状旧柑畦②妍
4160 H-2'ピ叶8西隣
4161 M-21南北トレン,,_,.敷コー"敷下石涸
'163 J烈潤潤 l'■DIU色
4164 L21石列丸湖
4105 N-20トレンf⑥瓦涸
4166 l•2<illl lU@J: 'il 
4167 1<-20;!! サ9瓦沼I
"位 N,2oilllり瓦邪
""'1,20石列暗褐色i毘往士
<170 N,20 21トレンf⑥瓦溜・r-哨田色ilil硬 15
"11 1,23 24小往溜

<Iカ］叫 •J •f'lfllll J'■alU色t~l
" "')'/•20 21 トレン f⑤瓦ifrl•も出色土決20
411> N~O過 ,~ -J(i臼
<170 L-20石列3南コーう•t々 Iヽ・瓦涸
.., ● 1-22方形状心構fl!溌褐色土
4111 1-22方形状氾椙ほi:1出色土
<118 F"-22基屯殊ill赤土0-20
1111> H-22/i形状旧榊紺色十．消赤土
., 鼻I1・22方形状辺榊煤）R褐色土
41匹 k書20,1¥l:illl/.¥出色.,.

II幻 F・2nい釘ll • 碍泊0-20
""'11-22方形V滋9柑馬褐色土
“い H ・20ピ•，ト37
"誌 F・22苓屯躁滉赤土0-20
<lfl'I I-221i形状れ楕小ぽ准褐色土料
., 邸 H-22方形状旧洪小粍渫氾色＋層
<I¥IO H-21貝笞北巾部
1101 1-22碍北中

“出 F-22甚壇黒褐色」-
＂叫 li-24;!!構 15
&100 M-23的田色土ii!ぽ＋．
4101 1,21トレンf⑤瓦涸まり

''"'Iぇont-11中辺m』＆鯖1'
心00(i-22迅成層の 1ヰL涸まり
""I l,2S■t消状遺柑
120: N疇21トレンf⑥,o氾色土15
'""レ21卜し>f⑤瓦珠涸10
&IOS L-20畦瓦北中屈
サ函 1-22ピットD
4沢 IM-20瓦附70~90
ぷ暉 L-23・24小ぼ涸

必 '1-Z2東西■l鰈瓦涸賠祖色①
4210 M L-20石列②咽田色砂利多下
4211し21fi列Ji:洪『
42"M• 蕊fが四~-じIIHUa(:
<21J L-21'-"の I:トレンf@瓦溜
,111• L-21卜いf⑤A湖まり
<21> L M-20瓦涸直J:.
4:U6 F-23ピ・，ト8
心11HGi/14応9惧30-40
4218し21fi列10a
叩 .)-24』Ii聞9じ40-50
•no M・ねCih¥f1l渇色；；；Ill.I: 
""'G-19西開■HS
4四 l,21トレンf⑦瓦溜まり 30
4223 l-27ill状遺椙市北40
'224 1,20トレン t②赤—T.下瓦涸20
4225 し2 1 トレ>l~J(lli!S I) 
4226 J,23湛状遺情暗茶褐色砂利洪
4227 L-22染石④

4228 K-2 1 >• t• "1111 1l'll反屈ヒ
4229 I必 ,ru相色土府下部
4230 M-20」澤70~90
4232 1-21逍9反庖15
4234 L-21トレン'R瓦繰溜10
4235 M-25洛状遺構②畦赤土i昆暗褐色土
心 M-20トレンt②砂粒群/ll@.il!lt
<231凡24睛潤色」：ド籠

g↓j 

9匹
4239 
4240 

"" 4243 
4244 
4245 
4246 
4247 
4248 
42~9 
'250 
42Sl 
4252 
4253 
4254 
4255 

""' IZa 
嶋お•

4函
4261 
4262 
'263 
4264 
'265 
4266 
'267 
4268 
4270 
•1271 
427' 
↓ 273 

m,  
4275 
'276 
'1277 
4278 
4279 
4'80 
4281 
4282 
4284 
428S 
4286 
4287 .... 
m; 
I函
4202 
<293 
429↓ 

4295 
4296 
<297 
4298 
'299 
4301 
4302 
4303 
430< 
'305 
4306 

•308 
4309 
4310 
4312 
4313 
4315 
4316 
4317 
4319 
4320 
4321 
4322 
4324 
4匹,,,. 
』印

』四

四

ょ匹

心 I
ぷ

ぶ

心 9
4匹

◄X『7-.... 日ぶJ.,., 
心 t

”“ ~" 
ぷ·~..... 
•l 這

ぷ＂゚

·~' 
ぶ匹

｀均·~· •!ISO 
、3

4357 
4358 
4359 
4360 
4361 
'362 
4365 
4366 
4367 
4368 
'369 

11¥:l:.H! 

L-21トレンf(,)瓦溜まり

L・21トレンt⑤瓦涸まり
1-24暗褐色混残十．層

M-24RClll色．＋．
1 -23溝状ill~i'li混土 10
H•2<;l!llll6 
K-23 2~1.J9.iM1 
M-21東西トレンts石湘.1.面
L M-20瓦溜直」•一
M,23P51')色混麻土

H-26賭氾色土丙
M・25溝状遵構畦昭出色＋．
L-2511i呂状辺情
L-21トレンf⑤ 瓦涸まり
H-23・24遵格15
K・21'-う9敷膳造成彫

H71R111~llil 
レ匹IJJ(IかI• 俎
11 •2お0 情,.面

し2n2ト2りレ石ンlffftl)⑤Jt瓦l''!I.:.Jぼlljl涸il廊J10 ~ HI・
1,21 ⑤ 
M•25ll'l状旧柑①畦•~lll色土
1-2ar1111:;n構ぽ滉土30
H-23 24ill構115
11•23 24辺渭 110
I-20 21コーラ見男}2FI0-15 
I J-24南匪l畦9糾褐色上洸珪土50-60
M•24•~1Ue I: 
H•231"1ifllll 色J:M 1 $
,、21ill払辺11¥0lllll@I: 
1・22睛臼色.t'9
~M-20畦瓦湿ii[ r. 
し23石祖暗氾色況躁土
1.,24溝状刃柑上面
J,27R~ 褐色．． 上四

9、.21-ris,¥lJ(泊
K-251上
L-20■1淡1ll色沢内
M-20砂粒；片暗出色t
I H-23;!! 構120
F・23石ダljll 
し2021トレン十⑤暗切色土瓦涸
K-23 24碩iffl
L-20■1淡田色ilil"10
L M-20畦瓦涸,~:J:
M-20, →9敷flll石湖まり
1126叩切色土序

v24溝状遺格上面
し20トレン＋〇 紗ill暗H色混ぼ10
I 26峠褐色土
1,-2[トレンチ⑦蹂溜ド15
J・27暗氾色士．層
K-21' ー7'~側逹成屈上
し2匹J(ll;•l • -1'1
M-22梨石①
J-26溝状辺捐20-30
J,zs•n ru色上阿
1・1.2t・サ D
K・2[3-5'敷側逹成巧

M-24H~ 褐色＋．下部
G022瓦涸まり造成屈の上
C:•22瓦涸まり造成府の I
し2111列Jt濯
N•24暗褐色土下部
l-l-24il'I構110
J-27哨記色土屈
G・19西阿畦15
L-23石積睛褐色i毘珠±
J-27暗出色土柑
M-24Uillll色土―卜部

1-23溝状旧格
L-23 24小ヽ 笑涸
1-23消.v,;n構練混土15
l・H-23石列上部（砂利）
1-2111~m0 1,m 
N・2021トレン＋⑥瓦沼I

し hf/1lu11c:ぶ:tII呂
H-261f11c::I: 瓦II,
M•20Jtli'l70-90 
I、2Hレンt⑤瓦甜まり20
1,21トレパ⑤ 耳溜まり瓦
レ21む1-11几涸
L-21トレ刀R 且淵まり
M-20瓦'1'/70-90
L-20トレンt②赤土下瓦溜
M-23石積瓦
N-21トレンt⑥暗切色土15
』・匹雌IU色上
M・20トレンf②砂杓暗褐色混蹂
F・24l'_c•/ 卜 16

L-23石祖暗ほ色滉繰土
E•24 ヒ.'/卜 4

J-2印い出色上M
M-20砂粒況•&Ill 色
1-25昭褐色土陪
L-21⑤ トレ乃瓦溜20
1-22•~ 祀色土屈
]、-21トレンf⑤ 瓦 4姿溜10
L M-201且詞／直上
1-25暗褐色土層

L-20畦赤茶出色±
1,20トレンチ②砂況暗1!l色滉珠10
l-27晴粕色土片

レ21"l"JJ[湿
1 •24•~lll包上層
1✓2S溝l.l:l!IIJI I 0-20
M・ 以•lllU!!t下柘
N•2•1喧 Ill 色..L Fゆ
J-:!?IQIUC:l上屈
H6t暉2
N•2l~S,! (lll)t涸
G-22瓦溜まり造成11:1の上
し24溝状n横L面
N-24h椙赤十混賠褐色土
M•23'ij!U色iflfllt

r.-•; /II.LI恵

m ↓ K-21 ,-1ぺ'< 1111111•北円
'372 G・ 1 9i!i叫,r1~
心73し2021卜し刀⑤昭旧色十cli湿
4374 G-22瓦甜まり迭成屯の上
,3;; L-20畦淡田釦；；；茂
、)17L M-20畦且溜i11:上
叩 し21Hりり30
ぷ119Hill~N色±,J
•JIIO fl -23ピ, ► I
4381 t・241:'.'.,ト4 10 
4382 J-26蹂溜
4383 J 26-r. 濱＿ヒ森涸暗氾色土
4384 l-2<MIU色上日
4385 L-20,-'l<飲下J(~
4386 M-20>・,<f、
'387 1-22埠北中部

"邸 M-20臼~'fll項裔
4389 M-20コーうl敷
ぶ·~ L-20コーう9敷下瓦茄

""" M-20コーう●敷下瓦恭

ぶ"1-22壌集中部

心~· 1-22堵染中部
畑 M-20コーラ”げ瓦湘,.,. M~Z0> - 1• 敷下瓦祁
4397 Iヽ21瓦牒涸

""' M-20,-;, 敷下瓦甜
U99 L-20,-H敷下瓦溜
4400 L-20>-う9敷下瓦涸
4•01 1-22堵Jf,中部
•1402 1・22 211、レバ9嬬集中部
4403 1-21 22トレンf埠北中部
4405 l-2ot • ・, ト6
HOG L-18畦渠比色土
4<107 M-20コーラi穀ドJ{茄
4109 1-22墳染中部
<llQ 1-22鳩北中部
WI 1-22鴻妬中部
』・11:.!H-22 23塙化中
411:S H~22 23鳩北中.... 1-2211墳比巾

““~ I・22'!!'梨中部

""' 1-22墳経中部,.,. 
1・22畦填払中

4.110 1 •22畦噂比巾

"'° M-20コ ーう•数下瓦溜
4422 1,2:vtllll•l• l!I: 
4'23 M-20> - う •t,-卜' .l(i醤
4424 1-22墳北中部
4425 1-22埠梨中部
4426 1-22鴻躾中部
4427 M-201-n敷下瓦甜

“埠 1-22埓染中部

“” M L-201-i万1)2上

'""》 N M-20トレバ③瓦溢 lcilii20

~·"' N-26ピットNo35
』炊 M-23石積み瓦
4434 J公•Otり色 k窃
4435 1,2A町出色J:陪
4437 1,2AtMU色上附
4439 J-27暗11l色土屈
4440 M-20コ項飲下J_(濡
4441 1-22墳集中
4-142 !~22鴻駁中部
4443 M-20コー7'敷下瓦涸
4444 M-20>-"敷下瓦涸
'445 L-20,-"敷 1・1[涸
4446 1-22 21トレンt埠出中部
4447 l-27i,~J/; ;Jl 柑40
4448 K-26②北石項惰
Ul¥l L-20,-; り孜下瓦沼I

•••lO L-20石列23の1ll1瓦溢

＇``＂ 
M-20>-7'敷―f瓦涸

“以 1,1-20コーラ •til'.I[涸小,,.l・2221トレンt鳩集中部

'~"· M-20,-;, 敷下瓦溜

““ M-20コーう9敷下瓦甜
4457 M-21コー孔敷瓦沿i
4458 J-27溝状i1!措畦 IJG 

"" 1·22嗜史 •J•lll
~4Gl 1-2211,Jl!ll',•I• 
4462 H-22迅成l!'l
4463 M-20コーラ9敷下瓦溜
4464 M-20コーう9敷下瓦涸
4465 M-20コ況敷直涸
4467 M-20フー ラ A-~i 直溜
4468 M-20> - ラ•ti ド瓦涸
4469 1-22埠某中部
rno H-23珠瓦湖暗赤1l1色J-.
4473 1-22畦埠集中
4474 1-22噂県中部
4475 し20コ→＆歓 FJlifJJ
4476 1 ・22渇関 •I•饉；
-1477 し20>•Ufl
4478 M-21.Ii遺

"'° M-21瓦甜
4-481 1-22埠集中部
4482 M-20,-ラ9敷下瓦油
4483 M-20コーラ9敷下瓦涸
440, H 22 23墳集中
1485 M-20コー＂敷
4486 M-20:lーう9敷

“” し21瓦煤溜
4噸 H-22珠瓦溜まり消掃

418~ L-20コーラ＂牧下瓦湖

“” 1-22環火中部
,1,191 M-20, - • ●敷下瓦溜.. ,,. M-20>- Hf~ 下瓦溜
4493 K-26梨石②
4494 1.22•l1e ぼI•
4495 1・訟填妬中部
4496 ,ilJヒトレン"ー九敷下石溜まり
』497M-20>-H敷下瓦治
4498 ~1-20, ,. 敷下瓦溜
4499 1.-2』バ心
4500 JA6茶田色混ぼ士0~10
4502 1,16茶1t1色湿l'tl.1.10-20

-269-

ir.•t IIH. 池

,so., J.17荼旧虹,r,1,11
<505 1-lSビ・，ト10-A(3I)
<506 』 • l8N0 . 1
4508 K-22J: 油鳩5
<509 Iヽ15'・"敷下
4510 K・l n • ., ト22・a
4511 J-!7NO 11-a 
'512 L-17N0.11黒出色上
4513)-18NQ.2 
4515 K17N0.1 l b-2 
4516 K-17N0.11-e 
4517 1-28ヒ'.,ト15l:lll<to-20 
,s,a K-l 7NO 11 b・1
'5W 1,17ヒこット43炭涸10-15
、四 L-15 16コーうル敷
4522 K-17NO 22・e
4524 1-15ヒ・， 卜11(32) 
4525し15コー＇＂杖北
m,  K・18N0.11
4529 K-17N0.22-a 
・1530 1 •28に・， M.S.l:liCi0-20
4531 J-18畦 4(南北畦）黒褐色土
心J3K-18ビ9卜］

4534 L-17ビ介4647の問
4535 1-17N0.1 
, 1537 G-22某沼褐色上i!1赤上
4536 H-20ヒ・,ns
4540 L-20ヒ'.,ト13
4541 1-16ピ・，ト9
4542 L-18ヒ・,ト16
'543 J-18N0.39 
"" J-2QJ-i>敷2回目泊掃
<545 L-21(; 濫
4546 G-22埜Jf/.:11.出色土附
4547 J 15 16速成M中黒色土刑
,s1g 1-221.t東洒包合町30
,s,o)-20コーう鼻r,2卜北旧石l'lli1i上田色土
<M<> Iヽ20,-"敷下瓦涸
m, K-18 60下小ほ依
1552 L・l8NO 12 
4553 1,17 ヒ• ., ト430-10 
4554 Hot・ • •16C 
<555 1,17ニービ石列下黒出色．十．
4556 レ18南北•.t忠褐色土
4557)-17Jiイン南北吐黒褐色土
<558 N・21■8旧色 I:
4559)-261昂状旧惧30
<560 M し-19黒切色上わ敷0-10
4561 K• l7NO.ll-b 
4562 K-16ビ ，卜23
•563 1-15ヒ・プト15(36)
45臼 us,-"敷下黒褐色土
<5応 1-15ピット10ベ
4566 K-l7NO 22・（
4567 K-l 7NO ll b・l
<568 K-17N0.22-C 
4569 K-J8t", ト3
mo  L-17N0.11黒氾色＋．
4571 ,J-17N0,11-a 
4572 L-JSJ-う9敷下黒褐色土

4573 J-IGN0.13 10 
457'』-19瓦ぽ溜
'575 1-22逍成序（包合刑）25-30 
4577 J・17茶出色士混ほ
<579 M-20トレンf③砂粒洪暗褐色況楳15
4580 K-27溝状旧構
4581し19トレンt②瓦涸直上
4583 K,16畦壁而
4584 F-20甚屯逍枯黒褐色．十．
4認5L K-18内石列No.11.J:,茶褐色沿鞣
4586 K-21昭
4587 K L-17造成吊上部0-10
4588 K-15'一う9敷―ド黒出色土
4589 1-20'ーうル穀2H5  
'590 J-16t" ., ト16患旧色土
4591 L-20石列3.上
'592 K-18黒褐色上
4593 L K-19れ列①(2,3)昭赤田色小欣混
4594 K-23R音旧色土下部5
4595 -10, → •fll!'l 
<596 M-20l1赤＋混暗田色土
4597 H-24暗褐色i昆和十層
孤 L-15・16コーう9直下規褐色上
吻 1-2諏llは1 1~•1'©工l
9礎 I-蕊渇状;Il l~
4601」・17N0,2
4如 K-22如 /();I上
4603しISJ-7'敷杓摂田色土
-1604 l,L7ニーピ敷北溝内祖色士
<605 J-IGN0.4 
姐 l8J・27t,'llぷ01昂貫l:2l
4609 -匹~Ill色七M
<612 • 12t" ,I-JO, ● 

4613 J・221.¥'!駅m惧
4615し18黒褐色土層10-20
4616 F・24'.., ト23
4618 J-28t・サ £

<619 K-21•1<111C, '~-
4520 M-19ヒ・ットE石上

""  l J-24南測畦暗出色混ぼ十:60-70
4622 L-20・19石列南トレンチ①砂湿暗m色土20
4623 M L-19黒田色土層）と山面10-20
4624 M し18貝巣中部

4625 M・19黒氾色土随0-10
4626 M • し18現旧色土石敷面0-10
4627 L • K・ 181勺石列畦No.I②茶閉色滉練砂利
4628 L K-18内石列畦No1(!; 暗褐色滉鰈
4629 M し18黒褐色:f-ll'/J0-20
4630 K し19黒氾色ナ石位面0-10
4631 K-20 コ ー う •ttl
4632』-19瓦珪淵束T部ぽ軒面
4633 J-20 21,-H敷2下20
4634 1,18南北畦黒田色上
4635 L-19ヒ・ット15
4636 H-23方形状褐色土10
,53, J.lo瓦;e~iii茶迅色浪聞ナ



第93表 ナンバーリング：出土地対照一覧
欝り lk土地

""  1-15:JUU@ !; 際
<639 M-21ヒ・．＇卜1赤ナ混暗出色上46-73
知 0J-19造成層下部炭島中部分
祖 IT-14赤土謀褐色上直上
4642し18南北畦黒褐色土

祖 3K-27滑状ill惰
4644 J ・ 2?t"•ト3
4645 G H-13と゚ ット橙褐色土―ド黒褐色土

"'" K-22ヒ・ット① 南東1隕!0~30
妬 <7 H G-13t" -, ト南開褐色土10-20
<048 K-27石沼⑤
4649 J.]9瓦印瀾

4650し2lt"言H液面情協
<651 H-23方形状砂利湛褐色J:5
<652 1,20石列災面

4653 H G-13思褐色土忌
46団西園繋
4655 J-15赤土蹂黒褐色土直上
'656 F-22基壇黒褐色土
4658 J-19瓦 ・ぼ溢付近
4659西llll埜
4660 M-18/1.¥褐色土壁
祁61K-23石列南開礫沼1まり
4662 J.[9瓦 ・ぼ溜東下部砂粒灰況暗褐色土
<663 I・20ヒ・介7・9
4即 F・20ピ•日5
4665 L-20石列東赤土5
4666 1'-20基壇東西畦黒褐色土
4667 1,20 (, !'131~ 
<668 J K・21・20>~H豹JMll
4669 1.・18ピ>?
4670 1-24暗出色滉ぽ±11'i
4671 K-18ヒ．，卜4
4672 J-19と・.,ト17b
4673 J-27i呂状ロ構0軒8色土10
4674 H-20ヒ・ット26
4675 K-18西欣混出色土小ば蚊
4676 J-16瓦欧比中上而
'677 K-18石列小珠上面
4678 K-22 ヒ• ., ト1北束IJIII0-30
•~o・四 fif'l上 ・ ゆ,,,
I幽 1.-21ヒ・,ト90-20 

“幻 J-18NOl 
＂心 J-16NO.l5
咀 I1-17NO l第2層
<'1!S l.,J7N0.9 
“凶 l.,15>-H敷下黒褐色土
4687 K•l7NO 11-e 
4蕊 K・17NO.ll-b
4689 K•17NO . ll-e 
4690し18ヒ・,ト131
4691 I.• 1st" ,f27 
4692 K・271引1:a,1月
4693 G・H-13ヒ゜ット黒褐色土0-10
4694 L-21石溜上昭褐色渫庄土
4695 L-!8t0 ., ト3
<696 L-18t・．， 卜17
<697 M-19ヒ・,ト1
4698 L-19t" ., ト7
4699 K-17N0.22-d 
4700 J・18N0.2
4701 1.-19t", ト3
4702 1-20 • 21コーラ9敷2下10~15
4703し15コー9ル敷下黒褐色土

4704し17N0.11黒褐色土
'705 K-17t" -, ト15・a
4706 K•!Gt", ト19
4707 J-20コーう9敷3ill珠混田色土
4708 K-17NO.Jl-e 
4709 J-17NO.ll-a 
4710 L-15 16>-7'敷直下翔褐色
4711 K-18N0.9 
4712 K-17NO.ll b-2 
ma  L-17NO.ll黒褐色士
4716 1-21ヒ・.,ト12炭滉暗1ll色土10-15
4718 H-19西1l11吐20
'71'N・2岬旧色 I; I'ぶ”匹 J-26溝状遺構10
•'m Mぶ23/11 即@J:-flVI
47231・27庫1i1il,CJ.
472'fl-22既浪褐色土・造成層J:
4725 1-22噂染中部
'726 H-22 2313集中

4727 1..-18 19黒褐色上面
4728 1,18 19黒褐色上面
4729 K-23石列北叩褐色20
4730レ17石列No.2畦①哨出色綬浜
m1  K L-18阻褐色土石敷面0-10
4733 K-23fi列~tl/lill 色洪践1.:1: to
4734 K L-19具褐色J:石敷而0-10
4735 K L-18黒祖色士 10-20
4736 1-22南北畦造成土10
4737 H-22畦南北包含附35・40
”埠 KL-19黒祖色土石敷面
41.W M L-18黒褐色上層0~10
4741 K-21暗1e色洪珠土10
,m  K L-19黒ll.l色土層10-20

"" K-2呻!U色~.20
4745 11 ・20>• t•tl2 ド40
""  1-れ叩IUI'.,!I澤
4748 ) ・2,,~IO色l:l'il
4760し21t",f3-orfll'llJ[ 
4761 L-17ニービ石列下黒用色士

4762 K-20東西トレン紅ーラ9敷2造成上上面25
4763 J-15ヒ・、卜24-B
4叩 1-23造成屠J:面
4765 1-22,・., トNo.3造成層上

'766 1-20コー7'敷2下20
4768 J ・z~•t 1 0
4769 11-246が1下略褐色 t
4710 K-17NO 11-G① 
4771 1-28t"・, 卜⑤
4772 J-15t ., ト53B
4773 K-18ヒ＇ッ ト30
4774 11-22D追成陪L
”乃 N・201知活？

畜サ mt: 地

177@ 11-2面．束j'ljJ:I成，，，10
.,,, 1-2211 ,le百ぬ瓜1:10
m• H・2<10 11) (!1 ➔•
rrai 1-2~•· , ト18
4781 fl -2S •J: 1賓

4782 J,2211¥'.J&陪JO
4祁3 L-24 i肩状lnl~'illll色.L紐靡
4784 l-23磁1/(ff!JO
4785 1・2叩 ・IU色 ：M
47師 N-27沼状遺携

4787 G・19西1!11畦30
4788 F・22甚壇黒褐色土5-10
'790 H・27地山面蕗込砂利混褐色土
4791 H-19西測畦50
4792 J-26溝状遺構10
47田 K-21コーうル豹茶Ill色赤±iR
4794 J-27渭状遺構
l)lll; L-15コー,.敷下馬出色上

”郊 H-21造成閑15
4797 H-21l印成層15
”勁 J-27畦①4清状遺構
｀四 K-20東西トレンチコーラ9敷2造成土上面25
匹 1-21南北トレンチ追成層.1:面10
4801 J-20コーう9敷2下5
4802 K・17造成層直上船出色土
呻 K L-17造成層直上黒比色土
4804 K・IOfi列県a:on.t,1u色,J・,fflU
4805 1,17ニーヒ0ート黒掲色．十．

4807レ20トレンチ⑦暗褐色土20
4808 (;.JS黒褐色土（貝竹盟・集中）
4珈 H-~3t"•> I迅成~,」. ilii
,.,. 1-24ピサ420 
4811 Iば函沢黒褐色土・透成陪卜
4813 K-!?N0.22-d 
4814 K-!?N0.11-b 
4815 I-!7N0.20 
4816 J-26溝状遺構20
4817 J-16NO 13 10 
4818 L-l7N0.23 
.._.,. K-l?N0.11 b-3 
心 K-27消状渇構
4821 E・24ヒ・，卜③

4822 l-26i呂状遺構地山直上
四 J・22東西トレンチ造成屈J:面25
4824 K-18N0,19 
•I<!> し23 2,,1ヽ牒溢下•&lll 色＿十．
.. 埠 1-2422逍成府20
4827し15J-ラ9敷・ト黒褐色．十．
4828 L-17NO.IO 
4829』・17N0,41
4830 J・17N0.40
硲311-20,-;, 敷2下5造成彫

4氾 21-28ピット⑦ 6 
祁 33L-ISJ-"敷
4回 J-27溝状遺構畦① 3
4835 K・17N0.6
4836 K-22D~lll 色浣礫上層
祁37J-17 H-18続きヒ・ット7あ

祁 38 J-22ビ•,ト 1造成陪土
知 91-21南北トレンチ造成層上面15
4840 K L-14黒色土
4841 L-23畦石涸哨褐色上
,.,, J-22 ヒ• ., トNo.3造成層土

4'l40, 1-23畦10
礼.,. H-26暗褐色土陪
呼 1-28<"., ト①

•紐 L-26黒褐色土層下部
4847 L-19トレンf@蹂涸

4848 11四辺成屈 J:面
4849 N・21応濯

4850 1 -22ビ ・ ►No.2ll'r成 "'.I:
,ss1 M・21と., •6 
4852 J-18畦 4鰈層
4853 1,16茶粕色混礫土10-20
4邸4M-26畦溝状氾構
4855 ll-261/1/状辺構赤土湿士30-40
4856 J-28溝状旧搭

4857 J-26ピット14
4858 G-23石列下砂利
4859 K-20東西トレンチコ一う9敷2迅成土上而25
4860 L-16茶田色漬．繰土0-10
••• , J-22. 吐東i1ii辺<l(t
4862 H-20ピ ット16
4細 J-25ヒ・.,ト4
4864 H・22追成層10
4866 J-25N0.5 
4867 M L-18息褐色土石敷面0-10
4邸8 1-28 ヒ •., ト17
4869 H-22造成層20
4870しK-18石列暗赤褐色砂利礫演
4871 L-l? ニーピ 石列下燻褐色L
樟 nJ-22造成阿10
4873 J-28 ヒ • ., ト15
4874 H-23 ピ•, トB
4877 M L-19馬氾色．士層地山面10-20
4878 K-16追成層

4879 J-17NO.ll-a 
4880 L-17こービ 石列下黒褐色士
4881 J-27渭状遺構畦(DJ
祁82I J・1718黒褐色土
4883 L-1se• , ト20北部分
4駁wK L-18黒褐色土石灼面

4駆 L-18南北畦黒褐色土10-20
I馳 J-19暗褐色況森土陪下部
•~K-14J -H上面“潤 K-16石桓東茶褐色濯蹂土
｀螂 K-17N0.11-b
<000 J -17NO. t t-• 
4902 K-19畦N0.1より北環状遺構

4904 J.15凩JU色十"
1000 M L-18東西吐黒褐色ii昆穎
• .,,, l"iffllt! 
,,.. I J・1718黒褐色土

<11G'l l・J・1718黒褐色土
"910し19南北畦黒1ll色土赤粒混10-20
•OIi c;,22,!~J!I 石坦夷側 J:和

祐r> 出.t:地

4913 1·20'1•~2',:i;<\'l,1 
4914)公濱＂泣ぽ N
4915 J J-24南慨畦暗褐色i粍茂土50-60
4916 L-20石列トレンィ③暗褐色蹂土
4918し20石列トレ"③茶出色土遇物盆
4919 M-20遺物溜造成層
4920 1-20,-a. 敷2下25
4921 K-21H音褐色滉礫土15
4922 L-23暗褐色i琵牒土/!110
4923)-27哨褐色土層
492'J-22t・，卜No.2造成1!l上
4925 M-27地山直上
4926 L-20トレンチ③暗田色混礫土
4927 1-24溝状ii!構

4930 L-21瓦繰涸追成層下
'931 K-21陪 lll色土
4932 1.-20石列トレンt①陪褐色混蹂l
4936』-22畦東面造成土20
4937 H-23畦面北包含35
4切• K-22,a褐色浪礫土培5
4939 K,23暗褐色土下1'1'10
"'°M L-20石列2上
4941 1,28'"111色況I'll.I:駁5
4942 J, 匹 (ilU色-'淑
四 3J,2511l1Q色土屈
4944 J.1-22辺9え彫遇積まで35
4945」,25暗褐色±陪

4947 •27陪出色土円

'"'K-231。lllCH:.下＂＇゚
4949 1-20,-う＂敷 2下10
<950 M L-!SPQ茶田色庄混
4951 K,26 I一虞 I-I'll
4952 1,2, 小紅涸 f•~IU色」用
'953 K•il3lD 1/1 I: 面
495< lヽ-2JJ゚田色」：
4955 L-21ffi東側石列石溜下暗褐色±
4956 L-18ビ・＇卜 20市ヨリヒ・,卜
4958 1,16茶褐色淮欧＋．
4959 L-20,-うル穀
4960 M-18ヒ・,卜l5
4961 K L-18東西畦黒褐色土混既
伽 3J-18石列南鳴哨褐色混牒1:一
4964 L-18t" -, ト1
4965 K-16石垣東茶褐色滉練土

4966 1,l9fll-lt~t/lll0色 h
4霙 J-19瓦 m氾
,,., ・19這成陪

4970』-19追1,U・I
,,,, M・l,181―i列 1濯"
4973レ1訳 ・,no
心 75l,16茶褐色浪Jt土0-10
4976);19ヒ・,ト2
4977 M L-18東西畦黒褐色±赤9節毘10-20
4978 J-16茶褐色混礫土0-10
4979 J-17茶旧色滉欧10-20
4蜘 )-16畦壁面

49BZ [-14赤上 ・黙褐色直上
49四し17石列上面漬掃
49凶 J-18石列南llll暗褐色混珠土

4985 J-l9'RiU©. -~~ ぼ
4986 J-19暗田色ii;'.ヽ 烹上部
4987 M 1,18東西畦黒褐色L
49邸 K-19ヒ・,ト2
4989 J-19茶褐色士滉ぼ十．
4991 H-26消状遺渭畦⑤1
4993し19藉illll畦1.1¥lll色j_
4994 -16畦茶褐色ill礫,Jヽ 蝶敷i1[上
』瞬 H-21'-7'敷2下9ンコ・滉暗旧色土
、1躙 M・2a-t-lil
4叩 L・19t・サ2
9函 M,20,-u歓
匹 H-2223噂町I•
5001 J;20• • I• 釘―Fl(瀾
5002 1-22墳集中部
5003 1,22鴻巣中部

soos M-20, → •fl f Jcilil 
5007 l -22Jll代,ll l鼻 l 墳如l•IID
5008叩
5009 1,-20,-が tll'Ji:沿9
5010 J・!OJ{殊集中上而0-10
5011 IHGi昂ル湛llll.¥',.l:.llU:30-40
so12 J-2611RIU0. i: 
5013 J,lD瓦 m泊
5014 K-26情OOAl/l1J<JIII
5015 』 •27迅 情No.2
5016 1 • 1 5訊出色土M
5017 1,16 
SOJB H-20Jーう 9敷3~棄次混褐色土
soi, l J-24南圃畦暗狛色i琵珠土下部70-75
5020 J-27暗褐色土層
5021 K-22石列・北畦

5022 J・15黒田色土屈
5023 L-21ピ.,卜920-40 
5024 H-23石列地山直上砂利溌内色土5
5025 -26土璃上牒涸暗褐色:t.
so,s 1-2s,・-, ト9
5027 J,15,-a. 上而凹み

soza K・20,→9敷最下茶褐色赤土滉
5029 』 •14黒褐色土上面既敷
soao P-24と・,ト⑪
切 JIH-2Qt'-, ト20
sroz N•2•1 /,'l)~;(I構 l"I れ面
5033 M ・ 18t'·•l・ 14
5034 1.21,・-, ト12炭i琵暗褐色．七0-10
5035 K-16小蹂敷上茶褐色i印榮土
5036 l・16-ll.空面
5037 H-23石列下砂利混褐色土地山在上
so,a J• l訊IIU色 -~.m
soa, K・23, 2• 地1llrtL 
5040 J-15黒褐色上面蹂敷
5041 M-l8t0 -, ト14
50<2 1-14赤土黒旧色土直上
50'3 l-16黒褐色土練敷直上
5044 M-21it溜下10
5045 H-22 23噂集中
!Oll 1,2l?~ lll •I• 罫

-270-

爵サ 出土地

504'L-20,-"飲

氾 91.,21Jl:H)泊
5050 1-~~ 這必 •I'llII<< 
5051 “兄喝ui.•I I 
5052 I、2JJ(I渭沿I
5053 L-21瓦蹂溜
5-054 1-22濤集中部
5055 1-22畦墳某中
50祁 1-22培集中部
5057 し21::J-うい敷瓦溢
5058 し21瓦練涸
5059 G-21トレバ② 苔壇
鴎 11-22畦墳北中
5062 k-20コーうり敷下瓦溜
506:l M-21礫涸
匹 1-22 21トレンf碍集中部
5064 1-22 21鴻集中部
5066 し20,→9敷下瓦涸
5067 1-22嬬北中部
傘 H-22方形状達構練涸上暗出色」-
恕 9L-20コー丸敷下瓦湿
5070 L-21瓦繰溜
5072 M~2! 瓦溜

5073 L-20,-ラ9敷下瓦溜

S074 M-21南北トレコーう9敷石涸上面
5075 H-22造成層欧i昆黒褐色土
5077 L-20コー丸敷―ド瓦溜
5078 1-26暗褐色土附
5079 L-21瓦礫溜
露 0H-22 23遵集中
5082 1-22鴻虻中邸
508' M-20瓦層70-90
5085 1-21 22墳島中部
5086 M-213-7'敷瓦涸
508'/ K-22造成屈上
畑 1-22碍其中部
5089 M-20,-,>敷下瓦溜

5090 L-21瓦礫油
5091 1-22鴻集中部
5094 L-21瓦蹂湿
5095 1・22埓集中部
幽 7Ul瓦繰涸

幽 81-22壌集中部
5100 1-22墳某中部
5101 1-22墳巣中部
510:l M-21瓦協
5104 し20石列23の間瓦溜
5105 1-22璃集中部
5106 I-22埓拓中部
5107 1-22璃集中部
5108 1-22違島中部
5109 M-20コ ー,.~.瓦溜
5110 M-20南開畦瓦溜
5111 L-25溝状追捐内20~40
5114 M-28黒色土
5116 M-28黒色土
5120 J-26南隠畦•Gill色 i出烹t下部
5121 H-24赤黒洪府掃除
5122 J-28暗褐色土
5123 J-28西測■.il暗褐色土
5124 1-25暗褐色土層
5125 J-25暗氾色土
5126 J-28南側畦暗褐色混珠土中部
5127 I-25暗褐色浬燦土層20-30
5128 K-23暗褐色土ト一部掃除
5129 1-28'0褐色混礫ー1陪
5130 1-27南開畦•S褐色浪秩土層J:部
5131 J-28西側畦,a褐色土i兒礫土下部
5132 J-27南側畦暗褐色滉蹂土上部
5133 H-27南側畦·~褐色滉礫土庖中部
5134 L-24南隕畦哨褐色混繰土下部
ms  M-24南開畦•&出色浪隙土上部
5136 J-28西11!1畦暗褐色滉蹂土下部
5137 J-28西隕畦暗褐色混蹂土中部
5139 M-20南flll■.t瓦溜
5141 K-2s,alll色砂利浪下部
5142 L-26•&褐色砂利混
5143 M-20南開畦瓦涸
5145 K-28瓦集中部
5146 H-25暗褐色溌礫土隅o-Jo
5147 L-25消状旧溝内10-20
5148 M-20南隕畦瓦溢
5150 M-25溝状遺構0-10
5151 H-28束IJll畦暗褐色滉欣土層ート部
5152 H-27南照畦暗褐色滉礫土府上部
5153 J-27西隠畦,o田色混ぼ土
SIS』 H-27iti間畦暗褐色洪牒土層下部
5155 H-28暗褐色i毘礫土陪下部
5156 M-20南測畦瓦溜
5157 M-20南隕吐瓦涸
5159 M-20南隠畦瓦甜
5160 l,-25清状遵惰l勺0-10
5161 L-25溝状心構内20-30
5162 H-25>-;>下赤土溌暗褐色土
5163 M-20南1県1虹直
5165 H-27西側畦陪褐色i昆牒:I-．下部
5166 J-28南測畦暗褐色i屁既土下部
5167 L-24南1111畦,9褐色混礫土下部
5168 J-25西側畦暗褐色混森土下部
5169 M-25溝状遺携0-10
5170 M-25溝状l11構10-20
5171 M • N-25溝状還槽東西暗褐色±
5173 M-24南測畦9音褐色i印藁上上部

5174 L-24南11l1畦暗褐色混陳土下部
5175 H-26西1111■1暗褐色混印土層上部
Sl77 M-27地山直上..,. H-27南阻畦暗褐色浪既士思下部
5180 L-25溝状心措30-40
5181 H-28暗褐色ナ層
5183 L-25溝状遭楕内10-20
5184 M-20南1l!1畦瓦涸↑部
5185 1-26暗褐色溌繰土庖下邸
51邸 J-26南旧畦•釘出色i印欣．ナ＿
5187 G-22某壇r,,而部掃除

5189 H-25暗祖色涅礫土層下部
5191 N・23'ff褐色・l:0-10
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5563 
5597 
5714 
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6002 
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6010 
6011 
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6013 
6014 
6015 
6018 
6019 
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出上地

K・18~~!1!(,1 ~ヽ~•J ill下応
M,25!AI色 I、

tK,·228雌GII<ll!むS1~冒出l•l•ポl•lll 

I、26石灰i:聞lti• l• lli
K•281ff!U l!lfn•lifl 
I、27•Blll@.0l·1i;1,1 I'~ 
k碑 O!U色紗9りII!ド繹
I、25t01U色6'11111
N,25黒色土
M-24馬褐色混欣土暦0-10
K・2811釘3色ゆ4'1dfftll
l,2506褐色砂利混下部
レ27暗褐色砂利溌下部
N-27暗褐色砂利混層
N-27哨氾色砂利浪層
N-27暗褐色砂利況層
L-25暗褐色砂利混
し24哨褐色土庖 F部
1-27西阻畦暗褐色浪珠土培J淵
l、Z5fMVはDI肖v,0-10

K・24G』"
レ2•1 i'i叩•D氾(! · I·.
K-24南開畦暗褐色土
1'1-26西側畦暗褐色洪練士陪 1:/lll
1-2s,a1u色：f, 
1-201~ 11, 爪 1:1;1ほ
J心511/ilij<:,J:
1 ・2s■n 1u~」
1-20地山直上珀褐色土掃餘
H-28暗褐色；R践土層下部
H-25叩褐色土陪40-50
N-2.'llfOIU叫 0-IQ
M-24.+i阿it'llIll色J・lff
N,Z.1111憫•1.•hlf!l,l. I. 
N-23暗褐色土0-10
H-25暗褐色士層◄0-50
JJ,・27南隕畦暗褐色沢煤士20-30
27南阻畦•811l 色上．

J-2S丙側員L雌出色訳m土 I年
M・23石垣南暗田色土
H-25暗褐色土/H40~50
H-24赤黙溌屈掃餘
M-23石垣市暗褐色況陳土
M・20東西石垣内 1県•alll 色i;
しい南閥畦暗褐色滉欧ナ下部
M-231li曽lllJ聞1ae沢陀・le
J-26西開畦暗褐色iJ;;院士．下部
M-23南開畦暗褐色ゴ．
1・1-27西阻畦,Q褐色浪礫土下部
).21川1酬1 1 ,IMij~iJl兄 I:
M,23en111色況,ll.J:10
J•2fl11l剛L•~IU色 L
1・勾地lhiti,ff1U(il/,1J,t. 
K-22,f,1:Uld!l 1111¥!. -~. 
K し2728J~1l1直 L
l.,-25i/Jl状遺構内0-10
l<-22南隠畦暗褐色滉練土
M・2526t0・J卜No2 
l•24匹阿■I蛸田色Dl.♦-~ ·I,
K,ZO南測吐造成層
1-1 •25暗褐色i~lt土丙下部30~40
＂・251ff切色沿和士吊下部30-40欧団
M-24 ,11/0H•t■"IU色..L
lf.2SJ1nlll ~ iK!r,J, "'1 .lcゆ
J-25西側■ll哨田色浪礫十上部
M-23石垣南暗褐色土
ll-25>-"下赤土混暗褐色上
1・25暗褐色溌練ナ層0-20

戸M・が南よ隕腐畦暗悶氾:;;色:l屁It靡雷土上部° 
M・20lt,劃出員0.tcJ<..1, 郡
M-27/!l 
J,17/A¥Rlatrn 
l,l!l'ff,/t'IU包 Iヽ鳩しK
1-27清状ill構lO
H-19ヒ―7卜3C
1,17迎成層直上遺構面黒褐色土陪
,/,\ Ill 色.~土
K-15 • 16畦®造成陪
I J-17赤褐色滉礫黒色土
K・18黒褐色土上面
lf-16造成冠上亙礫溢黒出色土庖
K-18患褐色土上面
K 1.,-14黒色土
叩出色i兒蹂土駁上黒柑色上
/ · 1 8北■ls さ造成陪直 ~.ill構而曳旧色土
K,16南北畦黒色土
j.16畦 5造成庖直上黒褐色土
1-19某中迅構A焦田色次赤土粒iだ
L-21トレンf⑦造成層の F
1-18ぽ混暗10色．±陪20
J・1516ぶ●Ill¥色J:
J-20 2P->鳥飲2f20 
H・18il'I状這1鼻凶工
J涵-1成6)!, 迅成

層直上ぼ4-A!租褐色.:L
C・23石列南測造成土上而
1-28黒色洪礫土/lil0-40
1-20造成層30-40最下部地,1,旺上
M-25!』¥(,¥J:.府
J-l?U•A IUC:lll<ffl-f: 膚
K,2611釘ij(!l砂利出
1•27黒色浪礫土層20- 30
し28黒色土層第2層
J-25綬浪』1111色土勾-30
M-24黒色土20-30
H-27礫混黒氾色土吊0-20
1,28黒色混蝶土層0-10
n・27ぼ;.:;,aり出込llMO-zo

IJ- tRit)ir. •n lU l?l. 上屈10
I・22t',I、G:.1成Mi日
1・勾池111111'.上

1H・2,200辺逍成成氾層?.（0赤~-30Jlldcl四-JO

高I}
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6059 
6060 
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6064 

6065 

6066 
6067 
6068 

“ 印n
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6079 
008] 
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a瑯

如
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函 I
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碑
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6100 
6IOI 
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"'"' !JIIO 
GIii 
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lill;I 
61114 
~IIS 
GIIG 
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011尋
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61>:I 

“む
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6128 
61四
61j<J 

Olli 

“コ
"'"' 01:,.、
0135 

~· 洟6137 
6136 
6140 
6141 
6150 
6151 
6152 
6153 
615' 
61お
6156 
6157 
61鵠

6160 
6161 
6162 
6163 
6164 
6166 
6167 
61図

6169 
6170 
6171 
6172 
6173 
6174 
6175 
6176 
6177 
6178 
6179 

6180 
6181 
6182 
6183 
6184 
6185 
6186 
6187 
61図

6189 
6200 
細

6202 
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出土地

II・25l't費
し20tレン1黒紀色:t-:5-10 
I H-23;n1l1120 
H-2ot・,na 
J・1516南北1_1黒色J:.
C・?.Ot・，H4
N-24暗出色上下部

JI ・J-16黒色土
21畦暗れ色土陪

J・18昭氾色混森下部
1~241:: -, ト1
K,23Gl'11Ui<lUC1J."F 10 
レ21石,-11,注l
1 •25哨lll色土附
l・J-16照色士
J-25暗褐色土表面
1-22方形状赤L混田色土10
K・L-14黒色土
1,27t/Jl:tllllllll60 
K• IB北吐か造成陪上黒氾色

J1M・ B溝状遺構⑦
18束畦さ造成層直上黒氾色土

迅成所直 I・.繰1-C黒田色土
J,l8石列下さ謀旧色土培
K-18束■11か造成陽J:黒褐色土
J-15 16南北畦黒色．＋．
造成廣直上黒褐色上
;¥1lU0.i匹 2
造成培;~:・J-.珠1-C組褐色土
1-17造成阿直上m構亦色．十屈
1-17遭構面ぬ造成府直」•照褐色土
L-17規褐色士
赤田色滋練2
赤褐色浬礫土隅
造成陪此U-.つ珠1-C黒褐色土附
J-18既洪暗褐色上庖10
I J-16焦色」一
東■Iか造成層ト:r/(1想出色Iこ
赤褐色況礫」：屈
)-18造成屈迂上迅構血蹂28
H・21t" Tl-9•a 
J•27溝 ~ll! lll < O
J-18既浪暗出色土屈20
造成層直上森4-A黒田色:t-.
K・16ぷIll色況1累＇
~[畦き黒褐色土
I J-17赤田色i琵牒黒色J:
K,18蝶滉哨褐色土屈20
如丸府ば UI.IIIIC!l.l,
王沢11:JiU:≫IIU叫

『・・11581~•1)11.l四渇 10
16西畦黒色土

K-15 16畦③造成陪
K, l61IIJUlllM&J. 
J-16畦 5造成層荘上黒褐色土
j.16迅成閉」、瓦礫濯黒担色土料
It, 田色11¥¥l'tt層上黒褐色上
1-17造成府直上遺構面黒褐色土序
it墜償）ち造成屈直J_黒褐色土
Ii・23ほifl褐色土層15
K-16茶田色混煤
J-17畔造成陪
1-18北畦さ造成府直上n裕而黒出色．＋．
し17追成喝
1-17造成層直上旧構面黒褐色上層
l•28t. 1卜150-20
研褐色混躁土層上黒褐色土
K-18礫混暗出色土陪20
K•18北員1,か 這J~り上IIIW色
J ・ 1 5 • 16i'li1Ui /~I色
fl -Z~l!Ul2 
l・J-16黒色:l:
J-17暗褐色欧涸
K・ I G1♦Mt-.l!/ll色J:.
J,18蹂洸暗褐色土/@20
ト28ヒ・ット150-20 
1・28t::" ., ト15
1•27!~ 状;nll!◄O

]・-2181 1石r,ダ•n•I碑 l澤
下さ馬1ll色土

I・17造成南直ヒ遺榊面黒田色土野
1-261::: ・プト1
K L-14黒色土
1.21コ一うル敷2の下5
K-16南北畦黒色士
I J16黒色土層
1-26溝状旧構10
K,18黒褐色土上而
K L-14黒色、上
1・22方形状遺構ば洪閲色土南測
H-20t・.,ト22
』,25清状辺構西ヒ・,ト炭焼土
H-201::・ ・1卜27
1-20セ万 卜12赤土況褐色土30-40
J-20ヒ.7卜33
1-22方形状項構西隠●涸下
H-21 t"ット17
1・19ヒ―ット1
H-21ヒ.., ト20-b上部
H-21ヒ・ット11

『-221'方"形.,状遺構●集中部下赤山暉±
ト7

J-20 21,-ラ9東西畦茶褐色

JG・-2200ヒ万 卜3132環状遵構
21コーう＂敷畦（束西）ビ・ 1卜a

1l4l2-21 0ヒ・ッ1-25-a
ピ介7西測の穴

fl•22方形状遺構,Jヽ繰混褐色士
F-20r.1北湛9積

J.20 21'ーう9束西畦造成層
1・22礫浪田色土層
J.20 21つーラ＂敷畦（東西）ビ叶 a炭混
J・202Pーラル市北畦茶褐色
H-211::: ・・1卜9-a
』・21セ―-,1・15
... 四illl汎t5 

ltlJ Ill.I: 地

匹 K・U)IIAl<llR層
,20, H-23 24迂構:I 5 
6205 H-20 2P-7'飲2F10-1s 
6206 I・17迭成層直上迅楢赤色土陪
6207)・26溝状遭栴20-30
62偲 K-20コーう9敷北トレンf!S-20
6240 J-15 1 0叩t:il~IUCU:
6242 11-24遺構15
6243 H-23造成屈上
6244 N-23烈土」
6262 N-23黒土上
6286 I J-16焦色上
匹 H-23方形状砂利混褐色十:5
心80/-15 16南北畦黒色土
絃 )-1?氏111@m環1:JC濶
6293 K- 1匹 ~a成"1Jitl:
6294 K-17茶氾色砂利滉
6295 1 - l ?t" 曾 ~l 6<11 le訳
6296 1-17~ 褐色土直上34
6297 K-17造成巧屈下部
6298 K-17礫涸黒田色土10-20
6299赤褐色溌欣土
6300 J-18逍成陪直1這構面黒田色土隅
6301 1-17ヒ・-,ト2赤土混
6302 L K-17造成陪
6303束畦せ造成層五上黒出色:t
63C>I K 1.-16迅成陪0-10
6305 J-18造成陪直上ill/II面礫滉暗田色土
6306 H-18ピット4
6307 !;. 四地1hll1刊9
臼08 1 -2 1 t·, ~5・；

6309 J-16瓦湿下礫
6310 J-18)'l1,ftl北畦黒褐色土
6311 1-17/Mlfl色土序
6312 113-Alヽll!lr心附Jo'(I・
6313 I J-16黒色:t.
6314 K-17牒沼10-20
6315 2"イン遺構上面）也山直上
6316 J-20 2Pー刃敷吐壁面消行
6317 -27溝状遺楕10
6318 11-20ヒe ―’卜24-b炭滉褐色土0-10
6319 H-24il'.l構15
6320迅成層直J:黒褐色土
6322 K・15⑪黒出色上直J:
6323 K,14黒街色土層
6324造成屈直上黒褐色土北壁
6325 K-15 16'.I¥色.t
6326 1-16馬出色土 2枚目珠⑤
6327 M-23t"・9卜7
6328 K-16吐 2造成府正上
6329 K-16造成陪
臼30L-21トレンf⑤瓦溜
6331 K-17黒褐色土
6332 J-17迄成屈練滋
6333 J K-17造成層
6334 K L-14黒色．七
6335 K-17市北畦 C焦褐色土
6336 K-17ヒ・-,ト⑪造成府直上
6337 KL・17造成層欧涸
6338 K-18東畦さし赤民色練土
6339 1•25暗出色土彫
6340 J-17畦 4黒褐色士直」：煤涸
6341 K• l6'1.:t• ヨ成~IUI'
6342)・16!1¥色.L:
6343 J • K ・ 17 1st.ti/ F印 U色十
63M K-15/1¥1り色.L..Lill
63'5 K・18紐J;l/l¥lll色土紅 I・
6346 1-17ビ ・th 只慎 I.
6347 造成.Y.-1 11·,,, ,mum 」•疇
63<8 K-2<剛1111色沿ffiJ.:屈
6349 レ 1 5 • 1 6克西員l!!Zl.L鴫
6350 K-17~:ll lllc.!.iCJ: I・
6351 J-18]うイン南北畦黒褐色土
11332 K-18 17黒氾色土紐涸上面
6363 K 1,17出出叫
63臼 )-JG.;.1戊”
6356 ll¥6.!liilt冶匹!IIIU色上
6359 K-16迭成府直上黒褐色士焼土
6360 J-17畦 4黒祖色士直」こ茂涸5-10
6361 J 17Jうイン南北吐黙褐色土
6362 K-17⑲黒褐色直l.
6363 K-18黒褐色土24
6364 K L・1817石列黒褐色土
6365 J K・15黒氾色土
6366 l •2P -71敷 2
6367)-IS黒担色土上而
6368 J-17叩 出色潟碑
6369 l •17W. 褐色．七荘.t33
6370 K-17.'!.11り色.1:21
6371 K・1sJ)m111,, J•,t,..t 
6372 K-1雌 l迫成屠直上
6373 J-17昭褐色浪礫土苅
6374造成陪直 I・.瓜氾色:t.
6.'75 K-17黒褐色土
6376 J-20 21コーう9敷2下20
6377 1-16黒褐色土（地山上）
叩 K-16⑦黒褐色土直上
6319 1-22方形状旧楕硬溢廂 J:
6:),1)1) 1-17逍成陪砂利敷き荘上
6381 L-20トレンチ⑦追llilt層
6383 K-18 27閑県褐色土直上
638'K-22地山移行陪上面
6385 K-17渭状石ダ•I堀方珠砂利赤土
6386 1-17渭状,・.,ト東匹畦肌褐色上
o,s, 1-221111U心D!/11鵞1ll!U色J.:
6388 K-18 17黒褐色止疎涸上面
6389 H-22造成層まで35
6390 H-19t" ,!-25 
6391 1-22方形状遭構ぽ浪褐色J.
6392造成層直上黒褐色土
6393 H-18溝状遺構⑦
6395 K-14思褐色土府
印 96H-18ピット12
6397 J-17'6花色滉礫土炭
6398 1-14ビ・9日1
63,0J・15・16:!I色上
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